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三月二十日──春分

いつもより少しだけ長めのあとがき









　八月十五日──盂う蘭ら盆ぼん。







　斜めに傾く真夏の陽ひが、ブラインドの隙すき間まから広い室内を照らしている。

　ナチュラルモダンな壁かべ紙がみ、海外ブランドの高級ファブリック、優ゆう美びなデザインの照明──有あ里り間ま区くを一いち望ぼうできる高層マンション最さい上じよう階かいのこの部屋は、持ち主の美び意い識しきが嫌いや味みなまでに寸すん分ぶんの隙すきもなく反はん映えいされていた。

　部屋の持ち主ぬしはもちろん、菅すが原わら道みち真ざね公こうことみっちゃん。

　悠ゆう然ぜんとソファに身を沈め、タブレット端たん末まつを操そう作さする光こう景けいは、耀あき姫ひめならば「全国各かく地ちの氏うじ子こから巻き上げたお布ふ施せで結けつ構こうな暮らしよね」と皮ひ肉にくの一つもいいそうだ。

　しかし優ゆう雅がな暮らしのはずの彼の眉み間けんには、深いしわが刻まれている。

　画面を見つめるレンズの奥のまなざしも冷たく厳きびしい。

「──！」

　みっちゃんは目を上げ、背もたれ越しに冷ややかに光る眼鏡めがねを向けた。

　それを合あい図ずのように、ソファの背後の窓まど枠わくにひょいと小さな影が飛び乗る。

『皆が集つどうたぞ』

　小さな影からしわがれた声が響ひびく。

　よくよく見ればその影は、長ちよう衣いを身につけた小さな小さな老人だった。こんな高こう層そう階かいにこんな大きさの老人がいるとは、怪かい異い以外の何物でもない。

「お見えですね。お待ちしておりました」

『入ってもよろしいかな』

「ええ。結けつ界かいは解いてあります」

『お招きかたじけのう』

　小しよう老人の姿すがたがかき消えた直後、みっちゃんのいる部屋のドアが開いた。

「ほう、ほう。失礼するぞ、公こう」

　一いち団だんの老人がぞろぞろ連れ立って入室し、思い思いの場所に腰を落ち着ける。

　彼らは全員古めかしい着物や時代がかった衣い装しようを身につけている。高層高級マンションの洗せん練れんされたリビングには、いささか不ふ釣つり合いな装いだった。

「相も変わらず公の居きよ室しつは、もっだーんじゃのう」「わしゃ畳たたみでのうては落ち着かん」

「また其その方ほうは時代後おくれなことをいうて」「いいから早はようどこぞにでも座りなされ」

　口々に騒さわぎ立てる老人たちをよそに、みっちゃんはタブレットに指を走らせる。

「ほう、ほう、皆みな座ざについたかの。さあて」

　みっちゃんの真ま向むかいのソファに、あぐらをかいて収まった小こ柄がらな老ろう女じよが口を開いた。

「朱あけ川がわ市しの件じゃが」

　しん、と騒がしい会話が静まる。

　みっちゃんはタブレットをローテーブルに置き、足を組み替えて老女に向き直る。

「菅すが原わら公、耀あき姫ひめどのが神じん通つう力りきを失ったのはまことか」

「ご連れん絡らくした通りです」

「ならば、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみが産土うぶすな神がみたる役を放ほう棄きしたとみなしてよいわけじゃな」

　親しげな笑えみに引き替え老女の言葉は辛しん辣らつだ。みっちゃんは答えず無む言ごんで見返す。

「……有あ里り間ま区くどころか西にし東とう京きよう市し一いつ帯たいで、いまだ異い変へんは続いておる」

　床に寝そべる老人が、絨じゆう毯たんの長い毛け足あしを指でもてあそびつつつぶやいた。

　ローテーブルの端はしに腰かける別の老人が後を引き取る。

「木々が枯れたり、季節外はずれの花が咲いたり」

「天候も崩くずれやすい。局きよく所しよ的てきどころかほんの手を広げたくらいの土地に豪ごう雨うが降る」「おれの護まもる家の裏うら庭にわでも雪が降ったわい」「いやいや、それどころではないぞ」

　他の老人たちが各おの々おの声を上げる中、一人が深しん刻こくそうに身を乗り出した。

「土地に染しみついた古い記き憶おくがよみがえっておる」

　静かに聞いていたみっちゃんの整った眉まゆがぴくりと跳ね上がった。

「他の地でも起こっていたのですか。具体的には、どのような」

「昔に起こった様さま々ざまな出で来き事ごとがくり返されるのじゃ」

　しわだらけの指を振り、老ろう人じんは歯は抜ぬけの口でまくし立てる。

「たとえば先せん祖ぞ代だい々だい住んでいるある一いつ家かの敷しき地ちでは、その家から出した葬そう式しきや花はな嫁よめ行ぎよう列れつや、棟むね上あげで集つどう人や正月の餅もちつきなどの光こう景けいの幻まぼろしが、頻ひん繁ぱんに見られるそうな」

「平和な出で来き事ごとならまだいい。いまは公園となっておるとある場所は、明めい治じ以前は墓ぼ地ちじゃったゆえ、何度も何度も死し人にんが根ね暗くらな読ど経きようとともに土ど葬そうされておったぞ」

「坊ぼう主ずの陰いん気きな読経などなにほどでもない。ほれ、駅前の裏うら手ての、ちと死し角かくになっとる四よつ辻つじ。一時期あすこで、日に三度も車同士の派は手でな衝しよう突とつ事故が再現されておった」

「わしら土と地ち神がみが必ひつ死しになって抑えこんでおるゆえ、人間どもは気づかぬだけでなあ」

　ふ───っ、と老人たちはわざとらしいため息をついた。

　みっちゃんはそんな演技過か剰じような思わせぶりには乗らず、表情も真剣に答える。

「幸いにしてこの地の異い変へんは、耀あき姫ひめさんに頼らずとも私が怠おこたらず治めています」

「公こうがお役やく目めを果たしておられるのは、よっく、存じておる。で、その異変は公が朱あけ川がわで見み聞ききしたものと同じであろうか」

「間違いないかと」

　場の一同はそろって口を閉ざした。考えあぐねる顔をそれぞれ見合わせる。

「……それで、あのねこがみとやらを、どうなさるおつもりかうかがいたい。公も朱川の地に赴おもむかれたなら、そこで確かめたのじゃろう」

　床に寝ね転ころぶ老人が、ふわふわの絨じゆう毯たんを指でかき回しつつ尋たずねる。

「ねこがみとその眷けん属ぞくの正体を」

　一いつ瞬しゆん、その場にどんな物もの音おともなくなる。

「耀姫どのは鰹かつお屋や広ひろ人とにのめりこみ、ただの一人の女おな子ごになってしまわれた。八や頭ず龍りゆうの大おお神かみがそうまで惚ほれこむほど立りつ派ぱな男子とも思えぬゆえ、よほどその言こと霊だまが強力か」

「一いつ介かいの人間の言霊に囚とらわれるほど、八頭龍大神はか弱い存在ではありませんよ」

「弁べん護ごするおつもりか。まさか公まで鰹屋に」

「やーめ、やめ。いまの大だい事じはねこがみの処しよ遇ぐうじゃ。のう、菅すが原わら公」

　ソファの老女ののんびりとした声に、視線が一点に集まる。

　注視を浴びて、みっちゃんは冷静に眼鏡めがねのブリッジをくいと人ひと差さし指ゆびで上げた。

「……鰹屋広人は一介の人間に過ぎませんが」

　足を組み替え、みっちゃんは言葉を継つぐ。

「こと一いち大事となると恐ろしい力を発はつ揮きする。大陸由ゆ来らいの金きん狐この長おさを退しりぞけ、古き霊れい威いたる夜や刀との神かみの本ほん性しようを封ふうじ、世を騒さわがせた大おお妖あやかしである刑部おさかべ姫ひめの力を抑えつけるほどの」

　ざわりと場が騒ぐ。知っている事こと柄がらでも改めて言葉にされれば脅きよう威いとなった。

「ゆえに下手へたに強きよう硬こうな手段をねこがみに対して取れば、彼をただ怒らせるだけです」

「ならばどうせよと」

「かの朱あけ川がわの地で、鰹かつお屋や広ひろ人とはねこがみの眷けん属ぞくからとある使し命めいを託されました。その使命を手助けするのです」

「ある使命とは」

「眷属の元より奪うばわれたねこがみと、もう一いつ柱ちゆうの神の神しん体たいを取り戻すこと、です」

　ざわざわざわ、とまるで森の梢こずえのごとくその場はざわめいた。

「その神体とはいかような物か。もう一柱の神とは」

「分かりません。眷属らも仕える神を失った際に記き憶おくも失われたようです」

　森の梢のざわめきはいまや喧けん噪そうにも近い大きさになる。

　老ろう女じよが片手を上げて制さねばこの部屋どころかマンション中にも響ひびき渡ったはずだ。

「それを取り戻して、果たして異い変へんが治まるのか」

「確かく証しようはありませんね。しかしこの異変の原因が、祭さい祀し場じようを失ったねこがみの錯さく迷めいのせいなのは明白。神体を見つけ、ねこがみともう一柱の神を彼かの地へ戻す必要があります」

「見つけられねばどうする。手がかりも何もないのだろう」

「われらが力を貸せば容易なはずです」

「先ほど、鰹屋広人はこと一いち大だい事じとなると恐るべき力を発はつ揮きするというたな」

　老女が再度、場の発言を取り返す。

「ええ、その通りです」

「では……もしも」

　老女はのどの奥から、しわがれた不ふ穏おんな声を絞しぼり出した。

「ねこがみの神体を戻すことを、鰹屋広人が拒こばんだら」

「そのときは」

　みっちゃんは薄い唇くちびるを開いていった。ほんのわずか、ためらう口く調ちようで。

「──荒あら魂みたまを祓はらうほか、ありませんね」

　沈ちん黙もくと長い長い見つめ合いの後に老女は、ふうう、と深いため息をついた。

「のう、公こうよ」

　吐と息いき混まじりに老女はいった。

「大事にせねばならぬのは、わしらを敬うやまい、荒あらぶる魂たましいをなだめ、祀まつってくれるこの地の氏うじ子こたちじゃ。それを八や頭ず龍りゆうの大おお神かみも分かっておったはずなんじゃがの」

「私も充分承しよう知ちしております」

「ならばよろしい。さて、公の意い志しも見えたしお暇いとまするかい」

　老女は腰を上げると、意い外がいな身み軽がるさでぽんと床に降り立った。周囲の老人たちもそれぞれ身を起こし、部屋の入り口へと歩いていく。

　一団の最さい後こう尾びについた老女は、ふと去り際にみっちゃんを振り返った。

「今度は茶ちや菓が子しでも振る舞もうてくれ。老人に敬けい意いを払う意味でもな」

「氏うじ子こからたっぷりと供く物もつをいただいているでしょう。手て土産みやげとはいいませんが、ご自分の召めし上がる分は持じ参さんしてかまわないのですよ」

「供物であふれそうなのは公こうの方じゃろう。まあええ、天てん神じん様さま手ずから茶でも淹いれられた日には、落ち着いて口もつけられんでな」

　にぃっと老女は大きく笑った。

「公の本ほん音ねはどうあれ、大だい事じなものを見み失うしのうておられんのならわしらも安心じゃ」

　意味ありげな笑えみを残して老女はドアの外にすっと消えた。

　それを見み届とどけると、みっちゃんはローテーブルに置いたタブレットを取り上げる。液えき晶しよう画面に表ひよう示じされた文字を目め線せんでじっとなぞる。

　それはどうやら古い戸こ籍せきの情報らしい。

『鰹かつお屋や広こう太た郎ろう　出しゆつ生せい：昭しよう和わ××年×月×日　奥おく高天たかま村むら○○地区　婚こん姻いん：昭和××年……』

　画面を見る彼の眉み間けんのしわはいまや、黒々とした幾いく筋すじもの深い線になっている。

「そうなのか、鰹屋広太郎は先に……」

　その後のつぶやきは口こう中ちゆうに吸いこまれて消える。

　知を極めたはずの天神である存在ですら困こん惑わくを知るのだというかのように、いつまでも彼はタブレットを見み据すえたまま、一人広い室内に立ち尽くしていた。
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　グランパレス有あ里り間ま一○一号室の六ろく畳じよう一ひと間まに、鰹屋家一いち同どうは勢ぞろいしていた。

　いつもなら和わ気きあいあいのにぎやかな一家団だん欒らん。

　しかしさすがに今日きようという今日は、どんよりうなだれ向き合うばかりだ。

　いつもは太陽のようなねこがみさまでさえ、幼いみことを膝ひざに乗せて口をつぐんでいる。

「……えっと、状況を説明するとですね、守もり宮みやさん」

　じっとり無む言ごんの空気をはね除のけ、広ひろ人とはようやく重い唇くちびるを開いた。

　ここに集つどう面めん々めんの内、事情を知らないのは大ヤモリの妖あやかしである守宮と、飼い猫ねこモサコさんと、元は大だい妖よう怪かいでみっちゃんによってハムスターに変えられた姫ひめ華かのみ。

　モサコさんとハムスター姫華はまあいいとして、守宮にはきちんと話さねばならない。

　この困こん難なんな状況に、一家全ぜん員いんで立ち向かうために。

「以い前ぜん電話で、祖母ばあちゃんの師し匠しようだった榊さかきさんから静しず岡おかを訪ねろと助じよ言げんされたんです」

　どこから話していいのか迷って、広人はそもそもの発ほつ端たんから話し始めた。

　祖そ父ふがおりんと同どう郷きようであったこと。

　鰹かつお屋やの姓せいは祖そ父ふの姓なので、ねこがみさまは祖父の氏うじ神がみのはずであること。

　榊さかきの手紙を手に朱あけ川がわ市しに向かい、駅前でみことと出会ったこと。

　くり返し耳にした神かみ隠かくしの噂うわさ。民みん俗ぞく資料館で得たアメノウズメを氏神としていた廃はい村そんの情報。祖そ母ぼの妹のおけいの口から聞いた、祖父が出しゆつ自じを隠かくしていたという不ふ可か解かいな話。

　祭りの最さい中ちゆうに得え体たいの知れない存在にさらわれた涼りよう子ことひかるとユキメ。

　こっそり訪ねた廃村で出くわした土ど砂しや崩くずれ。耀あき姫ひめとともに行った決けつ死しの逃とう亡ぼう。その先で遭そう遇ぐうした、ねこがみさまたちをかどわかした者たち。

　耀姫が示し唆さした彼らの正しよう体たいは、〝天てん狗ぐ〟。

　そして、突きつけられた絶望的なまでに不ふ可能な要求──どこにあるかも分からない〝ご神しん体たい〟を見つけねばならないこと。

　いつ、仮の体がどうなるか分からないねこがみさまのご神体だけでなく、名前すら失われたもう一いつ柱ちゆうの対ついとなる神のご神体をも探し出さねばならない。

　もしも見つけられねば報ほう復ふくがあるとほのめかされたことも……。

「さようでございましたか」

　長い説明が終わったとき、守もり宮みやがテーブルに出した皆の冷れい茶ちやはすっかり温ぬるくなっていた。

「おりん様が広こう太た郎ろう様さまに親しみを抱かれたのは、同どう郷きようゆえでございました。ご親しん族ぞくにそれを打ち明けていなかったのは意い外がいでございます」

「じゃあ、出会った当初から祖母ばあちゃんは祖父じいちゃんの出身を知ってたんですね」

「おりん様は十歳さいになるかならぬかのときに、霊れい能力の修しゆ行ぎようで上じよう京きようされたとか。榊様さまはおりん様を慈いつくしんで導いておられましたが、なにせお忙いそがしい身で留る守すがち。付つく喪も神がみどもしか話し相手がいなかった分、よけいにお優しい広太郎様に傾けい倒とうしていかれました」

「祖父ちゃんは怪かい異いについて研究していたって榊さんはいってた。もしや……」

　広人は次の言葉をためらっていいよどむ。

　会ったこともない祖父を悪あし様ざまにはいいたくない。だが胸に生まれた疑問は、口に出して吐き出してしまわなければ飲みこめないほど重く大きかった。

「霊能力に秀ひいでた祖母ちゃんを、利用するために？」

「広人……」

　うつむく広人の耳じ朶だに、ねこがみさまの案じるような言葉が響ひびく。

　広人はその優しい声に応こたえられず、唇くちびるを嚙かみしめて膝ひざを握りしめる。

「なぜ広太郎様は、ご神体を盗ぬすみ出されたのでしょう」

　守宮の落ち着いた声こわ音ねに広人は目を上げる。

「それは……それは、分からない」

「目的が分かれば、まだしも探しようがあるかもしれません。利用するか、あるいは破は壊かいするかで所しよ在ざいも変わってくるはずです」

「そうか。祖父じいちゃんに隠かくされただけかと思ってたけど、壊こわされた可能性もあるんだ」

「ええ。もしも壊されていたなら、探すことなど不可能でございます」

　先ほどのどんよりとした沈ちん黙もくが、粘ねん度どを増して再びその場に戻ってきた。

「……心配なこと、いっぱいあるのよ」

　蛇へび幼よう女じよ夜や刀とが、いつもの無む表情には珍めずらしくしかめ面づらでいった。

「春日かすがはどうなるのよ。広人以い外がいのところにお嫁よめに行かされるのよ？」

「意識を失ったひかるさんのことも心配ですわね」

「あやのさんもですよう。お祖母ばあ様さまのところに監かん禁きんされているんですよね」

「皆様のご懸け念ねんごもっともです。しかし、何より二にち柱ゆうの神のご神しん体たいを見つけ出さねば」

　ミミやユキメの後に守もり宮みやが苦しげにつぶやく。

「天てん狗ぐたちの報ほう復ふくのみならず、ねこがみさまの身がいつどうなるやも分かりません」

　広人はぐっと膝ひざをつかむ。ジーンズの布ぬの地じに爪つめと指ゆび先さきが食いこむほどに力の限りに。

　いまや沈黙は一トン以上の重みを持って一家の上にのしかかっていた。

　誰だれもが顔を上げられず、誰もが他の誰とも目を合わせられない。ただ肩を落とし、打ちのめされた想おもいでうつむくしかできなかった。

「広人、守宮、ミミ、夜刀、ユキメ……」

　ねこがみさまはうなだれる皆をおろおろと見回した。

　みことがねこがみさまの膝から振り仰あおぐ。ねこがみさまは幼おさな子ごのいたいけな面おもてが恐れにひきつるのに気づいて、唇くちびるを嚙かみしめる。

　ふいに、ねこがみさまはこぶしを握りしめ、ひょいとみことを膝から下ろすと、

「あっ、案ずるのでありませぬ！」

　やおら立ち上がって片方のこぶしを突き上げ大きな声を張り上げた。

　驚いて頭を跳ね上げる鰹かつお屋や家け一いち同どうに、ねこがみさまは言葉をつないだ。

「そのように消しよう沈ちんする必要はありませぬ。つまり、えーっと、えーっと、え……っと？」

　しかしいい案があったわけではなさそうで、見事にいいよどむ。

　困こん惑わくのあげくか、両腕うでを死し霊りようの盆ぼん踊おどり的謎なぞの動きであっちにやりこっちにやりして理解不ふ能のうなダンシングをしたかと思うと、むぐぐぐと唇を引き結んでそして、

「ご飯はんにいたしましょうぞ！」「はああ!?」

　思い切った顔で宣せん言げんした。

　ますます広人たちの表情に浮かぶ疑問符ふが大きくなる。しかしねこがみさまは平べったい胸をそらして、大いばりで告げた。

「お腹なかが空すいてはろくな考えも浮かびませぬ。というか、われのお腹が空きました！」

「でもそんな、こんなときに食事だなんて」

「こんなときだからこそ、ご飯なのでありまする。よろしいですか、広人」

　広ひろ人との抗こう議ぎを、ねこがみさまは人ひと差さし指ゆびを振って黙だまらせる。

「寒さと空くう腹ふくと寝ね不ぶ足そくは幸せの大たい敵てき。美味おいしいご飯はんをお腹なかいっぱいに食べ、暖かく快適な寝ね床どこで満ち足りた眠りを貪むさぼる者が、不幸であった例ためしは古こ今こん東とう西ざいありませぬ」

「え……それは、そう、なの、か、な？」

「そうなのでありまする。さあ！」

　ぱん！　と両手を叩たたいてねこがみさまは満まん面めんの笑えみを浮かべた。

「ご飯を炊たいて、みんなでおかか山やま盛もり載のせて、食べるのでありまする！」

　皆は戸と惑まどい、顔を見合わせる。

　広人もしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、腰に両手を当てて張り切り笑顔のねこがみさまを目にして、ふっと唇くちびるの端はしがゆるんだ。

「分かりました。よし、ご飯にしましょう！」

　勢いこんで立ち上がる広人の頭ず上じように、ミミの焦あせりに満ちた声が落ちる。

「正気ですの。打だ開かい策さくも何もなくて八はつ方ぽう塞ふさがりのこの状態で食事なんて」

「黙だまって顔つき合わせていても、八方塞がりは変わりませんから」

　広人はミミの不安をいたわる口く調ちようでいった。

「だったらご飯を食べて、一ひと息いきついて、それから考えたって遅くありません。大だい丈じよう夫ぶ、俺おれは鰹かつお屋や家けのみんなが一いつ緒しよなら、きっとなんとかなるって思ってます」

　家か長ちようである広人の言葉に、みなは一いつ瞬しゆん静まる。

　広人はねこがみさまを見つめる。彼女もつぶらな瞳ひとみを向ける。

　そして同時に二人はほほ笑み合った。ねこがみさまの笑みは愛らしくて、明るくて、長く暗い夜に差しこむ朝あさ陽ひを思わせた。

「ですよねえ、ユキメもお腹なか空すきましたぁ」「そうなのよ、夜や刀とも生なま卵たまご欲しいのよ」

　素直なユキメが屈くつ託たくなく、こだわりのなさそうな夜刀が淡たん々たんと賛さん同どうした。

「さようでございますね。では支し度たくを」「もう、皆様脳のう天てん気きにもほどがありますわ」

　守宮が爽さわやかに、ミミが憤ふん然ぜんとしながらも、後に続いた。

　不安げに成り行きを眺ながめていたみことは、鰹屋家の一いつ致ち団だん結けつにぱっと顔を明るくする。

「さあ、みこと。そなたも一緒にご飯の支度をするのです」

　曇りが晴れたようなみことの表情に、ねこがみさまが手を差し伸べる。幼おさな子ごは小さな頭で大きくうなずいて、その手につかまってぴょこんと立ち上がった。

　ねこがみさまは得とく意い絶ぜつ頂ちようでこぶしを突き上げる。

「それでは、山盛りおかかご飯大だい作さく戦せん、開始なのでありまする───っ！」

「いや、それだけじゃ栄養偏かたよりますから」

「夜刀は生卵千せん個こがいいのよ」「ユキメは山盛り氷で充分ですぅ」「おかかに砂糖を混ぜていただければわたくしは満足ですわ」「広人様、私は荷物の片付けを」「にゃぉーん」

「一いつ家かの団だん結けつがなっておりませぬぞ！　なんとしてもおかかご飯はんを」

「はいはい、それじゃ俺おれの指し示じにみんな従ってください」

「広ひろ人と───っ！」

　ねこがみさまの可愛かわいいふくれっ面つらに、広人はこみ上げる笑いを喉のどの奥でこらえた。




　気持ちがひとつになれば話は早い。一家は広人の指さし図ずでてきぱきと動き始めた。

　ユキメと夜や刀とは生なま卵たまごの買い出しへ。守もり宮みやは合宿の荷物の片付けと洗せん濯たく。ミミはテーブルを拭ふいて食器を並べ、食事の準備。

　もちろん広人は台所でご飯の支し度たく。米を炊たいている間、鳴なる上かみ家けからもらってきた夏なつ野や菜さいを中心にしたおかずを作る。焼き茄子なすやきゅうりのお浸ひたし、カボチャのピリ辛から炒いためなど、簡単だが素材の美味おいしさの生きる料理を次々と作っていく。

　そしてねこがみさまは、というとなぜかみことと一いつ緒しよにモサコさんのお相手。

「ほーら、モサコさん。ねこじゃらしですぞ」

　おもちゃのねこじゃらしを、ねこがみさまはふりふり。

　モサコさんは大はしゃぎでねこじゃらしを追って跳ちよう躍やくしまくりだ。

「こっちですぞ、こっちこっち、こっ……」

　しかしねこがみさまは、自分が振るねこじゃらしの先っぽに目を奪うばわれる。

「こっち、こっ……う、う、うにゃにゃ──っ！　にゃ──んっ！」

　我が慢まんしきれず尻尾しつぽを振り立て、ねこがみさまはねこじゃらしに飛びついた。

　手の先から外れるねこじゃらしをみことが取り上げ、楽しそうにふりふりと動かす。ねこがみさまとモサコさんはもう狂きよう乱らん。同じ鳴き声を上げて飛びかかる。

　二人と一匹ぴきは狭い六ろく畳じようで嬌きよう声せいを上げて大おお騒さわぎ。

「あの、ねこがみさま……みことちゃん？」

　そこに広人が料理の載のった皿を持って入ってきた。

「うにゃ？……　はっ！　し、しまったのです！」

　四よつん這ばいでねこじゃらしを追いかけていたねこがみさまは、真まっ赤かになってぴょこんと正せい座ざ。みことも真似まねして気をつけの姿し勢せい。モサコさんもなぜかきちんとお座り。

　広人は頭を振ると、天てん井じように退たい避ひしていたミミを見上げた。

「ミミさん、見てないで止めてくださいよ」

「いいじゃありませんの。ねこがみさまが楽しそうなら」

「ただいまぁ～お外とっても暑かったですよぅ」「アイスも買ってきたのよ」

「広人様、洗濯干ほし終わりましてございます」

　まるで食事ができあがるのを見み計はからったように、皆は集しゆう結けつ。タイミング良すぎるよなと苦く笑しようしつつ、家族の息がぴたりと合っている気がして広人は嬉うれしい。

「じゃあ、ご飯はんにしますか」

　でっかい炊すい飯はん器きをテーブルの横に置いて、広ひろ人とは腰を下ろした。

「ならば早さつ速そくご飯ごはーん、なのでありまする。みことを頼みますぞ」

　ねこがみさまは広人の膝ひざにみことを乗せると、その向かいに座ろうとする。

「駄だ目めでしてよ。ねこがみさまは広人様さまのお隣となり」

　しかしさりげなくかつ断だん固ことしてミミが押しやった。

「そんな、隣はそなたら嫁よめが座るべきでありまする」

「対面は守もり宮みやでいいのよ。夜や刀とが反対側の隣なのよ」「あの、私でいいとはどういう意味でございま」「じゃあユキメは広人さんの隣のねこがみさまのお隣ですぅ」「あら、でしたらわたくしの席はどこになりますのよ」

　一いつ家かは押し合いへし合い広人のそばの席を争った。なぜかモサコさんまで加わって、広人の肩に飛び乗ったりみこととの間に潜もぐりこもうとしたり。

　結局、左隣はねこがみさま、膝にはみこととモサコさん、右隣は夜刀とミミが団だん子ご状態、ユキメはねこがみさまの背中にぴったりくっつき、広々と空あいた向かい側に守宮。

　という、かなり偏かたよりまくった配置に収まった。

「もう少し空間を有ゆう意い義ぎに使った方がいいんじゃないかなあ」

　などという広人の意見は宙に浮いたまま着ちやく地ち点てんを見失う。

「さあ、広人。家か長ちようであるそなたがいただきますをするのでありまする！」

　一番大きい丼どんぶりに山やま盛もりにしたご飯を前に、ねこがみさまがわくわく顔でいった。

　あの丼にてんこ盛りって炊飯器の中なか身み三秒で終わりそうだな、と思いながらもそれを見越して限界突とつ破ぱまでご飯は炊たいてある。

「まあいいか。みんながいつも通りに元気にそろっていれば」

　その通り、これはいつもの当たり前の光こう景けいだ。ねこがみさまがいて、モサコさんがいて、鰹かつお屋や家けの誰だれ一人欠かけることなく目の前にいて、ご飯の卓たくを囲んでいる。

（俺おれの家族。ねこがみさまが連れてきてくれた、俺の大事な家族）

　この光景が広人はしみじみ嬉うれしかった。

　苛か酷こくで差し迫った状況だからこそ、〝当たり前〟が当たり前でないことが身に染しみる。決して手放してはならない大切な一時を、広人は再さい度ど心に刻む。

「それにぎゅう詰めなのもねこがみさまが大おお食ぐらいなのも、通つう常じよう運転だしな」

「何ぞいいましたか、広人」

「何もいいません、ねこがみさま。じゃあ、それでは」

　広人が手を合わせると、みんなも真ま面じ目めに手を合わせる。

　広人はその場を見回すと、頭を下げた。

「いただき、ます」「いっっただっき、ま──っす！」

　一いつ家かは声をそろえて食前のあいさつとお辞じ儀ぎをすると一いつ斉せいに箸はしを伸ばした。

　そしてにぎやかに楽しげに会話しながら、おかずをつつき、ご飯はんを口に運ぶ。

「ひろほ、ひろほ。ほかはりへありまふる！」

　口いっぱいにご飯を詰めこみ、ねこがみさまが空からの丼どんぶりを突き出しお代わりを要求する。

　こっちはまだやっと半分減へったところなのにさすが神しん速そく。

「おかかご飯は飲み物じゃありませんよ、ねこがみさま」

「飲むなどもったいない。味わって嚙かみしめておりまするぞ、高速で」

　光速じゃないのか、とはいわず広ひろ人とは丼を受け取り、ぱかっと炊すい飯はん器きの蓋ふたを開ける。




『広人さああ───んっ！』




　とたん何の前まえ触ぶれもなくいきなり、ほかほかご飯の中央から肌はだも露あらわなベビードール姿すがたのひかるが飛び出してきた。

「のぅわあああっ！」「えぇえっ!?　な、なんでありまするっ!?」

『広人さん広人さん広人さあああんっ！』

　驚きよう愕がくしてのけぞる広人やねこがみさまやみんなを尻しり目めに、ひかるは広人に抱きつく。

　しかしもちろん、そんな場所から出現するだけあってその体は普通ではない。
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「ひっ、ひひ、ひかるさん？　あれ？　もしかして」

　ひかるを抱きとめようとした広ひろ人との腕は、すか、すかっ、と空から振ぶり。

「ま、まさか、生き霊りように戻ってる!?」

『そう、そうなんだ』

　ひかるは半べそで身を起こした。

　生き霊とはいえ半はん裸らも同どう然ぜんの美び少女が、自分と一体化している状況にどぎまぎしてしまうが、広人は必ひつ死しに理り性せいを奮ふるい起こして訊きき返す。

「いったいどうして……思い当たることは？　合宿中ちゆうに体の調子が悪かったとか？」

『ううん、全然そんなことなかった。そりゃ、網あみ棚だな匍ほ匐ふく前進だの素そう麵めんバトルだの変なことさせられたけど、体調は絶ぜつ好こう調ちようだったし、広人さんとデートできてすごく嬉うれしかったもの』

「さらわれたとき、何かされた覚えはあるかな」

『全然、何も。今日きようだって駅で別れて家に帰ったとたん、ふいに意い識しきが途と切ぎれて……次に気づいたら、空中から半はん狂きよう乱らんになってるママを見下ろしてたの』

　哀かなしげなひかるの声に広人は言葉が詰まった。

『病院まで救きゆう急きゆう車しやに乗ってついてった。ママは生き霊になったあたしのこと、当然だけど全然気がつかなくて。あたしはママに話しかけたり、一いつ生しよう懸けん命めい自分の体に重なって入ろうとしたけど、だけどどうしても元に戻らなくて、あたしどうしたらいいかパニックで』

「それで、俺おれの家までやって来たんだね」

『そう。でも、でも……！』

　広人の胸に顔をめりこませ、ひかるは肩をふるわせる。

『どうしよう、どうしよう、もう二度と元もと通どおりになれなかったら。ずっと生き霊のままだったら……二度とママと話せなかったら……あたし、あたし』

「ひかるさん」

『それだけじゃない。このまま、もしも体が……死んでしまったら』

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ひかるさん！」

　彼女の震える背中をさすり、肩を抱いてなぐさめてやりたかった。実じつ体たいのないその身に触れられないのが辛つらかった。せめて言葉だけでもと広人は懸命に話しかける。

「以前にはちゃんと戻れたじゃないか。あのときの感覚は思い出せないかな」

『分からない。あのときは行けばいい方向が分かった。でも今回は体のありかは分かってるのに、どう戻ればいいか分からないの。どうしよう、本当にどうしよう』

「落ち着いて。体が気を失っているだけかもしれないし」

『だって、だって、どうしてまたこんなことに……！』

「案ずることはありませぬ」

　優しい声が広人の耳じ朶だに触れた。ひかるもはっと頭を上げる。

　ねこがみさまが傍かたわらに座り、泣きべそ顔のひかるを見つめて優しくいった。

「広ひろ人とはこれまで多くのものたちを救うてまいりました。ひかる、そなたもその一人であったのは、自分でも分かっておるでありましょう」

『ねこがみさま……』

「その広人が大だい丈じよう夫ぶというておるのです。少しよう々しよう時間がかかるやもしれませぬが、きっとそなたを母はは御ごの元へ返してくれるはず。心こころ易やすうして、ここにおるのです」

『そう……なのかな』

　当たり前の言葉ながら、ねこがみさまの慈いつくしみに満ちた声は混乱するひかるを優しくなだめる効果があった。誠せい実じつなその手助けに広人はほっと息をつく。

『じゃあ、元に戻るまであたし、またここにいていいの？』

「もちろん！」「もちろんですぞ、ひかる！」

　広人とねこがみさまは口を合わせて勢いこむ。

　そのとき携けい帯たい電話のコールが鳴った。広人は壁かべ際ぎわの充じゆう電でん器きを振り返る。

　すかさず守もり宮みやが取り上げて広人に差し出す。何かの直ちよつ感かんで、広人は液えき晶しようの画面を見る前にその電話の相手が誰だれかが分かった。

『広人様でいらっしゃいますか』

　応おう答とうしたとたん、切せつ羽ぱ詰つまった野の太ぶとい声に鼓こ膜まくを叩たたかれる。

　甚じん右衛門えもん──狐きつね姫ひめのあやののお目め付つけ役やくだ。やはり、と思いつつ広人は答える。

「どうしたんです、あやのさんのことですか！」

『ご存じでしたか。さよう、姫ひめ様さまの件で急ぎお願いの儀ぎがありましてな』

「あやのさんから監かん禁きんされたってメールが来てました。それでお願いって」

『実は、拙せつ者しやとメイド部ぶ隊たいの一員で姫様を軟なん禁きん場所からお救い申し上げたのですが』

　電話の向こうの甚右衛門の声が、ふいに苦にが々にがしくなる。

『追おっ手てにかかり、姫様のみ逃がしたはいいものの行方ゆくえを見失いまして』

　広人は甚右衛門の声が荒いのに気づいた。もしや、と広人は焦しよう燥そうにかられる。

「まさか甚右衛門さん、怪け我がしてるんですか！」

『何のこれしき、ほんの小学生に三万回ビンタされた程てい度ど』

「いやいやそれ結けつ構こう痛いですって！　分かりました、あやのさんの行方ゆくえを捜してほしいってことですね。見失った場所は？」

『面めん目ぼくござらぬ。早はや宮みや神じん社じやの近くまではたどりついたのですが』

「任せてください。早宮神社の周辺なら庭です」

　耀あき姫ひめさんの、という言葉を胸の内で付け加える。

「とりあえず甚右衛門さんの居い場所を。春日かすが駅えき前まえ？　分かりました、守宮さんに迎えに行ってもらいます。俺おれたちはあやのさんの居場所を探しに神社の方へ」

『かたじけない。どうか姫ひめ様さまをお頼み申す』

　任せてください、と広ひろ人とは通話を切ると、真剣な面おも持もちで皆に向き直った。

「あやのさんを逃がすために甚じん右衛門えもんさんが怪け我がをしたそうです。守もり宮みやさん、春日かすが駅まで甚右衛門さんを迎えに行ってください。みんな、早はや宮みや神じん社じやまであやのさんを助けに行きます」

　俺おれ一人で、とは広人はいわなかった。いつしかみんなに自然と助けを求める気持ちになっていた。誰だれかに頼るのは、その誰かを信頼している証あかしだ。

「了りよう解かいでありまする！」

　真まっ先さきにねこがみさまが張り切って立ち上がる。他の皆も勢いよく腰を上げ、天てん井じようのミミもすとんと地上に降り立つ。みこともモサコさんをよっこいしょと抱き上げた。

『あたしも、一いつ緒しよに行ってもいい？　役に立つか……分からないけど』

　生き霊りようひかるが広人に抱きつき、おずおずと尋たずねる。

「もちろんだよ。みんなで手て分わけした方が早いし、障しよう害がい物ぶつが関係ないいまのひかるさんなら、きっと見み逃のがしたりしないと思う」

　広人の言葉にぱっとひかるの顔が輝いた。

　身み支じ度たくを整えながら広人は耀あき姫ひめを思い浮かべる。今日きよう帰ったばかりで疲れているだろうが、彼女の縄なわ張ばりに入るならぜひとも協力を仰あおぎたかった。

　広人は携けい帯たいをジーンズのポケットにねじこみ、皆ととともに玄げん関かんへ跳ぶように走った。




「あー……疲れた、し」

　その頃ころ耀姫は、自宅の自室のベッドで少女にあるまじき大だいの字じで寝そべっていた。

　さしものパワフルな彼女も、鈍どん行こう列車の長なが旅たびは心しん身しんともに堪こたえたらしい。

「はーああ、結局合がつ宿しゆくってなんだったわけ。まったく、涼りよう子こちゃんの俺様ペースにつき合ってたら体力無む限げん大だいでもついていけないし。でも」

　ふっと鼓こ膜まくによみがえる広人の声

〝……嫁よめである耀姫さんを見み捨すてたら……〟

　ぼっ、と一いつ瞬しゆんにして耀姫の顔が点てん火かし真まっ赤かになった。

「なっ、何よ何よ、嫁とか、嫁、とか、嫁だってやだーっ！」

　きゃああっ、と耀姫はクッションを抱いてベッドの上を激しく転げ回った。恋する少女のリアクションだろうが傍はたから見たら頭の加か減げんを心配される光こう景けいである。

「これで広人さんの言げん質ち取ったんだし、晴れて鰹かつお屋や家けの嫁よね。っていうか一緒にあのアパートへ帰れば良かったんじゃん？　あっ、だけどちゃんと嫁入いり用の道具とか服とか下着とか持って行かないと初しよ夜やだって迎えられないしきゃーっ！」

　脳みそ沸わいてるだろう、といわれても当然の目も当てられない浮かれっぷりである。

「……って浮かれてないとやってられないし」

　ふっと耀あき姫ひめは沈むまなざしになり、ぱたんとベッドにうつ伏せた。

　クッションを抱き締めていた手をふと目の前にかかげる。

　心配かけまいと広ひろ人との前ではわざと平気なふりを装ったけれど、神じん通つう力りきが失うせたことへの不安は重く胸にのしかかっていた。

　この先さき自分は〝神〟として存在していけるのだろうか──と。

「ん、携けい帯たい……え、広人さん!?」

　枕まくら元もとで鳴り響ひびく携帯の呼び出し相手を見るなり、耀姫は飛び起きた。

『耀姫さん、広人です。そちらにあやのさんいますか』

　応おう答とうするなり焦あせる広人の声が耳に飛びこんでくる。

「は？　いきなりどうしたの。なんで狐きつね娘むすめがあたしのところに」

『金きん狐この当とう主しゆの態度が急変してあやのさんを監かん禁きんしたらしいんです。甚じん右衛門えもんさんたちが救い出したそうなんですが、追われて早はや宮みや神じん社じやに逃げこんだとか』

「なにそれ、どういうこと……って、待って。なんかいま外から聞こえた」

　耀姫は携帯を手に窓に歩み寄る。外をうかがうと、鎮ちん守じゆの森を貫つらぬく参さん道どうにいる複数の影が目に入った。人ひと影かげではない、明らかにあれは動物のようだ。

「いた！　どういうことよ、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみの縄なわ張ばりに無む断だんで入るとか！」

『待ってください、耀姫さん。俺おれたちもいまそちらに……』

　携帯から響く広人の声もかまわず、耀姫は窓を勢いよくぴしゃんと引き開ける。

　他人の家も自分の家も学校も、ところもＴＰＯもかまわず窓が出入り口の彼女は素す足あしで飛び出し、参道にいる複数の影へ向かって豪ごう速そくで走った。

「ちょっと！　この場所はあたしの管かん轄かつなんだけど！」

　動物たちは耀姫の叱しかり声に首をめぐらせる。

　それは──狐だ。

　数は四匹ひき。夏の陽ひに金きん色いろに光る毛け並なみと立りつ派ぱな尻尾しつぽ、野や生せいの狐とはまったく異なる大おお柄がらで堂どう々どうとした体たい軀く、そしてこちらを見み据すえる黄おう金ごんに燃える瞳ひとみ。

　鎮守の森に囲まれているとはいえ、一歩敷しき地ちの外に出れば住宅街。こんな街まち中なかになぜ、と思うのは一般人じんだ。神通力を失っている耀姫にもただの狐ではないと分かる。

「勝かつ手てに入ってくるとか、いい度ど胸きようじゃん」

　恐いもの知らずで誇り高い耀姫は、神通力が皆かい無むにもかかわらず食ってかかった。

　狐たちの中でもリーダー格らしい一匹が耀姫に向き直る。かと思いきや、

『無む断だんで立ち入った非ひ礼れいは、お詫わびする』

　意い外がいに丁てい寧ねいな詫びの言葉が返ってきて、耀姫は面めん食くらう。

「詫びるくらいならさっさと出てってよ。っていうか、あんたたち金狐一いち族ぞくよね」

『さよう』

「だったらなおさら他の神の縄なわ張ばりに入ってくるなんてわけわかんないし。あんたらが仕える稲荷いなり大だい明みよう神じんに直接話はなしつけてもいいけど？」

『姫ひめ様さまをお返しいただければ疾とくこの場を去ろう』

「姫様……って、まさか狐きつね娘むすめのこと？　つまり氷ひ川かわ台だいあやの？」

　すっとぼけて耀あき姫ひめが尋たずねると、さよう、と大おお狐はうなずく。

「お返しも何も預かってないし、それどころか姿すがたを見てもいないんだけど」

『いや、確かにこの領りよう内ないに逃げこまれた』

　耀姫はきつく眉まゆをひそめる。

　あやのとはもちろん知らぬ間あいだ柄がらではない。仲も悪いとは思わない。最近は有あ里り間ま高校生活科か学がく部ぶの活動をともにして、気安く話し合える仲になりつつもあった。

（それに、同じく広ひろ人とさんの嫁よめ同どう士しだし）

　へら、と笑えみがこぼれそうになって耀姫は必ひつ死しになって顔を引き締める。

　とはいえ、こんなただならぬ事じ態たいのときにあやのが自分を頼るとは思えない。頼っていくとしたら、真まっ先さきに広人のところのはずだ。

（広人さんがいってた通り、追われて行き先も選べないほど切せつ羽ぱ詰つまってたわけよね）

　それならますます帰すわけにはいかない。

「お帰ししてもいいけど」

　耀姫はわざとゆっくりと言葉をつないだ。

　あやのはこの敷しき地ち内ないのどこかに隠かくれて成り行きを見守っているはずだ。彼女がどうにかして逃げ道を見つけて逃げ出すための時間を稼かせがなくては。

「まずはそっちのボスから話入れてよ。あーるーいは、稲荷大明神直じき々じきに」

『お帰しくだされば、後ご日じつ正式にごあいさつにおうかがいする』

「そういうこといってるんじゃないし？　分かってんでしょ、そっちだって」

『礼れい儀ぎを通している場合ではないのだ』

「へえ、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみの意い向こうを無む視しするってわけ。稲荷大明神もお偉えらいよね。じゃあさ、一地ち域いきの産土うぶすな神がみに無ぶ礼れいを働くのはまだしも、天てん神じんにまで礼を欠くってどうよ」

　いまあの腹の立つ嫌いや味み男はいないが、利用できるものは利用するに越したことはない。

『道みち真ざね公こうに話を通す必要はない。それよりも』

　ところが意い外がいな答えが返ってきた。

『立場が悪いのはそちらではないかな』

「どういう意味よ」

『我らは聞き及んでいる。八頭龍大神どのが』

　格かく下したの尊そん称しようを使って、大狐はいった。

『……役目を放ほう棄きし、神じん通つう力りきを失ってしまわれたことを』

　は、と耀あき姫ひめは身をすくませた。

「い、いったいどこで、知って」

　いいかけて思わず両手で口をふさぐ。白しらを切ることも忘れてしまうほど、その言葉は耀姫の予想の範はん囲い外がいであった。

『どれだけ虚きよ勢せいを張ろうとも、やはりいまは小こ娘むすめ同どう然ぜんか』

　大おお狐ぎつねは頭を低くする。他の狐もそれにならった。

『我らを阻はばむならば、たとえ名ばかりの産土うぶすな神がみでも容よう赦しやは』

『やめて───っ！』

　突然、神じん社じやの拝はい殿でんの縁えんの下から金きん色いろの子こ狐ぎつねが走り出てきた。

　子狐は呆あつ気けに取られる耀姫を守るように、小さな体で大狐たちの前に立ちふさがる。

『やめなさい、わらわはここにいます！　耀姫さんにまで手出しは許しません！』

「ちょっ、ちょっとこのバカ狐───っ！」

　耀姫はぐいと子狐の首くび根ねっこをつかんで摘つまみ上げる。

　あやのこと子狐はいきなり摘み上げられ、ちっちゃな両足で空をかいてジタバタ。

『な、なにをするんです、耀姫さん！』

「あんたバカあんたバカあんたほんとバッカじゃないの!?　あのバカ猫ねこと同レベルのアホさ加か減げんじゃない。どうしてわざわざ出てきたわけ！」

『で、ですがわらわのせいで耀姫さんを危険にさらすなんて』

「だーかーらっ、もう分かってないな！」

　耀姫はぐいと子狐に顔を近づけた。

「脅おどしに決まってるじゃん。あたしの力の有う無むはどうあれ、他の神の領りよう内ないでもめ事なんて金きん狐この当とう主しゆはもとより稲荷いなり大だい明みよう神じんだって許すと思う？」

『あっ……』

「あたしが時間稼かせぎしてる間に逃げ出して、広ひろ人とさんに助けを求めるくらいして欲しかったんだけど。まったく甘ちゃんだし」

『そっ、そんなの事じ前ぜんの打ち合わせも何もしてないのにできませんっ』

「臨りん機き応おう変へんの判はん断だんくらいなさいよね、中身が詰まってるのは胸だけなわけ!?」

　かっちーん、

　と来たのか子狐の可愛かわいい顔が厳いかめしくなる。

『そうですね、少なくともどなたかよりはたくさん詰まってます』

「嫌いや味み嫌味この嫌味！　あっ、あたしは代わりにちゃんと脳のうみそあるし！」

『誰だれも耀姫さんがそのどなたかなんて、ひとっこともいってません』

「いってるも同然じゃん、だいたい勝かつ手てにトラブル持ちこんどいて人の胸非ひ難なんとか！」

『先に胸だの詰まってるだのいったのは耀姫さんです！』

　美び少女と子こ狐ぎつねは顔を付き合わせてかまびすしくいい争った。

『あー……その、脅おどしではなかったのだが』

　毒どつ気けを抜かれた声で大おお狐ぎつねたちが口を挟む。

『姫ひめ様さまがお姿すがたを現しになってくださったならそれでよし。早さつ速そくこちらにお引き渡しを』

『「黙だまれ！」』

　耀姫とあやのが同時に一いつ喝かつ。

　びくぅっ！　と飛び上がる大狐たちを放って再び、派は手でで壮そう絶ぜつだが議ぎ題だいがとんでもなくミニマムな口くち喧げん嘩かは続ぞつ行こうされた。




「……あれ、仲ちゆう裁さいに入るべきなのかな」

　鎮ちん守じゆの森の木陰から、広ひろ人とたち鰹かつお屋や家け一いち同どうは様よう子す見み中。

　ねこがみさまや夜や刀とやユキメたちも、一いつ緒しよになって悩ましげに見学中。

「うーむ、なぜ耀あき姫ひめは、こと胸となるとああもいきり立つのでしょう」

「地じ雷らいボタンが胸にあるのよ」「じゃあ二つあるってことですねぇ」

　ユキメの発言超ちよう微び妙みよう。

『でも放っておくわけにもいかないぞ。いまは二人の剣けん幕まくで狐側がわは手出しできてないけど』

　生き霊りようのひかるが、広人の陰からうっすらと顔をのぞかせていった。
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「ええ、みっともなくて見ていられませんわ。夜や刀とさん、力ずくでも介かい入にゆうしませんと」

「待ってください、ミミさん」

　広ひろ人とは頭ず上じようの枝からぶら下がるミミを仰あおいだ。

「下手へたに介入して狐きつねたちを怒らせたら大変です。だから……」

　折しも時間は黄昏たそがれ時どき。広人が見上げる梢こずえの隙すき間まから夜の闇やみは降りてくる。周囲は次し第だいに薄うす暗ぐらくなり、生おい茂る葉の細さい部ぶもぼんやりとつぶれつつあった。

「いいですか、相談なんですけど」

　広人は皆を手て招まねきして（含む生き霊りようのひかる）周囲に集めると小こ声ごえで相談。何事か命令すると、みんなは大きくうなずいて、それぞれ素す早ばやくその場を散っていった。




『どうする、キリがないようだが』

　かまびすしい耀あき姫ひめと子こ狐ぎつねあやのを横よこ目めに、大おお狐たちも顔を見合わせて相談中ちゆう。

『しかし、なんとしても姫ひめ様さまを連れ戻して軟なん禁きんせよと、ご当とう主しゆの命令です』

『だいたいなぜまた外がい出しゆつ禁止など。一度態たい度どを軟なん化かされたはずでは』

『分からぬ。どうも稲荷いなり大だい明みよう神じん様よりのお達しらしい』

『ということは、土と地ち神がみ様さま方かたから申し入れでもあったのか』

『さあて、我らはご当主様のご命令に従うのみ』

　ようやく我を取り戻し、大狐たちはいまだ騒そう々ぞうしい耀姫とあやのに向き直ろうとした。

『ッ!?』

　その瞬しゆん間かん、いきなり狐たちの前に肌はだも露あらわな下着姿すがたの美び少女が出現、ふいをつかれた狐たちが驚いて飛び退のこうとしたとたん、暗い足あし元もとにざわめく気け配はいを感じた。

『うわぁっ！』

　飛び退く足を何かにつかまれ一いち同どう転てん倒とう。

　瞬しゆん時じにそれは足をふりほどいて消えた。慌あわてて狐たちが起き上がる。

『なっ……いない!?』

　なんと先ほどまで激しい口くち喧げん嘩かをしていた耀姫とひかるの姿がない。

　狐たちは辺りや頭ず上じようを見回すが、視し界かいのおぼつかぬ黄昏時で見通せない。鎮ちん守じゆの森の木こ立だちも探し求める相手の行方ゆくえを閉ざすようにそびえ立っていた。

　先ほど出現した謎なぞの幽ゆう霊れいも、いまはどこにも姿すがたがない。

『どこだ、姫様は。鎮守の森に逃げられたか』

　リーダー格の大狐の言葉に一同は尻尾しつぽを振り立てぐるぐると周囲を見回す。

『いま、あそこに影が』『姫様か』『分からぬ。しかし人ひと影かげであったぞ』

　大狐たちは鼻はな先さきを転じて木立の彼方かなたへ一いつ散さんに走っていった。




「……よっしゃ、成功？」

　梢こずえで身を隠かくしていた広ひろ人とはそうっと頭を巡らせ、走り去る大おお狐ぎつねたちを見送った。

　生き霊りようひかるが狐たちの注意をそらした隙すきに、夕ゆう闇やみに紛まぎれて夜や刀とが足あし元もとから蛇へびを送りこんで足止め、その間ミミが頭ず上じようの木こ立だちから舌したを伸ばして耀あき姫ひめとあやのを巻き上げた。

　いま大狐たちが追っているのは、夜刀の放った蛇たち。一いつ匹ぴき一匹は小さいが多くの数で固まって人ひと影かげを取ったため、狐たちも惑まどわされてくれたようだ。

　今いま頃ごろ子こ狐あやのはねこがみさまに抱かれ、ミミたちともにアパートに向かったはず。

　守もり宮みやが守しゆ護ごする室内に入れば、そうそう手出しはできないだろう。夜刀は適当に狐たちをまいたら戻る手て筈はずになっている。

「でもなんだったわけ。あれ」

　広人の隣となりの枝から耀姫が顔を出す。

「金きん狐この当とう主しゆが軟なん禁きんを命じたとかなんとかいってたけど、広人さんの介かい入にゆうで解決したんじゃなかったの？　なんで急にそんな状況になってるのよ」

「それが、俺おれも今日きようあやのさんのメールと甚じん右衛門えもんさんの電話で事じ態たいを知ったばかりで」

「あと元もと幽ゆう霊れい娘むすめも現げん幽霊娘に戻ってるし。色々おかしすぎるよね」

「ですから、怪かい異いにくわしい耀姫さんにぜひ相談に乗ってもらいたいんです」

「もちろんよね、この耀姫ちゃんにまっかせて」

　耀姫は薄べったい胸をそらして威い張ばると、ふっと小さく苦く笑しようした。

「いまのあたしにできることって、知識くらいしかないしね」

「耀姫さん……」

「じょーだんだし！　やだな、広人さんが辛つらそうな顔しないでよ」

　笑いに紛まぎらわせているが、広人は耀姫が押し隠かくした本ほん音ねを感じ取る。

（この一いち連れんの異い変へんと同じ原因なら、それを解決すれば耀姫さんの力も戻るだろうか）

「それより、あたしたちはあたしたちで広人さんのアパート行かないと」

「そうですね。金きん狐こたちが戻ってこない内に」

　二人は幹みきを滑すべり降り、夕闇深くなる参さん道どうを相あい前ぜん後ごして走り出した。





☆★☆






　かくして鰹かつお屋や家け一いち同どう、嫁よめ候こう補ほも含めて狭い六ろく畳じよう一ひと間まに勢せい揃ぞろい。

　守宮は家の守りを固めるためか、いつになく厳きびしい表情で玄げん関かんに座っている。

「で、今後どうするわけ」

　耀姫がアイスミルクをなみなみと注ついだマグカップを手にぼそりとつぶやいた。

　外はとうに日が落ちて真まっ暗くら。

　改めてみなで食事を取りつつ、広ひろ人とが耀あき姫ひめに経けい緯いを説明し終わったところである。

　こたつテーブルの周り、というより主に広人の周りに陣じん取どったねこがみさまやみことや嫁よめ候こう補ほたちは、耀姫の言葉に深しん刻こくな表情でお互いを見交わした。

　あやののお目め付つけ役やくの甚じん右衛門えもんも怪け我がをした肩を押さえながら口を引き結び、金きん狐こメイド部ぶ隊たい長ちようの桂かつら木ぎも甚右衛門の手て当あてをしながら耳を傾けている。

「今後も何も、くわしいことは何一つ判はん明めいしてないんです」

　簡単には答えの出ない問いに、広人はやっと口を開く。

「ご神しん体たいの行方ゆくえなんて皆かい目もく分からない。どこをどう探せばいいのかも」

「そうよね……ほんと、頭の痛いことばっかだし」

　耀姫はマグカップから手を離し、指ゆび折おり数え出す。

「現げん幽ゆう霊れいになっちゃったひかるさんでしょ、急に当とう主しゆのご機き嫌げんが斜めになったあやのさんでしょ、そしてそして、美み薫かさんよね、んもう！」

　ふいに耀姫はぐいとミルクをあおり、ドン！　とカップをテーブルに叩たたきつけた。

「嫁に行くって、しかもグランパレス有あ里り間まの立ち退のき阻そ止しのためなんて。だからいきなり嫁名めい簿ぼ返へん却きやくしたり、あんなに頑かたくなに広人さんと連れん絡らく取らなかったりしたわけ？　ばっかじゃない、格かつ好こつけるのもたいがいよね！」

「広人様にご心配かけたくなかったのでしょ。美薫さんのお気持ち共きよう感かんできましてよ」

「そんなのあたしだって理解してるし、逆さかさ娘むすめ」

「まあその、事情をもっと調べる必要がありますよ。人にん数ずうもそろったわけですし、手分けして情報を集めましょう」

　ミミと耀姫のつんけんした会話に広人はあわてて口を挟む。

「いまの最さい重要課か題だいはご神しん体たいの行方ゆくえです。あやのさんはひとまず保ほ護ごできたし、ひかるさんは病院の様よう子すをこまめに聞いて様子を見ましょう。あとは」

「美薫さんの方よね」

　耀姫が眉まゆを寄せて答える。

「誰だれが結婚相あい手てだとか、結婚以い外がいで立ち退きを中止する方法だとかさ」

『春日かすがさんのこと、あたしが調べてみる。この体ならどこにでも入りこめるし』

「あの、わらわもぜひ。子こ狐ぎつねの姿すがたになれば狭い場所でも潜もぐりこめますから」

　生き霊りようひかると、人間形けい態たいに戻り広人のＴシャツを借りたあやのが一いつ緒しよに手を挙げる。

「狐きつね娘むすめは追われてる身なんでしょ。下手へたに出歩くの危険じゃない」

「そう……いわれれば」

　耀姫の指し摘てきにあやのは花の髪かみ飾かざりを揺らしてうなだれた。

「ならば拙せつ者しやたちが囮おとりになりましょう」「はい、そうさせてください」

　甚右衛門とメイド長の桂木が一緒に身を乗り出す。

「姫ひめ様さまをお助けした際、桂かつら木ぎが姫様に化ばけて目くらましをいたしました。いざというときのために拙せつ者しやの隠かくれ家がに車がありますゆえ、それで移動する所しよ存ぞん」

「私が姫様の姿すがたで、目につくよう動けば撹かく乱らんできるはずですから」

「車で移動……それなら」

　ふと広ひろ人とはある考えを思いつく。

「囮おとりをしながらは難しいでしょうけど、静しず岡おかに行ってもらえませんか」

「静岡？」

「はい。俺おれの祖母ばあちゃんの実じつ家かがある朱あけ川がわ市しに。まだ色々調しらべたいことが残っていて、叔母おばさんたちにお願いしようと思ってたんですが」

「ふむ。ご当とう主しゆ様の急なやり方に戸と惑まどい、拙者らに与くみしたメイド部ぶ隊たい員もおります。ならば彼女らと連れん携けいして、そのお役目まっとういたしましょう」

「ありがとうございます、甚じん右衛門えもんさん！」

「礼など不要。この甚右衛門、喜んで旦だん那な様にこの身をお捧ささげいたしまする！」

　なぜか深ふか読よみしたくなる言葉に広人の笑いは半分削けずれた。

「え、えーっと、じゃあ調べて欲しいことはですね」

　広人と甚右衛門と桂木が顔をつき合わせて打ち合わせし、そこにひかるも加わって、あれこれと調査内ない容ようを検けん討とうする。それを見て、耀あき姫ひめは決意も露あらわな表情で腕うで組ぐみをした。

「じゃあ、あたしはご神しん体たいの行方ゆくえについて調べないとね」

「心当たりか手がかりはありますか、耀姫さん」

「あたし自身はないけど、一番近ちかそうなのは……やっぱり」

　耀姫の意味ありげな目め線せんに、はたと広人は気づいた。

「榊さかきさん、ですか」

「そう。広人さんのお祖母ちゃんから深い事情を打ち明けてもらってそうなのは、あのひと一人くらいじゃない」

「でも合宿前まえにもらった手紙からすると、あまり深くは知らない感じですけど」

「もしその事情がこみ入ってるか、もしくはあんまりよろしくない内容なら」

　耀姫は空からっぽのマグカップを握りしめ、沈んだ声でいった。

「いえなくて隠かくしてる可能性も高いでしょ」

　その言葉に広人は重い固まりを吞のみこんだ気がして押し黙だまる。

「あと、天てん狗ぐについてもくわしく調べてみないとよね」

「ご神体の手がかりが天狗たちにあると？」

「うん、失われた〝もう一いつ柱ちゆうの神〟がどうにも気になって」

　そうだ、探さねばならないご神体は二つ。

　ねこがみさまと、天狗たちの記き憶おくから奪うばわれてしまった対ついの神のものだ。

「紛ふん失しつしたご神しん体たいの手がかりになるか分からないけど、正しよう体たい不ふ明めいのままよりはいいし」

「そうですね。専門の耀あき姫ひめさんにお願いします」

　広ひろ人とはそういうと、皆に向き直る。

　鰹かつお屋や家け一いち同どうは全員真しん剣けんなまなざしで見つめている。広人は順じゆん々じゅんに彼らを見渡した。

　耀姫、ひかる、あやの、ミミ、夜や刀と、ユキメ、守もり宮みや、モサコさん、ハムスター姫ひめ華か、みこと、そして──信頼のまなざしで、優しく自分を見つめるねこがみさま。

　守らねばならない者たち。何より大切にすべき者たち。

「前ぜん途とも解決策さくも不明ですけど……だけど、俺おれはみんなと一いつ緒しよなら」

〝……迷めい惑わくかけるけど、ごめんね〟

　亡なき祖そ母ぼの声がまるでいま聞くように耳じ朶だの奥で響ひびく。

〝そういえるのが、家族なのですよ……〟

　あの言葉の意味をもう一度、広人は深く嚙かみしめる。

　どんな困こん難なんも分かち合ってくれと頼むなら、まず自分の力を尽くさなくては。

「たとえ海を飲み干ほせっていわれても解決できるって、信じてます」





☆★☆






　甚じん右衛門えもんとメイド長ちようの桂かつら木ぎは真ま夜よ中なかに発たった。

　車の運転は甚右衛門。同どう行こうは、桂木以外はメイド三名。

　怪け我がを押しての長ちよう距離移い動どうを広人は案じたが、頼れる上に頑がん固こ一いつ徹てつな金きん狐このお目め付つけ役やくは、「お任せください、旦だん那な様さま！」と快かい活かつにいい残して車しや上じようの人となった。

　夜の闇やみの中、幹かん線せん道路を流れるヘッドライトの光に合流する大型ＳＵＶ車を見送って、広人はアパートへ戻る。

　甚右衛門たちは追おっ手てを無ぶ事じに振り切って静しず岡おかへたどりついてくれるだろうか。

　到とう着ちやくしても託たくした調査は成功するだろうか……。

　様さま々ざまな不安を抱えながら広人はアパートの前へと戻る。

　玄げん関かんへ回る前に、つと足を止めて広人はオンボロのアパートを見上げる。

　闇やみの中で街がい灯とうに照らされた建物は、昼に見るよりは老ろう朽きゆうの度ど合あいが分からないが、その分ひどく傾いて思えた。重ねてきた年月の重みに耐えかねるように。

　ふと広人は目をみはる。

「あれ、まさか……」

　灯あかりがついているのは、一階の広ひろ人との部屋だけだった。

　そういえばあまり気に留めていなかったが、この数ヶ月引ひっ越こしが立て続いていた。

　かなり老ろう朽きゆう化かしてきたこのアパートから、さすがに入にゆう居きよ者しやも逃げ出す頃ころ合あいだったのか、あるいは立ち退のき計画の話がどこからか出回ったのか。

　闇やみの中で、我われ知しらず広人はこぶしを強く握りしめる。

（春日かすがが身を挺ていして立ち退きを阻そ止ししてくれたけど……もう）

　遅いのかもしれない。

　その言葉は胸の内でも形にしたくなかった。

　だが、よく考えたら当たり前の話だ。子どもでなくても美み薫かは未み成せい年ねん。そんな彼女が事業の一いつ環かんとしての決定を本当に覆くつがえせるのだろうか。

　嫁よめに行くという話も、立ち退きと関わりなく決まっていたことかもしれない。

　たった一つしかない灯りを見ていられず、広人は目を落とす。

　胸に押しこめていた絶望がよみがえる。

　ねこがみさまや家族が待っているこの灯りのために自分は奔ほん走そうしている。だがその尽じん力りよくにかかわらず、心のよすがであるこの光は奪うばわれてしまうのだろうか──と。

　海をも飲み干ほすと豪ごう語ごしたけれど、その水が塩しお辛からいのを、広人は忘れていた。







[image: 第二話　鳩の群れに猫]




「あの子、そばに置いていいわけ？」

　寝ね苦ぐるしい夜──蒸むし暑さにもかかわらず嫁たち全員にくっつかれるわ、両側からぎゅうぎゅう押されるわ、生き霊りようひかるには顔に乗られるわ──を過ごした翌よく朝あさのこと。

　洗せん面めん所じよで顔を洗っていた広人に、耀あき姫ひめがそう問いかけた。

「あの子って誰だれです、耀姫さん」

「みこと」

　声をひそめた耀姫のささやきに広人はぎくりと背を強こわ張ばらせた。

　気になっていたことだ。外がい見けんはいかにも無む垢くでいたいけな幼おさな子ごだが、実は天てん狗ぐたちから遣つかわされた〝天あま児がつ〟と呼ばれる存在である。

「あたしたちの監かん視し役やくなんでしょ。無む邪じや気きに見えて結けつ構こうな危険要よう素そよね」

「うーん、みことちゃん自身に監視役って意い志しがあるかどうか」

「でも、ご神しん体たい探せなかったらあの子が罰ばつしてくるみたいじゃん？　なのにバカ猫ったら、自分の子どもみたいに猫可愛かわいがりしちゃってさ」

「耀あき姫ひめさんの懸け念ねんはもっともなんですけど」

　広ひろ人とはタオルで顔を拭ふきつつ淡たん々たんと指し摘てきする。

「便べん座ざの蓋ふたに座らないでください。割れます」

「失礼よね、割れるほど重くないし！」

　耀姫の頰ほおがぷくっとまん丸にふくれた。

「お風ふ呂ろ場ばが狭いのいけないんだし。古いわりにどうしてユニットバスなわけ？　別に金きん箔ぱく貼はれとかいわないから、せめて広人さんと一いつ緒しよに入れる湯ゆ船ぶねだったらいいのに」

　さりげにドキドキすることをいわれ、広人は洗ったばかりの顔が熱くなる。

「いやあの、独ひとり暮らし用の部屋に無む茶ちやぶりいわないでください。とにかく、みことちゃんはそばを離すわけにはいきませんよ」

「何されるか分からないのに？」

「ご神しん体たいを見つけるまでそばに置く約束です。それに」

　顔を拭ふく手を止めて、広人は耀姫の頭あたま越ごしにユニットバスの扉とびらを振り返る。

「……これ、はめて」「よろしいですぞ。さあ、こちらへ」

　みこととねこがみさまの会話が小さく開いた扉から響ひびいた。どうやらみことの着るスモックのボタンをねこがみさまがはめてやってるらしい。

「みことのお手て々てはまこと小そうて可愛かわいらしいのです」

　ここからでは二人の声しか聞こえない。

　その分、ねこがみさまの言葉にこめられた慈いつくしみの想おもいがより伝わる気がした。あの声こそ愛らしい、と広人は思わずにはいられない。

　と同時に、ねこがみさまと一緒に、というかねこがみさまで、かもしれないが、無む邪じや気きにねこじゃらしで遊んでいたみことの姿すがたも思い返す。

　舌した足たらずの愛らしい嬌きよう声せいを上げていた、満まん面めんの笑えみのみこと。

　ねこがみさまが幸せそうにみことと仲なか睦むつまじく過ごす光こう景けいは、外がい見けんの年ねん齢れいこそ不ふ自然だが、まるで本当の母はは子このようで、広人は胸に迫るものを感じる。

（俺おれが子どもの頃ころ、祖母ばあちゃんとあんな風ふうに遊んでいたのかな）

　郷きよう愁しゆうを誘われて、広人は声がほんのわずか詰まった。

「……あんなにねこがみさまが可愛がっているのに、引き離したら可哀かわい想そうですよ」

「ほんっと、バカ猫ねこが第一なんだから。ふーんだ」

　ますます耀姫は頰を破は裂れつするほどふくらませると、広人の頰をぐっとつまんだ。

「あっ？　あいた!?　いや、俺の頰は無む理りにふくらませなくていいんですよ」

「別にいいんだけど。そういうの納なつ得とくして嫁よめにしてもらったんだけど」

「嫁にしてもらった？　へえ、俺としては押しかけてこられた気がしますが」

「どういう意味よっ。そっちがあたしのこと嫁っていったんだからね！」

「分かってます、分かってますって。俺おれが確かにいいました」

　喧けん嘩かというよりただのいちゃつきにしか思えないじゃれ合いを、広ひろ人とと耀あき姫ひめは笑いながら狭せま苦くるしいユニットバス内で繰り広げる。

「そろそろ洗せん顔がんの順じゆん番ばん、譲ゆずっていただけませんかしら」

　冷ややかなミミの声が天てん井じようから降ってきて、広人と耀姫は同時に振り仰あおぐ。

「なによ、逆さかさ娘むすめ。少しくらい広人さんと夫ふう婦ふっぽい甘い会話くらいさせてよね」

「朝から渋しぶい会話にしてあげてもいいのよ？」

「耀姫さぁん、ユキメの寝室で断りなく寝ね技わざに持ちこまないでくださぁい」

「ねっ、寝技なんかしてないし。第一お風ふ呂ろ場ばを勝かつ手てに寝ね床どこにする方が変だし」

　不ふ機き嫌げん夜や刀ととズレ気ぎ味みユキメも現れて、耀姫は顔を赤くしてむきになる。

「まあまあ、耀姫さん。ミミさんたちに譲ゆずりましょう。俺たちみんな、情報収しゆう集しゆうであちこち出ないといけませんから」

「そっか。そういえばそろそろみんな出かける時間よね」

　広人の言葉通り、今日きようからみんなで調査開かい始しである。

　広人とねこがみさまはみことと守もり宮みやとともに榊さかき家けへ。ひかるとミミは春日かすが家へ、耀姫は夜刀と二人で図書館かんへ。ユキメとあやのは、まだまだ外は暑いのと、追おっ手てから身を隠かくすためとで、モサコさんと姫ひめ華かとともに留る守す番ばん組である。

「広人、耀姫。ずいぶん長い厠かわやでありましたね」

　みことの服のボタンをチェックしつつ、ねこがみさまが迎える。

「厠いうなっ。てか、ずいぶん面めん倒どう見いいじゃない」

「だって可愛かわいらしいのですもの。ほら、みこと。下着はきちんとつけましたか」

　人のパンツの心配する前に当の本ほん人にんは穿はいているのか。

『ミミさん、いつまで顔かお洗ってるんだ。早く行こう』

「身み支じ度たくはいつ何なん時どきでも必要ですわよ。はい、お待たせ」

　髪かみをくしけずり、身なりを整えたミミが洗せん面めん所じよから現れる。

　衣服もいつも通りのピンクのふりふり甘ロリ衣い装しよう。あれで潜せん入にゆう調査ができるのか疑わしいが、機き転てんの利きくミミが一いつ緒しよならひかる一人より心強い。

「何か分かったことありましたら、お借りしたあやのさんの携けい帯たいから連れん絡らくいたしますわ」『それじゃ行ってくる。がんばるね！』

　ミミは礼れい儀ぎ正しく玄げん関かんから、ひかるはショートカットで窓をすり抜け前まえ庭にわへ出ていった。

「俺たちも出ますか。あやのさん、ユキメさん。留守番頼たのみます」

「はい、お任せください」「はぁい、巨きよ乳にゆう組がんばっちゃいますぅ」

「ちょっとぉ！　なにさり気に自じ慢まんしてるわけ、嫌いや味みかこのでか乳ちち女じよ郎ろう！」

「耀姫ったら本当に簡単に地じ雷らいボタンが押されるのよ」

「二つあるそうですから簡単も当然でありまする」

　夜や刀との呆あきれ声にねこがみさまが上じよう機き嫌げんで答える。広ひろ人とと一いつ緒しよに外がい出しゆつがよほど嬉うれしいらしい。手をつなぐみこともご機き嫌げんな笑顔でねこがみさまを見上げていた。

〝……無む邪じや気きを装ってるけど結けつ構こうな危険要よう素そよね〟

　耀あき姫ひめの言葉がよみがえって広人の耳じ朶だを叩たたく。

　このいたいけな幼おさな子ごを疑いたくはないが、耀姫の懸け念ねんは正しいと思う。もしも広人がご神しん体たいを探すという約束を果たせなかったら──どうなるか。

〝天あま児がつが、我らの代わりに汝なんじの咎とがを責めるであろう……〟

　天てん狗ぐたちの険けわしい声が続いて脳のう内ないにこだました。

　警けい戒かいして遠ざけるべきかもしれない。これから祖そ父ふと祖そ母ぼについて榊さかきに尋たずねるためにおもむくが、果たして同行していいのかと迷う気持ちも胸の片かた隅すみにある。

　だが、みことの立場がはっきりしないからこそ、ともに行動しなくては。

　真しん意い──があるのかそれも分からないが──を探るためにも。

「あっ、待った待った。胸になんか反応してる場合じゃなかった」

　耀姫があわててぱたぱたと荷物をまとめる。

「あたしたちだってそろそろ出ないとよね、子こ蛇へび娘むすめ」

「ん、傲ごう慢まん女め神がみのお手伝いしてくるのよ」

「何か情報あったら連れん絡らくするし。じゃね」

　耀姫と夜刀の大小の姿すがたがドアを出ていく。

「広人様、ねこがみさま。私はいつでも大だい丈じよう夫ぶでございます」

　守もり宮みやがいつものリュックを差し出した。それを受け取り、広人は振り返る。ねこがみさまが大きくほほ笑えんで「われも万ばん端たんですぞ」と答えた。

　この陽ひの光のような笑顔が、変わらずいつもそばにあるように。

　広人のいまの願いはただただそれだけだ。

「それじゃ、行ってきます！」「行ってくるのでありまする！」「……行ってくる」

　四人は連れ立って、容よう赦しやない夏の陽ひ射ざしの中へと足を踏み出した。





☆★☆






「……臨りん時じ休館？」

　図書館かんの閉ざされた両りよう開びらきのガラス扉とびらの前で、耀姫は立ちすくむ。

　ここまで駅えき一つ分ぶん、陽かげ炎ろうただよう灼しやく熱ねつの陽よう光こうの真ま下したを舌したを出しながら歩いてようやくたどりついたところでこの仕し打うちはない。

「暑い中わざわざやってきたってのに、もーう」

「耀あき姫ひめの蔵ぞう書しよにそれっぽいのはないのよ？」

　無む表情な夜や刀とも、さすがにぐったり肩を落として問いかける。

「神しん道とうと神しん話わ関連の資料はいっぱいあるけど、妖よう怪かい民みん話わ関連は網もう羅らしきれてないよね」

「んー、仕方ないのよ。あまり反はん則そくはしたくないけど」

　夜刀は小さな手をすいと横に動かした。

　するとその足あし元もとから影にも似た一いつ匹ぴきの小こ蛇へびが生まれる。小蛇はくねりながらドアの隙すき間まに忍しのび寄るとするりと館内に入りこむ。

「表おもて口ぐちから出入りすると目立つし、裏うら口ぐちはどう？」

　心こころ得えている耀姫がささやくと、小蛇は薄うす暗ぐらい館内を滑すべっていった。

「ん、あっちに裏口あるみたいなのよ」

　夜刀が指ゆび差さす方角へ二人は向かった。

　しなびた植えこみが影を投げる建物の裏うら手てに重たげなドアを見つける。ちょうど二人がその前に立った瞬しゆん間かん、かちりと鍵かぎが開く音がした。

　二人は急いでドアを開いて体を滑りこませる。

　照明が落とされた館内は昼間でも薄暗かった。閲えつ覧らん室しつの鍵を開け、再度侵しん入にゆう。

「あたしは司し書しよ室しつ行くからカーテン開けといて。電気点つけるとバレるし」

「ん、分かったのよ。そっちは任せるのよ」

　夜刀がうんしょと背伸びをして閉め切ったカーテンの一部を開く間、耀姫は司書室に入りこんでＰＣを立ち上げる。

「やった、パスワードかかってないし。ってか不ぶ用心よね」

　早さつ速そく耀姫は蔵書検けん索さくを開始する。夜刀が机の端はしにつかまって横からのぞきこんだ。

「民話関係はＢの棚たなだけど、他にもあるかな。天てん狗ぐ、天狗、っと」

　キーワードを打ちこむとモニタにずらずらっと一いち覧らんが並んだ。

「山ほどあるのよ……」

「途と方ほうに暮れた声しないでよね。いまプリントアウトするし」

　印いん刷さつしたリストを手に、二人は片かたっ端ぱしから蔵書を引っ張り出して机に並べる。

　休館日びで幸い、テーブル一面を占せん拠きよして本を広げた。

　リストに出た書しよ籍せきはなかなかの数で、子ども向けのおとぎ話から専門の研究書まで様さま々ざま。それを全部読み通すのは時間がかかりそうだ。

　だがいつもの面めん倒どうくさがりやらしくもなく、付ふ箋せん片手に耀姫はチェックに必死だ。

「山の神としての天狗……今こん昔じやく物語の天狗説せつ話わ集しゆう……へえ、やっぱり天狗って大陸由ゆ来らいなのよね……んー、でもいまいちどれもこれもピンとくるのないし」

「夜や刀との神かみの記き述じゆつも載のってるのよ。古いにしえのすごい霊れい威いだって書いてあるのよ」

「ちょーっと、横よこ道みちそれないでよね……ん？」

　耀あき姫ひめは横からのぞきこみ、ふいに夜や刀との手て元もとの本をひったくった。

「古こ事じ記きの中の天てん狗ぐ？」

　耀姫はその本をまじまじと読み出す。かと思ったら急に立ち上がった。

「耀姫、どうしたのよ」

　夜刀の声にも反応せず耀姫は何事かＰＣで検けん索さくすると、またもやリストを印いん字じしてきた。

「これ、探して」

　耀姫が夜刀につきつけた紙には日本神しん話わ関連の書しよ籍せき名めいが並んでいる。

「民みん話わを調べるんじゃないのよ？」

「いいって、それで。あたしの家にも色々本ほんあるけど時間も惜おしいし、ここでちゃっちゃと探しちゃおう。もしかしたら意い外がいに早くたどりつけるかも！」

　張り切る耀姫と、彼女に引きずられる夜刀は、棚たなの陰に散っていく。

　そのとき、閲えつ覧らん室しつの入り口にほんの一いつ瞬しゆん小さな影が差した。

　夜刀が放った小こ蛇へびよりは大きいが、子どもの背せ丈たけより小さく、そして淡あわくおぼろげな影。神じん通つう力りきを失った耀姫はもとより、気に敏びん感かんな夜刀でさえ察さつ知ちできなかった気け配はい。

　影はドアの陰より二人を見つめ、ふいに空気の中へ霧む散さんした。







　久しぶりに訪れた榊さかきの屋や敷しきは、以前よりずっと古びて見えた。

　最初目まの当あたりにしたときは、古こ色しよく蒼そう然ぜんといった風ふう合あいで、年月の重みを感じさせる佇たたずまいだったが、いまはただ経けい年ねんの劣れつ化かだけが見てとれた。劣化といって悪ければ風ふう化かか。

　なぜだろうと広ひろ人とは首をひねる。

　どこか壊こわれているわけでもない、手て入いれが行き届いていないわけでもないのに。

「よく来たね、広人君」

　玄げん関かんに現れた榊を前にして、広人はとっさに言葉を見失った。

　以前に会ったときは九十歳さいという年ねん齢れいとは思えないほど若々しく背も高く、背せ筋すじもしゃんと伸びて、男だん装そうの似に合あうきりりとした老ろう婦ふ人じんといった風ふ情ぜいだった。

　なのに、今日きようはひどく疲れ果てた表情で生せい気きに欠けている……。

　以前の華か麗れいな洋よう装そうではなく、渋しぶい模も様ようの和わ装そうのせいだろうか。

「あの、手紙の件、ありがとうございました」

　しどろもどろに広人が頭を下げると、付き添いの守もり宮みやもともに一礼する。

　ねこがみさまは、後ろに隠かくれようとするみことの肩を抱いて快かい活かつにいった。

「榊、久しぶりなのでありまする。こちらはみこと。ゆえあって預かっておる子です」

「ああ、くわしい話は奥でしようか。さあ」

　手て短みじかにそう告げて榊は身をひるがえし、広人たちはそのあとに続いて玄関をくぐった。

　しかし屋や敷しき内に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、はっと広ひろ人とはその場に立ちすくむ。

　こんなにこの屋敷は暗かっただろうか。

　こんなにだだっ広く、がらんどうだっただろうか。

　確かに前に来たときも無む闇やみやたらと広く暗く、年とし経へた木々の匂においが鼻をついたが、今日きようはさらに空気が湿しめり気を帯びて沈んでいる。

「……ねこがみさま？」

　広人は目を落とした。

　ねこがみさまが身を寄せ、ぎゅっと広人の手を握りしめているのだ。

「こんな空からっぽの場所に」

　哀かなしげな響ひびきのささやきが暗い廊下に落ちる。

「榊さかきが一人で住んでおるのかと思ったら、たまらなくなってしまって……」

　覚えず広人はねこがみさまの手を握り返す。

　そうだ。この古い大きな屋敷に、老いた榊は一人で住んでいるのだ。家族同どう然ぜんの付つく喪も神がみたちとにぎやかに暮らしていたのに、そんな彼らを手て放ばなして。

　榊の心しん境きように広人は思いを馳はせる。

　ねこがみさまが皆を連れてきてくれる前は、アパートの部屋は六ろく畳じよう一ひと間ましかないにもかかわらず、同じく空っぽに思えた。

　モサコさんと二人きりの生活は、慣なれるまでは途と方ほうに暮れるばかりで、慣れてからもひどく静かで、いまのような幸せなにぎやかさは望むべくもなかった。

　広人は思わずねこがみさまのか細い手を握りしめる。

　その柔らかな手が広人にしがみつくように、そして包むように握り返す。

「ねえ、広人。すべてが片づいたら」

　面おもてにかかる曇りを振り払い、ねこがみさまが広人を振り仰あおいだ。

「もっと頻ひん繁ぱんに榊の家を、われはみこととともに訪おとなうことにいたしまする。いかに榊が気き丈じようとはいえ、一人ではどんなにか心こころ細ぼそいか」

　すべてが片づいたら、という言葉は途方もない道のりの先にある気がしたが。

「心細いなんてあの人は認めなさそうですけどね。でも、俺おれもそう思います」

　玄げん関かんに入ってすぐの座ざ敷しきに通され、四人は神しん妙みような顔で座る。

　榊手てずから茶を淹いれてもらい、広人は恐きよう縮しゆくしつつ口を開いた。

「いきなり押しかけてすみません。おうかがいしたいことができてしまって」

「構わないよ。うるさくいう筺はこや、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな付喪神たちのいない独ひとり暮らしも気ままでいいが、少々屋敷が広くなりすぎてね。たまに誰だれかの声があるのはいいことだ」

「榊さん……」

　冗じよう談だんめかした口く調ちようだが、榊の言葉の奥にある寂さびしさを広人は感じ取る。

「そういえば以前、区の文ぶん化か財ざいに屋や敷しきを指し定ていされたから移い築ちくするって話がありましたよね。そうしたら、どこかに移られるんですか」

「それがね、財ざい政せい難なんで計画は凍とう結けつ中ちゆうだそうだ」

　榊さかきはあっさりと答える。

「移築の買い取りで得た資し金きんで、狭いが新しん築ちくのマンションでも買って移ろうかと思っていたが、なかなか人じん生せい思い通りにならないものだよ。そうだ」

　ふと榊はいたずらっぽい笑えみで問いかけてきた。

「勉強にと渡した神しん道とうの本は読んでいるかな、広ひろ人と君くん」

　ぐふ、と広人は飲んでいたお茶が喉のどに入る。

「す、すみません。ぼちぼち……です」

「そんなことだろうと思った。それであちらは……朱あけ川がわ市しの方はどうだったかな。私の手紙以上のことが分かったならいいのだが」

「はい、それがですね」

　広人はもう一度、榊に説明をくり返す。

　天てん狗ぐとの対決の件くだりからご神しん体たいを探す約束、そして〝天あま児がつ〟であるみことの話に差しかかると、榊はねこがみさまにぴったりとくっつく小さな幼おさな子ごをちらと見やった。

「〝天児〟とは身み代がわり人形のことだね」

「身代わり人形？」

「災わざわいを代わりに引き受けてくれる人形だ。子どもの息そく災さいを願って作られるものだよ」

「では……その、悪いものではない、と？」

「本来はね。だが天狗が遣つかわしたものなら、彼らの〝代わり〟として物事の見み極きわめをするような役目を負っているはずだ」

　鋭い榊のまなざしに、みことは怯おびえた顔でねこがみさまの背に隠かくれる。

「わっ、われはみことが悪いものだとは思いませぬぞ」

　ねこがみさまは懸けん命めいの面おも持もちで両手を広げる。榊は苦く笑しようして目を細める。

「なに、約束を違たがえなければその子も何もしないのだろう。しかし」

　榊は声と表情を沈ませた。

「まさか、広こう太た郎ろう君がご神しん体たいを奪うばったとはね」

「おりん様は広太郎様を心より慕したっておられました。広太郎様も同じ……」

　背後に控える守もり宮みやがうなだれる。

「そう私は感じていたのですが、もしや広太郎様はおりん様を利用したのでしょうか」

「あの頃ころはおりんの心しん情じようを慮おもんぱかっていわなかったが、確かく信しんを新たにしたよ。どう利用したか分からないが、おりんに近づいたのは彼女の拝おがみ屋の知ち識しきやわざが目当てだったはずだ」

　ますます守宮はがっくりと肩を落とす。

　広ひろ人ととて嬉うれしい話ではない。自分を愛してくれた祖そ母ぼが、その優しさと情じよう愛あいの深さのために災わざわいに巻き込まれたというなら胸がかきむしられる心地ここちになる。

　しかも祖母自じ身しんが愛した相手によってなら、なおさらやりきれない。

「祖父じいちゃんはなぜご神しん体たいを奪うばったんだろう。しかも祖母ばあちゃんのわざを利用しようとしていたなんて、何が目的だったんでしょうか」

　無む言ごんの榊さかきに広人は詰め寄る勢いで問いかける。

「俺おれは祖母ちゃんの昔や、ましてや祖父ちゃんのこともほとんど知りません。もし、他にも思い当たることがあれば教えていただけませんか。お願いします……！」

　叩こう頭とうする広人に榊は苦く悩のうの瞳ひとみを向ける。

　ねこがみさまは頭を下げる広人を見て切なげにうつむき、ふいに榊を振り仰あおいだ。

「われの行く末は鰹かつお屋や家けの行く末と思うておりまする」

　ねこがみさまは真しん摯しなまなざしで言葉を継いだ。

「ご神体があればわれの身は安定し、鰹屋家を終しゆう世せい守ることができまする。なぜ広人の祖父がそれを奪ったのか、そしてどこにやったのか、榊が協力してくれるなら分かるやもしれませぬ。どうか、われらを助けてもらえませぬか」

「それは本ほん気きなのかな」

　ふいに榊が、聞く者の身をすくませる非ひ情じような声こわ音ねでいった。

「ご神体を見つけた結果、身は安定しても、君は天てん狗ぐたちの住む高天たかまの地に戻らねばならないかもしれない。広人君や皆と別れ、その地でもう一いつ柱ちゆうの神とともに日々を送る結果に」

「な……!?　それはなぜでありまする」「そんな、どうしてですか!?」

　ねこがみさまが声を上げるのと同時に広人まで思わず身を乗り出した。

　榊は次をいう前にねこがみさまの瞳を見み据すえ、それからゆっくりと広人に目め線せんを移す。

　その目線に広人は膝ひざに置いたこぶしを握る。

　鋭いまなざしに奥おく底そこまでのぞかれて、無む意い識しきに隠かくす想おもいを暴あばかれる心地がした。

「〝対つい〟の氏うじ神がみとして天狗たちを守しゆ護ごしていたねこがみ君ともう一柱の神。それが失われたがゆえにあの地は荒れたのだろう。ならば求められるのは当然そろっての帰き還かん」

　静かだが重い声に、広人はねこがみさまとともに押し黙だまる。

「それでも、真実が欲しいというのかな」

　その問いは、広人とねこがみさまのどちらに向けられたものだろう。

「……やむをえませぬ」

　ねこがみさまが悲ひ壮そうな面おも持もちで答えた。

「ねこがみさま!?」

「広人と、皆と……離れても。もとよりその覚かく悟ごでありましたもの」

　真まっ直すぐに榊を見上げ、ねこがみさまははっきりと告げた。

「われは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみでありまする。広ひろ人ととその家族の幸せのためにあるのです。そばにいるいないにかかわらず、その役はまっとうするつもりでありまする」

　広人は声が出ない。ねこがみさまの決けつ意いに、激しく異いを唱となえたい気持ちが湧わき上がる。

　だがこんな潔いさぎよく毅き然ぜんとした意い志しにどう逆らえばいいのだろう。

　いまや彼の手のひらは固く、岩のごとく固く握りしめられていた。

　みことはねこがみさまに抱きつき、広人を不安げに見つめている。ねこがみさまの静かな態度と広人の感情の高ぶりは、あまりに対たい照しよう的てきだった。

「おりんの置いていった物が、まだ手て元もとにある」

　しばしして榊さかきが口を開いた。

「広人君には話していなかったが、彼女がつけていた日記や広こう太た郎ろう君の遺い品ひんだ。故こ人じんに配はい慮りよして、私は中身を確かめていない」

「……祖母ばあちゃんの日記と、祖父じいちゃんの遺品、ですか」

「君が望むなら渡そう。自分の目で確かめるといい」

　即そく答とうしても良かった。するべきだった。

　だが広人は言葉が出ない。解決に近づけそうな手がかりが目の前に差し出されたのに、手を伸ばすことができない。

「広人？　どうしたので……」

　ねこがみさまが呼びかけたそのとき、リュックから呼び出し音が鳴り響ひびいた。

　逡しゆん巡じゆんを打ち破られ、広人はわれに返って電話を取り出す。

　相手はつい一昨日おとといまで滞たい在ざいしていた鳴なる上かみ家けの番号だった。

「あれ、叔母おばさんかな？　もしもし、広人です」

『ああ、広人ちゃん。無ぶ事じに東京に着いただかね。連れん絡らくないで心配してたやあ』

　しまった、と広人は汗あせをかいて背せ筋すじを正す。

　帰り着いて早そう々そう立て続けに色々なできごとがあったせいで、鳴上家に帰き宅たくの報告もお世せ話わになったお礼も忘れていたのだ。

「ご、ごめん。ちゃんと帰ってます。合宿中ちゆうには本当にお世話になりました」

『何にも大したこたぁしちゃいんよ。旭あさひが丘おかさんからね、丁てい寧ねいなお礼の電話をいただいたでねえ。まだ若いにしっかりした方だやあ』

　さすが涼りよう子こ部長、常じよう識しき外がいの人じん外がいなのに人間的礼れい儀ぎはわきまえているとか超ちよう人じんすぎる。

『それより、広人ちゃんらが帰ったあと、おかしなことが起こってるだよ』

「おかしなこと……って？」

『温泉のある高天たかま地区。あすこで昨夜、大きい山やま鳴なりがあっただって。地じ滑すべりだか土ど砂しや崩くずれだかみたいな恐ろしい音と、すんごい恐い声が聞こえただって。何でも』

　叔母は声をひそめ、不安げにいった。

『広こう太た郎ろうはどこだ。広太郎の孫まごはまだ帰らぬか……って声が』

　思わず広ひろ人とは携けい帯たいを取り落としそうになった。

『山やま鳴なりもその恐い声を聞いたのも、高天たかまの街の人がほとんどだっただって。温泉に観光に来てたよその人も聞いたっていうでね。だけん、もっとおかしいのは』

　電話の向こうの声がわなないた。

『今朝けさ消防団だんが山へ調べに入っただけえが、なんも起こってなかっただって』

「何も？　何もって……」

『街や山のどこも変わってなかっただって。そこら中じゆうに響ひびくような地じ鳴なりと地じ滑すべりの音だっただに、災さい害がいが起こった様よう子すはどっこもなかっただって』

「そんな……」

『広人ちゃんにとっちゃ遠い場所のこんだもんで、聞かせる必要もないと思っただけえがね。おけい祖母ばあちゃんがどうしても、電話して話をしやあっていうもんで』

　広人は喉のどを鳴らして息を吞のみこむ。

　亡き祖そ母ぼの妹であるおけいはその恐ろしい声に、広人が温泉で尋たずねた祖そ父ふの話を思い出したのだろう。この異い変へんを知らせなくてはと考えても当然だ。

『おけい祖母ちゃんも分からんこというやあ。そんなこん知らせたって、広人ちゃんにはどうすることもできゃぁせんだに』

「いや、いいんだ。ありがとう、叔母おばさん」

『気にするこたぁないでね。誰だれかの大おお掛がかりないたずらかもしれんで』

　精せい一いつ杯ぱいの叔母の慰なぐさめに、広人は無む言ごんで頭を下げるしかない。

『また落ち着いたらこっちに遊びおいで。久しぶりに広人ちゃんの元気な顔が見られて嬉うれしかったでねえ。みんなも大だい歓かん迎げいだでね。そうそう、野や菜さいとお米、追加で送ったで』

　そういって電話は切れた。

　優しい叔母の声に広人は胸が痛い。明らかに広人を疑って当然のできごとなのに。

　だからこそ広人は己おのれを責める。早く事じ態たいを解決しなくてはと焦しよう燥そうもする。

（でも、まさかこんなに彼らも焦あせっているなんて）

　天てん狗ぐたちとの邂かい逅こうがあったのはほんの一昨日おとといだ。なのに昨日きのう今日きようでこんな異変が起きるとは思いもしなかった。

（それだけ彼らは切せつ望ぼうしてるんだ……。ねこがみさまを）

　一いち度ど取り戻しかけた神を手放したのだ。その喪そう失しつ感かんは、きっと並なみ大たい抵ていではない。

「……榊さかきさん」

　広人は電話を置いて榊に向き直る。自分の中の迷いを懸けん命めいにねじ伏せる。

「祖母ちゃんと祖父じいちゃんの遺い品ひんを見せてください」

　ねこがみさまを失うかもしれないと理解しつつも、それでも先に進まなくてはならない。

　いや、進むしかない。世を騒さわがせないためにも、自分を気き遣づかう人々のためにも。

　家族を失わないためにも。

　──だが、本当にそれでいいのか。

「日記に目を通して、俺おれが判はん断だんします」

　胸の内でささやかれる声を必ひつ死しに無む視しして、広ひろ人とは榊さかきへ深ふか々ぶかと頭を下げた。

「……その決意があるなら、いいだろう」

　思いがけず聞こえた優しい声に、はっと広人は頭を上げる。

　榊は先ほどの厳きびしいまなざしを和らげてこちらを見つめていた。

「いいかな。君はまだ〝言こと霊だま〟の力を上手うまく制せい御ぎよできていない。だが天てん狗ぐとの対たい峙じの際に学んだと思うけれど、大切なのは〝指し向こう性せい〟だ」

「指向性……」

「感情の向き。言葉の向きだ。力の向かう先を常に意い識しきすべきだよ」

「は──はい」

「時間があるときにもっと鍛きたえてあげたいのだけれど」

　老いても端たん整せいな顔で、榊はほほ笑えんだ。

「もしかしたら不ふ本ほん意いなときに力を使うときがあるかもしれない。覚えておくように」




　広人たちが屋や敷しきを辞じすのを見送り、榊は座ざ敷しきに戻る。

　来らい客きやく用の湯ゆ吞のみは片づけられ、卓たくも綺き麗れいに拭ふかれていた。

　広人が榊の代わりに洗い物をしてくれたのだ。守もり宮みやも屋敷内ないの傷いたんだ箇か所しよを見てくれ、一方、ねこがみさまはみこととともに帰るまで榊の話し相手となってくれた。

　気ままで気き丈じような榊にとっても、彼らの心こころ遣づかいは思いの外ほか胸に染しみる。

「まったく、独ひとり暮らしには広すぎる家だよ……」

　座敷の入り口で榊はふとこぼす。

　にぎやかな四人が去った後の座敷は再びがらんどうになっていた。

　年とし若わかいのに細こまやかな広人の心遣い。おりんに忠ちゆう実じつな守宮の気き配くばり。

　ねこがみさまの悲ひ壮そうだが凜りんとした決意の瞳ひとみ。いたいけでどこか哀かなしげなみことの様よう子す。

　彼らはとうにこの場にはいないのに、どれも鮮あざやかに目に浮かぶ。

「……やっと退たい去きよしたようですね」

　冷静な男の声とともに隣となりの部屋の襖ふすまが開いて、榊は目を向ける。

「菅すが原わら公こう」

　襖の向こうには、眼鏡めがねのレンズを冷ややかに光らせたみっちゃんが座していた。部屋の内部には細い注連しめ縄なわが張り巡らされている。〝界かい縄じよう〟──みっちゃんお得とく意いの結けつ界かいである。

　榊は淡たん々たんとした声こわ音ねで彼に告げた。

「ご要よう望ぼう通り、覚かく悟ごを確かめてから遺い品ひんを渡したよ」

「感謝します」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにも思える端たん的てきな言葉だが、彼の謝しや意いは充じゆう分ぶん伝わってきた。

「結けつ界かいを張って、気け配はいを消してまで彼を監かん視ししたいとは理解しがたい。あんな子どもたちがどんな大それたことをしでかすというのかな」

　榊さかきの皮ひ肉にくにもみっちゃんは答えない。榊は言葉を重ねる。

「未み成せい年ねんを導くのが大人おとなの役目だろう。一応いまは教師であれば特に」

「私たちの思い通りに導くのが、容易たやすい相手だとは思えませんので。未成年だろうと何だろうと、彼は強きよう固こな意い志しを持つ人間ですから」

「彼の資し質しつを正しく評ひよう価かしているようだね。だが」

　偉い大だいな神を相手に、榊は臆おくせずいい返す。

「子どもで未成年だということは、社会的に弱い立場だ。助けになってくれる相手もなく、手がかりも乏しい難なん問もんに挑いどまなくてはならないのは無む茶ちやだと思うけれど」

「確かにいま彼が直面している状況は苛か酷こくです」

　しかしみっちゃんの態度はあくまで冷静である。

「彼は情じよう愛あい深ぶかいですが非常に理り性せい的な人間でもあります。その理性を保ったまま進めばどんな状況とて打だ破はは可能でしょう。だが」

「……だが？」

「彼の覚悟を確かめていただいた理由は、その情愛の深さです」

「情に惑まどわされて道を誤あやまるといいたいのかな」

「彼は一家の家か長ちようとして責任を負うことを選びました。私はそれを信じたい」

　みっちゃんは淡たん々たんと答える。

　しかし言葉の中にはある種の信しん頼らいと、一方で祈りにも似た想おもいがあった。

「願望は祈りではないのかな。神ともあろう立場の方が」

「神とて万ばん能のうではありません。日本的概がい念ねんで定てい義ぎづけられた〝神〟はね」

　では、とみっちゃんは立ち上がり、さりげない手つきで注連しめ縄なわを外すと退たい去きよした。

　再び一人きりになった座ざ敷しきに榊は立ち尽くす。

　ふいに榊はその場に腰を下ろすと、うなだれて目を閉じた。彼女はまるで詫わびるように、広人たちが座っていた卓たくの前に頭を垂たれる。

「……おりん」

　亡なき弟で子しの名前は、がらんとした座敷に思いがけなく大きく響ひびいた。

　広人が痛ましい、と榊は思う。

　彼は決して悲ひ嘆たんに走ることなく、懸けん命めいに最さい善ぜんの方法を探ろうとしている。

　子どもとしての立場に甘えてもまだ充分な歳としなのに、家長という名前のもとに責任を果たそうとしている。それはどれだけ辛つらい道だろう。

　確かに彼は強い。理り性せい的てきでもある。しかしその強さの理由は何か。

〝……われの行く末は鰹かつお屋や家けの行く末と思うておりまする〟

　少女神かみ様さまの凜りんとした声と姿すがたが榊さかきの脳のう裏りによみがえって広がる。

　彼の支えはあのねこがみさまという少女だ。彼女と、彼女が連れてきた家族のために、そして彼らが傍そばにいてくれるために、どんな困こん難なんな道も走り通そうとするだろう。

　だがその道の果てで、あの少女を失うとなったら？

「それでも、広ひろ人と君」

　榊は空からっぽの座ざ布ぶ団とんを見つめて、そこにいない相手に問いかけた。

「君は、その道を目め指ざすのかな」





☆★☆






　春日かすが家けの邸てい宅たくは厳いかめしい鉄の門に閉ざされていた。

　門もん柱ちゆうの陰から、生いき霊りようひかるとミミは内部の様よう子すをうかがう。

『在ざい宅たくのようだけど、あたしには関係ないぞ。とりあえず入ってくる』

「そうお焦あせりにならないで。霊れい感かんが皆かい無むの人間ばかりと限りませんのよ」

　ミミは門柱に取りつけられたインターホン兼けん用よう監かん視しカメラを見上げた。

　もちろん警けい備び会社のステッカーも当然貼はりつけ済み。さすが有あ里り間ま区くどころか西にし東とう京きよう市し一のお金持ちのお宅たくである。

「あら、来らい客きやくかしら」

　折しも大きな外がい車しやが春日家の門へ向かってくるところだった。

　ミミはいっそう門柱の陰に張りつく。ひかるも一応ミミに重なってみた。

「ちょっと、ひかるさん。いくら実じつ体たいがないからってくっつきすぎですわ」

『用心だもん。霊感皆かい無むの人間ばかりじゃないといったのはミミさんだぞ』

　顔が映りこむほど磨みがかれた外車は門の前で停止する。

　運転手が降り立ち、インターホンに向かって話しかけると門が自動で開いた。

「いまですわ。ひかるさんは車の後へついて」『え、え!?』

　ミミがすかさず車の下へ潜もぐりこみ、ひかるはうろたえながら後方へ回った。

　門もん内ないへ外車は静かに入っていく。邸宅のエントランス前で車は停車し、乗っていた紳しん士し然ぜんとした年ねん配ぱいの男性と見るからにエリートらしい快かい活かつな青年が降り立った。

　その隙にミミは車の下から這はい出る。

　現れた彼女は、いつもの甘ロリ服ではない。黒くろ一色の、体にぴったりした長なが袖そでのブラウスとミニスカートの軽けい快かいな服ふく装そうだ。妖よう力りよくで服を変えたらしい。

　といってもさりげに袖そで口ぐちにフリルがついているのはいかにも趣しゆ味み。

　ミミはその格かつ好こうでエントランスの張り出した屋根に飛び移り、紳しん士しと青年が入ろうと開けた大きな扉とびらの隙すき間まから、するりと中へ滑すべりこむ。

『すごいぞ、ミミさん。って、感心してる間はなかったんだっけ』

　ひかるも急いで閉まる扉をすり抜ける。

　ミミは入ってすぐの天てん井じようでうずくまって身を縮め、お手伝いさんに案内されて廊下を歩く紳士と青年を見下ろしていた。ひかるが入ってくると、ミミは目で合あい図ずをする。

『分かった、あの二人を追うんだね』

　ひかるは紳士と青年の頭ず上じようを浮かんでついていった。ミミもこっそり後に続く。

　手入れされた緑みどりまぶしい前まえ庭にわに面する高い天井の客きやく間まに、紳士たちは招き入れられる。開いた扉の隙すき間まからミミはのぞいた。

（美み薫かさん……!?）

　部屋の中央のテーブルには清せい楚そなワンピースを着た美薫が座っていた。薄く化け粧しようをしているのかいつにも増して美しい。だが肌はだは青ざめ、普ふ段だんの気の強さは見る影もない。

　ミミはそんな彼女の姿すがたに胸を痛めつつ、客間を見回す。

　同どう席せき者しやは、招かれた紳士と青年以い外がいは美薫の父親らしき中ちゆう年ねん男性。

　室内は窓が多く光がいっぱいに差しこみ、部屋のどこにも死し角かくはない。

　さすがに気け配はいを殺せるミミでもこの明るい場所で見つからないという自信はない。

『美薫さん、元気ない……。もう、らしくないぞ』

　気を揉もむ声でつぶやくひかるに、ミミは小こ声ごえでささやいた。

「ひかるさん、私はここで待たい機きしますわ。お相手の偵てい察さつ頼みましてよ」

『もしかして、あの二人って美薫さんの……』

「ええ。いかにも結婚相あい手てとその父親って感じじゃありません？」

『分かった。話聞きいてくるね』

　両開きの扉が閉まるが、ひかるは見事すり抜けて中へ入っていった。

　ミミは外からぴったりと扉に耳をつける。だが頑がん丈じようで分ぶ厚あつい扉に阻はばまれ、音は切れ切れにしか聞こえてこない。

　キッチンからコップでも拝はい借しやくしてこようかしら、などとミミは考えてしまう。

「……ようこそ、お待ちしてお……た」

「先日の食事会では……いい店でしたな……」

　父親同どう士しの野の太ぶとい笑い声と会話が響ひびいてくるが、美薫と青年の声は届かない。

「んもう、もどかしいですわね」

　ミミは眉まゆをひそめていっそう顔を押しつける。

『ミっ、ミミさんっ！』「きゃぁっ！」

　突然、扉とびらに押しつけた顔の真ま横よこにひかるが出現してミミはのけぞった。

「ちょ、な、びっくりするではありませんの！　何事ですのよ」

『こ、今月末まつ、今月末って八月末なんだけど、美み薫かさん、美薫さん』

　ひかるは扉にめりこんだまま、支し離り滅めつ裂れつのしどろもどろで叫んだ。

『もう、結ゆい納のうなんだって！』





☆★☆






「広ひろ人と先せん輩ぱいたち、遅いですね」「んにゃーぉ」

　膝ひざにどっしり乗ったデブ猫ねこモサコさんを撫なでつつ、あやのは嘆たん息そくする。

　時刻は昼をとっくに過ぎて午後の二時。

　いつ広人たちが帰ってきてもいいように、料理が得とく意いなあやのは家にある材料で昼食を用意していたが、まだ誰だれも戻る気け配はいがない。

　ひかるとミミに携けい帯たいを貸したので連れん絡らくが取れないのも気がかりだ。

　テーブルの脇わきに置かれたハムスターケージから、ジャンガリアンハムスター姫ひめ華かが一いつ生しよう懸けん命めい回し車をカラカラ回す音ばかりが、狭い部屋に響ひびく。

　あやのは足がしびれ、モサコさんを床に下ろすと立ち上がった。

「そうだ……あ、あの、ユキメさん？」

　閉ざされたユニットバスの扉の前で、あやのは声をかけた。

　ただいまユキメはダウン中。クーラーはつけているのだが、ねこがみさまがいなくて霊れい力りよくを補ほ充じゆうできず、湯ゆ船ぶねで水みず風ぶ呂ろに浸つかったまま動けない。

　あやのはユニットバスの扉を開けてそっとのぞきこむ。

　案あんの定じよう、ユキメは長い髪かみと両手を湯船の縁へりに垂たらしてうなだれている。サダコは湯船からも出てくるんだなと思わせる光こう景けい。

　もう一度、あやのはおそるおそる呼びかけた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　あの、ユキメさん……生きてはいるんですよね？」

　返事がない。ただのしかばね以下のようだ。

　あやのはユニットバスを出たり入ったりおろおろ。足あし元もとでモサコさんも一いつ緒しよにうろうろ。

　そのとき玄げん関かんのドアを叩たたく音がした。あやのとモサコさんは振り返る。

　ノックの音は穏おだやかに、慎つつしみ深く、しかし止やまずにくり返される。鰹かつお屋や家けの者なら帰ってきたと一声ありそうなものなのに。

「はい、どなたですか？」

　あやのは控ひかえめに応おう答とうした。だが音は止まず、ひたすらにくり返されるだけだ。

　ドアに近寄り、あやのは来らい客きやくを確かめるレンズに目を当てる。

　とたん、びくりとして弾はじけるように飛び退のいた。

「な、なぜ、金きん狐この者が!?」

　レンズの向こうに立っていたのは、絣かすり模も様ようの着物姿すがたの一いち団だんの男たちだった。

　外がい見けんは人間だが、金狐の姫ひめにしか分からない妖あやかしの気け配はい。間違いなく同どう族ぞくの者だ。

「甚じん右衛門えもんと桂かつら木ぎが囮おとりになったのではないの？　もしや捕つかまったの？」

　いや、それより何より、なぜ自分がここにいると分かったのか。

　ノックは絶え間なく続けられる。守もり宮みやがかけた結けつ界かいのおかげで入ってはこられないようだが、いつ破られないとも限らない。

　ドアを叩たたく音に耐えられず、あやのは六ろく畳じようの部屋に逃げこむ。耳を塞ふさいで畳たたみに座りこんで身を縮める。だがノックは執しつ拗ように彼女を追い詰めるがごとく終わらない。

「どうしよう、どうしたら……そうだ、広ひろ人と先せん輩ぱい！」

　はたとあやのは気づいて身を起こす。

　これは自分の身だけの問題ではないのだ。広人たちが帰き宅たくして、もしも彼らとかち合ってしまったら、下手へたをすれば鰹かつお屋や家けの皆の身にも危き害がいが及ぶ。

　うずくまっている場合ではない。広人だけでなく甚右衛門にも連れん絡らくが取れないこの状況、ユキメもダウンし、あやの一人で対たい処しよしなくてはならない。

　広人たちが帰る前に、早そう急きゆうに。

「やっぱり、お祖母ばあ様さまの元に戻るしかないの？　いいえ、それでは何のために甚右衛門たちが逃がしてくれたの……！」

　あやのは苦く悩のうしながらも立ち上がる。子こ狐ぎつねの姿すがたに変へん容ようし、このアパートを出てどこかへ隠かくれようかと考えたのだ。

　しかしそのとき、ガシ、ガシ、というケージを揺らす音が響ひびいた。

「え……ハムスターさん？」

　テーブルの下に置いたハムスターケージの中で、ジャンガリアンハムスターが柵さくに突とつ撃げきしていた。ガリガリと柵をかじり、小さな体で何度も体当たりしている。

「どうしたの。駄だ目めですよ、外に出たら」

　ふとあやのは、ハムスターの首に巻き付くこよりに気がつく。ハムスターはそのこよりを柵にこすりつけ、首を曲げて囓かじり取ろうと必ひつ死しだった。

　あまりに必死に暴れるせいで、ふわふわの白い毛にこよりは深く食いこんでいる。

　あやのはこの小さな動物が哀あわれになった。

「それが邪じや魔まなのでしょうか。苦しいのかも……。待って、取ってあげます」

　ケージの扉とびらを開けて、あやのは手を差し入れる。

　暴あばれていたハムスターは入ってきた手に大人おとなしくなり、自ら手のひらに乗ってきた。

「可愛かわいい。こんな小さな子に苦しい想おもいをさせるなんて」

　あやのはこのハムスターの正しよう体たいといきさつを知らなかった。

　もちろん、あやのは姫ひめ華かと出会っている。出会っているが、彼女が何をしたかは知らされていない。自分がされたことも覚えていない。

　広ひろ人とたちもあやのに説明するのを忘れていた。鰹かつお屋や家けの皆が知っているために、当然あやのも知っていると思いこんでいた。

　そして金きん狐この姫のあやのは、みっちゃんが掛けた術じゆつをほどくに充分な妖よう力りよくを持っていた。

　あやのは善ぜん意いのままに、ハムスターの首のこよりをほどく。

　一いつ瞬しゆん、指ゆび先さきにぴりっとした感覚が走ったが、あまりにわずかで気にもとめなかった。

　はらりとこよりが畳たたみに落ちる。その刹せつ那な、

「────!?　きゃあっ！」

　強い衝しよう撃げきにあやのは壁に弾はじき飛ばされ、モサコさんは急いで押し入れに退たい避ひする。

「い、いったい、何……えっ」

　あやのは大きく目を見み開ひらく。

　たったいままで誰だれもいなかったはずのこたつテーブルの傍かたわらに、黒いゴシックロリータ衣い装しようの妖あやしい美び少女が立っていたのだ。

　美少女はあやのを見つめると、ゆっくりと艶つややかな紅あかい唇くちびるを吊つり上げた。





☆★☆






　風ふ呂ろ敷しき包づつみに入った祖そ母ぼの遺い品ひんを抱いて、広人は帰き途とについていた。

　その足あし取どりは重い。手がかりらしき物を手に入れて浮き足だってもおかしくないのに、肩は落ち、まなざしも足の運びだけを見ている。

　そんな様よう子すに、ねこがみさまも言葉がない。

　いくども声をかけようと迷ってか、口を開きかけては閉ざしている。小さな口をぱくぱくする様さまは可愛かわいいが、広人はまったく気がついていない。

　一いつ行こうは無む言ごんで家いえ路じをたどる。しかしアパートの近くまで来たときだ。

「──え？」「何事でありまするか？」

　男たちのうろたえる叫び声が聞こえ、ついでくぐもった獣けものの悲ひ鳴めいが響ひびく。

　かと思ったらアパートの敷しき地ち内ないからこんな住宅街がいにいるとは思えない、大きな狐きつねたちが数すう匹ひき、猛もう烈れつな勢いで吹き飛ばされて飛び出てきた。

　はっと広人とねこがみさまは、その場で足を止めて身を強こわ張ばらせる。道路に転がる大おお狐たちの後からゆらめくいくつもの黒い影が現れたのだ。

『……帰った方がいいよ』

　影は少女の形を取り、殷いん々いんと響ひびく声で告げた。

『大だい事じな旦だん那な様さまに害をなそうとするなら、ボクがきっと叩たたき返すから』

　狐きつねたちは太い尻尾しつぽを巻き上げ、相あい前ぜん後ごして道路を走り出す。走り出してすぐに人間の姿すがたになると、彼らは振り向きもせず彼方かなたへ逃とう亡ぼうしていった。

　黒い影はすぐに消え、その後に黒のフリルたっぷりの衣い装しようをまとう少女が歩んできた。

「なっ!?」「ええっ!?」「な、なぜあの方が!?」「……？」

　広ひろ人と、ねこがみさま、守もり宮みや、みことが四よん者しや四よん様ようの反応を示すと、少女が振り返る。

「……広人クン」

　黒のゴシックロリータの少女は広人を認めるとふっとほほ笑えんだ。

　覚えず魅み了りようされる妖あやしく美しい笑み──かと思ったら、

「会いたかったーっ！」

　いきなり美び少女は大きく跳ちよう躍やく、広人を押し倒す勢いで抱きついた。

「わ、うわあああっ!?」

「広人クン、広人クン広人クン広人クン──っ！」

　広人を道路に押し倒し馬うま乗のりになって、美少女は豊ほう満まんな胸を押しつけて抱きついた。

「またこの姿すがたで会えたね。ボクだよ、姫ひめ華かだよっ！」







[image: 第三話　猫は解答のないパズル]




　沈ちん黙もく。

　六ろく畳じよう一ひと間まの部屋で住人たちはテーブルを囲み、居い心地ごこちの悪い空気を味わっていた。皆は時とき折おり、ちらちらと目を上げて場をうかがい、様よう子すを推おし量はかっている。

　この沈黙の原因はもちろん──ゴシックロリータの美少女、姫華。

　当の本ほん人にんは澄すまし顔で、青バケツに入った冷れい茶ちやをごっきゅんごっきゅん飲んでいる。

「ボクが退しりぞけたんだよ。すっごいでしょ」

　ぷっはー、

　とバケツ入り冷茶を一いつ気きに飲み干ほしてから、姫華は魅み惑わくの笑みで皆に告げた。

「安心して。眷けん属ぞくを操あやつる能力は元に戻っても、読どく心しんと操そう心しんの力は封ふうじられたままだから」

　そんな言葉で安心できるほど、姫華から受けた衝しよう撃げきはまだ薄れていない。

「あの、感謝してます。あやのさんを助けて、家を守ってくれて」

　ぎくしゃくする空気をはね除のけ、広人は誠意ある態度で頭を下げる。

　何はともあれ、姫華があやのと家を守ってくれたのは事実なのだ。

「でも、なぜあやのさんの居い場所が分かったんだろう。囮おとりになったはずの甚じん右衛門えもんさんたちはどうなったのかな」

「あの、広ひろ人と先せん輩ぱい。落ち着いて考えてみたのですけれど」

　あやのがおずおずと口を開いた。

「分かったわけではなくて、心こころ当あたりに総そう突とつ撃げきしていたのかもしれないって」

「そうか。あやのさんが逃げるとしたら俺おれを頼るのも当とう然ぜん考えられますからね。後で甚右衛門さんに電話して、無ぶ事じを確かく認にんしてみましょうか」

　広人の言葉にあやのがほっと小さく安あん堵どの息をついてうなずいた。

「姫ひめ華かさん、封ふう印いんが解かれたのは仕方ありませんけれど」

　ミミがきっぱりと釘くぎを刺す。

「引っかき回すのはもう、およしになってくださいましね」

「相変わらずボクに信用ないんだな、ミシュリーヌは」

　姫華は素そ知しらぬ風ふうでにこやかに返す。

「だけど広人クンはボクを家族っていってくれたんだ。次に会うときは家族として、笑って会話しようって。ってことはボクはもう嫁よめって考えていいんだよね？　ねーっ！」

「あ、ああ、はい。いいました」

　確かに姫華本ほん人にんに向かってそういったので広人は肯こう定ていするしかない。

　しかしねこがみさま以外の家族のぐっさり突き刺さる目め線せんが痛い。

「いいではありませぬか、ミミ。嫁が増えるのは鰹かつお屋や家けの繁はん栄えいの証あかし。氏うじ神がみとしては大だい歓かん迎げいでありまするぞ」

「だよねだよね。さっすがねこがみさま、だーいっ好きさ！　それでボクがいないあいだに、いつ子どもこしらえたの？」

「子ども!?　こしらえた!?　あ、みことちゃんのことか」

　広人は自分とねこがみさまに挟まれて座るみことに目を移す。みことはねこがみさまの手を握りしめ、つぶらな瞳ひとみでまじまじと姫華を見つめていた。

「ふぅん、面白い子だね」

　姫華はにこにこと、チェシャ猫ねこ的てき半はん月げつの瞳でみことを見返した。笑ってはいるが、視線はみことの内面を探るようである。

　しかしいつも小しよう動物のごとく物もの怖おじするみことが、珍めずらしく目をそらさない。逆に次し第だいに姫華が落ち着きをなくしてもじもじし始め、バケツの底をのぞきこむ。

『姫華さんのことはおいといて、それより美み薫かさんだよ』

　ひかるが切せつ羽ぱ詰つまった口く調ちようでこたつテーブルに身を乗り出し、『わあ』とめりこんだ。

　一いつ緒しよに偵てい察さつにいったミミも天てん井じようを行ったり来たりしつつ後を続ける。

「そうですわ。今月末結ゆい納のうって、もう婚こん約やく決定ですわよ。非常にまずいですわ」

「婚こん約やくなのよ？　結婚してないなら別にいいのよ」

「お分かりになりませんの、夜や刀とさん。正式に婚約して破は棄きした場合、莫ばく大だいな慰い謝しや料りようだのなんだの先せん方ぽうに払わないといけませんのよ。春日かすがさんほどのお家いえ柄がらなら額がく面めんは想そう像ぞうもつきませんわ。名めい声せいに傷がつくなら、なおさら絶対破棄なんてなさいませんわよ」

　莫大、という単たん語ごだけで広ひろ人とは気が遠くなる。差し迫った状況にも焦あせりがつのった。

「そんな青い顔しなくても。嫁よめの一人二人減へったってボクはいいと思うけどな」

　姫ひめ華かがあっけらかんと口を挟んだ瞬しゆん間かん、

「そうはまいりませぬ！」「駄だ目めですわ、そんなの！」「可哀かわい想そうなのよ、春日が」

『あたしだって断だん固こ拒否！』「当然です。みんながいてこその嫁です！」

　一いつ斉せいに嫁候こう補ほたちが姫華に抗こう議ぎ、したかと思うとそろって広人を注ちゆう視しする。

「も、もちろんです」

　深しん海かい二万メートルはありそうな重じゆう圧あつに圧おされ、広人は大きくうなずいた。

「ところで、耀あき姫ひめさんはどこに？　夜刀さんと一いつ緒しよだったんじゃ」

　頭を悩ませる最さい中ちゆうにふと疑問が浮かんで広人は夜刀に尋たずねる。

「んー、いったん自分の家に帰ったのよ。図書館かんで散さん々ざん調べたのに、まだ家にある本で補ほ完かんするっていってたのよ。あっ、あと着替えと牛ぎゆう乳にゆう取りに戻ったのよ」

「牛乳……」「牛乳ですと？」「牛乳ですって」「牛乳かあ……」「牛乳なんて……」

　無む駄だな努力と誰だれもがいいたいのをこらえていたとき、

「牛乳でどうにかなる胸じゃないんじゃないかな？」

　あっさり姫華がぶっちゃけた。

「胸と牛乳はともかく、天てん狗ぐについて分かったことはありませんでしたか」

「それが耀姫一人でエキサイトして調べてて、夜刀は待ちくたびれて椅い子すの上で寝てたのよ。分かったことは耀姫が全部まとめて家に持って帰っちゃったのよ」

「だったら耀姫さんの結けつ論ろんを待った方がいいですね。その間に」

　広人は榊さかきから預かった遺い品ひんを思い出す。あの中身を確かめねばならない。

（できれば、落ち着いて一人で読める場所で）

　気き後おくれする気持ちを奮ふるい立たせ、広人は重い腰を上げた。




「ねえ、ねこがみさま？」

　台所で洗い物をしていたねこがみさまは、姫華に問いかけられて振り返った。

「なんでありましょう、姫華」

「聞きたいことがあるんだ。少しだけ外につき合って欲しいな」

　玄げん関かんの方を眺ながめやり、姫華はささやく。

　広人は榊の家から預かった遺品を持って外出中ちゆう。守もり宮みやは洗せん濯たく物ものの取り込み。ミミと夜刀はモサコさんと遊んでいて、ユキメはまたもや湯ゆ船ぶねに沈ちん没ぼつ。

　ねこがみさまは小こ首くびを傾かしげ、食器を水切りカゴに置いた。

「よろしいですぞ。ユキメに霊れい力りよくを補ほ充じゆうしますゆえ、長ちよう時間は無む理りでありまするが」

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐ済むよ」

　二人が歩き出したとき、みことが素す早ばやくねこがみさまの手を握ってついてきた。

「駄だ目めだよ。二人だけの話なんだから」

　姫ひめ華かが制するが、みことはぷるぷる首を振る。

「かまわぬでしょう、姫華。みことは邪じや魔まなどいたしませぬ」

「まあ、いいけど。ミシュリーヌ、ちょっと新しん鮮せんな空気吸ってくる」

「姫華さん？　うかつにねこがみさまを連れ出したりなさらないで」

「案じますな、ミミ。すぐに戻りまする」

　ねこがみさまはそういって、みことと手をつなぎ姫華と連れ立って外に出た。

　外に出ればすでに陽ひは傾き、昼間のあれほどの暑さも和らいでいた。ヒグラシの鳴き声が、アパートの前まえ庭にわのクスノキから夏の情じよう緒ちよとはほど遠い大だい音おん量りようで響ひびいてくる。

「聞きたいこととはなんです、姫華」

「……相変わらずお人ひと好よし、なんだね」

　自転車置おき場の陰で背を向け、姫華がぽつりといった。

「もしもボクが、操そう心しんのわざを失ってなかったらどうするつもりだったの？」

「えっ……」

「じょーだん、だよ」

　戸と惑まどうねこがみさまに、姫華は振り返ってにこっと笑った。

　そしてふっと真ま顔がおになると、改めて問いかける。

「あんなにひどいことボクにされたのに、嫁よめとして大だい歓かん迎げいなんて理解しがたいな。なぜ？」

「なぜって、広ひろ人とが許したのですもの」

「広人クンが許したから？　じゃあ、自分は許してないってことだよね」

「その通りでありまする」

　きっぱりした言葉に、姫華は一いつ瞬しゆん意い表ひようをつかれた顔になる。

　ねこがみさまは声こわ音ねの強さとは裏うら腹はらな、静かなまなざしで姫華を見つめている。

「鰹かつお屋や家けの絆きずなを壊こわそうとしたこと、氏うじ神がみとしてはやはり許せませぬ」

「……やっぱりね」

「ですが」

　冷ややかな表情になる姫華に、ふっとねこがみさまはほほ笑えみかける。

「そなたはすでに相そう応おうの罰ばつを受けました。何より今日きようあやのを救うてくれたこと、それはどれだけありがたかったか。礼を申しますぞ」

　姫ひめ華かは目を細め、ねこがみさまの無む心しんな笑えみを見下ろした。

「そんなの、恩おんを売ってだますつもりかもしれないのに」

「われらをだましてどうするつもりなのです？」

「もう一度、復ふく讐しゆうするためかな」

　細めた眼めが氷にも似た酷こく薄はくな輝きを放つ。

　そばにいたみことがねこがみさまの手を強く握るほど、その輝きは強かった。

「いいえ、そなたはそのようなこといたしませぬ」

　確かく信しんをこめた響ひびきに、姫華だけでなくみことも思わずねこがみさまを注ちゆう視しした。

　ねこがみさまはふわりとした温かな声で語をつなぐ。

「善よきこと悪あしきことにかかわらず、行いが報むくわれればくり返したくなるもの。それは人も妖あやかしも同じでありまする。われも、広ひろ人との笑顔と心よりの感謝の言葉が返るゆえに、鰹かつお屋や家けの幸せのためならばどんなことでもしたいと思ってしまいまするもの」

　そういって、ねこがみさまはいたずらっぽく姫華を見上げる。

「そしてそなたは、悪しき行いをもう二度も阻はばまれておりまする」

「なっ……そっ、それは」

「けれど今日きよう、あやのを助け、家を守ってくれたことで、そなたは改めて家族となりました。己おのれの居い場所を得て、広人からの感謝も得たのです」

　面めん食くらって声もない姫華に、ねこがみさまは夏の花のように笑った。

「また、くり返したくなるでありましょう？」




　夕暮れの川かわ縁べりに広人は一人座っていた。

　春なら満まん開かいの桜さくら並なみ木きが続くこの場所も、夏であるいまは深く生おい茂しげる緑の梢こずえが、涼すずしげな影を地面に投げかけている。

　どこからか醬しよう油ゆと出汁だしの煮に物ものの匂においが漂ってきた。

　もうそんな時刻なんだな、と思うのと同時にお腹なかが鳴る。

　ご飯はん作りに戻らないと。早く祖母ばあちゃんの日記を確かめて家に帰らないと。みんなが待つ家に早く帰って、顔を合わせてご飯を食べたいんだ……。

　けれど広人の膝ひざに置かれた風ふ呂ろ敷しき包づつみは、固く結ばれたままだ。

　川かわ面もを渡る風が広人の猫ねこっ毛けの髪かみと夏なつ草くさを揺らして吹きすぎる。

　遠くの道路から聞こえる車の走そう行こう音、背後の土ど手てを駆かけていく子どもたちの声、アスファルトを食はむ自転車の軽快な車しや輪りんの音、みんなが家いえ路じをたどる音。

　大気に混じる様さま々ざまな匂いも濃くなる。

　夏草の青さ、土の湿しめり気け、灼やけたアスファルト──もちろん特に強いのは夕飯の香りだ。この近所の献こん立だてを広人は脳のう内ないでリストにして、今夜の参考にしてしまう。

　匂においは記き憶おくを呼び覚ます。食事の香りに広ひろ人とは郷きよう愁しゆうを誘われる。

　春はる先さきに決まって出してくれた竹の子ご飯はん、かぼちゃの天ぷら、冬とう瓜がんの味み噌そ汁しる、たまに作ってくれたカレー、甘いおはぎにお汁しる粉こ、鰹かつお出汁だしのお雑ぞう煮に……。

　祖そ母ぼの手て料りよう理りは素そ朴ぼくだったが、どれもしみじみ美味おいしかった。思い返すだに懐なつかしくて、もう二度と口にできない思い出の味が恋しくて、広人は切なくなる。

　中学になれば部ぶ活かつで帰き宅たくが夕方になるのはほぼ毎日だった。

　アパートの敷しき地ちに入り自転車を停めれば、すぐに漂ただよう夕飯の匂いに気づいた。

　玄げん関かんのドアを開けると狭い台所に立つ祖母が出迎えてくれて、春の陽ひにも似た穏おだやかな笑えみと声できっとこういってくれたのだ。

〝お帰りなさい、広人。今日きようのご飯はね……〟

　ふいに広人は涙がこぼれそうになった。

　哀かなしいことがあって泣いていれば、祖母が必ず抱き締めてなぐさめてくれた。

　辛つらいことも、自分の力ではどうしようもないことも、祖母は一いつ緒しよになって考えてくれたし、解決の方法を模も索さくしてくれた。

　無む理り難なん題だいを抱え、行き先も決けつ着ちやく方法も定かではないいま、無む性しように広人は自分がただ守られるばかりだった幼い頃ころが懐かしくなった。

　──祖母ばあちゃん。

　大好きだった祖母ちゃん。俺おれを可愛かわいがってくれて、大だい事じにしてくれて、慈いつくしんでくれて、ずっと守ってくれた祖母ちゃん。

　俺はどうしたらいいのかな。正しい道がちゃんと見つかるのかな。

　俺を愛してくれた祖母ちゃんの秘ひ密みつを暴あばくような真似まねをして、それで本当に大事な家族を守ることができるのかな、祖母ちゃん……。

　膝ひざに載のせた風ふ呂ろ敷しき包づつみが急に重くなった気がした。広人は包みの上に顔を伏せ、膝を抱いてうずくまる。夕ゆう風かぜが、広人の丸めた肩を撫なでて通り過ぎた。

『……泣いているのかな』

　はっと広人は顔を上げる。

　傍かたわらを見ると、うっすらと背後の景け色しきを透すかせて汚よごれた作業着ぎの中ちゆう年ねん男が立っていた。

　桜さくら並なみ木きの川かわ縁べりのこの場所に憑ついている地じ縛ばく霊れいだ。

　ここしばらくずっと見かけなかったし、広人は存在も忘れていたのに、何の前まえ触ぶれもなくこんなときに現れるなんて思いも寄らなかった。

「すみません、恥ずかしいですね」

　顔を背そむけ、広人はごしごしと頰ほおをこする。地縛霊がささやき声で尋たずねた。

『哀かなしいことでも……？』

「いえ、ちょっと、亡なくなった祖母ちゃんを思い出しただけです」

　幽ゆう霊れいとこんな会話をするのもおかしな感じがしたが、生き霊りようひかるだって家にいて普通にしゃべっているのを思えば、まあいいかと許きよ容ようする気にもなる。

『進むしかないね』

「え……」

『君を迎えに来てくれた大切なひとのためにも』

　ふいに風に吹かれたように地じ縛ばく霊れいは夕暮れの景け色しきに消えた。

　広ひろ人とは大きく瞬またたきをして辺りを見回すが、すでに男の姿すがたはどこにもない。

「広人ーっ！」「……ひろとぉーっ」

　ねこがみさまとみことの声が聞こえた。

　慌あわてて腰を浮かすと、土ど手ての道路を銀ぎんの髪かみをなびかせたジャージのねこがみさまと、ぶかぶかのスモックの裾すそをひるがえすみことが、手をつないでやってくる。

「ねこがみさま、みことちゃん……」

　二人は広人の姿を認めると、息を弾はずませて走ってきた。

「広人、ここにおったのですね！」

　広人に駆かけ寄り、ねこがみさまはこの上なく嬉うれしそうに大きく笑った。

　川かわ面もと家々を赤く染そめる夕焼けの色はそろそろ薄れゆく頃ころ合あいで、代わりに夕ゆう闇やみがすべてを暗く沈ませつつあった。

　けれどねこがみさまの笑えみは、広人にはまばゆい灯あかりのように見えた。

　打ちのめされる自分の心を明るく輝かせてくれる、掛け替えのない灯りに。

「よかったのです。もう夕方なのに行き先も分からなくて、皆みな心配しておりましたぞ」

「すみません。早く帰ってご飯はん作らないと」

「……ご飯、あやのが作ってくれてる」

　みことがねこがみさまの陰からいった。ねこがみさまもうなずいて広人を見上げる。

「そうなのです。だからのんびり、一いつ緒しよに帰ることにしましょう」

　ねこがみさまが手を伸ばし、広人の手を取った。彼女の柔らかい手は、広人の手のひらよりずっと小さいのに、まるでこちらをそっと包んでくれている気がした。

　その手の温かさにふと広人は目を開かされる。

　いまにも倒れそうな自分を支える確かな手。

　心こころ細ぼそさで孤こ独どくに陥おちいりそうなとき、ここにいるよと教えてくれる手。

　──ああ、そうだ。

　祖そ母ぼのように泣きついて慰なぐさめてもらいたいわけじゃない。

　自分の代わりに解決の道を示してもらいたいわけでもない。

　ただこうしてそばにいて、独ひとりじゃないと教えてもらえればいいんだ。ねこがみさまのこの手があったら、俺おれはきっと前に進むことができる。

　だからこの手を離したくない。何があっても、絶対に離したくない。

　もしも離して失うことがあったら、俺おれはもう歩いていけないんじゃないのか──

「そうですね、ありがとうございます。一いつ緒しよに」

　広ひろ人とはねこがみさまの手を握る手にわずかに力をこめた。

　つい口く調ちようが真剣になるのを抑えられない。言葉に万ばん感かんの想おもいをこめてしまうのも。

「一緒に、帰りましょう」

「もちろんなのです！」

　ねこがみさまは張り切ってはつらつと答える。

「広人とならば、われはどこにでも帰りますぞ」

「帰る場所は一つしかありませんよ、ねこがみさま」

　底そこ抜ぬけに元気な返事に広人は笑いを誘われた。

　ねこがみさまは広人の笑いにいっそう大きく、華はなやかに笑う。その笑えみだけで、ねこがみさまのあふれるほどの喜びが伝わってくる。

　二人は顔を見合わせ、手をつないでほほ笑み合った。

　抑えても抑えきれない嬉うれしさと安あん堵どで、広人こそ喜びが胸の底からあふれ出てくる。

　隣となりにいたみことはそんな様よう子すを見ていたが、ふいにわあっと大きく笑うと、二人の両手を取ってくるくると回り始めた。

「わ、わ、みことちゃん？」「な、なんと、嬉しそうなのですね、みこと！」

「……だって」

　戸と惑まどう広人と浮き立つ声こわ音ねのねこがみさまに、はにかみながらみことはいった。

「広人も、ねこがみさまも、大だい好すき同どう士しだから」

「えっ」「えっ？」

「広人は、ねこがみさまが大好きで、ねこがみさまも、広人が大好きだから！」

　みことの言葉に広人もねこがみさまもお互い顔を見合わせる。

　次の瞬しゆん間かん、二人の顔は夕焼け以上に真まっ赤かになった。

「だ、大好きっていうか、そ、それはもちろん」

「そ、そうなのでありまする。大好きなのは、それはもちろん」

「どんな風ふうに、大好き？」

「ど、どんな風にって!?」「ど、どんな風に!?　どんなも何もで、ありまするが」

　しどろもどろで広人とねこがみさまは、首を振ったり両手を振ったりと慌あわてふためく。

　そんな二人を見つめて、みことはぽつりとか細い声でこぼした。

「あのね、みことはね、人形なの」

「え……」

　思わぬ告こく白はくに広人とねこがみさまは驚いて言葉を見み失うしなう。

「空からっぽの、心がない人形なの。だから、みことの周りであふれるみんなの強い心が、空っぽのみことに注そそがれてくるの」

　小さな小さな指を折って、みことはいたいけな声で数え上げる。

「大だい好すき、嬉うれしい、恐こわい、嫌きらい……」

　そこまでいって、みことは二人を見上げてふわりとほほ笑えんだ。

「……あいしてる」

　広ひろ人ととねこがみさまは息を吞のむ。いたいけなみことの笑みは、幼い見た目にもかかわらず、胸に迫るほど切なく感じられた。

　ふっとみことはつぶらな目を伏せる。

「だけど、あのひとに見てもらったら、みことに心があるかどうか分かるかなって」

「あのひと？」

「真まっ黒くろで綺き麗れいなお姉ねえさん」

「姫ひめ華かのことでありまするか」

　ねこがみさまの問いに、こっくり、とみことはうなずく。

「誰だれかの心が読めるなら、もしもみことに心があったら、読めるかなって」

「みこと……」

　ねこがみさまはしゃがみこみ、痛ましげにみことの顔をのぞきこむ。

「われらの喜びを感じて嬉しくなるのは、みこと自身の想おもいではありませぬのか」

「それも誰かの想いかもしれないもの……」

　広人は急にこの幼おさな子ごが哀あわれになった。天てん狗ぐの使いと警けい戒かいしていたけれど、彼女のいう通り〝空っぽの人形〟ならば、与えられた命令をそのまま受け入れる以外選えらべはしない。

「そんなことないよ、みことちゃん」

　広人はみことを抱き上げる。瞬まばたきする幼子に広人は力強く語りかけた。

「心があるかどうか知りたいのは、みことちゃんの心じゃないかな。そうだろ」

　あっとみことは大きく口を開ける。

「え……そう、なの？」

「ああ、そう、そうです、そうなのです！　広人のいう通りなのでありまする！」

　広人に抱かれたみことの小さな手を握り、ねこがみさまはいった。

「誰かに見てもらわずとも、みことの心は確かにその胸にありまする」

「そうかな」

　みことは頰ほおを紅こう潮ちようさせ、明るい表情でいった。

「そうかな。そうなのかな」

「そうだよ」「そうでありまする！」

　広人とねこがみさまの二人に同時にいわれて、みことはきらめくように笑みこぼれた。

　そんな幼おさな子ごの笑えみに広ひろ人ともねこがみさまもつられて笑いさざめく。

「みこと、本当の子どもになりたい。広人とねこがみさまの！」

　ところがまたしてもトンデモ発言がかまされた。

「ええっ、こ、子ども？　俺おれとねこがみさまのって!?」

　うろたえる広人に比べて、ねこがみさまは落ち着き払って答えた。

「家族になりたいのなら、子どもでなくとも広人の嫁よめになればいいのですぞ」

「それじゃいや」

　みことは広人に抱かれてぷるぷると首を振る。

「大だい好すきな広人とねこがみさまの子どもになりたい」

「それは……それは」

　落ち着いた態度がふと消えて、ねこがみさまは目を落とした。

「前にもいいましたでしょう。それは、無む理りなのです」

　先ほどまでの明るさが一いつ変ぺん、寂さびしげな表情でねこがみさまはそう答える。その様さまに、広人はつと胸を衝つかれた気がして声を吞のむ。

「そんな、どうして」

　みことは広人の腕から身を乗り出して駄だ々だをこねる。

「どうして広人とねこがみさまの子どもになれないの。みこと、そんなのいや」

「みことちゃん。ねこがみさまを困らせたらいけないよ」

　広人が静かにたしなめると、みことは悄しよう然ぜんと口をつぐむ。

「さあ、帰ろうか。俺たちの家に、三人で一いつ緒しよに」

「そうでありまする。みこと、皆が待っておりまするぞ！」

　ねこがみさまは無む理りやりに曇りを払って、晴れやかに笑った。

「広人とわれの子というより、みことは鰹かつお屋や家けの子どもなのです」

「……うん。分かった」

　広人はねこがみさまと手をつなぎ、みことを抱いて家いえ路じをたどる。

〝どんな風ふうに、大好き？〟

　みことの問いが広人の脳のう裏りでくり返される。

　川かわ縁べりを吹き渡る夕風が広人の髪かみを揺らし、問いの答えを揺らがせる。

〝どんな風に、大好き？〟

　ねこがみさまが手をつないで歩きながら、そっと寄り添ってきた。

　風になびく銀ぎんの髪が剝むき出しの腕に触れて撫なでる。モサコさんを撫でたときを思い出させる、柔らかくて心こころ和なごむ感かん触しよく。

　寄り添う体の温かさ、つないだ手の確かさ。

　辛つらいときにきっと寄り添って、ただ支えてくれる掛け替えのない相手。
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　──そうだ。本当は、俺おれは分かっているんだ。

　ねこがみさまを、どんな風ふうに大だい好すきか……、なんて。




　けれどその言葉を広ひろ人とは口に出すことはしなかった。

〝……それは、無む理りなのです〟

　いつも明るいねこがみさまの、花がしおれたようなあの表情。

　あの顔を見たなら、自分の本ほん音ねを告げることなどとてもできない。

　──やっぱりねこがみさまは、俺の〝神様〟でありたいんだ。

　真実が収められているはずの風ふ呂ろ敷しき包づつみが開かれないままのように、胸に収めた真実を打ち明けることもできず、広人は帰るべきたった一つの場所を目め指ざして歩いていった。





☆★☆






「あの傲ごう慢まん女め神がみ、どうしたのよ」

　夕ゆう飯はんの野や菜さいカレーにかけた生なま卵たまごをスプーンでかき混ぜながら、夜や刀とがつぶやいた。

「昼ひる過すぎに別れてから、全ぜん然ぜん帰ってこないのよ」

　広ひろ人とはすくいかけたスプーンの手を止め、壁にかけた時計を見上げる。

　時刻は午後七時。

　よほど調べ物に熱ねつ中ちゆうしているのか。電話一つないのも心配である。

　ミミとひかるも帰き宅たくしていなかった。

　しかしこちらはメールで『美み薫かさんが全ぜん然ぜん元気がない。もう少し様よう子すを見てから帰る』との連れん絡らくがあったので心配ない。別な心配は募つのってしまうが。

　あやの特製スパイスの効いたカレーを一ひと口くち頰ほお張ばり（めっちゃ美味うまい）、広人は充じゆう電でん器きから携けい帯たいを取り上げる。

　やはり耀あき姫ひめからメールも着ちやく信しんもなかった。じんわり不安が胸にのしかかる。

　調べ物の邪じや魔まをしては悪いかと考えながらも、広人はぽちぽちメールを打ち始めた。

「カレー残しておきますから、終わったら連絡ください……これでよし、と」

　打ち終わって充電器に置くと、再び広人は食事に戻った。

　しかし美味いカレーを食べつつも、脳のう内ないを占しめるのは祖そ母ぼの遺い品ひんのことばかりだ。

〝……進むしかないね。君を迎えに来てくれた大切なひとのためにも……〟

　地じ縛ばく霊れいのおじさんの言葉は、端たん的てきだが広人の行くべき道を示してくれた。

　黙もく々もくと口に運ぶカレーが腹にたまるにつれ、覚かく悟ごも次し第だいに定まっていく。

「よし、ごちそうさまでした！」

　決意を定めるように大きな声でいうと、広人は空からになった皿さらを持って立ち上がった。

　後あと片かた付づけを済ませ、虫むし除よけスプレーを盛せい大だいにかけると、玄げん関かんにいた守もり宮みやに一ひと言こと断って、広人は風ふ呂ろ敷しき包づつみを持って外に出る。

　入居が一部屋にもかかわらず、自転車置おき場ばを照らす照明はついていた。

　自分の自転車一台しかない狭い置き場のコンクリートの上に腰を下ろし、広人は屋根の柱はしらにもたれると、風呂敷包みを開いた。

　古い麻あさ紐ひもの平ひら綴とじの帳ちよう面めんと、黄きばんだ大学ノートが出てくる。

　大学ノートは祖そ父ふの研究ノートのようだ。ぱらぱら開いてみると、旧きゆうかな遣づかいの上に専せん門もん用よう語ごの羅ら列れつや赤字の書きこみが多く、さらりと読めるものではない。

　読めねええ、とうめき声を上げつつとりあえずノートは後あと回まわしで帳面を開く。

　すると、たおやかで流りゆう麗れいな文字が目に飛びこんだ。

　どうやらこれが祖母の日記らしい。

　一番古ふるい日付を見ると、祖母が東京に出て来た十じつ歳さいかそこらの時代のもののようだ。まだ若い時じ分ぶんからこんなにも美しい筆ひつ跡せきだったとは、広人は感心するばかり。

　とはいえ、まずは祖父とのいきさつを知りたい。

　年ねん号ごうを頼りに見ていくと、祖母が十代半なかば辺りで祖父の名が現れる。

『……今日きよう、鰹かつお屋や広こう太た郎ろうさんという方が榊さかき師し匠しようを訪ねてこられました』

　広ひろ人とはどきどきしながら先を読み進む。

『日本の神しん話わ研究や全国の民みん話わや逸いつ話わを集めてらっしゃるのですって。穏おだやかで優しそうな方ですが、こちらが出したお茶をこぼしたり、師し匠しようのお話を記録する際に帳ちよう面めんを破ったりと、大人おとななのにずいぶんなあわて者。さすがに民話研究に造ぞう詣けいは深いようですけれど……』

　言葉遣づかいは穏やかだが、呆あきれている様よう子すが伝わってきた。

　最初の出会い以降、祖そ父ふは何度も榊さかき家けを訪ねている。

　年が離れている上に粗そ忽こつ者ものである祖父に、祖そ母ぼはさして興きよう味みを抱いていなかったようだが、雑ざつ談だんの中で同どう郷きようということが分かったとたん、がぜん距離が近づいた。

『そろそろお正しよう月がつ。お餅もちを頼む準備をしていたら鰹かつお屋やさんがいらっしゃいました。〝あんもうの支し度たくですか〟ですって。あんもうなんて懐なつかしい言葉。それから静しず岡おかの話になり……』

　あんもうとは静岡弁べんで餅のことだ。

　郷きよう里りを遠く離れた祖母には、同郷の祖父はとても近しく思えたに違いない。

『鰹屋さんにちゃんとお年をうかがったら、私より二十歳さい近くも上でした。お父とう様さまほどではないにしろ、かなり離れているのは確かです』

『私を子ども扱いされるのに腹が立ちます。ほつれていた服の襟えりを縫ぬってさしあげたら、お若いのによくできましたね、なんて。ご自分で縫えない方がよほど子どもです』

　祖母がやきもきしている様子が伝わってきて、広人は苦く笑しようが浮かんだ。

『粗忽者で気が利かないのに、優しくて穏やかで、けれど話をしているとときにとても寂しそうな表情をなさる。分かりやすいようでいて、広こう太た郎ろうさんは不ふ思し議ぎな方』

　この頃ころから無む意い識しきに祖父に惹ひかれていたのだろう。

　年ねん齢れい差さや、祖父が明かさない過去についてしきりと悩んでいた。

　祖父は祖母の想おもいに気づいていながら、あえて避けていたようだ。

　それにも祖母は苦く悩のうし、さらに想いをつのらせている。

　師匠の榊は祖母が惹かれる様子をよく思わないようで、若い頃は気が強かった祖母は負けじとやり返し、激はげしい喧けん嘩かにもなったらしい。

「あんなに穏やかだったのになあ。確か火か炎えん車ぐるまのおりんだったっけ。怖こええ……」

　身み震ぶるいしつつ、広人はページを繰くった。

　想いが通じないながらも、祖母は祖父の知ち識しきを借りて怪かい異いを治めたり、祖父の調査に（勝かつ手てに）同どう行こうして出で先さきで一いつ緒しよに怪異を鎮しずめたりと、コンビのような働きをしている。

『霊れい能のう力りよくのせいで友達もできなくて、怖こわがられてきた私に、広太郎さんは普通に接してくれます。恐ろしい妖あやかしを退しりぞけるときも、伝でん承しようを調べて手助けしてくださるのです』

『昔むかし話ばなしや民話をたくさん知っていて、もっとお話ししてとねだると、はにかみながらも教えてくださいます。男の方にいうのもおかしいけれど、はにかむ様さまがお可愛かわいらしい』

『広太郎さんのそばにいられるだけで嬉うれしい。ずっとそばにいられたらいいのに……』

　恋する祖そ母ぼの切なさが手に取るようで、広ひろ人とは気き恥はずかしくなりつつも胸にくる。

　と同時に亡なき祖母のプライベートを暴あばく申もうし訳わけなさに罪ざい悪あく感かんも増した。

　けれどここで止めるわけにもいかなくて、広人はさらにページを繰くる。

　結局、たまりかねた祖母から祖そ父ふに好こう意いを告こく白はく。

　祖父はそれを拒こばみ、榊さかき家けを訪れるのをやめてしまう。

「えっ、えっ、なんでだよ、どうして、祖父じいちゃん？」

　広人は焦あせりながら（結局結けつ婚こんすることは知っているのに）先を読み進めた。

　祖母は嘆なげき悲しみ、榊は祖母を哀かなしませた祖父に憤いきどおり、それをかばう祖母とまた大おお喧げん嘩か。

　一時は師し弟てい関係が破は綻たん寸すん前ぜんまで行ったほどだ。

「すげえ強ごう情じようだったんだな、祖母ばあちゃんも榊さんも……いまじゃ考えられないけど」

　しかし、調査に赴おもむいた山やま奥おくの村で古い霊れい威いによる異い変へんに巻きまれた祖父を救うために、祖母は単たん身しん村に乗りこむ。

　そして祖父の知ち識しきを借りて、祖母は見事怪かい異いを鎮しずめた。

　結局その事件がきっかけとなり、祖父は祖母の想おもいを受け入れるのだが、次に現れた文に、読み進めていた広人の手がふと止まる。

『……今日きよう、広こう太た郎ろうさんが、ご自分の過去を打ち明けてくださいました』

　それまでの弾はずむような筆ひつ致ちが一いつ転てん、重おも苦くるしい文章に変わっている。

　核かく心しんの一いつ端たんに触れた気がして広人は緊きん張ちようしつつ目を走らせる。

『多くの怪異に触れ、その過か程ていで多くの人々の苦く悩のうや醜みにくさや悲しみを見てきましたが、広太郎さんのお辛つらい過去や、そのために負った罪つみと願いがここまでとは思いませんでした』

「罪？　ご神しん体たいを奪うばったことか？」

　広人は急いでページをめくる。

『広太郎さんはその罪があるために、私と一いつ緒しよにはなれないといいました。私は広太郎さんのそばにいたい。けれど、神しん域いきに踏みこむ〝禁きん忌き〟のわざに手を貸すなんて……』

〝禁忌〟。

　祖母の筆は震えていた。広人は覚えず背せ筋すじが強こわ張ばる。

　具体的に〝罪〟については書かれていない。だが祖母が禁忌と記しるすからには、並なみ大たい抵ていのことではないはずだ。

　しばらく日記は間が空あく。一いち行ぎよう書いてはペンで消した跡もあった。

『ずっと考えていたけれど、決めました』

　数枚めくり、やっと現れたのはわずか二に行ぎよう。

　しかしそれは祖母の哀しくも凜り々りしい決意であった。

『広太郎さんの願いを叶かなえるために、ともに罪を背負いたい』

「……祖母ちゃん」

　広ひろ人とはページをつかんでじっとその二に行ぎようを凝ぎよう視しする。

　そこまでの願いとは、禁きん忌きを犯おかしてまで叶かなえたかった祖そ父ふの願いとは、なんだろう。

　何度もページを行ったり来たりするが、やはり書かれていない。誰だれかに見つかるのを恐れ、明らかにしなかったのだろうか。

　その日記より数ヶ月間が空あく。

　この空くう白はく期間に色々とあったのだろうが書かれてはおらず、次の記き述じゆつは榊さかきに結婚の報告をして大だい反対に遭あい、また大おお喧げん嘩かの果てに広こう太た郎ろうの借しやく家やに祖そ母ぼが逃げこんだところだった。

　榊の反対だけではない。当とう主しゆを封じられた逆さか恨うらみにより妖あやかし一いち族ぞくが広太郎を狙ねらったり、祖母に惚ほれていた大だい妖よう怪かいが突とつ撃げきしてきたりと、かなりの波は瀾らん万ばん丈じようと紆う余よ曲きよく折せつがあったらしい。

　しかし結局、榊の計らいで二人はささやかな祝しゆう言げんを挙げる。

　このとき、祖父・広太郎は三十八歳さい、祖母のおりんは二十一歳。

「十七歳差さとか、祖父じいちゃん上手うまいことやったなあ」

　不ふ埒らちな感想にも程ほどがあるが、この年ねん齢れい差ではそうもいいたくなってしまう。

　それからしばらく、新婚生活や日々の暮らしの日記が続く。幸せそうな祖母の様よう子すに広人は心和なごむ。先の決意が悲ひ壮そうだった分、よけいに胸に染しみる。

　二年後に祖母は懐かい妊にん。家族を欲しがっていた広太郎の喜びぶりは尋じん常じようではなかった。

　日記を見るかぎり、狂きよう喜きにも近い有り様さまだったようだ。

『広太郎さんがあれほど喜んでくれるとは思いませんでした。でも……いいえ、あのひとの幸せに水を差すような真似まねはしたくありません』

　広人は眉まゆをひそめた。

　祖母の日記の行間からは不安な想おもいがかいま見える。

　父親と母親では立場が違うから、心配や危き惧ぐなどあって当たり前かもしれないが、それだけではない気がした。

　とはいえ、肝かん心じんのご神しん体たいについての手がかりは書かれていない。

　もう大した情報はないのだろうか……と思った矢や先さき、日記がふつりと途と絶だえた。

　正確には空白のページを挟み、めくったとたん日付が一年近ちかく跳んだのだ。

『……葬そう儀ぎから半年が経たちました』

　ぎくりとして広人は目を見開く。

　どうやら祖父が亡なくなった後らしい。道どう理りでこんなにも間が空いたのだ。

　朱あけ川がわ市しの高天たかま温泉で祖母の妹のおけいから聞いた話を思い返す。

　祖父が山やま奥おくに調査に行って事じ故こに遭あい、そのまま帰らぬ人となったこと。祖母は身み重おもの身でたった独ひとりで祖父の葬そう儀ぎを行ったことを。

　最さい愛あいの夫が亡くなった上に、お腹なかの子を抱えて独りで生きていかねばならない祖母はどれだけ辛つらかったか。広人は想そう像ぞうして思いやるしかできない。

「……ん？」

　重い気持ちで文を追っていた広ひろ人との目がある箇か所しよで止まった。

『体がとてもだるくて辛つらい。微び熱ねつも続いている。食べなければと思うのに食欲も湧わきません。この不ふ調ちようは産み月も間ま近ぢかなせいか、それとも……』

　広人は食い入るようにその文章を凝ぎよう視しした。

『禁きん忌きのわざに手を染そめたせいでしょうか』

　──禁忌のわざ。

　夏の夜は蒸むし暑く、座っているだけでもじっとりと汗あせばんでくる。

　しかしその汗は暑さのせいではなかった。

　広人の背せ筋すじを寒さむ気けが伝う。体たい感かん温度が急に下がった気がした。

（何をしたんだ？　禁忌のわざってなんだ？　祖父じいちゃんの願いに関係するはずだ。そのために祖母ばあちゃんは祖父ちゃんを受け入れて結婚したんだから）

『あんなことをしなければ良かった。産まれてくるこの子にどれだけ詫わびても足りない。私たちのせいでこの子には重おも荷にを負わせることになる……』

　この子とは広人の父のことだ。いったい、父にどんな重荷を背負わせたのか。もしやずっと不ふ仲なかなのはその重荷のせいだろうか。

　広人は先を読む。また日付が飛び、父が産まれて三ヶ月が経たった頃ころだ。

『静しず岡おかから手伝いに来てくれたおけいが帰りました。あの子のおかげで本当に助かった』

　どうやらずっと祖母は伏せっており、妹のおけいは赤あかん坊ぼうの面めん倒どうを見てくれたようだ。

『体も快かい復ふくし、ようやく日常のことだけでなく他の様さま々ざまなこともできるようになりました。いまを逃のがしてはまたいつ体が悪くなるか分かりません』

　不ふ穏おんな気け配はいに広人はページを繰くる手に力がこもる。

　祖そ母ぼは何をするつもりだろう、と思いながら読むとこんな文が続いた。しかしその一部はペンで何重にも線を引かれて隠かくされている。

『私たちが間違っていました。この子に……された……を封じるわざを行わなくては。そして私の命が尽きるまで見守らなくては。それがせめてもの罪つみ滅ほろぼしです』

　日記はそこで終わっている。残りは黄きばんだ帳ちよう面めんのページ。

　広人は大きく息をつき、最後の日記をじっと見つめた。

　ご神しん体たいの手がかりらしいものはなかった。逆に謎なぞが増えただけだった。

〝禁忌〟のわざとは何だろう。祖そ父ふの罪とは、願いとは何だろう。

　祖母の優しさと愛は、いったいどんな事じ態たいを招いてしまったのだろう……。

「やっぱり、祖父ちゃんの研究ノートを見るしかないのかな」

　コンクリートに広げた風ふ呂ろ敷しき包づつみの上の、分ぶ厚あついノートに広人は目をやる。これを解かい読どくしなくてはならないのかと思うと頭が痛くなるが、仕方がない。

　祖そ母ぼの日記をそっと風ふ呂ろ敷しきの上に置き、代わりにノートを取り上げる。

「!?」

　アパートの敷しき地ち前まえに車が急きゆう停てい車しやする音が響ひびいて、はっと広ひろ人とは頭を上げた。

　車から何名もの足音が降り立ち、走ってくる。

　思わず広人が腰を浮かせて身み構がまえると、自転車置おき場ばの前を白いエプロンをかけた黒いメイド服の少女数すう名めいが駆かけ抜けるところだった。

「えっ、金きん狐このメイド部ぶ隊たいさん!?」「広人様!?」「広人様ですか!?」

　広人の声にメイドたちはあわてて立ち止まる。

「こんな場所で何をなさっておいでですか、広人様」

「ちょうど良かった。広人様を訪ねてまいりましたところです」

「俺おれに？　電話じゃないって……もしや甚じん右衛門えもんさんたちに何か!?」

「いえ、電話ではお伝えしにくいことでしたので」

「こちらをご覧らんください。甚右衛門よりのＦＡＸです」

　メイドたちは手にした封ふう筒とうから印いん字じされたＦＡＸ用紙を取り出した。

　どうもコンビニのコピー機を利用して送ってきたらしい。

　元は古い戸こ籍せき謄とう本ほんのようだ。しかしその名前を見た瞬しゆん間かん、広人は目を剝むいた。

『氏し名めい：鰹かつお屋や広こう太た郎ろう……昭しよう和わ××年○月○日朱あけ川がわ町まち奥おく高天たかま村むら××番地出しゆつ生せい……』

　間違いなくこれは祖父の戸籍謄本だ。

　祖父の欄らんは名前に×印がつき、除じよ籍せきとなっている。おそらく後年になって戸籍を移したのだろう。それはさほど不ふ自然な点ではない。

　だが著いちじるしく不ふ審しんな点が一つある。

　ゆっくりと、広人は謄本の全体に目を通す。祖父広太郎の婚こん姻いんについて記き載さいされている箇か所しよに、目め線せんは釘くぎ付づけになった。

『夫：鰹屋広太郎……妻：ゆりこ……長女：──』

　妻と長女の欄には大きく×印がつき、朱川町奥高天村にて死亡除籍、と記されていた。

　長女の名は汚よごれて判はん別べつできないが、妻の名は祖母のものではない。

「……ど」

　呆ぼう然ぜんとなる広人の唇くちびるからか細い声が滑すべり落ちる。

「なに、どういうこと？　どういうことなんだ、これ……？」

「それは、その、おそらく広人様のお祖父じい様は……」

　メイドの一人が遠えん慮りよがちに言葉をかける。

「お祖母ばあ様とのご結婚前まえ、すでに別な方と結婚され、子どもをもうけていらしたのです」




　六ろく畳じよう一ひと間まの部屋で、ねこがみさまはみことと一いつ緒しよに洗せん濯たく物ものを畳たたんでいた。

　最近ではすっかり家や守もりというより主しゆ夫ふ的てき立場に勤いそしむ守もり宮みやが、柔じゆう軟なん剤ざいを使って丁てい寧ねいに洗い上げた洗せん濯たく物ものは、広げて折り畳たためば、お日ひ様さまの匂においとともにふわりと甘い香りが漂う。

　いい匂い。幸せの匂いだ。ねこがみさまはくふふとほほ笑えむ。

　他にみんなも一いつ緒しよの部屋で、思い思いにくつろいでいる。

　あやのはひかるとおしゃべりしながら夕ゆう飯はんの後あと片かた付づけ、守宮は廊下でアイロンがけ。一方、ミミと夜や刀とと姫ひめ華かはだらだらトランプで大だい富ふ豪ごう、ユキメはお風ふ呂ろ場ばで熟じゆく睡すい中。

　みなの気け配はいと話し声がそばにある。いつもの変わりない日常だ。いま抱えている問題も、心配事ごとも、何一つなかったかのように。

　ねこがみさまは努めて現実を見ないようにしていた。

　目の前の洗濯物と皆の話し声と温かな気配とだけを感じようとしていた。

　つのる不安でこの幸福な一時を台だい無なしにしたくなかったから。

「いい、におーい」

　みことが広ひろ人とのシャツを頭からかぶり、くんくんと匂いを嗅かぐ。

　可愛かわいい仕し草ぐさに、ねこがみさまはつい笑いを誘われた。

「ふふ、みこと。シャツがしわになってしまいまするぞ」

　シャツを取り上げると、みことがまん丸の瞳ひとみで嬉うれしそうにねこがみさまを見上げた。

「だって、とってもいい匂い。幸せの匂い。大だい好すき」

「みこともそう思うのですか。われもこの香り、大好きでありま……」

　唐とう突とつに、夕暮れの川かわ縁べりで投げられた問いが耳じ朶だの奥で響ひびいた。

〝……どんな風ふうに、大好き？〟

　ねこがみさまの唇くちびるの動きが止まる。

　その問いは思いがけず重く大きく、胸にずしりとのしかかってきた。

「大好き……」

　ふいにシャツを持つ手が、ぱたりと膝ひざの上に落ちた。

「ねこがみさま？」

　みことが小こ首くびを傾かしげて尋たずねるが、ねこがみさまは膝を見つめたまま応こたえられない。

　高天たかま温泉の廃はい村そんで聞いた広人の言葉が、みことの問いと重なって響く。

〝俺おれは、ねこがみさまを俺の神さまとして、信じています……〟

（われは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみ。われは広人の神なのです。決してそれ以上を望んでは──）

　突然、ねこがみさまは広人のシャツをかぶった。

「ねこがみさま、どうしたの。なにが哀かなしいの」

　みことの不安げな声が布ぬの越ごしに聞こえるが、ねこがみさまは答えられない。

　甘い匂いに包まれる中、ねこがみさまはシャツをぎゅっとつかんで唇を嚙かみしめた。

（……望んではならぬのに……でも、われは広人のことを……）





☆★☆






「……これ、ちょっと、やばくない？」

　自室の机に広げたコピーと数多あまたの本を前に、耀あき姫ひめは腕うで組ぐみをしていた。

　何度も何度も資料を読み返して見比べる彼女の眉み間けんは厳きびしくひそめられている。

「ひとまず鰹かつお屋や家けへ行くよね。広ひろ人とさんにちゃんと説明しないと」

　がたん、と椅い子すを蹴けるようにして耀姫は立ち上がる。

　スクールバッグに着替えや本やコピーを突っこんで肩にかけ、あらかじめ持ちこんでいた靴くつを手に窓に歩み寄る。外はとうに真まっ暗くらだ。携けい帯たいを開くとメールが一通。

「広人さんから？　えっと、終わったら連れん絡らくください。カレー残してあります……いや、カレーなんて食べてる場合じゃないし、んもう！　カレーは食べたいけど！」

　耀姫は窓を開けて靴を落とすと窓まど枠わくを乗り越える。

　もぞもぞ靴を履はきながら携帯の名めい簿ぼを呼び出し、耳に当てた。

「んー、やけに呼び出し音長いじゃん。家にいるんじゃないの……」

　小こ走ばしりで神じん社じやの出口に向かいつつ、耀姫は焦あせる口く調ちようで独ひとり言ごとをつぶやく。

「あ、出た出た……って、なに、狐きつね娘むすめ？　広人さんは？　来らい客きやく？」

　電話の向こうで、あやのの説明する声が夜の闇やみに響ひびく。

「あのね、いまから行ってくわしく説明するけど、とりあえずこれだけは先に伝えて」

　参さん道どうをひたすらに走りながら、耀姫は口早にいった。

「失われた天てん狗ぐの神──天あめの鈿うず女めの命みことともう一いつ柱ちゆうは」

　そのとき、月に照らされる参道の彼方かなたに長身の影が現れた。

　影は耀姫の行く手をさえぎるように、参道の中央でこちらに向き直る。

「猿さる田た彦ひこっていってね、国くに津つ神かみで天鈿女命と深い関わりがある……わっ！」

　通話に夢む中ちゆうになっていた耀姫は前ぜん方ぽう不注意で勢いよく誰だれかにぶつかり、本で重くなっていたスクールバッグにバランスを崩くずして、地面に尻しりをついてしまった。

　その拍ひよう子しに携帯は手を離れて参道の石いし畳だたみを遠くへ滑すべっていく。

「いった、ちょっと何する……」

「やはり、猿田彦に行き着きましたか」

「え……その声……」

　尻をついたまま耀姫は振り仰あおぐ。月を背景に相手の顔は闇に包まれてまったく見えない。

「なに、猿田彦のこと知ってたの!?　なんで教えてくれなか──」

　言葉半なかばでふいに耀姫は大きく目を見開いたかと思うと、その場にくずおれる。

　意識を失う少女の体を、影は長く大きく静かに伸びて覆おおい尽くしていった。







[image: 第四話　猫の首に鈴]




「祖父じいちゃんが祖母ばあちゃん以外のひとと……？」

　馬ば鹿かな、と否定しようとして上手うまく言葉が出てこない。

　だが、よく考えてみればあり得なくはない。祖そ母ぼと結婚したときすでに四よ十そ路じ前まえ。とっくに結婚して子どもがいてもおかしくない歳としだ。

「そうだ。その……奥さんと子どもが、亡なくなったって」

　広ひろ人とは思いついてもう一度戸こ籍せき謄とう本ほんを見直す。

　祖そ父ふの前の妻と娘むすめは確かに死し亡ぼう除じよ籍せきと記しるされていた。朱あけ川がわ町まち奥おく高天たかま村むらというのは、あの廃はい村そんのことに違いない。二人が亡くなった年は、祖母と出会う何年も前だ。

　祖父が隠かくしていた辛つらい過去とは、このことだったのだろうか。

　だがそれがどう〝罪つみ〟と〝願い〟に通じるのか。

　高天温おん泉せんの民みん俗ぞく資料館で学芸員いんから聞いた話がつとよみがえる。

　水が豊富で地じ滑すべりや土ど砂しや崩くずれが多かった土地。

　災さい害がいに巻きこまれ亡くなった多くの人々。

　その悲しみを癒いやすために生まれた〝天てん狗ぐの神かみ隠かくし〟の逸いつ話わ。

　もしかしたら祖父の前せん妻さいと子どもは、その災害で亡くなったのかもしれない……。

　その仮か説せつに、広人はある考えを思いつく。

（ご神しん体たいを奪うばったことが罪なら、祖父ちゃんは天狗への復ふく讐しゆうでそんなことしたのか？）

　逸話が伝えられる過か程ていでねじ曲がって、自然災害を天狗のせいだと祖父は受けとめていたのかもしれない。怪かい異いに興きよう味みがあったなら、そう考えてもおかしくはない。

　だから妻さい子しを奪うばわれた代わりに守り神のご神体を盗ぬすみ出したのか……。

　と思いつつも広人はまだ釈しやく然ぜんとしなかった。

　祖母の日記からすると、父にまで背負わせる重い〝罪〟だ。

　そして祖母が書き記した〝禁きん忌き〟のわざ。

　祖父はただ盗んだだけではないのだ。もっと違う、もっと別な……。

　脳のう内ないには、これまで得てきた様さま々ざまな情報の断だん片ぺんが散らばっている。

　つながりそうでつながらないピースがばらばらに。

　ぎりぎりと音が出るほど広人は脳みそを絞る。

　しかしその断片をつなぐ糸も糊のりも見つからないし、思いつかない。

　目の前でメイドたちが、額ひたいを押さえて考えこむ広人を心配そうにうかがっている。それを分かってはいたが、まとまらない情報に広人はなかなか応こたえることができない。

「あの、ですね」

　あるいは情報がまだ足りないのかもしれない──と思い直し、広ひろ人とは戸こ籍せき謄とう本ほんから顔を上げて、金きん狐このメイドたちにいった。

「祖父じいちゃんの出身の奥おく高天たかま村むらが正式に廃はいされたのはいつか知りたいんです。祖父ちゃんの……前せん妻さいさんたちが亡なくなった年の、奥高天村でのできごとも。それと」

　広人は一いつ瞬しゆんいいよどむ。

　これを頼むのは不安にも感じたが、現地にいる者でなければ探りようがない。

「高天温おん泉せん街がいではまだ異い変へんが起こってるらしいんです。危険のない範はん囲いでどんな様よう子すか甚じん右衛門えもんさんに見てきていただけませんか。色々と面めん倒どう事ごとばかりで申もうし訳わけないんですけど。あ、それと、謄本の件についてはまだ誰だれにも内ない緒しよにしておいてください」

「かしこまりました。広人様のご要よう望ぼう、甚右衛門に確かに伝えておきます」

「何か分かり次し第だい、急ぎご連れん絡らくを。それでは」

　一礼すると、メイドたちは闇やみへ消えた。アパートの入り口方向から車のエンジン音が響ひびいたかと思うと、たちまち音は彼方かなたへ遠ざかる。

　さすがに有ゆう能のうな金狐メイド部ぶ隊たい。打てば響くようだ。

　広人は感かん心しんして見送ると、もう一度謄本に目を通す。

　祖そ父ふの欄らんにも×印じるしがつけられているが、これは単に「除じよ籍せき」となっている。年ねん号ごうがちょうど祖そ母ぼと結婚した辺りだ。

　おそらく、祖母と結婚した際に戸籍を移したのだろう。そうして過去を抹まつ消しようしたのだ。

　何もかもすべて祖母は飲みこんで、祖父と一いつ緒しよになったはずだから。

「祖母ばあちゃん……」

　広人の口から言葉が滑すべり落ちる。同時に視線も落ちる。

　自転車置おき場ばの屋根の柱はしらの陰に置かれた、祖父の研究ノートが目に入る。

　広人は謄本を折り畳たたむと、身をかがめて分ぶ厚あついノートを拾い上げる。

　黄きばんでいくつもの染しみがついた表ひよう紙しや、しわになって嵩かさが増えたページ。

　それは祖父の経てきた過去を無言で物語るようだった。

　思い切って表紙をめくる。そこに並ぶ判はん別べつの難しい文字の羅ら列れつにひるみながらも、なんとか解かい読どくしようとし始めた。

「広人様！」『広人さぁん！』「わあ！」

　ふいに目の前に逆さかさまミミと、半はん透とう明めいのひかるが出現した。

「ミミさん、ひかるさん！　お帰りなさい。どうでした、春日かすがの様よう子すは」

　広人はノートを閉じて腰を浮かせる。

　自転車置き場の屋根からぶら下がるミミが難しい顔で答えた。

「かんばしくありませんわね。家の中でご報告いたしますわ」

『っていうかどうしてこんな外にいるの、広ひろ人とさん？』

「あ、ああ、いや、なんでも、ないです。いま家に入りましょう」

　広人は急いでノートと日記を風ふ呂ろ敷しきに包むついでに、畳たたんだ謄とう本ほんをそっと日記に挟む。

　いま知った事実を皆に話せるほど、広人はまだ上手うまく受けとめられなかった。

（もう少し、せめてノートを読みこんでからでも）

　風呂敷包づつみを小こ脇わきにぎゅっと抱え、広人はミミとひかるとともに家に入る。

「広人先せん輩ぱい、耀あき姫ひめさんはいらっしゃいました？」

　ところがドアを開けた瞬しゆん間かん、焦あせり顔のあやのが飛んできた。

「耀姫さん？　いえ、ミミさんとひかるさんは帰ってきましたけど」

「これからこちらに行くと電話があったきり音おと沙さ汰たがないんです」

　思わず背せ筋すじが強こわ張ばる。不ふ穏おんな胸むな騒さわぎが腹の底に生まれてざわめいた。

「広人先輩に急ぎ伝えたいことがあるって。なんでも、天てん狗ぐの失われたもう一いつ柱ちゆうの神は〝猿さる田た彦ひこ〟というのだそうです」

「猿田彦？」

「はい。国くに津つ神かみで、天あめの鈿うず女めの命みことと深い関わりがあるんですって」

　不ふ可か解かいな伝でん言ごんだった。広人は不安に胸が疼うずく。

〝猿田彦〟──これがねこがみさまの〝対つい〟となる神だというのか。

「とりあえず、耀姫さんに電話してみます」

　祖そ父ふのノートや春日かすがのことを後あと回まわしに、広人は逸はやる心を抑えて部屋へ戻った。

「あっ、広人。戻りましたのです」

　洗せん濯たく物ものを畳たたみ終わり、みことと一いつ緒しよにタンスにしまっていたねこがみさまが振り返る。

　近ちか寄よると柔じゆう軟なん剤ざいの甘い匂においがして、なんとはなしに焦あせる想おもいが少し慰なぐさめられた。

「メイドたちはなんと……って、その手足はなんです!?」

　ねこがみさまの驚きに自分の体を見下ろすと、盛せい大だいに全身を蚊かに刺されていた。と同時にとんでもないかゆみが襲おそってくる。虫むし除よけスプレーの意味皆かい無む。

「し、しまった。あんなところに長居しすぎた」

「広人が腫はれ上がってしまいまする！　かゆみ止め、かゆみ止め！」

「大変、かゆみ止めはここなのよ！」「いえ、かゆみを止めるには七十五度どの熱ねつ湯とうに浸ひたしたタオルを当てるといいそうです」『セロハンテープがいいって聞いたことがあるぞ』「辛つらそう。ミシュリーヌ、舐なめてあげなよ」「傷と違うんですのよ、姫ひめ華かさん！」

　ねこがみさまと嫁よめ候こう補ほたちは大おお騒さわぎして一いつ斉せいに広人を取り囲んだ。

「いや、これから俺おれ、耀姫さんに電話をしないと」

「電話しながら塗れば良いのでありまする！」

　というわけで広人はみんなに囲まれて虫さされの処置をされる。

　周囲に侍はべる美び少女たちによってたかって全身さわられまくる高校生男だん子し。

　という図は一見リア充じゆう核かく爆ばく発はつにも見えるが、ぐりぐりかゆみ止めの薬を塗られたり熱い蒸むしタオルを当てられたりセロハンテープを貼はられまくったり、全身ひんやりしたりかゆかったり熱かったり皮ひ膚ふ呼吸ができない気がして息いき苦ぐるしくなったりと本ほん人にんは微び妙みような心地ここち。

「や、やっぱり、耀あき姫ひめさん出ないのかな」

　身動き一つままならないが、広ひろ人とは耀姫に電話をかける。

　しかしいつまで経たっても呼び出し音が続き、最後には留る守す電でんサービスにつながった。仕方なく広人は直接早はや宮みや神じん社じやにかけてみる。

　一いち応おう耀姫の人間としての家であり両親もいるはずなのだ。

『はい、早宮でございます』

　ややって、上じよう品ひんな中年の女性の声が応答した。

「夜や分ぶんにすみません。あの、有あ里り間ま高校生せい活かつ科学部ぶの鰹かつお屋やと申しますが」

『まあ、鰹屋さんですか。耀あき奈なからよく話を聞いております』

　どうやら耀姫の人間界かいにおける母親のようだ。

　この話し方の感じだと、耀姫が神社の祭さい神しんとは気づいていない気がする。

『草そう食しよく男子でもだもだしてて、ちょっと腰が引けてて女の子への対応が全然スマートじゃなくて見てられないとか。でもねえ、それって照れ隠かくしですのよ。なぜって話すことといったらここ半年ほど、鰹屋さんのことばかりですもの。高校に入ってからは特に』

「あは、はは、は」

　乾きまくっった笑いしか出ない。

「あの、その耀あきひ、じゃない耀奈さんはご在ざい宅たく……ですか」

『そうそう。こんな夜なのに出かけてますのよ』

「出かけて？　どこに行くっていってましたか」

『遠とお縁えんの菅すが原わら様のお宅ですわ』

「菅原……ってみっちゃ、違う、菅原先生の？」

『ええ。あの子ねえ、昔から無む断だんで家を抜け出す子で、気づいたら家にいないことなんて多た々たありましたから。今夜も菅原様からの電話で知ったくらいなんです』

「じゃあ菅原先生の家に行ったんですね」

『なんでもいま調べていることで、知ち識しきの豊富な菅原様に質問があったそうですわ。正直、夜や半はんに親しん戚せきとはいえ男性のお宅に……と思わなくもありませんけれど』

　母親は嘆たん息そくするようにいった。

『どうせ止めても聞きませんもの。菅原様は教きよう職しよくにもついてらっしゃいますし、わきまえた方ですから、その点は信用しておりますけれども』

　みっちゃんの冷れい徹てつなまなざしを広人は思い浮かべる。

　耀あき姫ひめ自身はまったくみっちゃんに対して気がないのを広ひろ人とは知っているが、もしも仮にそんな気があったとしても鼻で笑って一いつ蹴しゆうするに違いない。

　広人は礼をいうと、耀姫の連れん絡らくを乞こう旨むねを伝えて電話を切った。

「あれ？　そういや連絡がつかないっていってたけど」

　有あり馬ま温泉でユキメたちがさらわれた際、耀姫はしきりにみっちゃんへ連絡を取ろうとしてつながらず、車で移動中ちゆうかも……という話をしていたのに。

「まあ、あれから日も経たってるしな。とりあえず」

　みっちゃんのところに耀姫がいるなら安心だ、と広人は不安を収める。

　気にかけなくてはならないことは目の前に壁のごとくそびえ立っているのだ。

　祖そ父ふの罪つみの真しん相そう、祖そ母ぼが行った〝禁きん忌き〟のわざ。そして──春日かすがの件。

「これでよし、でありまする」

　ねこがみさまの満足そうな声に広人は我に返る。そして自分の体を見下ろす。

「……なん、じゃこりゃあああ」

　気き合あいのはなはだしく欠けた断だん末まつ魔まの刑けい事じみたいな声を広人は上げた。

　手て足あしの各所にはセロテープが巻かれ、すっかり冷めた蒸むしタオルも巻かれ、なおかつかゆみ止めのひりひりする臭においに包まれて、即そく席せきエジプトミイラになった気分。

　ツタンカーメン展にファラオの中身のフリして出るかと広人は少々自じ暴ぼう自じ棄き。

「ファラオはいいとして……ミミさん、ひかるさん。春日の様よう子すはどうでしたか」

　広人は天てん井じようのミミと頭ず上じように浮かぶひかるを振り仰あおぐ。

「ほとんど部屋にこもりきりでしたわ、美み薫かさん」

　ミミが艶つややかな唇くちびるを引き結び、痛ましげに答える。

「いつも強気なあの方がずっとうなだれて、顔色も青ざめてらして……痛々しくて」

『そんなに嫌いやなのに、美薫さんたらほんとばかなことするんだから』

　ひかるも両手のこぶしを握り、可愛かわいい顔ながら憤ふん然ぜんといった。

『今月末結ゆい納のうなのも、結けつ婚こん相手がすごく急いでるせいみたい。美薫さんのお父とうさんもとても乗り気で、さっさと進めちゃった感じで』

「お母かあ様さまは反対のようですけれど、まったく聞き入れてもらえないらしいですわ」

　二人の答えに広人は膝ひざをつかんで目を落とす。

　その拍ひよう子しに傍かたわらの洗せん濯たく物ものが視し界かいに入った。アイロンのテクニックまで身につけ完かん璧ぺき主しゆ夫ふと化した守もり宮みやが、綺き麗れいに糊のり付づけ＆アイロンがけして畳たたんだ洗濯物だ。

　その一番上に載のる、色いろ褪あせたブルーのハンカチに広人は気がつく。

（──春日）

　ぎゅっと縮むような強い痛みが胸に走った。

　ずっと自分を見守ってくれてきた幼おさな馴な染じみ。

　口ではきついことをいいながら決して広ひろ人とを見放さず、傍そばで支えてきてくれた少女。

〝……あんなこといわれて悔くやしくないの、馬ば鹿か広人〟

　霊れい感かんがあることをからかわれ、小学校から中学校時代まで孤こ立りつしていたときも、彼女だけは広人をかばい、変わらずにそばにいてくれた。

〝あなたができないなら、あたしが代わりにひっぱたいてくるんだから〟

　美み薫かはそういって広人にひどいことをいう同級生たちに食ってかかっていき、大おお喧げん嘩かの大おお騒そう動どうになって、広人ともども教きよう師しに怒られたりしたものだ。

　祖そ母ぼが亡なくなり、広人が食事もできずにいたときは、彼女は毎日欠かかさず栄養豊富でバリエーションを凝こらした美味おいしいお弁べん当とうを作って家まで持ってきてくれた。

〝食べて。お願いだから……。少しでも、一ひと口くちだけでもいいから〟

　あのときの彼女はいつもの気の強い口く調ちようではなかった。

　広人の前にお弁当箱ばこを差し出して、半なかば泣きそうな顔で頼むようにそういった。

　祖母を亡くして、食べる気き力りよくもなかった広人は、あの表情に胸を打たれてやっと食事を取る気になったのだ。

（俺おれは、春日かすがに何を返してあげただろう）

　気の強さや言葉の厳きびしさに隠かくれているが、本当はとても心こころ細こまやかで優しい少女。

　自分は一度だけ、たった一度だけ彼女を守り、かばっただけだ。

　その事件が本当に解決したのも祖母の人じん脈みやくと尽じん力りよくがあってこそで、自分など大したことは何もしていない。

　けれど美薫は、感謝の想おもいをずっと忘れずに尽くしてくれた。

　今回も、自分自身の将来を差し出してまで、身み寄よりがない広人とその家族の居い場所を──皆の安あん寧ねいを守ろうとしている。

　広人は青いハンカチを取り上げて手のひらに載のせた。

　このハンカチは、初めて他人ひとからもらった贈おくり物だ。年ねん季きの入った木も綿めんの布ぬの地じは、端はし々ばしがほつれ、すっかり色いろ褪あせている。

　けれどここにこめられた美薫の想いは褪せてはいない……。

　広人は思わず手のひらに載せたハンカチの上にもう片方の手を乗せる。

　鰹かつお屋や家けの家族と同じに、美薫も広人にとって大切な相手なのだ。

　せめて彼女の懸けん命めいな想いに報むくいたい。その献けん身しんに報いたい。

　自分の肩には途と方ほうもない重おも荷にが載っている。この望みもどうすれば果たせるか何も分からない。それでも広人はどうにかして、孤こ独どくに戦う美薫に自分の手を差し伸べたかった。




　ねこがみさまは傍かたわらで、ハンカチに真剣なまなざしを向ける広人を見つめていた。

　あのハンカチの由ゆ来らいと、こめられた想いをねこがみさまは知っている。

　自分は神様だから〝祈る〟なんてできないかもしれない。

　だが広ひろ人とが祈るように望むのと同じく、ねこがみさまも愛いとしい者たちのために胸の奥おく底そこからこう願う。

（広人も、嫁よめたちも、皆、みな、幸せにしてやりたい……どんなことをしてでも）





☆★☆






　朝はいついかなるときでも万ばん人にんの上に平びよう等どうにやってくる。

　爽さわやかまぶしい夏の朝あさ陽ひに、広人は起こされた。

　枕まくら元もとには昨夜寝ねる前に書いた手紙と、広げたままの祖そ父ふの研究ノート。寝ながら読みこもうと思ったのだが、あまりに難なん解かいで気づけば枕に突っ伏してしまったようだ。

　長い夜が明けても、もちろん状況はもつれたまま何なに一つ変わっていない。その状況をどうほどいて打だ破はすべきか、起き抜けの寝ぼけ頭で考え始める。

「……とにかく、速すみやかに解かい決けつしないといけないですよね」

　洗せん顔がん歯は磨みがき朝の軽い掃そう除じなど一いち連れんの決まり事をこなした後の朝食の席で、広人は自分を囲む家族に向かって口を開く。

「ご神しん体たいを探すことと、結ゆい納のうの期日が迫っている春日かすがのことを」

　広人の言葉に、一いち同どうはそれぞれご飯茶ぢや碗わんを手に手にうなずいた。

「朱あけ川がわ市しの高天たかま地区では、天てん狗ぐたちが俺おれの名を呼んで騒さわいでいるそうなんです。地元の住民たちに迷めい惑わくがかかる前に、一いつ刻こくも早くご神体を探し出さないと」

「手がかりは得られたのでございますか。おりん様の遺い品ひんから」

「はっきりとは……断だん片ぺん的てきな情報だけです」

　守もり宮みやの問いに広人の声がくぐもる。戸こ籍せき謄とう本ほんの件もまだ皆に伝えられていなかった。

「祖父じいちゃんの研究ノートが難解で、榊さかきさんに手伝ってもらって解かい読どくしようかと」

「美み薫かのことはどうするのよ」

　夜や刀とが卵をお椀に割り入れながら聞いてきた。

　広人はますます答えに窮きゆうする。美薫の件こそ手がかりどころの問題ではない。

「春日の嫁よめ入いり予定先さきって、どんな相手で、どんな家なんですか」

　広人は宙に浮かぶひかると天てん井じように下がるミミを見上げる。

　二人は顔を見合わせ、それぞれに口を開いた。

「くわしくは分かりませんでしたわ。でも、父親の方は普通の恰かつ幅ぷくのいい中ちゆう年ねんの男性で、息子むすこはやけに自信たっぷりな二十代半なかばの方。乗っていた外車や着ていたスーツの仕立てからすると、春日さんのお宅たくと十二分に釣つり合う資し産さん家かですわね」

『かなり古いお家うちみたいだったけど』

　ひかるが可愛かわいい顔をふくらませて答える。

『話の間あいだ中じゆう、ず───っと、うちは鎌かま倉くら時代から続く名めい門もんでとか、その時代からある所しよ有ゆう地ちが全国にあるとか、帝みかどに拝はい謁えつして位くらいをいただいたとか、すっごい自じ慢まんばっかり』

「そんなことを？　わたくしは扉とびらの外にいたので全ぜん然ぜん聞こえなかったですわ」

『聞こえなくてよかったぞ。耳にするだけでむかむかしたもん。あたし姿すがたが見えないから、あの二人の後こう頭とう部ぶ引っぱたいたり目の前でべーしたり、散さん々ざんしてやった』

「鎌倉時代なんて、たかだか八百年程てい度ど前ではありませんの」

　ミミはつんとして鼻をそらす。

「あたくしの祖そ先せんだって、たどれば紀元前古こ代だいローマの貴き族ぞくパトリキまでさかのぼれますのよ。それはともかく、春日かすがさんの父上のお仕事絡がらみのお相手ですわよね」

『分かんない』

「まあ、ひかるさんったら！　何を聞いてらしたんですの」

『だってほんとに自慢しかしてなかったんだもん、腹立つほど』

「お仕事のお話くらいしませんでしたの？」

『してなかった。美み薫かさんのことも全然聞かなくて、ひ、た、す、ら、自慢三ざん昧まい』

　聞くだけで暗あん澹たんとする話だった。広ひろ人とは唇くちびるを引き結び、美薫の心しん境きようを思いやる。

「ゆ、」

　ふいにねこがみさまがふるふると震え始めた。かと思うと、

「許せませぬ……許せませぬ、断じて、絶対に、ぜええったいに、許せませぬっ!!」

　山やま盛もりおかかご飯はんの丼どんぶりと箸はしを手に突とつ如じよ立ち上がった。

「そんな男子のもとに嫁とついで春日が幸せになりましょうかっ!!」

「ね、ねこがみさま？　あの、落ち着いてくださ……」

「落ち着いてなどいる場合でありませぬぞ、広人！　われは、われはもう、怒り心しん頭とうで頭が爆ばく発はつして猛もう烈れつにお腹なかが空すいてまいったのでありまするっ！　ばくばくばくっ!!」

　脳のうみそとお腹が直ちよつ結けつ構こう造ぞうのねこがみさまはとんでもない速度で山盛りご飯をかきこみハムスター並みにほっぺを巨きよ大だいにふくらませ、丼と箸をテーブルにダン！　と置いた。

　そして燃え上がる闘とう志しのオーラを背後に身を起こす。

「もぐもぐもぐ……よろひいでふか、ひろほ……」

　飲みこんでからいえ。

「どれだけ財ざい産さんがあろうと、嫁よめをないがしろにする男子と添うてまことの幸せなど得られるはずがないのです。愛し合い、お互いを思いやって大切に慈いつくしみ合う相手と、六ろく畳じよう一ひと間まで日々の食事はおろか下着にも事欠く貧びん乏ぼう生活を送る方が一いち億おく万まん倍ばいマシでありまするっ！」

　それはどうかな。

　と広人は胸の中で冷静につっこむ。それと穿はいてないのは貧乏だからだったの!?

「春日かすがは鰹かつお屋や家けの嫁よめ。絶対、絶対に奪だつ還かんいたしまする！　よろしいですか皆の者！」

「もちろんですわ」「全力で同どう意いなのよ」「はぁい、がんばりましょう～」「面白そうだからボクも協力するね」『当たり前だ、美み薫かさんを取り返すぞ』「わらわも尽じん力りよくします！」

　この場にいる嫁全ぜん員いんが一いつ斉せいに同意の叫びを上げた。

　置いてけぼりの広ひろ人とは「ああ、はい」とかろうじて答える。

「何を他人ひと事ごとのような顔をしているのです、広人！」

　ねこがみさまが見み咎とがめる。

「そうですわ、家か長ちようたる広人様さまが一番その気になってくださらないと！」「広人さぁん、ヤル気足りませんよぉ！」「広人、もっと燃え上がるのよ」「そうです、熱くなってください！」『そうだそうだ、諦あきらめないんだぞ！』

　修しゆう造ぞう大量出しゆつ現げん。

「広人クン」

　姫ひめ華かがニコニコして肩かたを叩たたいた。

「一いつ心しん同どう体たいで勝利を目め指ざす、素晴らしいね。諦めんなよ？」

「……はい」

　駄だ目め押おしの修造に広人は斜めに傾きながらうなずいた。元からそのつもりではあるけれど、灼しやく熱ねつの太陽みたいに熱く迫られると気持ちがげっそり瘦やせてしまう。

　とはいえ、みんなのヤル気はありがたい。

「俺おれは今日きよう、榊さかきさんの家に行って祖父じいちゃんのノートを見てもらいます。ミミさんとひかるさんは引き続き春日の家に偵てい察さつに行ってください。できるなら」

　広人は昨夜ゆうべ書いた手紙の入った封ふう筒とうを、頭ず上じようの二人に差し出した。

「春日にはメールも電話も通じません。隙すきを見てこれを渡してもらえませんか。俺たちが事情を知ってるって、ちゃんと伝えたいんです」

「分かりましたわ。お任せくださいませね」

『いくら強ごう情じような美薫さんでも、広人さんの手て紙がみ見たらきっと我に返るよ』

　ミミが広人の手紙を受け取ると、あやのが口を挟む。

「あの、念ねんのためメイド部ぶ隊たいに、連れん絡らく用の予よ備びの携けい帯たいを持ってきてもらうように頼みました。そろそろ来る頃ころだと思います」

　という言葉にかぶせて、アパートの表おもてから車のエンジン音と停てい車しやする音が響ひびいた。外を走り抜ける複ふく数すうの足音がしたかと思うと、即そつ行こうで玄げん関かんドアが叩たたかれる。

「おはようございます、金きん狐こメイド部隊にございます」

「姫ひめ様さまのご要よう望ぼうの品しな、及および広人様にご報告がございます」

　食しよく卓たくについていた守もり宮みやが真まっ先さきに玄関へ向かい、外をうかがった。

「確かに金狐のメイド部隊の皆様です。開けてよろしゅうございますか」

「はい、お願いします」

　広ひろ人との返事を聞いて守もり宮みやがドアを開ける。何気ない動どう作さだが、結けつ界かいを一時的に解いたのだろう。ドアの向こうには二人のメイドがひざまずいて待っていた。

「姫ひめ様さま、ご所しよ望もうの電話二台をお持ちしました。それと広人様」

　出迎えに出たあやのにプリペイド携けい帯たいを渡しつつ、メイドは広人を見上げた。

「甚じん右衛門えもんから調ちよう査さ報告が戻りました。高天たかま地区の異い変へんについてのみですが」

「早いですね……ということは、また何か起こっているんですか」

「はい。こちらをご覧らんください。現地で甚右衛門が撮さつ影えいした動どう画がにございます」

　メイドの一人がタブレット型端たん末まつを差し出し、素す早ばやく操そう作さする。

　画面に薄うす暗ぐらい映えい像ぞうが映し出される。朝もまだ明けきらぬ時刻に撮影されたものなのか、と考えているとメイドが説明をしてくれた。

「夜や間かん撮影に優れた機き材ざいで、奥おく高天村むらの方ほう角がくを撮影したそうです」

　どうやら画面に映し出された黒く巨きよ大だいな影は山のようだ。

　広人が耀あき姫ひめと二人で登っていった山。この奥に天てん狗ぐの村はある。

『現地の高天温おん泉せんで流れる噂うわさを小こ耳みみにいたしました』

　甚右衛門の声が聞こえる。説明しながら撮影を行っているらしい。

『夜よ更ふけから明け方にかけて、この方角から山やま鳴なりが聞こえてくるとか……』

　といった矢や先さき、ふいに画面が大きくぶれた。

　なに、と広人が身を乗り出すと、まるで地じ震しんのごとく映像は上下に揺れ始める。

『地震!?　いや、違う、これは』

　甚右衛門の焦あせりの声が響く。その声に異い様ような音声が重なった。

『──鰹かつお屋や──広こう太た郎ろう──どこだ』

　広人は大きく目を剝むいた。ぞくりと背せ筋すじがわなないた。

『──我らが神を』『──疾とく戻せ』『──汝なんじが奪うばいし神を』

　声は殷いん々いんと響ひびき渡る。大たい気きを震わせて重くどこまでも届く鐘かねの音ねにも似た大だい音おん声じよう。

　広人は硬こう直ちよくする。

　叔母おばから話を聞くのと、こうして目まの当たりにするのとでは、受ける圧力が違う。

「……ねこがみさま？」

　自分の腕にしがみつく力に広人は気づいた。

　目を向けるといつの間にかねこがみさまがそばに来ている。ねこがみさまだけでなく、周囲には皆みな集まって、広人の肩かた越ごしや脇わきから画面に食い入っていた。

『──広太郎の孫まごは──どこだ』

　昏くらい山の彼方かなたから広人を呼ぶ不ふ穏おんな言葉。

『──我らが神を──疾く、疾く、疾く』

　沈ちん黙もくが訪れた次の瞬しゆん間かん、

『──返せ！』

　すべてを震わす山やま鳴なりとともに大だい音おん声じようが轟とどろいた。

　その音に吹き飛ばされるように画面ががたがたと傾き地面に落ちる。甚じん右衛門えもんの「うわっ」といううめき声も聞こえた。

「甚右衛門さん！」

　カメラを取り落として倒れたのか。それほどいまの衝しよう撃げきは強かったのか。録ろく画がだと分かっていても広人は思わず声を上げて身を乗り出してしまう。

『……甚右衛門、不覚。いや、大したことはござらぬ』

　まるで広人の声に応こたえたように甚右衛門の声がした。

　カメラが持ち上がり、映えい像ぞうは闇やみに沈む山を再び映し出している。

『しかし声だけであのような派は手でな現げん象しようや衝撃を起こすとは……容易ならざる相手』

〝言こと霊だま〟の力だ。

　広人は彼らと対たい峙じしたときの状況を思い返す。

『引き続き、こちらは監かん視しいたそう。何かあれば報告を即そくお送りいたす所しよ存ぞん。夜が明けてから役場や街まちでの調査を開始する予定。では、現地より甚右衛門がお届けいたした』

　すっかりリポーター気分の一ひと言ことを残し、ぶつ、と音声と映像が切れた。

　張り切る甚右衛門に深しん刻こくな空気は和らいだが、それでも誰だれもが言葉がない。

「……このまま、ご神しん体たいが見つからねば」

　ねこがみさまが広人の腕にしがみついていった。

「天てん狗ぐどもはますます騒さわぎ立てるでありましょうか」

「ねこがみさま……」

「甚右衛門を打ち倒すほどの力があるのです。天狗どもの焦あせりがつのれば、高天たかま地区に住まう者どもにどんな危き害がいが及ぶやもしれませぬ」

　広人は次のねこがみさまの次の言葉が容易に予測できた。

　だからねこがみさまが口を開いた瞬間、彼女の両肩をつかんだ。

「せめて、われだけで……」

「駄だ目めです」

　強い口く調ちようでさえぎり、広人は言葉を継いだ。

「絶対にすぐにでもご神体は探し出します。だから」

〝……君は天狗たちの住む高天の地に戻らねばならないかもしれない〟

　榊さかきの問いが耳じ朶だの奥でこだまする。

〝広人君や皆と別れ、その地でもう一いつ柱ちゆうの神とともに日々を送る結果に……〟

　広人とねこがみさま、自分たち二人に向けられた問いがくり返される。

〝それでも、真実が欲しいというのかな〟

（それでも、探し出さなくてはならないのか）

　ならないのだ、と理り性せいは語りかける。沸わき上がる感情をねじ伏せて。

「だから、ねこがみさまこそ焦あせらないでここにいてください」

　──いまは、まだ。

　その言葉を広ひろ人とは口にはしなかった。

　先さき行ゆきは見えている気がして、けれどだからこそ形にしたくはなかった。

「広人様、皆様」

　メイド部ぶ隊たいを見送るために外に出ていた守もり宮みやが、重い顔で戻ってくる。

「これから、アパートの敷しき地ちすべてに結けつ界かいを張らせていただこうかと思います」

「えっ、どうしてです」

「どうも昨日きのうから周囲をうかがう気け配はいがあるようでして。あまりにかすかなので気のせいかとも思いますが、念のため。もしも外から訪ねてこられる方がいても、私が結界を緩ゆるめねば足を踏み入れることは叶かないません。金きん狐このメイド様もご訪問前まえにはぜひご連れん絡らくを」

　守宮の言葉に、あやのが胸を押さえる。

「わ、分かりました。そのようにメイドたちに申もうし伝えます」

「そういえば夜や刀とも感じたのよ。昨夜、微び妙みように建物の周りに何かいた感じがしたのよ」

　夜刀が広人の脇わきの下からひょこりと顔を出す。

「夜刀さんらしくもないですわね。妖あやかしの気配を見み逃のがすだなんて」

　天てん井じように下がるミミが夜刀のつむじに向かっていった。

　咎とがめるのでなく、どこか不安な気持ちがうかがえる口く調ちようで。

「面めん目ぼくないのよ。でもそこまで気配を殺せるなら、ただの妖しじゃないかもなのよ」

「夜刀どのもそうお感じになられましたか」

　漬つけ物もの石いしでも載のせたような守宮の声に、皆は押し黙だまる。

　広人は口をつぐむ守宮に念ねん押おしのごとく訊きいた。

「敷地全体に結界を張れば、生なま半はん可かな妖しは入ってこられなくなるんですか」

「そのはずでございます」

「えっ、でも……だよ」

　姫ひめ華かが綺き麗れいな細い眉まゆを寄せていった。

「生半可な妖しは入れなくても、強大な妖しか、神の部ぶ類るいは入れるってことかな？」

　ずばりと問われて守宮は口をつぐむ。

　忠ちゆう実じつな家や守もりの力を疑うような問いは辛つらかったが、それは広人にとっても訊きたいことであった。皆も息を吞のんで守宮の答えを待つ。

「自分の限界を認めるのは口惜くやしゅうございますが、その通りでございます」

　さらりと守もり宮みやは返した。

　この状況で虚きよ勢せいを張るのは無む意味だと、聡さとい彼はよく理解しているのだろう。

「敷しき地ち全体と、このアパートの建物の周囲と、部屋自じ体たいの三段構がまえで守りを固めるつもりです。一つが破られても、すぐには皆様に手て出だしができぬように」

「そこまでするほどなんですか」

「どうも嫌いやな予よ感かんがいたしますので」

　穏おだやかならぬことを守宮は告げた。

「夜や刀とどのにも察さつ知ちできぬよう、気け配はいを隠かくしてこちらを探るなど尋じん常じようではございません」

「つまり、探るか監かん視ししてるってことは……俺おれたちを警けい戒かいしてるのかもしれない」

　広ひろ人とは膝ひざに目を落とす。

「いったいなぜだ？　俺たちをなぜ警戒したりするんだ？　そうだ、その気配、天てん狗ぐたちという可能性はあるのかな。俺たちが約束を反ほ故ごにしないために見張っているとか」

「……それは、ないの」

　か細い声に、はっと皆の視線が集まった。

　視線の先は、ねこがみさまのお尻しりにぴったりと張りつくみこと。皆の注ちゆう視しにいっそう幼おさな子ごは身を隠かくし、弱々しく言葉を続ける。

「縄なわ張ばりの外には出て行けないから、みことについていけって、いったの」

「あ……そうだった。だから俺が代わりにご神しん体たいを探すことになったんだ」

「へえ、みことクンは敵の間かん者じやなの」

　姫ひめ華かの明あけ透すけな問いに、広人やねこがみさまは息を吞のむ。

　率そつ直ちよくな耀あき姫ひめでさえはばかって訊きけなかったことを、彼女は容易たやすく口にした。

「この子を手て元もとに置いていいのかな。こっちの手の内は全部筒つつ抜ぬけってことだよね」

「そういう約束なんです。でなければねこがみさまを返してもらえませんでしたから」

「ふぅん、そう。広人クンがよければボクは構わないよ」

　姫華は思いの外あっさりと引き下がった。広人はほっと安あん堵どする。まだ姫華に慣れていないので、どう爆ばく弾だんを投げてくるかパターンがつかめない。

「あの、それじゃ守宮さんは結けつ界かいの方をお願いします」

「承しよう知ちいたしました。しかし結界を張っても、私は守りを堅くするためにここを動けません。昨日きのうのように広人様をお守りするための同行はできなくなりますが」

「安心するのよ。夜刀が行くからいいのよ」

　あどけない姿すがただが実じつ体たいは最さい強きよう蛇へび幼よう女じよの夜刀が小さな手を上げる。

「今日きようは耀姫のお守もりをしなくていいから、大だい丈じよう夫ぶなのよ」

『そういえば耀姫さんはどうしたのかな？』

　生き霊りようひかるが空中から尋たずねる。広人もはたと気づいた。

「菅すが原わらさんの家に行くといってから音おと沙さ汰たないですね。連れん絡らくくれるように、早はや宮みや神じん社じやのお宅たくに伝でん言ごんしておいたんですけど。榊さかきさんの家に行きがてら、電話してみます」

　そういって、ふと広ひろ人とは自分の腕を抱き締める腕に目を向けた。

　ねこがみさまはとうにその場からなくなった映えい像ぞうを見み据すえるように、玄げん関かんの一点をじっと見つめている。その面おもては青ざめ、広人の腕を握る指は白く血の気が失うせていた。

　たまらず広人はねこがみさまの肩を抱き寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですから、ねこがみさま」

「けれど、広人」

　ねこがみさまが切せつ羽ぱ詰つまった声で振り仰あおぐ。

「本当にわれはここにいてよいのですか。天てん狗ぐたちがあの地の民たみに害をなすかもしれぬのに、われだけここで安あん穏のんとしているのが正しいとは思えませぬ」

「いいんです。そう約束してねこがみさまを返してもらったんですから」

　懸けん命めいに広人はねこがみさまを説せつ得とくした。

「大丈夫です、俺おれがきっと探し出します。安心してここで待っていてください」

「いいえ、榊の家にはわれもまいりまする」

　ねこがみさまは固い口く調ちようと面おも持もちでいった。

「鰹かつお屋や広こう太た郎ろうの研究がどのようなものか、われもこの耳で聞かねばなりませぬ」

「だけど、状況が不ふ明めいなんです。俺たちを監かん視しする誰だれかもいるんですから」

「まいりまする。われは聞く義ぎ務むも権けん利りもあるはずでありまするもの」

　思い詰めた真剣なまなざしに広人は返す言葉が出てこなくなる。

　ここで止めても、彼女は無む鉄てつ砲ぽうに飛び出すかもしれない。ならばせめて目の届く場所にいてもらう方がいいのかもしれない。

「そうだ、みことちゃん」

　ねこがみさまのお尻しりにしがみつくみことを、広人はかがんでのぞきこんだ。

「みことちゃんは、どうする。ねこがみさまが行くなら一いつ緒しよに行くかい」

「……今日きようは、ここにいる」

　意い外がいな答えに広人は瞬またたきした。ねこがみさまも驚いて振り返る。

「遠えん慮りよしておるのですか？　ともにまいってよいのですぞ」

「ううん。ここにいる」

　ねこがみさまのお尻に抱きつきながら、みことはちらと隣となりの姫ひめ華かを見上げた。

　姫華は綺き麗れいな片かた眉まゆを上げるが、すぐに紅あかい唇くちびるを吊つり上げてほほ笑えみ返す。見る者が見ればぞくりとする妖あやしい笑みだ。

　しかしみことはただ興きよう味み深ぶかげなまなざしで、真まっ直すぐに見返しただけだった。




　鰹かつお屋や家けの面めん々めんはそれぞれに出で払はらった。

　部屋に残ったのは、あやのとユキメと姫ひめ華かとみこと。守もり宮みやは結けつ界かいを張るために、くまなくアパートの敷しき地ち内ないを歩き回っている。

「ボクに用があるのかな。だからキミ、残ったんだよね」

　窓まど辺べに座って、姫華は目の前に立つみことを見下ろした。

　部屋にいるのはいま二人きり。あやのはお風ふ呂ろの掃そう除じ中ちゆう。

　ユニットバスからは「ユキメさん、湯ゆ船ぶねから出ていただ……」「暑いから駄だ目めですぅ～」という会話が聞こえてくる。扉とびらは閉め切ってあり、こちらの声は聞こえないはずだ。

「いってみなよ。内容によっては答えてあげる」

「……あのね」

　もじもじと指を組み合わせ、みことは思い切った顔でいった。

「みことの心、見てほしいの」

「え……」

　思いがけない頼みに姫華はアーモンド型の瞳ひとみをまん丸くした。

「どうしてそんなこと。誰だれだって心を読まれるなんて嫌いやなものなのに」

「してくれないの」

　みことは必ひつ死しな様よう子すでさらにいった。

　そのまなざしに姫華はふっと目を伏せる。うっとりするほど長いまつげが、彼女の瞳に浮かぶ想おもいを隠かくした。

「もう使えないんだ、読どく心しんのわざは。それに……もし使えても、使わないよ」

「どうして？」

「だって、追い出されたら困るもん」

　翳かげりを振り払い、うそぶくように姫華はいった。

「ここなら結界があるから、とりあえず土地神がみや、あのうざったい眼鏡めがね神に見み咎とがめられなくて済むかもしれないしね。出てって一から隠れ家がを見つけるのも面めん倒どうだし」

「本当に？」

　みことは姫華の膝ひざに触れるほどの間ま近ぢかに寄って、見上げる。

「寂しいから、出ていきたくないんだと思ってた」

「バカなこといわないでくれるかな」

　姫華は反射的に膝を引く。まるで触れられるのを恐れるように。

「寂しくなんかないよ。ずっと独ひとりだったんだから。ミシュリーヌと出会う前だって独りで過ごしてきたんだもの。ここにいるのは打だ算さんってだけ」

「でも寂しいって気持ち、伝わる」

　つと姫華は真ま顔がおになり、身を強こわ張ばらせてみことを見下ろした。

「まさか……みことクンも読どく心しんのわざが？」

「……みことは空からっぽの人形だから、誰だれかの感情が注そそがれてくるだけなの」

　幼おさな子ごはつぶらな瞳ひとみを切なげに曇らせて答える。

「みことの心、読んで。この胸にあるのは誰かの感情じゃないって、教えて」

「みことクン……」

「心があるか知りたいっていうのは、心がある証しよう拠こだって広ひろ人とやねこがみさまはいってくれたの。でもみことは……」

　眉まゆを寄せ、胸をぎゅっとこぶしで押さえ、みことは切せつ々せつと訴える。

「やっぱり知りたいの。みことの想おもいもあるんだって、教えてほしいの」

　姫ひめ華かは口をつぐむ。じっと幼子の瞳をのぞきこむ。

　ややあって、姫華はほっそりした白い手をみことに向かって伸ばした。

　だが触れる直前、ふっとその手を握りしめて胸に引く。

「知らなくていいよ」

　思わぬ優しい声が返って、みことはまん丸な目をさらに見み開ひらく。

「自分の心は自分だけのものなんだ。誰かに見せてそれで知った気になるものじゃない。それに知らなくても、ただ信じたらいいんじゃないかな」

「……何を？」

「広人クンと、ねこがみさまの言葉を」

　膝ひざの上に置いた手を姫華は見下ろす。

　読心と操そう心しんのわざが失うせたといったのは、間違いなく保ほ身しんのためだった。だから手の中の自分のわざが、本当はまだあるのかどうか、それは彼女自じ身しんにも他の誰にも分からない。

　だが、分からないままにしておこうと姫華は考える。

「ボクは、信じることにするから」

　みことはもう一度瞬またたきした。そして姫華の膝にそっと顔を埋める。

　今度は姫華は膝を引かなかった。みことの伏せた頭に伸ばした手は、ただ幼子の頭を撫なでるためだった。

　窓の外は夏の陽ひが高く昇り、早朝の涼すずしい空気を熱していた。

　陽かげ炎ろう漂うアパートの門の前で守もり宮みやが一人、立ち働いている。鰹かつお屋や家け以外誰もいない静かなアパートの中で、その動きだけが一家を取り巻く不ふ穏おんな状況を物語っていた。




「……うーん、出ないな」

　広人は耳に当てた携けい帯たいを下ろして通つう話わを切る。

　榊さかきの家に向かう途と中ちゆう、耀あき姫ひめに電話をかけていたところだ。何度かけても通じない。留る守す電でんサービスにもつながらない。メールを送ったが返信はまだだ。

　早はや宮みや神じん社じやの自宅にかけたが、まだ帰き宅たくしていないらしい。

「耀あき姫ひめはどうしたのでありましょう。音おと沙さ汰たないのは不安でありまする」

　隣となりを歩くねこがみさまが広ひろ人とを見上げる。夜や刀とも一いつ緒しよになって振り仰あおぐ。

「みっちゃんに電話してみるのはどうなのよ」

「菅すが原わらさんも出ないんです。留る守す電でんサービスに伝でん言ごんは残したんですが」

　広人の胸に懸け念ねんがつのる。まさか二人に何かあったのではないだろうか。

　あのみっちゃんが厄やつ介かいごとに巻きこまれたとは考えにくいが、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみたる耀姫とて神じん通つう力りきを失ったのだ。どんな異い変へんがあってもおかしくはない。

　榊さかきの家で用事を済ませたら、早宮神社を訪ねてみようと決意して広人は歩き続ける。

　重い心地ここちのまま、やがて榊家にたどりついた。

「あれ……」

　屋や敷しきの前まえ庭にわに入ったとたん、広人は何かに引っ掛かった気がしてつと足を止めた。

「どうしたのです、広人？」「どうかしたのよ、広人」

　ねこがみさまと夜刀の問いに答えず、広人は周囲を見渡す。

　しかし自分たち以外には誰だれもいないし何もない。思いがけず敏びん感かんになっていた霊れい感かんが何かを感じ取ったようだが、気のせいだろうか。

　夜刀が察してぐるりと辺りを見回した。

「ああ、これなのよ」

　植えこみの陰に蛇へび幼よう女じよは駆かけ寄って何かをつまみ上げる。それは人型に切り取った紙だ。

「たぶん、榊の放った式しき神がみなのよ。だけど、どうしてこんなところに式神いるのよ？」

「すまないね、警けい戒かいさせて」

　玄げん関かんから榊が姿すがたを現した。今日きようはパンツスーツの軽けい快かいな装いだ。

「昨日きのうから少々、周囲がざわめく気がしてね。念のため放ってあるんだ」

「榊さんのお宅たくもですか」

「まさか広人君の家も何か不ふ穏おんなことが？」

「守もり宮みやさんと夜刀さんが、昨夜家の周囲で変な気け配はいを感じたそうなんです。でもはっきりとは分からないし、正体も不明なんです」

「そうか……まあいい、入りなさい。見張りは式神がしてくれる」

　促うながされて三人は榊の後について屋や敷しき内に入った。今日も家の中は寒さむ々ざむしく、そしてがらんとしている。空気が張り詰めているように思えるのは、榊が警戒しているからだろう。

「とりあえず、祖母ばあちゃんの日記から読みました」

　座ざ敷しきに通されると、広人は祖そ母ぼの日記から読み取ったことを語り出した。

　祖そ父ふの罪、それをともに背負おうとした祖母の決意と後こう悔かい、〝禁きん忌き〟のわざ……。

　無言で聞く榊の眉まゆは、話が進むにつれてひそめられていく。

「祖父じいちゃんの研究ノートは少しだけ目を通したんですが、専せん門もん用語と書きこみの多さになかなか読み進められなくて」

「どれ、見せてごらん」

　広ひろ人とが差し出す古びて染しみのついたノートを受け取り、榊さかきはポケットから老ろう眼がん鏡きようを取り出す。眼鏡めがねのテンプルを押さえながら、榊は判はん別べつの難しい文字列に目を通していった。

　次第にその顔は険しくなる。広人は胸が苦しくなるが口を出さずにただ待った。

「……〝禁きん忌き〟のわざといったね」

　ノートの中なか程ほどに目を落としたまま、榊が訊きいた。

「はい、そうです」

「ここにはいくつもの古こ神しん道とうのわざが載のっている。ほら、見てごらん」

　榊は大きな座ざ卓たくにノートを置いてページを指し示す。

「空を飛ぶ天あまの浮うき船ふねのわざ、己おのれの魂たましいを飛ばす離り魂こん分ぶん身しんのわざ、死者を蘇よみがえらせる反はん魂こんのわざ、神を我が身に宿す鎮ちん魂こん帰き神しんのわざ、そして……呪じゆ殺さつなどについてもね」

　不ふ穏おんな言葉に広人は息が詰まった。

「広こう太た郎ろう君は、確かに知識は豊富で研究熱心だった。しかし知識だけではこれらのわざは成しえない。長年の修しゆ行ぎようだけでなく生まれつきの素そ質しつも必要となってくる」

「やはり、祖母ばあちゃんを利用したってことですか？」

「ああ、広太郎君はおりんの〝神かみ降おろし〟の舞まいに目をつけたのだろう。その身に神を降ろし、様さま々ざまな超ちよう常じようの現げん象しようを生み出すわざで、おりんが得意としていた。もっとも」

　榊は重苦しい声で言葉を続ける。

「利用といっても、日記の話からすれば双そう方ほうの合意があっての上だと思うがね」

　広人はうつむく。ねこがみさまがそっと横から見上げる。打ちひしがれる広人をどうにかして慰なぐさめたい、しかしその術すべが見つからないと思い悩む顔で。

　その場を沈ちん黙もくが支配する。四人の肩にずしりと無言の空気がのしかかる。

「祖母ちゃんのわざ……神降ろしの舞い……神……」

　神、という名にふと広人は耀あき姫ひめから得た話を思い出した。

「そうだ、耀姫さんから失われたもう一いつ柱ちゆうの神について情報が入ったんです。天てん狗ぐと関係があって、天あめの鈿うず女めの命みこととも深い関連のある国くに津つ神かみだとか」

「天狗と天鈿女命と関係のある神？　ほう、なんという名かな」

「猿さる田た彦ひこ、だとか」

「猿田彦……聞き覚えのある神の名だ。資料を取ってくるから待っていてくれるかな」

　といって榊は奥へ入っていき、ほどなく何冊かの書しよ籍せきを抱えて戻ってきた。

「うん、やはり古こ事じ記きや日に本ほん書しよ紀きに現れる国津神だね」

　広人たちは座ざ卓たくに広げられた書しよ籍せきを一いつ斉せいにのぞきこんだ。

「天てん孫そん降こう臨りん、つまり葦あし原はらの中なかつ国くにを治めるため、天孫が高たか天まが原はらより日向ひゆうが国のくにの高たか千ち穂ほ峰みねに天あま降くだったという説せつ話わ──にも深く関係する神だね。天津日子番能邇々芸命あまつひこほのににぎのみこと……これが高天原の主しゆ神しんである天あま照てらすの大おお御み神かみの孫まご、つまり天孫だ。天あめの鈿うず女めの命みことはこの天孫に同行している」

　榊さかきは広げた書しよ籍せきを指ゆび差さして説明を続ける。

「邇々芸命が天下った際、行く手をさえぎる神がいた。天鈿女命を遣つかわせて名を聞くと〝猿さる田た毘ひ古この神かみ〟と名乗り、天孫の先導のためにきたと答えた。天孫は天鈿女命に、名を明らかにしたこの神の名をいただいて〝猿さる女めの君きみ〟と名乗らせ、猿田彦に仕えるよう命じ……」

　榊は指の動きを止める。しばしページを凝ぎよう視ししたかと思うと急に立って奥へ向かい、また何冊か本を取って戻ると、呆あつ気けに取られる広ひろ人とたちの前で猛もう然ぜんとページを繰くり始めた。

「ど、どうしたんです？」「榊、いったい何を始めたのでありまする？」

「耀あき姫ひめのときと同じなのよ。耀姫も途と中ちゆうで急に我を忘れて、図書館かんの色んな本を引っ張り出して調べまくってたのよ」

　夜や刀との冷静な答えに広人はねこがみさまと顔を見合わせる。

「……広人君、ねこがみくん。二人にはいいにくいことだが」

　榊は老ろう眼がん鏡きようを外して座ざ卓たくに置くと、両の指を組み合わせて身を乗り出した。

「猿田彦と天鈿女命が深い関係にあるという意味が分かったよ」

「え……それは、どういうことです」

　逡しゆん巡じゆんのためか榊は口を閉ざす。広人はじりじりと焦あせる思いで榊を見つめる。

　にらみ合うように二人は視線を交わす。息の詰まる時間が流れる。

「この二にち柱ゆうの神は、だね。つまり」

　息を無む理りやり押し出して、榊はいった。




「……夫ふう婦ふの関係にあったわけだ」




　──夫婦。

　がつん、と広人の後こう頭とう部ぶを巨きよ大だいな衝しよう撃げきが襲おそう。

　すぐには受け入れられなかった。理解を感情が拒こばんでいた。

　夫婦？　ねこがみさまとその猿田彦とやらが？　いったいなぜ、どういうわけで？

「……でも、夫婦って、そんな、どうして」

　広人の震える声が座ざ敷しきに響ひびいたその瞬しゆん間かんだった。

　突とつ如じよ、屋や敷しきを震わせるほどの大きな家鳴りが起こった。

「なっ、なに!?」「なんでありまする!?」「な、なんなのよ？」「何事だ!?」

　座っていられないほどの揺れに広人たちが一いつ斉せいに腰を浮かせた次の瞬間、座敷の襖ふすまをぶち破っていくつもの灰はい色いろの影が飛びこんできた。





☆★☆






　薄うす暗ぐらい部屋の真まん中なかで、耀あき姫ひめは正せい座ざしていた。

　周囲の壁全体には、びっしりと注連しめ縄なわが張り巡らされている。明らかに彼女を閉じこめるための結けつ界かい……みっちゃんの界かい縄じようだ。

「どういうつもりよ」

　前方の薄うす暗くら闇やみに立つ人ひと影かげに向かって、耀姫は憤いきどおりもあらわに声をぶつける。

　長身の人影はそれに答えず、耳に当てたモバイルから聞こえる留る守す電でんの伝でん言ごんを聞き終わると、腕を下ろして耀姫に向き直る。

「居い留守なんて使って、そんな見え透すいた噓うそ、すぐにバレるし」

「あなたの不在を広ひろ人と君はかなり心配しているようですね」

「えっ」

　こんな不ふ穏おんな状況なのに、一いつ瞬しゆん耀姫の面おもては喜びに輝いた。

「って嬉うれしがってる場合じゃないし。広人さんに心配させるなんて許さないよね！」

「許さないといわれても、いまのあなたにはどうすることもできません」

　みっちゃんの冷れい徹てつな返事に耀姫が前歯を剝むき出しにして歯は嚙がみする。

「あなたが神じん通つう力りきを失った理由は、分かっていますか」

「……」

「無言が答えですね、よろしい。あなたが〝神〟という立場を放ほう棄きして、一人の女子として広人君に心を奪うばわれたのが原因です。それと、いま起きている彼の周囲の異い変へんは同じだ」

「どういう……ことよ」

「生き霊りようだった少女が元に戻った奇き跡せき、当とう主しゆと不ふ仲なかだった半はん人じん半はん妖ようの少女が和解した経けい緯い、それはねこがみの力があってこそでした」

「って、それって」

　耀姫は膝ひざ立だちになって声を上げた。

「まさか、あのバカ猫ねこの神としての力が失うせつつあるってこと!?」

　みっちゃんは答えずにいたが、手にしたモバイルが震えたのに気づき指を走らせる。そこに表ひよう示じされたメッセージに、眼鏡めがねのブリッジの奥の眉まゆが険しくひそめられた。

「……すでに真実を広人君は知りつつある」

　圧力を伴う重々しい声で、みっちゃんは吐と息いきのごとくつぶやいた。

「最後に彼が選ぶのは、あのねこがみと家族か、それとも異変に飲みこまれつつあるこの世の人々か──なのですよ」
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　榊さかき家けの座ざ敷しきの襖ふすまを吹き飛ばし、いくつもの灰はい色いろの影が広ひろ人とに襲おそいかかった。

「させないのよ！」

　夜や刀とが叫んで、ダン！　と足の裏で畳たたみを強く踏んだ。

　とたん、広人の鼻先をかすめて床から黒い縄なわのごとき無数の蛇へびが立ち上がる。襲いかかる影は蛇に阻はばまれ弾はじき飛ばされ壁に激しくぶち当たった。

　はっと見ると灰色の影は床に落ちて霧む散さんする。

「どういうことだ、外には式しき神がみが放ってあったのに」

「きっと屋や敷しき内にすでに潜ひそませてあったのよ」

　榊と夜刀の緊きん迫ぱくした会話を聞きながら、広人はとっさにねこがみさまを抱き寄せる。

「広人、これは……」

　ねこがみさまの震える声に広人は無言でその肩を抱き締めた。

　その間も榊と夜刀は緊きん張ちように強こわ張ばる面おも持もちで話し続ける。

「屋敷内にすでに入りこんでいるのか。だったらここは危ない」

「外へ逃げろっていうのよ？　でも取り囲まれてるかもしれないのよ」

「内部に入りこまれているなら同じだね。広人君、ねこがみくんを頼む。夜刀ちゃん、打って出るよ。落ちる城にこもる意味はない」

　やけに勇ましいことをいいつつ榊はパンツスーツの裾すそを閃ひらめかせて立ち上がる。

　ずっと沈んで老ふけこんでいたのが噓うそのような凜り々りしさだ。

「望むところなのよ。守るだけはつまらないのよ」

　夜刀も答えて、緋ひ袴ばかまをさばいてその隣となりに立った。

「え、あ、はい、あの、がんばってください」

　千せん歳さいのロリババアもとい蛇幼よう女じよと九十歳さいリアル老女のドリームタッグ結けつ成せい。あまりの頼もしさに現げん役えき男子高校生十七歳は地じ味みにいたたまれない。
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　しかしいたたまれなさに苛さいなまれる前に次の襲しゆう撃げきがやってきた。

　いきなり座敷を囲む三方向の襖が吹き飛び、灰色の影が躍おどりこむ。

　一いつ見けんして犬に似たそれは天てん井じようまで高く跳んで頭ず上じようから急きゆう襲しゆうした。

　だがすでに身み構がまえていた夜刀が腕を閃かすと、まるで噴ふん水すいのごとく足あし元もとから無数の黒い蛇が生まれて勢いよく噴ふき上がった。

　蛇どもは犬の影に絡みつき、その動きを瞬しゆん時じに封じる。

「外へ！」

　榊さかきが最初に襲しゆう撃げきが飛びこんできた襖ふすまの方角へ走る。広ひろ人とも迷わずねこがみさまの手を引いて走り出した。夜や刀とも最さい後こう尾びを守ってついてくる。

「!!」

　行く手の廊下に獣けものの影が立ちふさがった。大きさは大型犬以上、しかし揺らぐ灰はい色いろのもやに包まれ、不ぶ気き味みさは生なま半はん可かではない。

　即そく座ざに榊が懐ふところから数枚の人型の紙を取り出す。それと同時に影の犬は床を蹴ける。

「榊さん！」

　あわや灰色の影に押さえつけられる寸前、榊の指から人型の紙が舞い落ちた──かと見えたとたん、数羽の白い鳥が影の犬の体を引きちぎるように突き破って飛び去る。

　霧む散さんする影の後に、男だん装そうの榊がぱんぱんとスーツをはたいて立っていた。

「……かっこいっすね」

「惚ほれ直してくれてもいいよ」

　広人の言葉に榊は悠ゆう然ぜんと笑い返し、また廊下を走り出した。その後について、広人もねこがみさまの肩を抱いて走った。

　走りつつ振り返ると、夜刀が廊下を踏みつける足あし跡あとをなぞるように黒い蛇へびが生まれ、背後から追いすがる犬の行く手を柵さくのごとくさえぎっている。

　榊の式しき神がみと夜刀の操あやつる蛇とで突とつ破ぱし、四人は玄げん関かんまでたどりついた。

「な──!?」

　玄げん関かんの引き戸を開けた瞬しゆん間かん、前まえ庭にわを埋め尽くす灰はい色いろの影の群れに一同は立ちすくんだ。

「うーん、戦せん況きようは不利だね」

　榊さかきが苦にが笑わらいすると、夜や刀とが小首を傾かしげて見上げる。

「榊、結けつ構こういい加か減げんなのよ。籠ろう城じようしといた方がましだったのよ？」

「取った戦せん術じゆつが適当だったのは認めよう」

「そ、そんな吞のん気きな会話を交わしてていいんですか」

　広ひろ人とが挙きよ動どう不ふ審しんに目を泳がせつついうと、榊は平然と答えた。

「どのみち囲まれているならどこにいても変わらないね。それにこいつらは手て加か減げんをしている。危き害がいを加えようというわけではなさそうだ」

「じゃあ、どんなつもりなんです」

「分からないが、のんびり話をしている間は」

　ふいに灰色の犬どもが土を蹴け立たててこちらへ襲おそいかかった。と見るがいなや、榊が放った式しき神がみの鳥がその体たい軀くを突き破って霧む散さんさせる。

「ないようだね。さあ、屋や敷しきの敷しき地ちの外へ向かうんだ！」

「榊、そなたはどうするのです」

　問いかけるねこがみさまの肩を広人が強ごう引いんに抱いて駆かけ出す。

　真ま正しよう面めんに灰色の影が何匹びきも立ちふさがるが、横から高速で飛んできた式神の鳥に吹き飛ばされる。霧きりのごとく散る灰色のもやを突っ切って広人たちは走った。

　外に出る木き戸どが見えてきてあと一ひと息いきのところまで来たとき、

「わあっ！」「広人っ！」

　ふいに足あし元もとにわだかまる灰色のもやが犬の形を取って広人の足首に嚙かみついた。

　振りほどこうと足を持ち上げてゆするが、影の犬はますます牙きばを立てるばかりだ。

　振り向くと夜刀も犬たちに囲まれている。蛇へびたちや式神が追い払おうとしても、後から後から影の犬は湧わいて出て行く手を阻はばまれてしまう。

　気づけば何匹もの犬たちが広人の足に嚙みつき、がっちりと動きを封じていた。

　痛みはない、しかしうなり声一つない静かさなのに、群がってひしめく様よう子すが不ぶ気き味みで広人は自分も声が出ない。

　背中に張りつくねこがみさまが泣きそうな声で手を伸ばす。

「広人、広人！　おぬしら、広人から離れるのです！」

「動かないで、ねこがみさま。俺おれの後ろから離れないでください！」

　広人は足元を見つめた。

　灰色の影は本当にただ犬の形を取っているだけだった。くぼんで黒い箇か所しよがあるだけで、はっきりとした目らしきものはなく、ひどくぞっとする造ぞう形けいである。

　しかし広ひろ人とは臆おくせずに見み据すえる。こぶしを握り、足を踏みしめる。

　別の犬がふいに目の前に出現し、跳ちよう躍やくして広人の胸にがしりと飛びついた。背中にしがみつくねこがみさまが息を吞のむ。

　しかし広人はなんとか踏みこたえ、体勢を維い持じした。

　息を吸う。気を懲こらし、次いで榊さかきにいわれた指し向こう性せいを意識して、口を開く。

「──そこを」

　言葉に〝力〟乗せて、発した。

「──どいてください」

　一いつ瞬しゆん、灰はい色いろの影どもが揺らぐ。

　かと見えた次の瞬しゆん間かん、一気にそれらが霧む散さんした。

　するとまるでそれがきっかけのように、夜や刀との蛇へびが鞭むちのごとく犬どもを蹴け散ちらし、榊の白い鳥が飛ひ翔しようして灰色の影を激しく吹き散らした。

「広人君たちは、外へ！」

　榊の声に背を押され、広人はねこがみさまの手を引き夜刀を連れて一心に走った。

　木き戸どを押し開けて外へ踏み出た瞬間、背後でばたりと木戸が閉まる。

　はっと振り返れば木戸にはびしりと白い人型の紙が張りついていた。

「家に帰るんだ。そこなら守もり宮みやの守りがある」

　榊の叫ぶ声が屋や敷しきの敷しき地ち内に茂る木々の向こうから聞こえる。

「こいつらはここに閉じこめておく。助けを呼べるなら呼んで一いつ刻こくも早く家に」

　語ご尾びがくぐもり、後には静せい寂じやくが訪れる。

　近くの道路を走る車の音が大きく響ひびいて沈ちん黙もくを消した。

「榊、榊！」

　木戸に飛びつこうとするねこがみさまを抱きとめ、広人は身をひるがえす。

「広人、榊を置いていくのでありまするか！」

「榊さんのいった通り、あいつらは危き害がいを加えるつもりはないです」

　確かに広人たちの誰だれも怪け我がはしていない。灰色の犬に嚙かみつかれたが痛みも傷もまったくない。ただ身動きを封じられていただけだ。

　しかしなぜ自分たちを拘こう束そくしようとしたのか、それはまったく分からない。

「だから大だい丈じよう夫ぶです。心配しなくても榊さんは大丈夫」

　命だけは、という言葉を広人は喉のどの奥に押しこんだ。

　いつも無表情の夜刀は唇くちびるを嚙かみしめ、無言で緋ひ袴ばかまをひるがえして走っている。

　おりんにずっと従ってきた夜刀は榊と長い付き合いだ。やむを得ないとはいえ、長ながの友人にも等しい榊を置き去りにすることには耐えられないのだろう。

　広人はかける言葉もない。いまは榊に命じられた通り家に帰らなければ。

　皆は榊さかき家けの前の通りを走り抜ける。以前に夜や刀とが氾はん濫らんを治めた川の流れを見下ろす坂を駆かけ上ると、眼がん下かに有あ里り間ま区くの街並みが広がった。

　目を細めれば広ひろ人とたちの住むアパートの建物が見えるはずだ。

　息が落ち着いたところで携けい帯たいを取りだして広人は番号を呼び出す。

「もしもし、広人です」

　電話先は、アパートに置いてあるメイド部ぶ隊たいから借りたプリペイド携帯だ。

『広人様？　どうなさいました』

「榊さん宅たくで正体不ふ明めいの相手に襲おそわれました」

　応おう答とうした守もり宮みやにすかさず広人は状況を説明する。

『襲われた!?　ご無ぶ事じでございますか!?』

「平気です。榊さんの屋や敷しきと敷しき地ち内にそいつらがどうにかして侵しん入にゆうしていたらしくて、榊さんが足止めしてくれた隙すきに逃げ出したんです。そちらは大だい丈じよう夫ぶですか」

『すでにアパートの敷地と建物、各部屋には結けつ界かいがほどこしてございます。ここに戻られれば安全のはず。ですが』

　深しん刻こくさのにじむ声で守宮はいった。

『追おっ手てがかかっているやもしれません。榊家よりここまでは少々距きよ離りがございます。なんとか公こう共きよう交通機関でも利用して急ぎお戻りに』

「でもタクシーとかバスは他の乗客に迷めい惑わくがかか……」

　といった矢先に「広人！」という夜刀の叫びがかぶさった。

　はっと真ま横よこを見ると凄すさまじい勢いで灰はい色いろの巨きよ大だいな犬が走って追い抜く。

「い、いつの間に!?」「二人ともかがむのよ！」

　夜刀の命令に広人はねこがみさまを抱いて身を伏せた。

　とたん、ごう、という暴ぼう風ふうにも似た音とともに地面から湧わき上がった無数の蛇へびが犬を横よこ様ざまになぎ払い、広人たちの頭ず上じようを通り過ぎる。

「も、もう追っ手が？」

「外で待ちかまえていたのかもしれないのよ」

　夜刀がいまやってきた坂道を見下ろして重苦しい声でいった。眼下からはいましも灰色の犬数匹ひきが駆け上ってくるところだった。

　夜刀の髪かみの房ふさは蛇に変わっている。蛇じや性せいをあらわにした本気の証しよう拠こだ。

　いましも灰色の犬が夜刀の手前で飛びかかろう──とした瞬しゆん間かん、地から湧き上がる蛇どもが壁のごとく行く手を阻はばみ、次いで崩くずれる波にも似た勢いで押さえこむ。

　霧む散さんする犬を次の追っ手が乗り越えて襲ってきた。

　むろんそれも夜刀の生み出す蛇によって空気に散る。

　しかし相手は後から後から現れてキリがない。さらに数も増えていく。

　まるで塵ちりと化して消えた粒りゆう子しがそのまま次の追おっ手てに変わるように。

　夜や刀との顔はますます無む表情となる。それにつれて顔の両りよう脇わきの房ふさだけだった蛇へびが、次第に数を増していく。その様さまに、ふいに広ひろ人とは不安になった。

　かつて榊さかき家けにおいて遭そう遇ぐうした、夜刀の荒あらぶる本性の発はつ露ろ。

　このまま夜刀が怒りをつのらせて力を奮ふるっていけば、再びあの光こう景けいがくり返されるかもしれない。手のひらににじむ汗あせごとこぶしを握り、広人は前に身を乗り出した。

「夜刀さん、落ち着いてください。ここは逃げましょう！」

「落ち、着いてなんか、いられない、のよ」

　夜刀の声こわ音ねは地の底から聞こえるような不ふ穏おんな残ざん響きよう音おんを伴っていた。

　まずい、と広人は息を吞のむ。気を懲こらし、言こと霊だまの力で自分も加か勢せいしようとするが、焦あせれば焦るほど集中できない。汗が背中や額ひたいから噴ふき出し、シャツにまで染しみを作る。

「広人、おかしいのです。これだけ人じん家かがありますのに、誰だれも出てまいりませぬ」

「えっ……」

　ねこがみさまの言葉に、広人は額に汗を伝わせ周囲を見回す。

　確かにここは昔から続く住宅街だ。住民も年ねん配ぱいの者たちが多い。だからといってこの騒さわぎに気づかないわけがない。広人たちの会話は民みん家かの庭先にまで響ひびき渡っている。

　結けつ界かいだ、と広人は察した。

　何者かがここ一いつ帯たいの場を閉ざしたのだ。どういう仕組みになっているかは分からないが、広人たち以外誰もここには入ってこられないのだろう。

（なんだか、おかしい）

　違い和わ感に襲おそわれ、広人は唇くちびるを結んで考える。結界を張ったのは広人たちが逃げられないようにするために違いないが、本当にそれだけなのか。

（俺おれたちに危き害がいを加えようとする気はない。それは他の人間たちにも同じなのか？　じゃあ何が目的で襲ってくる？　足止めか、それとも……）

　ふいに一いち羽わの白い小鳥が風を切り裂さき広人に向かって飛んできた。

　沈ちん思しを破られ、はっと広人が息を吞んだとき、

「──!?」

　突とつ如じよ坂の下に一台のＳＵＶ車が出現した。

　車は鳥に導かれるがごとくその後を追って豪ごう速そくで走ってくる。群がる灰はい色いろの犬どもを頑がん丈じような車体で弾はじき飛ばし、たちまち坂を登り切って路ろ肩かたにいた広人たちの前で急停止した。

「広人様、お乗りを！」

　運転席から金きん狐この美び少女メイドが顔を出して叫ぶ。

　広人はためらわずドアを開け、隣となりにいたねこがみさまと、まだ対たい峙じしようと身み構がまえる夜刀の首根っこをつかんで中に放り投げて自分も飛びこんだ。

　間かん髪はつ容いれず車は急発進、タイヤの音も高く街へ向かって走り出す。

「ひ、広ひろ人と、何をするのでありまする。われは子こ猫ねこではありませぬぞ」

「広人、ひどいのよ。夜や刀とも小こ蛇へびじゃないのよ」

　放りこまれたねこがみさまと、荒あらぶる本性を現しかけていた夜刀は、座ざ席せきの奥で斜めになってこんがらがっていた。

「すみません、手っ取り早かったので。それよりも」

　背もたれ越しに広人は運転席へ身を乗り出し、メイドに尋たずねる。

「ありがとうございます、助かりました。でも、どうしてここに？」

「あやの様から広人様が大変な事態に陥おちいっていると電話がございましたので」

　はっと広人は握りしめていた携けい帯たいに目を落とす。

「そうか、さすがあやのさん。あの鳥は……榊さかきさんの式しき神がみですね」

「……榊は、無事でありましょうか」

　ねこがみさまは膝ひざに夜刀を乗せて、目を伏せている。

「結けつ界かいを破るためにあの式神を放ったなら、たぶん」

　肩を落とすねこがみさまの様よう子すに胸が痛むが、広人は不確かな推すい測そく以外返せない。

「とりあえず、広人様のご自宅へ。皆様がお待ちのはずです」

　メイドの冷静な声に広人は自分を取り戻す。

「お願いします。守もり宮みやさんの結界内に入ればひとまず安心ですから」

　そう答えながら広人は後方を振り返った。

「なっ!?」「あ、あれは!?」「なんなのよ、いったい!?」

　とたん、車内で三さん者しや三さん様ようの声が上がる。

　リアガラスの向こうに、車を追いかける何匹びきもの灰はい色いろの犬が見えた。犬どもは走りながら寄り集まり、たちまち大きな灰色のもやとなる。

　瞬またたきの内にもやはなんと一匹の巨きよ犬けんの形となった。

　大型ＳＵＶ車を超す身の丈たけ、四つ足は広人二人分もある太さ、爪つめの生はえた足の裏はタイヤよりも大きい。それが豪ごう速そくで走る車にあっという間に追いすがってくる。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ……」

「つかまっていてください」

　広人の呆ぼう然ぜんとしたつぶやきにメイドの緊きん迫ぱくした声がかぶさる。とっさに広人はねこがみさまを夜刀ごと抱き締め、天てん井じようの手すりにつかまった。

　それを見み計はからったように、ぐん、とアクセルが踏まれる。

　背後に体が持っていかれるほどの急加速。広人は渾こん身しんの力で手すりを握る。

　車は坂道をノンブレーキで下り、住宅が密集する区域に出たとたん、急ハンドルを切って狭い路ろ地じに突とつ入にゆうした。

「うわおっ!?」「ひゃぅっ！」「やーん、なのよ」

　スピン寸前の超鋭えい角かく方向転てん換かんに広ひろ人とたち三人は車内でシェイク。

　車は構わず路ろ地じを突っ切る。あまりに狭すぎて車体が壁にこすれるぎりぎりだ。

「!?」

　しかし振り返る広人の目に映ったのは灰はい色いろの巨きよ犬けんが路地へと突とつ入にゆうする様さまだ。

　さらに膨ふくれ上がった家の屋根ほどもある図ずう体たいを、無む理りやりに細い道へぐいぐいと押しこむ。頭を振りたくり、身震いしながら、遠ざかる車を追おうとする。

　だがなかなか巨きよ体たいは入ってこられない。あきらめてくれるか、と思いきや、灰色のもやに似た体が両側の壁の間に挟まり細長く伸びてきた。

　伸びる勢いで、大きな頭部が猛もうスピードで車に追いすがる。

　角かどを曲がり幾いく度ども方向を変えても、煙のごときその体は形を変え速度を増して、振り切ろうと懸けん命めいなこちらを嘲あざ笑わらうように追い回す。

「しつ、こいのよ！」

　夜や刀とがキレ気ぎ味みの声で吐き捨てた。広人はそれを片手で押さえて窓を開ける。

　生なま温ぬるい風が後方から広人の顔に吹きつけてくる。

　風速はあるのに嫌いやな温度の空気だ。明らかにあの巨犬の方角から吹いてくる。

　広人は前方に視線を移す。車はその間もわざと狭い路地を選んで走っていた。

　運転のメイドは執しつ拗ように、つんざくクラクションを鳴らしながらハンドルを切る。

　行く手の民みん家かから住民が顔を出すが、甲かん高だかいクラクションにあわてて引っこむ。道を行く自転車や人々は猛スピードで狭い道を走り抜ける車に急いで道の端はしによける。

　再度後方を振り返り、広人は目を見開いた。

　巨犬が走る後はすべてが灰色のもやに包まれている。

（ということは、あの犬が走りながら結けつ界かいを張っているのか）

　ますますもって不ふ可か解かいな気がしたが、いまは疑念にふけっていいときではない。

「夜刀さん、あの犬をほんのわずかだけでも拘こう束そくできますか」

　執しゆう念ねん深い追おっ手てを見み据すえ、広人は夜刀を呼んだ。

「考えがあるのよ？　分かったのよ、夜刀に任せるのよ」

　夜刀は広人の隣となりに小さな顔を出して窓まど枠わくにしがみつくと、巨犬をにらみ据えた。

　その髪かみの房ふさが蛇へびに変わり、ざわりと鎌かま首くびを持ち上げる。

　とたん、束たばになった無数の蛇がアスファルトの道路から湧わき上がって襲おそいかかった。かと見るやいなや、灰色の犬は全身を蛇に絡みつかれる。

　その隙すきを逃のがさず、広人は呼吸を整えて気を練る。

　集中し、研とぎ澄すまされていく脳のう内ないに、天てん狗ぐたちと対たい峙じした場面が呼び出される。

（そうだ、天狗たちは短く強い言葉を使っていた）

　唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結び、広ひろ人とは意識を集めながら思し考こうした。

（長い言葉にはそれだけ〝気〟が散るんだ。だから的てき確かくな言葉を選び、その一語にすべての〝気〟と〝力〟を乗せるべきなんだ）

　一点を見み据すえる広人の視し界かいは次第に狭まり、対たい象しようとなる巨きよ犬けんしか入らなくなる。

　灰はい色いろの巨犬は激しく身じろぎし、蛇へびを振りほどいた。

　縛いましめを解かれた刹せつ那な、犬は放たれた矢のごとく加か速そくし広人たちの乗る車に襲おそいかかる。

　その瞬しゆん間かん、

「────散さん」

　広人は結んでいた唇を開き短くも重く強い言葉を発した。

　声は小さかった。車のエンジン音とタイヤのきしむ音にかき消されそうなほどだった。

　だが、その威い力りよくは目覚ましいものだった。

「広人!?」「えっ、な、なんなのよ!?」

　何の波は動どうもなく、いきなり巨きよ大だいな灰色の犬はかき消えた。

　煙が風に流されるがごとく、ふわりと。

　あとには何も残らず、金きん狐このメイドの操あやつる車が走り去る背後にはただ当たり前の、どこにでもある住宅街が続いているだけだった。

　ほう、と広人は息をついて背もたれに体を戻す。

　体の脇わきに下ろして座ざ席せきのクッションの上に置いた手を、ねこがみさまがそっと握る。

　握られて初めて、自分の手が震えているのが分かった。

　目を上げて、広人はねこがみさまと見つめ合う。ねこがみさまの大きな瞳ひとみには、こちらを案じる優しさがあったが、それと同時に抑え切れない不安もかいま見える。

　その不安の意味は何か。

　これからの先行きへのものか、あるいは発動してしまった広人の強大な力のためか。

「すごいのよ、広人」

　ぽつりと夜や刀とがこぼした声が、沈む車内に響ひびき渡る。

　大型ＳＵＶ車は狭い路ろ地じを抜けてようやくに大通りへ出て、車の流れへ合流する。沈ちん黙もくはどこまでも続き、誰だれもがどんな言葉を口にしていいのか分からない。

　やがてグランパレス有あ里り間まが見えてくる。

　安全が約束された場所を目にしても、広人は安あん堵どできない。

　自分が消したはずの謎なぞの追おっ手てが、アパート周辺の大気に溶けて潜ひそんで、まだこちらを見張っているような気がしてならなかった。

　だがとにもかくにも家は間ま近ぢかだ。自分たちが帰るべき、あるべき場所はすぐそこだ。

　帰る場所──と考えたとき、ふいに広人はぐっと胸が重くなった。

　静しず岡おかに発たつ甚じん右衛門えもんを見送った夜のことが、唐とう突とつに思い出されたのだ。

　夜の闇やみの中に浮かぶ、廃はい屋おくにも近い古びてみすぼらしいアパート。

　立ち退のきを目前にして、自分たち以外誰だれもいなくなったグランパレス有あ里り間ま。

　行く先に見えてくるあのボロアパートが本当に帰るべき家なのか。しかしそこ以外に行く場所はない。たとえ借り物の場でも、雨あめ露つゆしのげて家族全員一いつ緒しよにいられる場所は。

　だが借り物ならばいつか返さねばならない。

　この〝家族〟としての生活が借り物であるのと同じく……。





☆★☆






「広ひろ人と様、ねこがみさま、夜や刀とどの。無事にお戻りでようございました」

「広人さぁん、ユキメ心配で心配で……！」「広人先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶでしたか！」「広人クン、何があったの!?」「……広人、ねこがみさま」「ぐるにゃぁーんっ」

　守もり宮みやに招き入れられ、自分の部屋に足を踏み入れて留る守す番ばんのみんなに出迎えられたとたん、広人は安あん堵どで膝ひざが抜けそうになった。

「ご心配おかけしました。あやのさん、メイドさんの救きゆう援えん、助かったです」

「いいえ、お礼など。先輩のお力になれたならもうそれで充分です」

　広人と涙ぐむあやのが会話する後ろで、みことがねこがみさまにしがみついていた。

「ねこがみさま……ねこがみさま……」

　みことは両腕でねこがみさまの生の両太ももを抱き締め、そのお腹なかにぐりぐりと半べその顔をこすりつけている。

　ある意味うらやましい光こう景けい、と十七歳さい年とし頃ごろ男子は幼よう女じよと立場を代わりたくなる。

「案じますな、みこと。こうしてちゃぁんと帰ってまいりましたぞ」

　ねこがみさまはみことの髪かみを撫なで、優しく答えた。

「でも……襲しゆう撃げきしてきた相手は誰だれなんでしょう、いったい」

　あやのが眉まゆを曇らせてうつむく。守宮も顔を引き締めていった。

「夜刀どのと榊さかき様を手こずらせるとは、生なま半なかな存在ではありますまい」

「夜刀が本気になったら、あんなの一秒かからず塵ちり以下になったのよ」

「夜刀さんの本気は街が塵になりそうなレベルですからやめてください」

　広人は頭をかきつつ、玄げん関かんドアに目をやった。

「春日かすがの家に行ったミミさんとひかるさんはまだ戻らないんですよね」

「さようでございます。潜せん入にゆうに成功したとのメールは届いておりますが」

「こちらの状況を知らせておいた方がいいですね」

　広人は携けい帯たいを取り出し、手て短みじかなメールを送った。

　監かん視し中なら呼び出し音を鳴らして見つかるとまずい、と考えたのだ。

「ん、メール？」

　送信し終わった瞬しゆん間かん、新たなメールが届いた。

『榊さかきだ。無事に帰き宅たくできたか連れん絡らくを乞こう。当方の身は異常なし』

「榊さん！」

　広ひろ人とは即そく座ざにメール画面を終了して電話をかけた。

「鰹かつお屋やです。はい、なんとか振り切ってアパートに着きました」

『そうか。こちらは何事もない。……しかし』

　電話の向こうから聞こえる快活な榊の声が、ふっとひそめられた。

『敷しき地ち内のやつらを一いつ掃そうして外に出ようとしたら、結けつ界かいが張ってあってどこにも行けない。式しき神がみを飛ばして破ったが、こちらへの襲しゆう撃げきはぱったり止やんだ』

「と、いうと……」

『標ひよう的てきは君たちだったのは確かだね』

　広人は携けい帯たいを強く握った。こちらを執しつ拗ように追つい撃げきしたあの犬どもは、榊の家の周囲から即座に引き上げ、広人たちを追う方にすべて回ったのに違いない。

　家まで逃げてくる過か程ていを広人が説明すると、さらに榊の声は険しくなった。

『どうも嫌いやな感じだ。その周辺も囲まれているかもしれない』

「考えられますね」

　携帯を握る手のひらが汗あせで滑すべりそうになる。

　やはり家まで帰り着いても安全なわけではなかった。それどころか、状況はもっと悪くなっている。本当に囲まれているなら、もう閉じこめられたも同然だ。

（偵てい察さつに行ったミミさんやひかるさんに警けい告こくしないと）

　でなければ、知らずに戻ってきたところを襲おそわれかねない。

　謎なぞの襲撃者しやの狙ねらいが広人なら、戻らないでいた方がいい。家より外が安全なのは皮ひ肉にくだが、逆に二人が自由に動けることにもなる。

　万まんが一いち広人たちが進しん退たい窮きわまったら、どこかへ助けを求めに行ってもらうことも可能だ。

（──って、どこへ助けを？）

　ふと脳のう裏りに耀あき姫ひめとみっちゃんの姿すがたを思い浮かべる。

　まだ耀姫からも連絡はない。みっちゃんはいわずもがなだ。それだけで広人はすでに進しん路ろも退たい路ろも断たれたような切せつ羽ぱ詰つまった心地ここちになる。

『そうだ、さっきいいかけた猿さる田た彦ひこのことだけれど』

「あ、ああ、猿田彦ですか？」

　榊の声に黙もつ考こうしていた広人が我に返る。

　みことをあやしていたねこがみさまが、びくりとして振り返った。

「はい。ぜひ、くわしく話を……わわっ！」

「広ひろ人と、榊さかき！　われにもちゃんと聞かせて欲しいのでありまする！」

　ねこがみさまに背中に飛び乗られて、広人は思わずつんのめりかけた。

「……みことも！」「ぐぇ!?」

　おんぶがうらやましくなったか、みことが身軽にぴょんとねこがみさまの上に乗る。二人分の体重に倒れる寸前の前ぜん屈くつ姿勢で、広人はその場に座りこむ。

「す、すみません。それで猿さる田た彦ひことは……？」

『国くに津つ神かみである猿田彦は天てん孫そんの道案内という役目ばかり目につくが、民みん話わや妖あやかしの観点から見ると別の面が見えてくる』

「どんなものです」

『猿田彦は、鼻の長さ七なな咫あた、背の長さ七尺しやく余りと日に本ほん書しよ紀きには記しるされている。鼻が長くて背が高い──という姿すがたから何を連れん想そうする？』

　広人は一いつ瞬しゆん息を吞のみ、それから脳のう裏りに民話で名高い大妖よう怪かいの姿を思い浮かべた。

「天てん狗ぐ、ですか」

『そうだ。容よう姿しだけではない。猿田彦は天孫の道案内を務めたことから道どう祖そ神じんとも崇あがめられ、深い山にこもって修しゆ行ぎようする修しゆ験げん者じやに道を示す神ともなった。そこから山の神である天狗と同じとみなされるようになる』

「山の神……そうか」

『天狗の由ゆ来らいの諸しよ説せつは様さま々ざまだが、神々の融ゆう合ごうと同じく妖しも時代が進むにつれて統合された認にん識しきを得ていく。日本に根付いた彼らのルーツは猿田彦と考えて間違いないね』

「猿田彦が天狗の神だというのは納なつ得とくしました。でも」

　屋や敷しきで聞いた榊の話を広人は否いや応おうなく思い返す。

〝この二にち柱ゆうの神は──夫ふう婦ふの関係にあったわけだ〟

　その問いはなぜか広人の舌した先さきから容易に出てこなかった。

　のどの奥にへばりつき、絡みついて、吐き出すことができない。

　けれどもこれだけは問い質ただしたかった。襲しゆう撃げきでうやむやになってしまったが、いま一番にはっきりさせなければならないのは、この問いだ。

「なぜ、猿田彦と天あめの鈿うず女めの命みことは……夫婦となっているんですか」

　背中にしがみつくねこがみさまの体が強こわ張ばる。広人はそれを感じ取る。自分も同じだった。電話を握る手も、肩も、正せい座ざした膝ひざも、固く緊きん張ちようしていた。

　会話を聞いていた他の家族が息を吞む音も聞こえた。

　ねこがみさまにおんぶされていたみことが床に降り、広人の前に座る。不安でつぶされそうな瞳ひとみで、幼おさな子ごは広人を見上げる。

　しかし広人は見返すことができない。

　すべての集中は耳に押し当てた携けい帯たいの向こうに向けられている。

『いっただろう、天てん孫そん降こう臨りんに天あめの鈿うず女めの命みことが同行した際、猿さる田た彦ひこの名を明らかにしたと』

　榊さかきの声は淡たん々たんとしていた。いっそ憎にくらしいほどに。

『そのいきさつから、天孫は天鈿女命に猿田彦の一字を与えて猿さる女めの君きみと名乗らせ、猿田彦に仕えるように命じた。ここから二にち柱ゆうの神は夫ふう婦ふとなったといわれている』

　どくん、と耳の奥で鼓こ動どうが鳴る。

　鼓動は大きくなる。聞きたくない、これ以上聞きたくない、そんな広ひろ人との想おもいに合わせ、携けい帯たいの向こうの声を閉ざすように。

　だが榊の言葉は、沈ちん黙もくの底にいる広人の耳に重いこだまをともないさらに響ひびいた。

『猿田彦と天鈿女命は夫婦として祀まつられている神じん社じやも多いそうだ。あまり知られていない神話だが、二柱の神が天孫降臨を機に娶めあわされたのは確かだね』

　手のひらの中で、広人の握りしめる携帯が、ぎっ、と音を立てた。

　あまりに強く握りすぎてプラスチックのケースが歪ゆがんだのかもしれない。しかしそんなことを気にする余よ裕ゆうはいまの広人にはない。

　信じたくなかった。どうしても榊の話を受けとめることができなかった。

　だが天てん狗ぐたちもいっていたではないか。〝二柱の神は対つい〟であったと。

　ずるり、とねこがみさまが背中から落ちる感かん触しよくがした。彼女は力が抜けたように広人にもたれかかり、呆ぼう然ぜんと畳たたみを見つめている。

　彼女の体温が感じられなかった。こちらに寄りかかる体もひどく軽い気がした。

　広人自身の身もひどく冷え切っていた。エアコンを点つけていても蒸むし暑いというのに、冷ひや汗あせすら出てこなかった。

『広人君？　広人君、聞いているかい』

　榊の気き遣づかう声が耳じ朶だを打つ。

「は──はい、聞こえてます」

　からからに乾いたのどの奥から、広人はなんとか声を絞り出した。

『あまり聞かせたくなかった話だが。大だい丈じよう夫ぶかい』

「いえ、そんな。大丈夫、です」

『まずいまは目の前にある危険だ。襲しゆう撃げき者しやの正体の見当はつかないかな』

「いいえ……本当にまったく」

『警けい戒かいしていた私の屋や敷しき内にまで入りこみ、夜や刀と君を本気にさせるくらいだ。かなりの神じん通つう力りきを持っている。そして危き害がいを加えるつもりはなくとも拘こう束そくは考えていたはずだ』

「それは俺おれですか、もしくはねこがみさまですか」

『君たち二人かもしれない。だとしてもその理由は不明だが。とにかく守もり宮みやの守りがあるからにはそこはしばらく大丈夫だろうね。支し度たくを整えて夜には私もそちらへ行こう』

「へ!?　って、ここにあの、榊さんまで!?」

『私は君の嫁よめだよ。一いつ緒しよにいるのは当然だろう。それでは』

　あっさりといって通話は切れた。広ひろ人とは手の中の携けい帯たいを見下ろす。

「耀あき姫ひめさんやミミさんやひかるさんも帰ってきたら、容量オーバーだな……」

　呆ぼう然ぜんとした声が携帯の液えき晶しよう画面に落ちる。とっくにオーバーしている事実に思い当たらないのは、それよりもっと大変な事じ態たいに直面しているからだった。

　広人のつぶやきが消えたあと、部屋に声はなかった。

　咳せきの一つも、身じろぎして畳たたみが擦こすれる音すらしなかった。

「ねえ、どういうことなの」

　真まっ先さきに口を開いたのは姫ひめ華かだ。

　コケティッシュでチャーミングな態度も見せず、切せつ羽ぱ詰つまった表情で彼女はいった。

「ねこがみクンとなんとかって神様が夫ふう婦ふって、なぜ」

「どうして姫華が怒るのよ」

　夜や刀とが不ふ機き嫌げんもあからさまに答える。姫華は猫ねこの目のような瞳ひとみで見返した。

「キミは怒らないわけ。だってこれまで聞いた話だとたとえご神しん体たいを見つけたって」

「……ねこがみさまは、他の神様のお嫁さんに……なっちゃうんですかぁ」

　ユキメがぼんやりと畳を見下ろしていった。

　あやのが大きな胸の前で両手をぎゅっと握り合わせ、苦しげに後を続ける。

「そんなの、考えられません。だって、だって」

　明るい色の髪かみに挿さした花飾りを揺らし、あやのは広人を振り仰あおいだ。

「この鰹かつお屋やの家は、広人先せん輩ぱいとねこがみさまがいてこそです。も、もちろん、ご神体を見つけたらねこがみさまはもしかしたら高天たかまの地に戻らなくては……ならないかもですけど」

「分かるよ、あやのクンのいいたいこと」

　アーモンド型の瞳を吊つり上げ、姫華は紅あかい唇くちびるを引き結ぶ。

「可能性と確定は別だよ。他の神の妻だって、ねこがみさまは鰹屋の氏うじ神がみに変わりはない。ないけど、ああ、上手うまくいえないけど……でも、でも」

「……いや」

　ふいにみことが広人の膝ひざにすがりついた。

「いや、いや、いや！」

「……みことちゃん」

「ひ、広人とねこがみさまは」

　みことは広人の膝に突っ伏して激しくいやいやすると、叫んだ。

「このお家うちの、お父とうさんとお母かあさんなの！」

「え!?」

　思いがけない言葉に広人は驚いてのけぞりかけた。

　隣となりでうなだれていたねこがみさまも、はっと頭を上げる。

「どっちが欠けてもだめなの。二人がそろってるから、みんな安心するの。だから、だから、ねこがみさまが他の神様のお嫁よめさんなんて、いや……！」

　みことの涙なみだ混まじりの訴えに、広ひろ人ととねこがみさまは目を伏せる。

　ねこがみさまがみことの震える肩に手を置くと、幼おさな子ごは身を起こして勢いよくねこがみさまに抱きついた。そのままか細い声こわ音ねでみことは泣きじゃくる。

「……みこと」

　ねこがみさまは唇くちびるをきつく嚙かみしめ、みことを胸に抱き締めた。

　広人は両の膝ひざ頭がしらをつかみ、奥歯を食いしばる。

　胸の内も脳のう内ないでもあらゆる感情が渦うずを巻き、千せんにも万まんにも乱れている。

　答えは見つからず導いてくれる者もなく、広人はただうなだれるしかできない。

　ただ一つ分かっていることはあった。

（……ねこがみさまが、いてくれなかったら）

　解決に導いてくれる必要はない。答えを教えてくれなくてもいい。ねこがみさまがそばにいてくれれば、どんな困難も乗り越えていける。それを広人は知っている。

　けれどその大切な支えは、どうしようもない理由で失われようとしている。

　それだけがいまの混乱しきった広人に理解できる状況だった。





☆★☆






「当面、お二人は一いつ緒しよに別室で寝ね泊とまりなさった方がよろしいかと思われます」

　その日の夕食後、守もり宮みやが広人とねこがみさまにそう切り出した。

　襲しゆう撃げきを振り切って帰り着いて以い降こうは、特に何事もない。

　榊さかきから聞かされた話に皆が衝しよう撃げきを受け、口数が少なくなっている以外は。

「昼間堂どう々どうと襲おそって失敗しましたことから、夜間に皆が寝静まり、気が緩む頃ころ合あいに仕掛けてくる可能性が高うございます。こちらが隙すきを見せたらすぐにも襲撃してくるでしょう」

「でも別室って、ここは六畳じよう一ひと間まですし……ってそうか」

　広人は思い当たった。アパートにはいま、この一〇一号室しか入にゆう居きよ者しやはいない。

「他の部屋か。でも鍵かぎがかかってるんじゃないかな」

「夜刀の蛇へびで鍵は開けられるのよ。うん、いい考えなのよ」

「……ですが、この部屋に残る者たちが危険でありまする」

　ぽつりと落ちる声に、広人はねこがみさまに目を移す。

　彼女は憂うれいをたたえた表情でテーブルに目を落としていた。

　その前には、ほぼ手つかずのおかかご飯はん。

　いつも元気でたくさん食べて、どんなときでもきっと笑顔のねこがみさまが、こんなにうなだれている姿すがたが広ひろ人とは見るに忍しのびない。

「ねこがみさま、守もり宮みやさんのいう通りにしましょう」

　沈んでいる彼女を見たくなくて、広人は無む理りやり明るい表情でいった。

「守宮さんのいうことは正しい。夜に襲おそってくることは充分考えられるし、俺おれたちがこの部屋にいないだけでも対応の時間は稼かせげる。それにどうせ部屋が空あいているんです。俺たちだけじゃなくて他のみんなも別室に移って身の安全を図ればいい」

「……それなら、安心かもしれませぬ」

「じゃあ夜や刀とが二人と一いつ緒しよにいてあげるのよ」「あっ、いいですねぇ、ユキメも同じ部屋がいいですぅ」「そ、それならわらわだって先せん輩ぱいたちと同室に！」

「──それはやめた方がいいかな」

　姫ひめ華かの冷ややかな声が三人娘むすめの喧けん噪そうを静めた。

「にぎやかすぎると居い場所がバレるよ。せめてバラバラになるか、囮おとりとして他のみんなは固まって騒さわがしくしてた方がいいと思うな」

「駄だ目めです、他の者たちを囮になどできませぬ」

　どこまでも皆を想おもうねこがみさまに、姫華は冷れい笑しようを浮かべた。

「そっちの方が自分の安全のためにはいいのに。ほんと綺き麗れいごと好きだね」

　夜刀やあやのがむっとして、ユキメが困り顔で姫華を見る。

　しかし姫華は素そ知しらぬ風ふうでうそぶいた。

「ボクは一人がいいな。ゆっくり寝たいし、一人は慣れてるから」

「……一緒に、寝たい」

　ところがみことがそういったものだから皆は驚きよう愕がく。

「え!?」「なんですと!?」「みことちゃん、正気？」「みことどうしたのよ」

「な、なに、ボクと寝るの？　キミなら広人クンたちと一緒でいいと思うけど」

「……お姉ねえさんがいいの」

　つぶらな瞳ひとみで見上げられ、さしもの姫華も他の皆も次の言葉が継げない。

　結局、一○一号室には守宮が留る守す居いをして守り、夜刀とユキメとあやのが三人で一部屋、姫華とみことで一部屋、そして、

「よ、よろしくお願いします」「ん、んむ、こちらこそで……ありまする」

　広人とねこがみさま、二人っきりでの夜となった。




　夜刀に鍵かぎを開けてもらい、広人はねこがみさまと二階の空き部屋に足を踏み入れた。

　当然電気は止められている。ガスも水道もだ。

　だが中にはまだ生活臭しゆうが残っていた。空気はこもっていて、古い木き肌はだの匂においと湿しめった水の匂いが鼻をつく。取り壊こわしが決まっているからか、清せい掃そうはごく形だけのようだ。

「でも寝られないわけじゃないしな」

　カーテンのない窓から差す月明かりを頼りに、広ひろ人とは部屋からかついできた一組しかない敷しき布ぶ団とんとタオルケットを部屋の真まん中なかに敷いた。

　ねこがみさまはずっと無言だった。布団の端はしに座り、一いつ生しよう懸けん命めいタオルケットをぴんと伸ばして整えている。必要以上に丁てい寧ねいに。

　明るい月の光を受けて、うつむくねこがみさまの銀ぎんの髪かみが輝いている。

　ふわふわの猫ねこ耳みみが、タオルケットを伸ばすたびにぴこぴこ動いていた。

　広人は思わず手を止めて、じっと見つめてしまう。

　顔を上げなくても、こちらを見なくても、タオルケットの上で働く小さな手や、無意識で動く猫耳や、つつましくちんまりと座る様さまだけで、とても可愛かわいらしい。

　ふと広人は、ねこがみさまのいじらしさと愛らしさに胸が詰まる気がした。

「……広人？」

　整え終えてねこがみさまは身を起こした。見み惚とれていた広人ははっと我に返る。

「す、すみません。じゃあ、あの、そろそろ……寝ま、すか」

　寝る、と口に出したとたんいたたまれない想おもいがこみ上げてくる。

　二人っきり。暗い部屋に二人っきり。一ひと晩ばん中二人っきり！　しかも布団はたった一組！

　いつ襲しゆう撃げきがあるかも分からない緊きん迫ぱくの状況そっちのけで、広人は悶もん々もんとするばかり。

　目を上げてそうっとねこがみさまをうかがうと、彼女は布団の端で正せい座ざして目を伏せ、ジャージの裾すそから出ている太ももを、黙だまって見つめている。

　その無言は言葉を待つ無言なのだ──と、はたと広人は気づいた。

　だが、何をいえばいい？

　膝ひざ頭がしらをぎゅっと握りしめ、広人はこみ上げる苦しさをこらえる。

（……俺おれが、いいたいことは）

　いまにも吐き出したいその言葉を、しかし広人は口には出せない。

（俺が〝いいたい〟ことは分かってるんだ。だけど、だけど……）

　それを口にしていいかは、分からない。

〝われは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみでありまする〟

　榊さかきの屋や敷しきで聞いた凜りんとした声こわ音ね。

〝そばにいるいないにかかわらず、その役はまっとうする決意でありまする〟

　ねこがみさまの強い意い志しを無視して自分の想いばかりを告げていいのか。

　告げてもねこがみさまに哀かなしい想いをさせるだけだ。

　だから我が慢まんしろ、こらえろ、いわずにこのまま腹の奥へと抑えこめ。

　ねこがみさまの想いに報むくいるためにも、家族の安あん泰たいのためにも、高天たかま地区の人々のためにも、天てん狗ぐとの約束のためにも、何もいわずにご神しん体たいを見つけ出すことだけを考えろ。

　けれど理性でねじ伏せられない感情が胸の内で荒れ狂う。

〝広ひろ人ととねこがみさまは、このお家うちのお父とうさんとお母かあさんなの〟

　みことの叫びは広人がまさに抑えつけていた想おもいそのものだった。

〝どっちが欠けてもだめなの。二人がそろってるから、みんな安心するの。だから〟

　俺おれは、本当は、俺は……。

〝だから、ねこがみさまが他の神様のお嫁よめさんなんて、いや……〟

　俺は、俺は、俺は──俺の本当の想いは────！




　ねこがみさまは無言で目を伏せていた。

　どうしても顔を上げて、真まっ直すぐに広人を見ることができなかった。

　正せい邪じやを問われればもちろん正しい道は選べる。選ぶべきだとちゃんと知っている。

　しかしそんな分ふん別べつなどかなぐり捨てる勢いで、ねこがみさまはその道を拒こばみたかった。

　──夫ふう婦ふ。

（……われが、他のものの妻であるなどと）

　失われた二つのご神体を取り戻せば、必然的にもう一いつ柱ちゆうの神「猿さる田た彦ひこ」も元に戻る。

　そうしたら、自分は天狗たちの里さとに戻らなくてはならないのだろうか。

〝対つい〟であり妻であるなら、そのそばにいるのは当然なのだから。

（広人や家族と離れるだけなら……まだ、耐えられまする）

　彼らの幸せが自分の幸せだから。それに広人の地元なら永遠に会えないわけではない。

　たとえ離れても〝広人だけの神〟と思えばきっと耐えていける。

　けれど、この身が誰だれかのものなどと──そう、

（……広人以外のものに）

　それを考えただけでねこがみさまは全身全ぜん霊れいで叫びたくなった。

　きゅっとねこがみさまは可か憐れんな唇くちびるを強く嚙かみしめる。できるなら両耳をふさぎ、体を縮めて、湧わき上がる悲鳴を必死にこらえたかった。

　広人に心配をかけてはいけない。いつもいつも自分を大切にして、一番に大事にしてくれて、優しく気き遣づかってくれる彼を困らせてはいけない。

　それになにより、広人はことあるごとにこう告げていたではないか。

〝……ねこがみさまは、俺の神様です〟

（われは広人にとっては神様なのです。われとてそれを選んだではありませぬか）

　そうだ、誰かの嫁なり妻なりになっても〝神様〟としての立場は変わらないではないか。それならたとえどれだけ辛つらくても、この想いは口にしてはいけない。

　我が慢まんすべきだ。こらえるべきだ。全力で胸の底に秘めるべきだ。

　ねこがみさまはますますうなだれる。目を閉じ、唇くちびるを引き結び、懸けん命めいに堪たえ忍しのぶ。

　顔を上げてはいけない。

　顔を上げて広ひろ人とを見つめたら、きっといってはいけない言葉が口に出る。

　声も出してはいけない。

　声を出したらそれだけであふれ出てしまう。あふれて止まらなくなってしまう。

　この想おもいも──そして、涙も。

　ねこがみさまは渾こん身しんの力で唇を一いち文もん字じに引き結び、膝ひざの上に置いた手を握りしめた。

「……ねこがみさま」

　はっとねこがみさまは息を吞のむ。

　抑えた静かな声が月光の下に響ひびく。沈ちん黙もくを破るのでなく、沈黙に染しみ入るように。

「俺おれは、ちゃんと理解してる」

　広人の声はあまりにも低く、ささやきに近かった。

　とても穏おだやかで、その裏にある想いや考えや感情は何も感じられなかった。

　顔も伏せられていて、浮かんでいる表情も一切見えなかった。

「するべきことも、しなくちゃいけないことも、ねこがみさまの決意も、全部、全部俺は分かってる。ちゃんと知ってる。きちんとわきまえてるんだ。だけど」

　しかしねこがみさまの猫ねこ耳みみは、彼の声がかすかに震えているのを聞き取った。

「だけど、どうせそうしなきゃいけないなら……俺は、ちゃんといいたい」

　ふいにぐいと広人は顔を上げた。覚えずねこがみさまは息を吞む。

　月明かりに浮かぶ広人の面おもは、これまで見たどれよりも真剣で、そして、

「俺は、いやだ」

　激しい苦く悶もんに満ちていた。目にするだけでこちらの身がよじれてしまいそうな。

「俺はやっぱりいやだ。どうしても許せないんだ。俺は、俺は！」

　広人は首を振る。髪かみが乱れて覆おおい被かぶさるほどに強く。

「俺はねこがみさまが他の神様の妻になるなんていやだ。俺だけの──」

　闇やみの中に食いしばる白い歯が見えた。

　一いつ拍ぱくの間。次の瞬しゆん間かん、広人は一気に吐き出した。




「……俺だけのもので、いてほしい」




　ほとばしる強い声。

　思いの丈たけのすべてを吐と露ろする、心からの言葉だった。

　それだけいって広人は口をつぐむ。正せい座ざした膝頭がしらを握りしめて目を伏せる。

　言葉の余よ韻いんが闇に吸われて消える。再び訪れる沈ちん黙もくに二人は沈む。




　いたたまれない想おもいで広ひろ人とはつかんだ膝ひざ頭がしらを見つめていた。

　すぐそこに自分の手はあるはずなのに、月明かりからほんのわずかずれただけで何もかもが闇やみに包まれていた。目の前にいるねこがみさまの姿すがたも。

　沈ちん黙もくはさらに重さを増して広人にのしかかる。

　いわなければよかった。ねこがみさまを困らせるだけだった。俺おれが悪かったんだ。こんなことしちゃいけなかった。謝ろう、いまのは噓うそだといって、なかったことにしよう。

　そう思って広人は顔を上げ、つぐんでいた口を開いた。

「ね──」

　けれど言葉は最後までいえなかった。

　広人の前にねこがみさまの髪かみがなびく。長い髪は月明かりに輝いて、星の尾にも似た銀ぎんの光を闇に引いたかと思うと、真まっ直すぐに広人の胸へと飛びこんだ。

　まるで、流れ星が落ちるように。

「……われは」

　わななく声が自分の胸をも震わせるのを、広人は感じた。

　ねこがみさまは広人の腕の中に顔を伏せて強く抱きつくと、か細い声でいった。

「われは、広人のものなのです……」

　その言葉を聞いた刹せつ那な、広人は呼吸を忘れた。

「ここにある体も、魂たましいも、われという存在もすべて、広人がいてこそなのです」

「……ねこがみさま」

「われだって、われだって広人以外のものに」

　ねこがみさまが叫ぶ。広人にしがみつき、必死の涙声で。

　抗あらがいようのない事態に打ちひしがれながらも、それでもいわずにはいられないというかのように、抑え切れぬ心の底からの感情をねこがみさまは叫んだ。

「広人以外の誰だれかの妻になるのは、いやでありまする……！」

　悲痛な声のあとはすすり泣きになった。

　広人はたまらず、ねこがみさまの柔らかな体をきつく抱き締め返す。

　同じだった。彼女も同じ気持ちだった。

　お互いがお互い、相手のものなのだと──！

　抑えきれない感情が爆ばく発はつにも似た勢いで広人の胸の底から沸き上がる。彼女を離したくない、離れたくない、そんな想いがどうしようもなく強くなる。

　けれど想いが通じた喜びは逆に、この状況が絶望的だと広人に突きつける。

　答えも言葉も見つからないまま、二人は夜の中しがみつくように抱き合った。




　一階の空あき部屋に敷しいた薄い布ふ団とんに寝そべり、姫ひめ華かは暗い天てん井じようを見上げていた。

　いつもはきっとそこから下がっているミミの姿すがたは、今日きようはない。

　美み薫かの家にひかると一いつ緒しよにとどまり、まだ偵てい察さつを行っているのだ。うかつに帰れば危ないと広ひろ人とから連れん絡らくが行ったはず。それならば、

「とりあえず、彼女の身は安全かな」

　といってもお人ひと好よしの家や主ぬしと氏うじ神がみに感化されすぎている彼女のことだ。

　広人の身に危険が及ぶことを知ったら、危険も顧かえりみず即そつ行こうで帰ってくるに違いない。

「……ピンクのお姉ねえさん、待ってるの」

　隣となりに寝ね転ころんでくっつくみことが訊きいた。

　姫華は寝返りを打って両りよう肘ひじをついて身を起こした。

「キミ、本当は他人ひとの心が読めるんじゃないの？」

「ううん。寂しいと心配って気持ちが、みことのここに入ってきたから」

　といって幼おさな子ごは自分の薄い胸に手を当てる。

「つまんないこと感じてないで、さっさと寝るといいよ」

　姫華はみことのお腹なかにタオルケットをかけてやる。みことはくすくす笑って姫華にぴったりくっつき、しばしもぞもぞしていたかと思うと、やがて小さな寝息を立て始めた。

　幼子の規則正しい呼吸につられて姫華もまどろみ出す。

　しかし夢うつつの中、ふっとあることが脳のう裏りによぎって姫華は薄く目を開いた。

「そういえば……榊さかきって人、来るの遅くないかな」

　夜には来ると広人がいっていた覚えがあるのに。一度気がつくともう眠れなくなる。布団の上で反転して逃のがした眠りを探そうとするが、なかなか見つからない。

　この落ち着かない気分が、無意識の内に何かを察しているのだと思い当たる。

「ん……お姉さん？」「何でもないよ、お休み」

　寝ぼけるみことをなだめて、姫華はそうっと起き上がる。

　その正体は強大な妖あやかしである彼女は、自分の勘かんが気のせいでないと確信していた。

　静かに、ドアを開けて姫華は夜の中へ忍しのび出る。

　広人とねこがみさまがいる部屋は守もり宮みやが結けつ界かいをかけ直してある。

　もし何かあってもすぐさま破られたりはしないだろう。

　しかし自分とみことのいる部屋に結界はない。敷しき地ちとアパート全体に守りのわざがほどこしてあるとしても、狭い一室にかけるのと違って効果は薄くなるはずだ。

　強大な神じん通つう力りきや妖よう力りよくを持つ相手にどこまで通じるか分からない。

　ということは、幼いみことが一番危険だ。

（まったく、素す直なおに広人クンたちのところへ行けばよかったのに）

　愛くるしい頰ほおを拗すね気ぎ味みにふくらませ、姫華は大きく手を振って歩く。

　前まえ庭にわの真まん中なかで立ち止まると、彼女は両手を腰に当てぐるりと周囲を見回した。

　月に照らされ、姫ひめ華かの影がひときわ黒く土の地面に落ちている。その影が姫華の形のままふわりと立ち上がった。

「ちょっと偵てい察さつしてきてよ」

　腕を伸ばして敷しき地ちの外を指ゆび差さすと、影はうなずいて地面に吸いこまれる。

　瞬またたきの間にアパートを囲む塀へいの上に出現すると、影は外へと降り立った。しばし息を詰めて姫華は待つ。だが影が何かを察さつ知ちした様よう子すは伝わってこない。

「……気のせいだったかなあ。ボクも寝ぼけてた？」

　艶つややかな唇くちびるをへの字に曲げて、姫華は首を傾かしげる。

「まあいいや。戻ってきて」

　といってレースの黒手て袋ぶくろに包まれた手を伸ばす。

　そのとたん、突とつ如じよ激しい衝しよう撃げきが影を通して姫華の体に食らわされた。

「な……に……!?」

　弱々しいうめき声を上げ、レースの黒いスカートをひるがえして昏こん倒とうする姫華の真ま上うえに、大きな月が天てん頂ちよう目め指ざして昇る。その一、二分後──

　いくつもの手がゆっくりとコンクリートの塀の上に現れ、侵しん入にゆうの手がかりを探すように塀をつかんでまさぐった。
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　不ふ思し議ぎとその夜は蒸むし暑さを感じなかった。

　ねこがみさまとぴったり抱き合って眠っていたにもかかわらず、広ひろ人とは汗あせ一つかかなかった。むしろねこがみさまの体温が心地ここち良いくらいだった。

　腕の中に抱き締めた、柔らかな体。

　銀ぎんの髪かみからただよう甘い香り。

　鼻先をくすぐる猫ねこ耳みみのふわふわもふもふした優しい感かん触しよく。

　二人だけの平へい穏おんなこの眠りの永遠を広人は夢うつつで願った。

「…………ん……？」

　けれどある違い和わ感に、広人は満ち足りた眠りを破られた。

　寝ぼけ眼まなこで布ふ団とんの上を手探りをする。おかしい、あまりにこれはおかしい。

　抱き寄せていたはずのねこがみさまがいない。その体の感触が──ない。

「ねこがみさまっ!?」

　驚きよう愕がくして広人は跳ね起きる。

　外はまだ暗く、月明かりはかすかだった。それでも部屋の中は見渡せた。

　広ひろ人とが目を落とす布ふ団とんの上に、ねこがみさまはちゃんといた。

　ただし──その体は半はん透とう明めいで、生いき霊りようのひかるのごとく実体がない。

「ねこがみさま、ねこがみさま!!」

　あわてふためいた広人は大声で呼びかける。しかしねこがみさまは眠ったままだ。

　広人は必死になって名を呼びかける。泣きそうな想おもいで何度も何度もくり返す。悲痛な叫び声が部屋一いつ杯ぱいに響ひびき渡った。

「ひろ……と」

　身も世もない広人の叫びに呼ばれたか、はっとねこがみさまが目を開く。

　とたん、まるで布団から浮き上がるようにその体が実体化した。

「ねこがみさま!!」

　広人は元に戻ったねこがみさまの体を強く抱きかかえた。

「どう……したのです、広人？」

　寝ぼけ声でねこがみさまが問い返すが広人は答えられない。ただやみくもにねこがみさまの体を抱き締めるしかできない。

〝……依より代しろを失った神は迷い神となるのだ〟

　高天たかまの地で天てん狗ぐたちから聞かされた話が、混乱する脳のう裏りにこだまする。

　ご神しん体たいを失った神は、いずれ荒あら魂みたまになるか消え失うせてしまう。

　いま目の前にした現げん象しようはそのせいなのか──

　果てしない恐きよう怖ふに広人は押しつぶされそうだった。あまりに眠りが幸せだったから、その落差にどん底まで打ちのめされた。

　ねこがみさまが消えかけている。その事実を認めたくなかった。

「い、痛いのです……広人」

「え!?　あ、すみません、ねこがみさま！」

　か細い声に広人は急いで力を緩める。だが完全に手放すことはできない。

　彼女がちゃんと目の前にいると、この手で触れて確かめていたかったから。

「どうしたのです？　怖こわい夢でも見たのでありまするか」

　優しい声でそういって、ねこがみさまは小さく笑った。

「子どものようですね、広人。もう怖いことなどありませぬぞ」

「はは……恥ずかしいですね」

　広人は明確な答えを避けた。いまのできごとを告げれば、ねこがみさまが消えかけているのを認めることになる。それに告げてどうなるだろう。彼女を混乱させるだけだ。

（寝ぼけていただけならどんなにかよかったのに……！）

「いま、何時頃ごろでありましょう。まだ外は暗いようですが」

　ねこがみさまは窓の外に目をやって尋たずねる。

　広人はやっとねこがみさまの体を離し、枕まくら元もとの携けい帯たいを探った。

「そうですね、夜明けにはなってないかなと……」

　携帯を見たとたん、はっと広人は言葉を吞のんだ。

　画面に表ひよう示じされた時じ刻こくは朝の五時過ぎ。晩ばん夏かならばとっくに明るくなってもおかしくない時間である。もしも天気が悪いだけでも、ここまで暗いのはあまりに異い様ようだ。

　異様な事態に息を吞む広人は、いつもならすぐに目に入るはずの、画面の隅すみに表示された着ちやく信しんを示すマークに気づくのが遅れた。

「メール？　耀あき姫ひめさんかな……いや、榊さかきさんか!?」

　そういえば夜に来るといったはずの榊はまだ来ていない。

　ますます胸に募つのる不安をなだめて押し殺し、広人はメールを開いた。

　しかし案に相そう違いして送そう信しん者しやは甚じん右衛門えもんだった。送信時刻は昨夜の真ま夜よ中なか。

『旦だん那な様がお命じになられました調査についてご報告いたします』

「俺おれが命じたって……ああ、そうだ」

　メイドを通じて頼んだこと──祖そ父ふの前せん妻さいと子どもが亡なくなった年に奥おく高天たかま村むらで何があったか、村が正式に廃はいされたのはいつか──を広人は思い出した。

『おそらく旦那様も推すい測そくされていたのではないかと思いますが』

　くだくだしい前置きの後、甚右衛門はずばりと書き記しるしていた。

『お祖父じい様の前妻とそのお子さんは、奥高天村で起こった大だい規き模ぼな土ど砂しや崩くずれに巻きこまれて命を落とされております』

　やはり、と思いつつも広人は体が強こわ張ばるのが抑えられない。

『この災さい害がいではかなり多くの村人が亡くなったとか。当時の新聞で治ち水すい工事の失敗が原因と報道されておりました。その数ヶ月後、避ひ難なんという形で廃はい村そんが決まったとのことです』

　報告は手て短みじかだったが知りたいことは余すことなく書かれてあった。

　メールを読みながら広人は独ひとり言ごとをつぶやく。

「じゃあ、祖父ちゃんが村を出たきっかけがその災害なのは……間違いないんだ」

　広人は携帯から目を上げる。頭の中で何かがつながりそうな気がした。いままで聞かされた情報が組み合わさり、一つの結論に達しようとしていた。

　だがその思し考こうに割りこむ声があった。

「広人、ねこがみさま、無事なのよ!?」

「夜や刀と!?」

　玄げん関かんから響ひびく夜刀の声に、ねこがみさまが即そく座ざに立って走る。ドアが開かれるとそこには狩かり衣ぎぬ緋ひ袴ばかまの蛇へび幼よう女じよが顔を引き締めて立っていた。

「無事でありまする、いったいどうし……」

「安心したのよ。大変なのよ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった夜や刀との声に、後から駆かけ寄った広ひろ人とも、ドアノブに手をかけたままのねこがみさまも、同時に動きが止まる。

「夜中、異い変へんを感じて前まえ庭にわに出た姫ひめ華かがやられたのよ」

「なっ……大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「怪け我がはないけど結けつ構こうなショックを受けたか気き絶ぜつしてるのよ。夜刀には及ばないけど姫華も相当な大おお妖あやかしなのよ。油ゆ断だんしててもあっさりやられるなんて、かなりの相手なのよ」

　広人は背せ筋すじがさらに強こわ張ばる。姫華の眷けん属ぞくの力はこの目で見たし、対たい峙じもした。夜刀のいう通り、そうそう簡単にどうにかできる妖しではない。

「榊さかきも来ないし、連れん絡らくがないのもおかしいのよ。とにかく、守もり宮みやと夜刀で守りを固めるのよ。二人は絶対にここから動かないのよ」

　矢や継つぎ早にそれだけ告げると、夜刀は身をひるがえして走っていく。廊下を立ち去る足音と、たんたんたん、と外階段を下りる音とが響ひびいてきた。

「そんな……」

　広人は顔も声も強張らせてつぶやいた。ねこがみさまも硬こう直ちよくし、自然とドアノブから手が離れる。勢いよく閉まるドアが可愛かわいい鼻先でバタンと強い音を立てた。

　ごくりと喉のどを鳴らし、広人はねこがみさまの肩を抱いて六ろく畳じようの部屋へ戻る。

「ねこがみさま、動かないで。窓には近寄らないでください」

　ねこがみさまを布ふ団とんの上に座らせ、広人はもう一度窓に近寄る。外から見られないよう壁に体を貼はりつけてそっと顔をのぞかせ、外を見下ろした。

　とたん、背筋がざわりと総そう毛け立だった。

「なっ!?」

　アパートを囲む塀へいの上に無数の手がびっしりと並んでいるのだ。

　指を大きく広げて塀を固くつかみ、守宮の張った結けつ界かいを力ずくで破ろうとするかのように、じわり、じわり、と少しずつ、わずかずつ、這はい進んでくる。

　見る間に塀の上の手は内側へと入りこんでくる。手のひらだけでなく肘ひじまで見せてコンクリートの壁面を這い回っている。なのにその体は見えない。

　目にするだけでぞっとする光こう景けいだった。

『……鰹かつお屋や広人』

　ふいに重苦しく響く声こわ音ねに呼ばれ、広人は思わず身を乗り出す。ねこがみさまも身を固くしてガラスを隔てた薄うす暗ぐらい外へと目をやった。

　ここは二階だ。窓の向こうには誰だれもいない。けれど確実に呼び声は外から聞こえてくる。

　声は壮そう年ねんの男性のようで、思わず畏い怖ふしてしまうほどの威い厳げんと重みが感じられた。

　だが明らかに〝人〟ではない。

　守もり宮みやが前まえ庭にわで正せい座ざして膝ひざ頭がしらを握りしめてわずかにうつむき、瞑めい想そうしている様よう子すが見下ろせた。おそらく渾こん身しんの力で極限まで集中し、結けつ界かいを維い持じしているのだ。

　しかし声はその結界を打ち破って響ひびいてくる。

『……鰹かつお屋や広ひろ人と……汝なんじの祖そ父ふ、鰹屋広こう太た郎ろうは……』

　威い厳げんある不ふ可か思し議ぎな声は一いつ拍ぱくの間を置いて、いった。

『禁きん忌きのわざを使った』

　弾はじかれたように広人は頭を跳ね上げた。

　禁忌のわざ、という言葉ですべての破は片へんがつながり組み合わさった。

〝……死者を蘇よみがえらせる反はん魂こんのわざ……〟

　祖父の研究ノートを読み上げる榊さかきの声が鼓こ膜まくの奥に響く。

　メイドたちに見せられた古い戸こ籍せき謄とう本ほんの映えい像ぞうも脳のう裏りにまざまざと映し出される。

　奥おく高天たかま村むらで災さい害がいのために亡なくなった祖父の前せん妻さいとその子ども。地じ滑すべりが頻ひん発ぱつし亡くなった村人が多く、その哀かなしみを癒いやすために神かみ隠かくしの逸いつ話わを生み出したという土地。

　そして、甚じん右衛門えもんからの報告……。

（祖父じいちゃんは、もしかしたら）

　広人の固く握りしめたこぶしがわななく。

（亡くなった奥さんや子どもを蘇らせたかったのか）

　普通ならそれはあり得ない思いつきだ。しかしそう考えると何もかも納なつ得とくがいく。

　祖そ母ぼの妹のおけいは、祖父が子どもをとても欲しがっていたといっていた。

　妻さい子しを失った祖父が〝家族〟に固こ執しつしてもおかしくない。亡くなった妻子をこの世に呼び戻すためにご神しん体たいを奪うばい、優しい祖母を利用して神かみ降おろしのわざを行わせたのか……。

　そう理解した瞬しゆん間かん、がくりと全身の力が抜けた。

　ずるりと腰が落ちる。へたりこむようにして広人は床に座りこんだ。

「広人！」

　ねこがみさまが壁かべ際ぎわの広人のそばへやってきて顔をのぞきこむ。

　広人は頭を上げられない。血のつながった祖父の成したひどい行いがやっと身に染しみて、その重さで身を起こすこともできない。

　愛する祖母に罪を背負わせ、天てん狗ぐたちから守り神を奪い、引いては高天の地にいま災わざわいを引き起こしている原因。

　何よりねこがみさまをあるべき場所から引き離し、苦難に巻きこんだ。

　祖父がいなければ──こんなに苦しませることはなかったのに。

　外から響く声はうなだれる広人を打ち据すえるかのごとくさらに続く。

『広太郎が行った過あやまてるわざのために、この地の災いは招かれたのだ』

　人ならざる存在の厳おごそかな声こわ音ねは、断だん固ことした意い志しに満ちている。

　己おのれこそがすべてを断じるものであり、その決に過あやまちはないと確信している声こわ音ねだ。

『鰹かつお屋や広ひろ人と、そして迷える神よ。その償つぐないをいま、果たしてもらおう──！』

　木霊こだまのごとく声は反はん響きようし、いつまでも室内の空気を震わせていた。

　広人は頭を垂たれ、肩を落として聞いていた。その余よ韻いんを痛いほど全身で感じていた。ややあって残ざん響きようが薄れて消えたとき、ぽつりと広人のつぶやきが落ちた。

「……ごめんなさい、ねこがみさま」

「広人……？」

　いぶかしげにねこがみさまが名を呼ぶ。広人は応こたえず言葉を継ぐ。

「謝ったって祖父じいちゃんのやったことが消えるわけじゃない……でも」

　広人は額ひたいに手を当てる。前まえ髪がみをつかみ、ぎりっと唇くちびるを嚙かみしめる。

「祖父ちゃんのせいでねこがみさまは居い場所を奪うばわれた。自分が不確かな存在だって不安にさせて、そしてこの上こんな恐ろしい状況にさせた……！　俺おれは……」

　奥歯がすり減りそうなほど広人はぎりぎりと歯を食いしばる。

「ごめん、ごめん……ねこがみさま……」

「……広人」

　ねこがみさまは名を呼ぶが、辛つらそうな広人を見るのが苦しいとばかりに目を伏せる。ただそっと手を広人の腕に触れさせた。

　二人はそろってうつむき、うなだれる。

　沈ちん黙もくの部屋の外から緊きん迫ぱくした空気が伝わってくるのを、こんなときでも広人は感じるが、しかし答えの見つからぬ苦しみに陥おちいって抜け出すことができない。

「でも──われは、感謝しておりまする」

　ややあって、静かな言葉が苦く悶もんする広人の耳に届いた。

「身み勝がつ手てかもしれませぬ。この地の災わざわいも、高天たかまの地の騒そう動どうも、みなわれのせいあれば感謝などしてはならぬはずでありまする……ですが、広人」

　名を呼ばれ、うなだれていた広人は目を上げた。

　ねこがみさまは愛らしい瞳ひとみで真まっ直すぐに自分を見つめていた。小さな手のひらで広人の腕にしっかりと触れて、ちゃんとここにいる、支えていると全身で伝えていた。

「広人に出会い、この家に来て、とてもとても大切にされて、どんなに楽しく、満ち足りて、幸せな生活でありましたか、持てる言葉のすべてを尽くしても足りませぬ」

「ねこがみさま……」

「昨夜、われは広人にいうたではありませぬか。この身も心も、みんな広人のものです。であればわれのあるべき場所は」

　ねこがみさまの笑顔は晴れやかだった。

　口に出して、やっと自分の望みと本当の決意が定まったというように。

「どこまでも、広ひろ人との隣となりでありまする」

　広人は声を吞のんでねこがみさまを見つめ返す。

　美しい瞳ひとみの底には、噓うそ偽いつわりのない真実と広人への思いやりだけがあった。

　いつもそうだ。いつもねこがみさまは大切なときにきっと〝本当〟を伝えてくれる。

　──つと、先ほどねこがみさまの身が消えかけていたことを思い返す。

　神様だと認めてきた自分の認にん識しきが揺らいでいるから、ねこがみさまの存在も揺らいでしまっているのかもしれない。

　もしもそうなら、いまは彼女への想おもいを確かにしなくては。

「俺おれ、情なさけないな」

　は、と広人は大きく息をつくと苦く笑しようを浮かべた。

　苦しみの混乱で強こわ張ばっていた体と心をようやくゆるめることができた。

「弱よわ音ねとか泣き言とか、そんなことばっかりいってる」

「いつもの広人は弱音も泣き言も愚ぐ痴ちもいいませぬ。今度のことはそれだけ大変なのでありまする。それに広人はその肩に全部背負おうとするのですもの」

「そうかな。そんな立りつ派ぱなことはしてないですよ」

「意識しておらぬのが、何でもかんでも抱えこもうとする証しよう拠こでありまする」

　偉えらそうにねこがみさまはジャージに包まれた薄い胸を張った。

　そんな様よう子すが可愛かわいくておかしくて、広人はこみ上げる笑いが隠かくせない。

「俺、守らなきゃいけないものを忘れてました」

　目を開かされた想いで、広人は自分自身を見つめ直す。

　自分が望むこと、大事にしたい者たち、そして大切にしたい場所を。

「ねこがみさまの居い場所が俺の隣なら、俺はきっとそれを守ります」

　ねこがみさまは何も応こたえなかった。

　不ふ吉きつな薄うす暗くら闇やみに包まれた部屋で、その闇を吹き払うようににっこりと明るく笑って、それから両腕を広人の首に回してぎゅっと抱きついただけだった。

　広人はねこがみさまのほっそりした体を抱き締め返す。

　腕の中の確かな存在に心が励はげまされた。

　そうして冷静な気持ちを取り戻すと、広人はもう一度窓の外をうかがおうとした。

　そのとき手元の携けい帯たいがわずかに震えた。メール着ちやく信しんの合図だ。急いで開いて確かめると今度こそ差さし出だし人にんは榊さかきである。しかし内容は予想外のものだった。

『すまない。再度襲しゆう撃げきされ、たったいままで屋や敷しき内に軟なん禁きん状態だった』

　がん、と広人は側そく頭とう部ぶを殴なぐられた気持ちになる。

　自分たちが去った後、襲撃者しやもいなくなったのではなかったか。それに榊ほどの人間がどうして軟禁状態に──と思って読み進めると、さらに意い外がいな事実が記されていた。

『こちらを狙ねらってきたのは西にし東とう京きよう市し一いつ帯たいの土と地ち神がみたちだ』

　──土地神。

　なぜ土地神が、と考えたとき先ほど響ひびいた威い厳げんある音おん声せいを思い出した。

〝広こう太た郎ろうが行った過あやまてるわざのために、この地の災わざわいは招かれたのだ……〟

〝鰹かつお屋や広ひろ人と、そして迷える神よ。その償つぐないをいま、果たしてもらおう──！〟

「……そうか」

　予想してしかるべきだった。

　土地を守る神々なら、この地に災いが起きるのを危き惧ぐして当然だ。祖そ父ふの行った禁きん忌きのわざのせいで、広人とねこがみさまとを危険視ししてもおかしくない。

　もちろん、協力者である榊さかきをも。

『そのアパートにこもり続けるのは危険だ。食料が尽きれば君の命が危ない』

　もっともな指し摘てきだった。食料は備び蓄ちくしてあるが心もとない量しかない。ねこがみさまだって神様だけれど、依より代しろが生なま身みなら維い持じするための食事は必要なはず。

　籠ろう城じようの危険を予測していなかったわけではないが、相手が〝土地神〟ならばいかに守もり宮みやが強大な妖あやかしでもどこまで持ちこたえられるか。

　土地を守る神なら地の利にも長たけているはずだし、複数なら長期戦も容易。

　となれば、結けつ界かいが破られなくとも自じ滅めつは目に見えている。

『頼りになる味み方かたを呼んだ。なんとかして囲みを突とつ破ぱし、敷しき地ち内から出てこちらと合流しよう。ありまえんに向かう大通りに式しき神がみを飛ばして道案内をさせる……』

　広人は携けい帯たいを閉じると手のひらの中に固く握りこむ。腹構えが定まれば迷いは消えた。

　ねこがみさまを守ることはすなわち、家族を守ること。

　先ほど自分が口にした決意をきっと──実行してみせる。

「ねこがみさま、榊さんからメールがありました。ここは危ないって」

　広人はねこがみさまに向き直る。

「なんとかアパートの敷地を出て、榊さんと合流します」

「この敷地から出る？　守宮の結界から出るのでありまするか」

「相手は土地神なんです。長引けば長引くほどこちらが不利だ」

　土地神、と聞いてねこがみさまの顔は青ざめる。広人はその手を取り、励はげますように声を強くしていった。

「大だい丈じよう夫ぶ、ここにいるみんなで力を合わせれば乗り切れます」

　昨日きのう〝言こと霊だま〟で追おっ手てを追い払ったことを広人は思い返す。

　その力の操そう作さをやっと会え得とくしかけて、自信も生まれる。ねこがみさまと家族の場所を守るために、広人は己おのれに備わった能力を使おうと深く心に決めた。




　春日かすが家け邸てい宅たくの居い間まは、ミミが見るところ広ひろ人との部屋の十倍はあった。

　とはいい過ぎだが、広さも高さも築ちくウン十年のアパートの比ではない。

「これだけ豪ごう勢せいな生活をなさってるのに、資産の売ばい却きやくが必要なんですの」

　居間の天てん井じようの隅すみで気け配はいを殺しながら、ミミは憤ふん然ぜんとつぶやいた。

　グランパレス有あ里り間まの立ち退のき計画。

　建て替えでないならば、土地の売却以外に考えられない。

　それを阻そ止しするために美み薫かの婚こん約やくが必要だったのだ。あの家いえ柄がら自じ慢まんしかしないエリート青年との縁えん組ぐみは、資金援えん助じよの意い味み合あいもあるのかもしれない。

「どうして考え直してくださいませんの、あなた」

　居間に置かれたコの字型の高級ソファには、美薫の両親が腰かけている。二人の体はふんわりとした座ざ面めんに沈み、いかにも居い心地ごこち良さそうだ。

　だが彼らの顔はそんな快さとは正反対に険しい。

「娘むすめに家の事情を背負わせるなんて、父親として恥ずべきことですわ」

　母親である女性が強い声でいった。美薫とよく似て見るからに気き丈じような美人である。

　父親の方は渋じゆう面めんを作って目をそむけた。

「あれの方からいい出したのだ。婚約を受け入れると」

「貴方あなたがグランパレス有里間を売却するなどとおっしゃるからです」

　母親は眉まゆを吊つり上げていった。

「誰だれが住んでいるかご存じのくせに。それに美薫は十七歳さいですのよ、早すぎます」

「もう遅い。今月末には結ゆい納のうだ」

「結納前ならまだ間に合います」

「区会議員である私の体面を汚けがすつもりか……」

　二人の意見はどこまで行っても相あい容いれない。会話半なかばで父親は不ふ機き嫌げんな顔で中ちゆう座ざし、母親はその背中を厳きびしい目でにらみ据すえる。

　天井の隅で見ていたミミはうんざりしたとばかりに吐と息いきした。

「かまびすしいこと。ご両親の間の意見の相そう違いははなはだしいようですわね」

　ミミさん、と呼ばれて振り返ると、壁からすうっとひかるが出てきた。

『美薫さん、まだ部屋にこもりっきり。机の前で突っ伏してる』

　声を出すと美薫の母親に気づかれかねないので、ミミは眉をひそめることで応こたえた。

『どうかな、お相手のことは分かった？』

　ミミは無言で首を振った。ひかるも困こん惑わく気ぎ味みに目を伏せる。

　そこにインターホンのチャイムが鳴った。ソファに沈みこんでいた美薫の母親が小さく息をついて立ち上がり、モニターの前に立つ。

「はい、どちらさまですか。旭あさひが丘おかさん？」

　ミミとひかるはびくりとして目を移した。インターホンのモニタには、腰に手を当て自信たっぷりに豊満な胸をそらす涼りよう子この姿すがたが映し出されている。

『え、なに、どうして部長がここに!?』

　驚くひかると対たい照しよう的に、ミミは口をつぐんでそっと会話が聞こえる位置へ移動した。

「申し訳わけありません。美み薫かはいまどなたにもお会いしたくないと……合宿レポート？」

『そう。生せい活かつ科学部ぶの誰だれもが未み提てい出しゆつの上、連れん絡らくが取れない。欠席した春日かすがにも事前に与えたテーマで合宿が終わるまでに書き上げるよう、伝えておいたはずです』

　涼子の会話にミミは青ざめた。かと思うとミミはふいに身をひるがえし、開いたドアの隙すき間まからするりと体を滑りこませて廊下に出ていった。

『ミミさん？　どうしたの!?』

　あわててひかるが壁をすり抜けて後を追う。

　ミミは邸てい宅たくの高い天てん井じようを駆かけ抜けて玄げん関かんに向かった。

　鍵かぎのかかった分ぶ厚あついドアの前で立ち止まり、宙を漂うひかるを振り返る。

「ひかるさん。旭あさひが丘おかさんと美薫さんのお母かあ様との会話が終わったか見てくださる」

　物問いたげにひかるは見返すが、ただうなずいてドアをすり抜けていった。すぐにひかるは顔だけ中に入れて『インターホン切れてるから終わったみたい』と告げる。

　ミミは即そく座ざにドアの鍵を外して床に降りつつ素早く外に出た。

「なんだ、思い直して会う気に……んん？　鰹かつお屋や家けのミミか？」

「大事なお話がありますの。裏うら手てにまいりましょう」

　そういってミミは涼子の腕を取って歩き始めた。

　玄関を離れて家の陰に入り、やっとそこでミミは立ち止まる。

「どんな話だ。これから羽は沢ざわと氷ひ川かわ台だいの家に行くつもりなのだが」

「先ほどの涼子さんと美薫さんのお母様との会話、うかがいましたわ。連絡がつかないってどういうことですの。広ひろ人と様はご自宅にいらっしゃるはずでしてよ」

　あっ、とひかるが空中で口を開ける。異い様ような事態に気づいたらしい。

　涼子は渋い顔で眉まゆをひそめると、腕組みして答えた。

「先に電話もメールもしたのだが不通で、直接鰹屋の家に向かったがなぜか近づけん。遠くから建物の外観は見えるのに気づくと別の道を歩いている」

「……明らかに結けつ界かいですわね」

『それって守もり宮みやさんが張ったもの？』

　ひかるの問いにミミは宙を振り仰あおいだ。

「近づけない結界なんてわたくしたちが帰れなくなりますでしょ」

『じゃあ、守宮さん以外が張ったってこと？』

「ええ。広人様から警けい告こくメールが来ましたけど、思った以上に深しん刻こくな状況ですわね」

「先ほどから誰だれと話している。何かいるのか？」

　といって涼りよう子こは宙に腕を伸ばす。

　ちょうどひかるの体の真まん中なかに腕がつっこんだ。ぐにぐにかき回されて『やっ、やめてほしいぞ、部長！』とひかるが悲鳴を上げるが、むろん涼子には聞こえない。

　一方通行のやり取りをする二人を放ってミミは広ひろ人とに電話をかける。

　しかしやはり通じない。あやののプリペイド携けい帯たいも同様。二台ともバッテリー切れとは考えにくい。となれば結けつ界かいのせいで電波がさえぎられているのかもしれない。

　ミミは昨日きのう、広人から来たメールを見直す。

　榊さかき家けで謎なぞの相手に襲しゆう撃げきされたこと。危き害がいを加えようという気はなさそうだが、周囲に結界を張って広人たちのみを執しつ拗ように追い回してきたこと。

　現在も鰹かつお屋や家は囲まれている可能性が高いこと。うかつに帰き宅たくして巻きこまれないよう、こちらから連れん絡らくがあるまでは春日かすが家にいて欲しいこと……。

「アパートの外に結界を張ったのはこの襲撃者しやかしら。でも」

　ミミは考え深げに頰ほおに指を当てる。

　なぜ襲撃者は結界を張ったのか。単純に考えれば広人たちを閉じこめるためだが、どうしてもそれ以外の理由がある気がしてならない。

「とにかくどう行動するにしろ、わたくしたちだけでは心もとないですわね」

「だから何を一人でごにょごにょいっている」『そうだぞ、おかしいぞ』

　聞こえないはずなのに涼子とひかるは同じ言葉を返す。

「後で説明しますわ。広人様のところへ駆かけつける前に、まずは美み薫かさんの部屋に乗りこみますわよ。なんとしてでも意い固こ地じに殻からに引っこむあの方を引きずり出さないと」

　きらり、と涼子の瞳ひとみが輝いた。

「ほほう、強きよう行こう作戦は好むところだ。いいだろう！」『え？　え？　いいの？』

　不ふ敵てきな笑みを浮かべる涼子と、戸と惑まどいながらミミと涼子を見比べるひかる。

　そんな二人にミミは優ゆう雅がなほほ笑えみを返した。

「ええ。あの方に、自分が誰だれの嫁よめか自覚させてさしあげることにいたしますわよ」




　前まえ庭にわを見下ろす二階の自室で、美薫は机に突っ伏していた。

　食事を取る気にも眠る気にも、ましてや誰とも話す気力もなかった。

　結ゆい納のうの日は刻こく一いつ刻こくと迫っている。覚かく悟ごしていたのに胸が引き裂さかれるように辛つらい。

　たった一人の理解者であった筺はこを、広人に警けい告こくさせないために遠くへやってしまったことも、申し訳わけなくてずっと心の中で詫わびていた。

　誰にもいえない苦く悩のうに打ちひしがれ、美薫はこのまま消えてしまいたかった。

　広人以外の誰かのものになるなんて──それでも逃げる道はない。

「広ひろ人と……」

　耐えきれずつぶやいた名前に涙がせり上がる。唇くちびるを嚙かみしめ、美み薫かはぎゅっとこぶしを握ってさらに深く突っ伏した。

「んもう、情なさけないですわね！」

　ふいに天てん井じようから苛いら立だたしげな声が降ってきて、思わず美薫は頭を跳ね上げる。

「な、なに？　いったい誰だれ？　鍵かぎをかけておいたのに」

「わたくしですわよ、春日かすがさん」

　すとん、とミミが天井から目の前に降り立った。美薫は驚いて座ったままのけぞる。

「ミミさん!?　あの、いまどこから」

「春日ぁ！」

　いきなりがらりと窓が開いて涼りよう子こが出現した。

　美薫はもう椅い子すから転げ落ちるばかりに体勢を崩くずしてしまう。

「ぶ、部長!?　あの、ここ二階ですけど……」

「二階も誤ご解かいもどうでもいい、貴き様さま情けないぞ！」

　がっしと窓まど枠わくに足をかけて身を乗り出すと、涼子は靴くつを手にダン！　と机に仁に王おう立だちになって美薫を超ちよう絶ぜつ偉えらそうに見下ろした。

「いいか、よく分からんが鰹かつお屋やがいまとんでもない危険に陥おちいっている」
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「えっ……それは、まさか立ち退のき計画のこと？」

「立ち退き？　それは知らんがいまやつのアパートは囲まれているらしい」

「そんな、お父とう様、約束を破ったの……!?」

　美み薫かはがく然として机の上を凝ぎよう視しする。

「私が結婚を受け入れれば広ひろ人とを追い出さないって約束したのに……」

「そう、涙ぐましい献けん身しんも無む駄だでしたの。それに広人様もすでにご存じですわよ」

　ミミはずいと封ふう筒とうを差し出す。美薫は震える手で受け取って開いた。

『春日かすが。手紙なんて慣れてないから手て短みじかに書く』

　それは短い手紙だった。けれどボールペンのインクが黒々と染しみた文字は丁てい寧ねいで、力強く、そして真しん摯しで誠せい実じつだった。

『ずっと昔から、いつもいつも、春日が俺おれのそばにいてくれた。血のつながった祖母ばあちゃん以外で、春日だけが俺の味み方かただった。それに俺は甘えていたんだ。ごめんよ』

　わななく指で手紙を握り、美薫は広人のつづる文字を目で追った。

『俺にはたくさんの大事な家族がいて、春日一人を大切にはできない。だけど、それを許してもらえるなら、すべてが片づいたら俺は──』

　一ひと際きわ黒く、くっきりとした一いち文ぶんが春日の目を射いた。

『きっと春日を、迎えに行く』

「……ひろ……と」

　美薫は唇くちびるを嚙かみしめ手紙を抱き締めた。ぎゅっとつぶったまぶたの端はしに輝く滴しずくが浮かぶ。

　それからぐいと目をこすると、美薫はきりっと引き締まる美しい顔を上げた。

「いいわ。広人がそういう気で、お父様も約束を破るなら、私だって好きにする」

　がたん、と美薫は椅い子すから勢いよく立ち上がり、弾だん丸がんのごとく廊下へ飛び出した。

「ママ、ママ！　お話とお願いがあるの！」

　憤ふん然ぜんと母親を呼ぶ美薫の声を聞きながら、ひかるがミミを見下ろした。

『ミミさん、いいの？　美薫さんなんか思い違いしてない？』

「かまいませんわよ、その気になってくださるなら」

　ふふ、と策さく士しミミはほくそ笑えみ、ふっと表情を改める。

「わたくしたちもまいりますわよ、嫁よめとして夫おつとの危き機きを見過ごすわけにはいきませんわ」

『もちろん！』「むろんだ！」

　三人の少女はそろって勇ましく片手を突き上げた。





☆★☆






　グランパレス有あ里り間まの広人の部屋では、神しん妙みような面おも持もちで皆が集まっていた。

　室内は暗い。電気も水道もガスも切り離されているようだ。携けい帯たいも電波が届かず、当然電話もメールも通じない。まったくもって孤こ立りつ無む援えんの状態である。

「……というわけで、自じ滅めつを避けるためにはアパートの敷しき地ち外に出る必要があります。でもそれには、結けつ界かいを解かなくてはなりません」

　広ひろ人とは皆を前に口を開いた。この場にいないのは守もり宮みや一人である。

「守宮はいま外で、ぎりぎりまでがんばってるのよ。でも」

　夜や刀とが正せい座ざして広人を見つめる。

「いつまで続けられるか分からないのよ。遅かれ早かれ撤てつ退たいしなきゃならないのよ」

「それならどう効果的に撤退できるか、ですよね」

　あやのがきゅっと唇くちびるを引き結んでいった。広人はうなずく。

「ボクも協力するよ、全力でね。やられっぱなしなんてしゃくだもの」

　先ほどやっと目覚めた姫ひめ華かが、アーモンド型の瞳ひとみを大きく吊つり上げていった。しかしその顔はどこか青ざめている。相手から加えられた衝しよう撃げきの強さを物語るようだ。

「……だいじょうぶなの」

　ねこがみさまの膝ひざにすがっていたみことが見上げると、姫華は肩をすくめた。

「ちびっ子は黙だまって守られていればいいよ」

「ありがとうございます、姫華さん。心強いですけど、無む理りはしないでください」

　広人が労いたわる声でいうと姫華は「別に平気」と肩をすくめる。

「でもぉ、あんなにいっぱい怖こわいのいるのに、どうするんですかぁ」

「そうなんですよね。敵の囲みがどれだけ強固か、なんですが……」

　ユキメの問いに、広人はテーブルに置いたノートに、アパートの敷地を簡単に描いた。周囲はコンクリートのブロック塀べい、南側は道路に面し、それ以外は民みん家かに接している。

「土と地ち神がみたちが複数なのは間違いありません。昨日きのうの様よう子すからすると周囲に影えい響きようを及ぼさないためと、俺おれたちを逃がさないために結界を張っているに違いないです」

「どうして周囲への影響なんて考えるのかな」

　姫華がもっともなことをいった。

「ボクだったら他への影響なんて気にも止めないよ。目標も目的も定まってるなら周りの迷めい惑わくとか顧かえりみず、一気に押し寄せてどうにかしちゃうよね」

「それはそうでありまする」

　ねこがみさまがきょとんとした様子で口を挟んだ。

「土地神ならばこの地にも氏うじ子こがいるはず。大切な氏子を巻きこむはずがありませぬ」

　あっと広人は口を開いた。やっとあちらの慎しん重ちような出方の意味が分かった。

「そうか。だったらこっちもやりようがある。それじゃ……」

　広人が招くと、一いつ斉せいに皆は顔を寄せて耳を傾けた。




　前まえ庭にわでは一人、守もり宮みやが目を閉じて座していた。

　肩をいからせ膝ひざに置いた両手を固く握りしめ、身を強こわ張ばらせてじっと何かを堪たえ忍しのんでいる。むろん、目には見えぬ外からの圧力だ。

　壁を這はう無数の灰はい色いろの手はそれに圧おされてなかなか完全な侵しん入にゆうを果たせない。

『……ふぅむ、しぶといの』

　塀へいの上にひょこりと長ちよう衣いを着た老人が顔出す。別の老人と老ろう婆ばもその隣となりに並んだ。

『そりゃあ守宮は、夜や刀とと並んで亡なきおりん一番の飼かい妖あやかしじゃったからなあ』

『ちぃと押したくらいではびくともせんじゃろ』

『まあええわ。相手はヤモリ一匹ぴき、音ねを上げるまでそうかからんわい』

　のんびりとした声で老人がいったとき、アパートから幼おさな子ご──みことが出てきた。

『あの子は……あれか、天てん狗ぐの手先か』

　老人たちの見つめる前でみことは守宮に近づき耳元でささやいた。すると守宮は立ち上がり、背を向けてアパートへと歩き出す。

　すかさず壁にひしめく無数の手が一いつ斉せいにうごめき、勢い立って侵入を開始した。

『待て』

　老人の一人がつぶやくと手の動きがぴたりと止まる。

『なんじゃ、守宮の気が弱ったぞ。いまのうちに中へ入らんのか』

『わざとらしい動きじゃ。なんぞ小こ賢ざかしいことでも考えておるのかもしれん』

『数で押せばなんとでもなる。出方をうかがうためにも進んでおけ』

　ふむ、と老人の一人がうなずいて節ふしくれ立った指を振った。

　とたん、凍りついていた無数の腕が動き出す。すさまじい速度で這はい進む腕は途と中ちゆうで灰色の犬の形を取り、一いつ挙きよにアパートへ向かって押し寄せる。

　そしてそろって一階の広ひろ人との部屋の窓へと襲おそいかかった。

「…………!!」

　突とつ如じよ、窓の手前で地から蛇へびの群れが立ち上がり一いつ瞬しゆんで犬たちを蹴け散ちらす。

　灰色の犬どもは霧む散さんするか弾はじき飛ばされて後方へ下がるかして建物に近寄れない。

『はぁ、予想通りじゃな』

　老人たちは意にも介かいさぬような安あん閑かんとした声でいった。

『ならば、第二陣じんじゃのう』

　言葉の語ご尾びと同時に次の群れが塀を乗り越え波のごとく押し寄せた。

　しかしそれも同じく蛇どもに追い散らされる。

　老人たちは無言で表情も変えず次から次へと襲しゆう撃げきさせた。その襲撃がやはり迎え撃うたれて霧散して無む駄だになっても、まったく気にも留めずに。

　時間を超ちよう越えつした存在である彼らにとって、〝無む駄だ〟は〝暇ひまつぶし〟と同義らしい。

　小こ一時間も経たっただろうか、さしもの蛇へびの守りも耐え切れなくなったか、勢いがわずかに弱まる。高波のごとく押し寄せる犬どもの鼻先が窓ガラスに触れるまでになった。

『おおっ』『よし、畳たたみかけろ』

　老人たちはこぶしを挙げて囃はやし立てる。すっかり興きように乗っている様よう子すだ。

　即そく座ざに気き勢せいを増した犬どもがカーテンを閉め切った窓に向かって疾しつ駆くする。

　やはり肉にく薄はく直前、出現した蛇へびたちが行く手を阻はばむがその数も厚みもすっかり薄れ、ほんのわずかに速度を殺しただけだった。

　勝ち誇るように犬どもは窓に殺さつ到とうした。

　ガラスが割れる派は手でな音が響ひびき渡り、次いで雪崩なだれを打って灰はい色いろの波が部屋に流れこむ。

『よし、よし。そのまま入りこんで鰹かつお屋やの孫まごとねこがみを追いつめろ』

　老人は塀へいの上であぐらをかいて悠ゆう然ぜんと命じた──しかし。

　いつまで経っても犬たちは出てこない。

『なんじゃ、どういうことじゃ』『面めん妖ようじゃな』『どうした、どうした』

　いぶかしげに老人たちはそろって塀の上から身を乗り出した。

　その瞬しゆん間かん、いきなり横よこ合あいに黒い少女の影が出現して、

『おわわあっ！』『ひぃいっ！』『うひゃあっ！』

　三人の老人を地面に叩たたき落としたかと思うとその上から押さえつける。じたばたと老人たちはもがくが少女の影は数を増し、その動きをぴたりと封じた。




　一階の別室の窓の陰から姫ひめ華かが真剣な顔で前まえ庭にわを見つめる。

「年とし甲が斐いもないことするからだよ、おじいちゃんたち。……って、油ゆ断だんするなって広ひろ人とクンにいわれたっけ。急がなきゃ」

　すっと姫華は窓を離れると部屋の外へと走り出ていった。




　一階の広人の部屋一いつ杯ぱいには、灰色の重たげな煙が充満していた。閉め切ったカーテンはユキメの氷で固く凍りついている。

　煙は激しく身もだえして外へ出ようとしていた。凍ったカーテンに体当たりし、廊下にその身を伸ばそうとするが、どうしても六ろく畳じよう一ひと間まの部屋から出られない。

　玄げん関かんには守もり宮みやが座している。彼は微び動どうだにせず、灰色の煙を見み据すえていた。

　広範はん囲いの結けつ界かいを張るのをやめて、守宮はいまこの一室にのみ集中していた。しばしの間だけ時間が稼かせげればいい。

　そう、次の行動を取れるまでの間。




　広ひろ人とは二階の部屋から犬たちの動向をつぶさに観察していた。

　みことはそばにぴたりとくっつき、じっと様よう子すを見ている。

「広人、北側を見てまいりましたぞ」「先せん輩ぱい、こちらは西を」「広人さぁん、東ですぅ」

　ねこがみさま、そしてあやのとユキメが外廊下から帰ってくる。

「ありがとうございます、どうでしたか」

　一同はそろって広人の周りに集って床に広げたノートを見下ろした。

「裏うら手ての北側では夜や刀との蛇へびが待たい機きしておりましたが、まったく襲おそってくる様子はありませんでしたぞ。薄い塀へい一枚隔へだてて人じん家かがあるゆえ、思うように動けないのやも」

「左手の西側からは襲しゆう撃げきがありました。南の前まえ庭にわ方向ほどではありませんけど」

「東はぁ、ちょろちょろっと来てぱぱっと来て……えっと適度にいましたよぉ」

　広人は腕組みをする。あからさまに一方が手て薄うすだ。

　人家に接しているというなら南側以外すべて同条件なのに。

　真実手薄なのか、故こ意いの誘ゆう導どうか。しかし試してみるしか方法はない。

「よし、次の手に移ります。夜刀さんや姫ひめ華かさん、守もり宮みやさんに伝えましょう」

　広人がいうと皆はそろってうなずき、部屋の外へ駆かけ出した。




　前庭では姫華の影が、押さえつけていた老人たちを離してふっと消えた。

　即そく座ざにぴょこりと跳ねて三老人は立ち上がる。

『どうせ時間稼かせぎじゃな』『ふぅむ、つまり鰹かつお屋やの孫まごが逃げるまで、というわけか』

　まるでその言葉が合図のように、一階の広人の部屋のカーテンが割れて灰はい色いろの煙が飛び出した。煙は巨きよ大だいな犬の形を取り、老人たちの周囲にわだかまる。

『──！　見ろ』

　老人の一人が指ゆび差さす薄うす暗ぐらい視し界かいの向こう、建物の陰でねこがみさまのジャージが動くのが見えた。それは西側の方角で、薄い塀を乗り越え、隣となりの人家へと入りこもうとしている。

『待て、あそこにも』

　老ろう婆ばが顔を向ける東側でもＴシャツにジャージの広人が塀によじ登るところだった。

『バラバラに逃げるつもりか。どのみち周囲にはわしらが結けつ界かいを張ってあるというに』

『姿すがたを見せてくれたのは好こう都つ合ごうじゃ。ほれ、行ってこい』

　老人が指を振ると灰色の巨きよ犬けんは猛もうスピードで走り出した。

　アパートの前面にぶつかる寸すん前ぜん、巨犬は二頭とうに割れて東西に走る。

　そして壁に張りつく広人とねこがみさまに食らいついて引きずり下ろす。

『──!?』『またか！』

　しかしそれは二人の服を着た姫華の影で、犬に押さえつけられた瞬しゆん間かん地に吸いこまれて消えてしまう。

『裏うら手てじゃな』

　こともなげに老人がいって指をくるりと振った。

　即そく座ざに二頭とうの巨きよ犬けんは引き裂さかれた服を放ほう置ちし烈れつ風ぷうのごとく走り出す。

　さらに老人の周囲に渦うず巻まく煙が生まれたかと思うと無数の犬の形をとって、敷しき地ちの裏手目がけて一気にひた走った。

　裏手では、いままさに塀へいの上を乗り越えるところだった広ひろ人ととねこがみさまがいた。

　犬どもは二人を捕ほ捉そくすると瞬またたきの間に一頭の巨犬に戻る。それはこれまで見たどの姿すがたよりも巨きよ大だいだった。二階建てのグランパレス有あ里り間まをゆうに超える大きさだった。

　哀あわれなまでにちっぽけな二人を捕つかまえるためには馬ば鹿かげているほど巨大だった。

　しかし馬鹿さ加か減げんを自覚する状態でも状況でもないらしい。

　巨犬はためらうことなく、地を揺るがせて塀を押し倒さんばかりに飛びかかった。




　広人は待ちかまえていた。

　集中し、対たい象しようを意識し、真まっ直すぐに〝力〟を向けることだけを思し考こうしていた。

　視し界かいだけでなく、見えない彼方かなたにいる相手まで貫つらぬくように。

　広人の眼前いっぱいをさえぎって巨犬が迫る。大きな顎あごが開いて真まっ暗くらな口こう内ないが見えた。

　それ目がけて広人は言葉を放つ。

「──────散さん！」

　そのとたん、あれほどまでに巨大だった犬が──消えた。

　霧む散さん、どころではない。煙一つ塵ちり一つ残さず跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

　それだけではなく、建物の向こう側にいた三人の老人が吹き飛ばされてひっくり返った。

　と同時に、敷地を囲んでいた薄うす闇やみがふっと消え去る。




『なっ……』

　三人の老人は地に尻しりをついたまま、あんぐりと口を開けた。

　こちらが放った眷けん属ぞくだけでなく、強固に張ってあったはずの結けつ界かいまで消えたのだ。

『なんじゃ、なんじゃ、だらしがないのう！』

　長ちよう衣いの老人が立ち上がり地じ団だん駄だ踏んで吐き捨てた。

『だらしがないのはこちらじゃぞ』『小こ僧ぞう相手とみくびっとった』

『わかっとるわい。なんとしてでも追いこんでみせる』

　老ろう婆ばともう一人の老人にいわれ、長衣の老人が憤ふん然ぜんと答えた。すっかり本気で向かっ腹ぱらを立てている様よう子すだ。

『敷地外へ出たはずじゃ。分かれて追え』

　その言葉が終わるやいなや、消滅したはずの灰はい色いろの煙が立ち上り四し方ほうへ散った。




　広ひろ人とはみことを抱き、ねこがみさまの手を引いて、塀へいの上を走っていた。

　すぐ後ろには夜や刀と。その後ろを姫ひめ華か、あやのとユキメ、最さい後こう尾びには守もり宮みや。

　一同は土と地ち神がみたちの張った結けつ界かいが一時破れたのをみはからって塀を乗り越えたのだ。

　大通りを目め指ざし、皆は一心に走る。

　体の幅とほぼ同じ塀の上から広人は人じん家かの敷しき地ちに飛び降りる。みことを地に降ろし、身軽な夜刀や姫華が飛び降りる間に、ねこがみさまやあやのやユキメを受けとめた。

「えっ、あなたたちどこから入って……」「すっ、すみません！」

　人家から住民が顔を出して見み咎とがめるが、広人たちは会え釈しやくして走り抜ける。

（俺おれたちの姿すがたが他の人に見えるならまだ結界は張られてないんだ、いまのうちだ）

　広人は歯を食いしばり、がむしゃらになって走り続ける。

　向こうが他の人間たちを巻きこむのを恐れているのは分かっていた。

　だからあえて広人たちは家々の敷地を通り抜け、細い生活道路をたどって逃とう走そうする。

　ありまえんに向かう大通りへ出れば、榊さかきの式しき神がみが〝頼りになる味み方かた〟のもとへ案内してくれるはず。それを頼みに一同は懸けん命めいに駆かける。

　狭苦しい生活道路の先に幅広の道とその向こうの朝あさ陽ひに光る川かわ面もが見えてきた。

　あの道を出て川かわ縁べりに少し行けばありまえんへ出る大通りだ。

「もう少しです、みんな！　そうしたら榊さんが呼んでくれた応おう援えんが……」

　広人の励はげましに皆は速度を上げて行く先の道路へ出た。輝く川面が目前に現れる。

「なっ!?」「そんな……！」

　そのとたん、周囲は薄うす闇やみに包まれ始めた。

　すぐそこにある川の輝きがたちまち暗くなり見えなくなっていく。

　道の真まん中なかで立ち往おう生じようする広人たちの前後を挟むように灰はい色いろの煙がわだかまる。

　広人はねこがみさまとみことを背にしてこぶしを握る。ユキメとあやのもその後ろに隠かくれ、守宮や夜刀、姫華も顔を引き締めて道の両側を見み据すえた。

　灰色の煙は見る間に無数の不ぶ気き味みな犬の姿になる。

　それらは広人たちに向かい底知れぬ昏くらい底の顎あごを開いてみせた。

　次の瞬しゆん間かん、灰色の犬は一いつ斉せいに広人たちに躍おどりかかる。

「──────!!」

　しかしその刹せつ那な、つい、と素早く空をよぎる白い閃ひらめきがあった。

　それは一いち羽わの白い鳥で、まるで犬どもの動きを封じるように宙に輪を描く。

　とたん、灰色の犬どもが一いつ瞬しゆん凍りついた。

　と同時に闇に閉ざされかけた道の向こうから犬どもを蹴け散ちらして、一台のポルシェが高速で走ってくる。ポルシェは広人の前で滑なめらかに停止して窓を開いた。

「菅すが原わらさん!?」

「広ひろ人と君、ねこがみ。乗りなさい」

　顔を出したのはみっちゃんだった。薄うす闇やみの中でも眼鏡めがねのレンズがわずかな光を捕とらえて反射し、その表情はよく見えない。

「で、でもこの車じゃみんなは乗れません」

「狙ねらいは君たちです。君とねこがみが振り切れば残りの皆は助かる。申し訳わけないが私も表おもて立だって土と地ち神がみと敵てき対たいはできないので、安全な場所に運ぶ以外はできませんが」

　はっと広人は背後を振り返った。動きを封じられていた犬たちは再びうごめき始めている。その黒い眼めは真まっ直すぐに広人とねこがみさまだけに向けられている。

「広人クン、みことちゃんも一いつ緒しよに！」「姫ひめ華かさん!?」

　姫華はぐいとみことの小さな背を押しやり、アーモンド型の瞳ひとみで広人を見つめた。

「この子は……守ってあげてよ」

　といって犬どもに向き直る。

「広人様、お急ぎを。私と夜や刀とどの、姫華どのがいれば後はどうにでもなります」

　守もり宮みやにいわれるが、しかし広人が家族を見捨てて動けるわけもない。

「決めなさい。君たち二人が安全な場に逃のがれれば彼らも呼び寄せます」

　鋭くみっちゃんに促うながされ、広人は歯を食いしばる。

　しかしすぐにねこがみさまの腕をつかみ、みことを小こ脇わきに抱きかかえて後こう部ぶ座席のドアを開いて転がりこんだ。

「広人、ねこがみさま！　待つのよ……！」

　夜刀が何かいいかけた気がしたが、ドアを閉めるか閉めないかのうちに車は急発進した。即そく座ざに灰はい色いろの犬たちは守宮たちから矛ほこ先さきを変えて高速度で追ってくる。

　だがさすがポルシェ、そして操あやつるのはみっちゃん。狭い生活道路を法定速度ぶっちぎって走り抜け、まだ車の流れの少ない大通りに出るとたちまち引き離した。

「皆……大だい丈じよう夫ぶでありましょうか」「……お姉ねえさん……」

　ねこがみさまはみこととともに座席にしがみついて背後を見つめる。

　広人はポルシェの狭苦しい後部座席で身を折りながら、運転席に話しかけた。

「あ、ありがとうございます。もしかして榊さかきさんから連れん絡らくが？」

「ええ。土地神たちの動きが不ふ穏おんだとメールがありましてね」

「そうか……それで、どこに向かうんですか、いまから」

「早はや宮みや神じん社じやへ。あそこなら私の界かい縄じようで守られています。耀あき姫ひめさんも榊さんもそこに」

「榊さんは無事なんですね、良かった。耀姫さんはもう帰ったんですか」

「昨夜遅く。調べ物があって君に連れん絡らくを取れなかったと詫わびていましたよ」

　広人はほっとして窮きゆう屈くつに丸めた肩を下ろした。

　ポルシェは巧たくみに車の流れを縫ぬってあっという間に早はや宮みや神じん社じやに到とう着ちやくした。

「先に境けい内だいへ急ぎなさい。〝境さかい〟の中へ入ればうかつに手は出されません」

　大おお鳥とり居いの前で広ひろ人とたちを降ろし、みっちゃんは裏うら手ての駐ちゆう車しや場じようへ向かった。もちろん広人は見送らず境内へと走り、大鳥居の中へ足を踏み入れる。

「──？」「ん、なんぞ……いまのは」

　鳥居を越えて敷しき地ち内へ入った瞬しゆん間かん、ぴりっというしびれにも似た感覚に襲おそわれた。ねこがみさまも同じだったらしく、足を止めて周囲を見回す。みことも小首を傾かしげている。

「菅すが原わらさんの〝界かい縄じよう〟の影えい響きようですかね。急ぎましょう」

　広人はねこがみさまとみことを促うながし、立ち止まらずに参さん道どうを走り続ける。

　鎮ちん守じゆの森を抜けると梅ばい園えんが広がった。もちろんいまは八月も終わり間ま際ぎわ、花の代わりに深い緑みどりが生おい茂り目にも鮮あざやかだ。

　ここまでの逃とう避ひ行こうに疲れ果てていた広人には、緑の梢こずえが胸に染しみて心地ここちいい。

「なんとも美しい眺ながめなのです」

　ねこがみさまもほうっと吐と息いきする。

　どこで待てともいわれていないので、三人は誘われるようにして梅園に入った。茂る葉が地面に涼しげな影を落とし、清すが々すがしい気分になる。

　しかし梅園の中なか程ほどに足を進ませたとき、その清々しさは消えた。

「広人さん……どうして……どうしてここに来たの!?」

　緑の葉くさ陰かげから声がした。

　目をこらせば梅園の中央の老ろう梅ばいの根元にぐったりした榊さかきが倒れ、その横で耀あき姫ひめが膝ひざ立だちでこちらを見ている。

「耀姫さん!?」「榊、これはどうしたことです！」「……待って」

　広人とねこがみさまが駆かけ寄ろうとすると、みことが腕を引いて背後を指し示す。振り返ると、梅園の入り口に長身のみっちゃんが歩んでくるのが見えた。

　彼はおもむろに木々の陰に隠かくれていた注連しめ縄なわを取り上げ、幹みきに結びつける。

　とたん、鳥居を越えたときに感じたしびれが強くなった。指先も思うように動かせず、舌したも固まり言葉すら上手うまく出てこなくなる。

「す……菅原、さ、ん？」

　しびれる舌で問いかけると、みっちゃんは冷ややかに光る眼鏡めがねのレンズを向ける。

「ようやく振り出しに戻りました。これで」

　温度の感じられない声が硬こう直ちよくする広人の耳じ朶だを打ち叩たたいた。

「──ねこがみを祓はらうことが叶かないます」
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　謀はかられた、と広ひろ人とは悟さとった。罠わなだったのだ。

　けれどどうしてこんなことを──と呆ぼう然ぜんとしていると、みっちゃんの隣となりに三人の老人が現れた。思わず広人は目をみはる。あれはアパートで姿すがたを見た土と地ち神がみたちだ。

『脅おどしのためとはいえ、ホラー映画まがいのことをさせられて肩が凝こったわい』

　わざとらしく肩を回す土地神の老人に、みっちゃんは慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「ご協力感かん謝しやいたします。ですがかなり乗り気のようでしたが」

『ふん、意い外がいに手こずらせてくれての。ではお頼みもうす、天てん神じんどの』

　三人の老人は会え釈しやくすると、成り行きを見守るためか木こ陰かげへ下がった。

　みっちゃんは彼らが下がる前にすでに目め線せんを広人たちに戻している。眼鏡めがねのレンズに梅ばい園えんに降り注そそぐ夏の陽ひ射ざしが反射して、やはりその表情は隠かくされている。

　広人はしびれる手でこぶしを作ろうとしたが上手うまくできない。

「な……ぜ」

「ねこがみが迷い神であることが明らかになったのです」

　みっちゃんの声こわ音ねは恐ろしいまでに冷れい淡たんだ。

「すでに異い変へんは高天たかま地区だけでなく、遠く離れたこの有あ里り間ま区の各所にまで及んでいる。この半年監かん視ししてきましたが、害は深しん刻こくになる一方です」

「それ……は……」

「しかし」

　広人の弱々しい声をさえぎって、みっちゃんが告げる。

「君が失われた二つの神しん体たいを探し出し、ねこがみを高天の地に戻す意い志しを貫つらぬくなら、修しゆう祓ふつを中止しましょう。確実にそれができるなら」

　絞り出そうとした広人の声が喉のどの奥で止まる。

「できますか」

　再度みっちゃんは尋たずねる。それは問いではない、命令に近い。

　広人は強こわ張ばる顔を懸けん命めいに動かしてねこがみさまとみことに目を移す。

　ねこがみさまも同じく体の自由を奪うばわれているが、真まっ直すぐにみっちゃんを見み据すえ、みことは怯おびえた顔でねこがみさまの腕にしがみついている。

　広人はみっちゃんに目線を戻した。たとえ神たる存在に命じられようと、脅されようとも、すでに自分の腹は決まっている。

「でき……ません」

　声こわ音ねは震えているが、確かな意い志しをもって広ひろ人とは答えた。

　しばし広人はみっちゃんと強いまなざしで目を合わせる。広人は一歩も引かぬ覚かく悟ごで、みっちゃんは光るレンズの奥から探るような視線で。

「……ねこがみ、さまは、もう、俺おれの家族です。ねこがみさまの、居い場所は……俺や鰹かつお屋やの家族のいる場所です」

　引きつるしびれにもひるまず、広人はきっぱりといい放った。

　しかし広人の明確な言葉を聞いても、みっちゃんの表情は冷ややかなままだった。

「その返答は予期していました」

　こともなげにみっちゃんは返す。広人は口をつぐむが目はそらさない。

「しかし、高天たかまの地の異い変へんはどうするのです。この地でも土と地ち神がみが抑えているだけでひそかに異変は続いている。君の身み勝がつ手てな意い向こうで他に犠ぎ牲せいを負わせるのですか」

「分かって……います」

　一番に痛いところを衝つかれて広人は口ごもる。考えていなかったわけではない、それがもっとも迷いを生む原因だ。それでも引くわけにはいかない。

　守りたいものを守るために、広人は懸けん命めいに考えながら言葉を継ぐ。

「だけど、俺が望んでいるのも、ねこがみさまが望んでいるのも、家族の皆が望んでいるのも……ねこがみさまが俺たちと一いつ緒しよにいることです」

「君やねこがみの感情のために、起こっている異変を放ほう置ちせよというのですか」

　みっちゃんの口く調ちようもまとう空気もますます冷えて下がっていく。

「このままでは普通に暮らす住民たちのみならず、君が家族と呼ぶ存在にも害が及ぶでしょう。周辺の人々にもね。我がを通しても望んだ結果は得られませんよ」

　ねこがみさまが胸を押さえて息を吞のむ。広人は目の端はしでそれを捕とらえた。

「でも……でも」

　唇くちびるを嚙かみしめ、広人は思い切っていった。

「俺は、ねこがみさまが災わざわいの原因だなんて思わない。二月のときにもいったけれど、異変はねこがみさまが現れる前から続いて……」

　そこではたと広人の言葉が途と切ぎれた。

　異変はねこがみさまが現れる前より続いていた。そうだ、あの梅うめ祭まつりを前にした二月、自分はまさにこの梅ばい園えんでみっちゃんと耀あき姫ひめにそう告げた。

　しかしご神しん体たいを奪うばった祖そ父ふがここ有あ里り間まの地に逃げてきたのなら？

　つまり災いの種たねはずっとこの地に眠っていたことになる。

　あるべき場所からさらわれた神が行き場を失い、さ迷ったあげく荒あら魂みたまになる──ねこがみさまの出現は異変のきっかけではない、その現れであったのか……？

「気づいたようですね」

　呆ぼう然ぜんと押し黙だまる広ひろ人とに向かってみっちゃんが冷れい徹てつにいった。

「神しん道とうにおいて、死者は一年を機に祖そ先せんの霊れいの集合体の一部となり存在は消える。ねこがみが現れたのは君の祖そ母ぼ、鰹かつお屋やおりんが死し去きよしてからほぼ一年後です」

「……あ……」

「君の祖母はすべてを知っていたはず。異い変へんを封じるわざを施ほどこしてあったとしてもおかしくない。しかし霊れい魂こんが消しよう滅めつしたのを機にそのわざも効力が失われた」

　手のひらを掲かかげて眼鏡めがねのブリッジを押さえ、みっちゃんは表情を隠かくす。

「孤こ独どくだった君がねこがみにのめりこむのは分からないでもありません。しかし目を覚ましなさい。それはここにあって正しい存在ではないのです」

　かすかに彼方かなたから遠えん雷らいが聞こえた。晴れていたはずの空には雲が静かに垂たれこめてくる。それは地上にいる天てん神じんの頭ず上じように集まるように見える。

　声もない広人に向かい、みっちゃんは断だん罪ざいのごとく厳げん酷こくに告げた。

「災わざわいの源みなもとは、祓はらわねばなりません」

「やめてよ！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた耀あき姫ひめが叫んで立ち上がろうとした。

　しかし腰を上げることもできず、彼女はすぐにその場にへたりこむ。その両手足首にはこより状になった和わ紙しが結びつけてあった。よく見れば榊さかきにも同じものが結んである。

「なんで……なんでよ、みっちゃん！」

　耀姫は震える声でいった。

「広人さんの覚かく悟ごを問い質ただすだけっていったじゃん、馬ば鹿か猫ねこを祓うなんて聞いてないし！」

「広人君の覚悟はねこがみを優先し、災さい厄やくを放ほう置ちすることです」

「でも！」

「だが同情の余よ地ちはある。己おのれの知らぬところで罪を背負わされ、ねこがみに傾けい倒とうするだけの環かん境きようもあった。元げん凶きようであるねこがみだけを修しゆう祓ふつすればそれですべてが決けつ着ちやくする」

「ま、待ってください……！」

　広人はしびれる体を無む理りやりに動かし、ねこがみさまの前で手を広げようとする。

「ねこがみさまが元凶じゃない、元凶は俺おれの祖父じいちゃんです！」

「その責を負うべき者はすでにこの世にありません。なにより一いつ刻こくの猶ゆう予よもない、ねこがみ自身の身にも変化は現れているのではないですか」

　は、と広人は目を剝むいた。今朝けさ方がたの消えかけるねこがみさまの姿すがたを思い返す。

　広人の動どう揺ようをみっちゃんは見み透すかしたように言葉を重ねる。

「災いは穢けがれより生まれる。穢れの祓いと清め、それがイザナギとイザナミの世から続くこの国の信しん仰こうです。そのような共通概がい念ねんに基づいて人々の信仰は成り立ち、世の理ことわりも成り立つ。私は神としてその概念を守り遂すい行こうする役目がある。ゆえに」

　断だん固こたる宣せん告こくとともにみっちゃんは真ま横よこに手を伸ばす。

　気づけば彼の手には一ひと振ふりの太刀たちが握られていた。

　柄つかに赤い糸を巻きつけ、金こん銅どうの総そう金かな具ぐをつけた、儀ぎ式しき用の美しい黒くろ鞘さやの太刀。広ひろ人とは見覚えがある気がする。あれはもしや、夜や刀とが身につけていた太刀ではないか……？

　みっちゃんは鞘からすらりと太刀を抜き放つ。

　淡あわい陽よう光こうに刀とう身しんが輝く。その酷こく薄はくな光が容よう赦しやなく広人の目を射いた。

　みっちゃんは太刀を手に、ねこがみさまをかばって立つ広人を見み据すえると、

「災さい厄やくをもたらす存在は──速すみやかに排はい除じよすべき」

　おごそかに、そして断だん然ぜんたる態度で告げた。

　身がすくむような冷気と霊れい気きが長身の彼の体から立ち上る。その頭ず上じように稲いな光びかりが閃ひらめき、空気が逆さか立だつ気け配はいがした。

　とてつもない恐きよう怖ふに広人は襲おそわれる。

　敵かなうわけがない、本気になった天てん神じんに立ち向かう術すべなどない。先ほどまで奮ふるい立っていた気力は萎なえ、肩から指先まで震え、いまにもその場に膝ひざからくずおれそうになる。

「……ち」

　だが膝が落ちる代わりに、ふっと弱々しい声が唇くちびるから滑すべり落ちた。

　滑り出た言葉は次の言葉を伴い、広人の口から音となって流れ出る。

「ちが、う……それは、ちが、う……」

　声が出せれば気力が戻る。己おのれが戻る。

　広人は歯を食いしばり、懸けん命めいに自分を励はげました。

「違う、違う……それは、それは……それは、違います！」

　髪かみを乱して激しく首を振り、広人はいいつのる。語ご尾びの終わりが叫びになるほどに。

　いわなくては。たとえ敵わなくても、立ち向かわなくては。ねこがみさまを守るために、ほんのわずかな可能性に賭かけても。

「菅すが原わらさん……あなたは、以前、俺おれに教えてくれました」

　しびれて上手うまく動かない指先を手のひらに握りこむ。こぶしを作り、力をこめる。

「人も妖あやかしも神も世界の一部だって。あるべき自然の力を超えて、あり得ない現げん象しようを引き起こそうとするならば、必ず何らかの代だい償しようがあるって……だからいま起こっている異い変へんは、祖父じいちゃんが禁きん忌きのわざを行った代償なのかもしれない。でも」

　奥おく歯ばをぎりっと嚙かみしめ、広人は次の言葉を紡つむぎ出す。

「ねこがみさまを祓はらうのが正しいことだとは、俺は思えない」

　広人は目を上げる。真まっ直すぐに眼前のみっちゃんに瞳ひとみを据すえる。

「あなただって荒あらぶる存在だった。恨うらみにわれを忘れて多くの災厄を引き起こした。けれどいま、あなたは神としてそこに立っている」

　眼鏡めがねのレンズの奥でみっちゃんが瞳ひとみを見開く。一いつ瞬しゆん、切きっ先さきが震えた。

「あなたの怒りに人々は恐れだけでなくて崇すう拝はいの念を返した。心より崇あがめ、丁てい重ちように祀まつって、それであなたは憤いきどおりを慰なぐさめられて〝神〟となったはずです。違いますか」

「────」

　みっちゃんは答えない。だがその無言が何より雄ゆう弁べんに彼のためらいを物語っている。

　握ったこぶしをさらに固めて、広ひろ人とは懸けん命めいに気持ちを奮ふるい立たせた。

　どうか届きますように。どうか通じますように。

　ありったけの願いと想おもいをこめて広人は言葉を尽くす。

「人も妖あやかしも神も世界の一部。俺おれたちがそうしてきたように、ねこがみさまも世界の一部として畏おそれ敬うやまい、受け入れるべきだ。あなたが人々の信しん仰こうを守る役目があるなら、災わざわいとしてただ排はい除じよするのはその務めに背そむく。あなた自身が〝神〟としてある所以ゆえんを」

　一歩強く踏みこみ、広人はほとばしる声で叩たたきつけた。

「他でもない、あなたがくつがえすというのですか！」

「──!!」

　みっちゃんが圧おされたように、太刀たちを構えたまま一歩退ひく。

　その様さまに勇気が湧わく。自分の〝言こと霊だま〟の力を信じ、広人は最後の言葉をいおうとする。

「だからこれからも俺が、ねこがみさまを神として敬い大切にしていけば──」

　ふいに言葉が止まった。どうしてもその先がいえなくなった。

　声は喉のどに張りつき、舌した先さきは凍りつき、どうしても話すことができない。いいたいのに、いわなくてはいけないのに、息も吐けない。

　押し黙だまる広人の脳のう裏りにいくつもの光こう景けいが広がる。

　ねこがみさまや鰹かつお屋や家けの皆と過ごした日々の情じよう景けいが。

　二月の梅うめ祭まつりの大おお騒そう動どう、四月の爛らん漫まんの桜さくらと遊園地、咲き乱れる五月のつつじ、雨を受けて濡ぬれた紫陽花あじさい、七月の青い水面みなもとまばゆい太陽。

　八月の空の下、田舎いなか道を走る車の窓から二人で眺ながめた、胸を打つ山々の深しん緑りよく。

　学校への行き帰り、ねこがみさまを後ろに乗せて駆かけ抜ける川かわ縁べり。

　満開の桜、散り敷しく花はな弁びら、若葉の葉は桜ざくら……。川面を渡る風を受け、頭ず上じように広がる青空の下、どこまでもねこがみさまとともに走っていけそうな気がした。

　皆で食しよく卓たくを囲み、にぎやかにさんざめき、笑い合って、言葉を交わした毎日。

　自分の膝ひざで、自分の隣となりで、こちらを見上げてにっこりと笑うねこがみさま。

　あの笑顔と明るさに、どんなにか励はげまされ、救われただろう。

〝ご飯はんを炊たいて、みんなでおかか山盛り載のせて、食べるのでありまする！〟

　沈む皆の気持ちを奮い立たせるまばゆさ。

〝だからのんびり、一いつ緒しよに帰ることにしましょう……〟

　自分を支えてくれる温あたたかな手のひら。

〝この身も心も、みんな広ひろ人とのものです……われのあるべき場所は〟

　晴れ渡る空にも似たあの輝く愛らしい笑顔。

〝どこまでも、広人の隣となりでありまする〟

（……違うんだ）

「違うんだ」

　心の中の声がそのまま口から形になってこぼれる。

「そうじゃないんだ、そうじゃ……」

　視し界かいが歪ゆがむ。水ににじんでみっちゃんの姿すがたが揺れて流れる。

　広人はこらえる。あらゆる力を使って必死にこぼれ落ちる涙を押しとどめる。

　いま必要なのは涙ながらの哀あい願がんではない。それでも言葉があふれるのと同じに涙も広人の理性を押し流してあふれ出ようとしている。

　本当の想おもい。ずっと目をそらしてきてようやく自覚できた、ねこがみさまへの気持ち。

　神様なんて思えない。災さい厄やくをもたらすような超ちよう越えつした存在なんかじゃない。

　だってねこがみさまは神様ではなく、俺おれの────




　大事な、大切な……ひとだ。




「奪うばわないで、ください」

　駄だ目めだった。流れる涙はこらえたけれど声には涙が混じっていた。

「俺のねこがみさまを、どうか……奪わないでください」

　それは祖そ母ぼが亡なくなるときに懸けん命めいに祈ったのと同じだった。

「ねこがみさまがいるから、俺は歩いてこられた。ねこがみさまが家族を連れてきてくれたから、俺は強くいられるんだ。俺は、俺はもう二度と、一人になんかなりたくない……！」

　震える声はもう止めようがなかった。想いも言葉も止めることができなかった。

「ねこがみさまは神様じゃない。ずっとそばにいてほしい、俺の」

　広人は骨が浮き出るほどきつく固くこぶしを握る。

　こぼれる涙をこらえるにはもう、全身全ぜん霊れいの力を振り絞らなければ無む理りだった。

「……俺の、大好きな……ひとなんだ」

　それだけやっと口にして、広人は奥歯が割れるほど嚙かみしめて天てん神じんを見み据すえる。

　そのとき、ふいに背中に温ぬくもりを感じた。

　ジャージの袖そでが広人の身に回され、柔らかな体がぴたりとくっついた。

「広人……」

　ねこがみさまの声が背骨を震わせる。

　その声と温度に広ひろ人とは励はげまされる。一人ではないのだと心強くいられる。

「──それが君の願いですか」

　だがみっちゃんの冷れい淡たんな声がその温ぬくもりを一気に冷ました。

「君の感情をなだめるためにこの地を脅おびやかす災さい厄やくを見み逃のがせということですか。私が情じようにほだされて、それを許すとでも思うのですか」

　広人は引かなかった。涙を振り捨て、決けつ然ぜんとした面おも持もちで天てん神じんを見み据すえる。

「思いません。だけど、あと少しの猶ゆう予よなら許してほしい」

　背中に感じる温もりを支えに、それを守るために、広人は目の前の相手に立ち向かう。

「いまの一連の会話で確信しました。他でもないこの有あ里り間ま区に異い変へんが起こっている、しかもねこがみさまが現れる前から。それならきっと、祖父じいちゃんの奪うばったご神しん体たいはこの地にあるんです。いままでは雲をつかむようで場所の見けん当とうさえつかなかった。でも」

　真実の一いつ端たんを見つけたことで広人はさらに意い気き込ごんだ。

「あと少し時間をもらえれば、見つけられます」

「有里間区の広さを知らないとでも？　それにご神体を見つければねこがみも高天たかまの地へ戻り、もう一いつ柱ちゆうの神と対ついになる。ねこがみを側に置きたいあなたの感情と相あい反はんしますよ」

　広人は一いつ瞬しゆん声を吞のむ。しかし必死に考えを巡らす中で、唐とう突とつにある記き憶おくが閃ひらめいた。

　高天の廃はい村そんで得え体たいの知れない者どもと向き合ったあのとき。深く暗い海の底に落ちた〝正体不ふ明めい〟を見つけ出すにも等しい約束をした。その約束とは────

「……いいえ、反しません。なぜなら」

　広人は天てん狗ぐたちとの会話を思い起こし、広人は懸けん命めいに語を継いだ。

「もう一柱の神の座を探し出して天狗たちに返すこと。ねこがみさまと俺おれの家族を返してもらう交換条件は、それだけでした」

　意い表ひようを衝つかれたとばかりに、みっちゃんのレンズの奥の瞳ひとみが大きく見開かれる。

　しかしすぐに彼は眉まゆを険しくひそめ、唾だ棄きするように広人にいった。

「天狗たちが納なつ得とくするはずがない」

「させます」

　広人は間かん髪はつ容いれず力強く答える。

「天神たるあなたを少しでも納得させられたんです。俺は、やってみせます」

　二人はにらみ合う。梅ばい園えんに緊きん迫ぱくする空気が満ちる。

「ならば、もしもこの地にあるはずのもう一柱の神体が見つからなければどうします。そのときは、ねこがみを返さなくては天狗どもは納得しないでしょう」

「……分かっています。そのときは」

　みっちゃんの容よう赦しやない追及にも、広人は臆おくせず答えを返した。

「俺はすべての人とつながりを断って、ねこがみさまとともに高天たかまの地へ移ります」

「そんな、広ひろ人と!?」

　ねこがみさまの驚きの声にもかまわず、広人は語を続ける。

「ねこがみさまは俺おれの隣となりが居い場所だっていってくれたんだ。だったらそれを守るために、俺がねこがみさまのもとへ行きます」

　広人がそれをいい終わったときだった。

　ふっと背中にあった感かん触しよくが消えた。支えがなくなった気がして覚えず体が傾き、はっと広人は振り返った。

「……ああ！」

　みことの悲鳴が響ひびく。

　ねこがみさまの体は薄く、向こう側が透すけていた。

　彼女は透き通る自分の両手を呆ぼう然ぜんと見つめ、必死に抱きつこうとするみことを見下ろし、それから広人に視線を戻す。

　愛らしい唇くちびるが動く。広人、と呼んでいるようだが声は聞こえない。

　広人は手を伸ばした。ねこがみさまも伸ばす。だがその手は触れ合わず宙で空から振ぶりする。

「見なさい。君の認にん識しきの揺らぎがねこがみの存在を危うくしたのです」

　みっちゃんの声に背を打たれ、広人は首をねじって背後を見やった。

「認識の……揺らぎって」

「ねこがみの存そん在ざい意義はなんでしたか。君の〝神〟たることではありませんでしたか」

　あ、と広人は大きく口を開ける。

「君がねこがみを〝神〟であると否定した結果が、それなのですよ」

「……！」

　広人を後こう悔かいと絶望が打ちのめす。

　やはり、自分の想おもいを認めたことがねこがみさまの存在を消そうとしているのか──感情を殺してせめて言葉だけでも〝神〟だといい続けていればよかったのか……。

「ねこがみの身は変容しつつある。ただ消えるならばよし、さらなる災さい厄やくを引き起こす荒あら魂みたまとなればもはや私も看かん過かはできない」

「みっちゃ……やだ、やめてよっ！」

　耀あき姫ひめの悲痛な叫びも顧かえりみず、みっちゃんは太刀たちを握り直し、再度広人たちに向ける。

『ようよう調ちよう伏ぶくが叶かないそうじゃな』『ではこれで終しまいじゃ』

　梅うめの木の根元で土と地ち神がみたちがつぶやく。長ちよう衣いの老人が指を振ると灰はい色いろの煙が生まれて無数の犬の形を取り、広人たちの周囲を取り巻いた。

　他の二人の老人も白い紙垂しでを下げた玉たま串ぐしを掲かかげ、祓はらう準備を整える。

　打ちひしがれつつも広人は消えかけたねこがみさまと、そしてみことをかばい両手を広げる。虚むなしい行為と分かっていながら、二人を守ることにすがるように。

「私の夫に何をするぅう───っ！」

　突とつ如じよ、緊きん迫ぱくの空気をぶち破って頭ず上じようの梅うめの枝から大きな物体が降ってきた。

　縦たてに長くて丸くて太くて茶色くて、手足もないのになぜか中央に顔がついていて、得え体たいも正体も知れない謎なぞの〝物体〟としかいいようがないもの。

「まさか………………なんで………………部長？」

　広ひろ人とは脱だつ力りよくしきった声でつぶやいた。

　間違いなく中央についている顔は部長だった。謎の〝物体〟着ぐるみ部長は広人たちを守るように堂々とみっちゃんと灰はい色いろの犬たちの前に立ちはだかって、

「私の夫に手を出す貴き様さまら、覚かく悟ごしろ！　犬も歩けば───っ!!」

　といったかと思うと大きく前へ、

「ぼ───────────────────っ[image: ]」

　どご────んっ。

　と地じ響ひびき＆土つち煙けむりを上げて見事にぶっ倒れた。

　……静まりかえる全存在。

　あっ、それ「棒ぼう」だったのか！

　と合が点てんがいったとき、参さん道どうの石いし畳だたみを騒そう々ぞうしく食はむ音が近づいてきた。

「……広人、ねこがみさま───っ！」

　遠くから呼ばれて広人は振り返り、そして大きく目を剝むいた。

「かっ、春日かすが!?　春日までいったい……」

「グランパレス有あ里り間まを取り壊こわしなんて、私がさせないから！」

　なんと、梅の木々の梢こずえの向こうに見上げる大きさのクレーン車が現れた。

　助じよ手しゆ席には美み薫か。運転しているのは女性で、顔が似ているところを見ると母親らしい。

「私が結婚を受け入れたら立ち退のきは中止っていったのに、お父とう様ったら許せない！　しかも菅すが原わら先生と結けつ託たくして広人に立ち退きを吞のませようなんて！」

　美薫が助手席から身を乗り出して叫ぶ。

　誤ご解かいに誤解を重ねて彼女の認にん識しきは明明後日しあさつての方向に行ってしまったらしい。

「鰹かつお屋や君、母として娘むすめの恋こい路じは応おう援えんしますからね～」

「マ、ママ！　要いらないこと口走らないで！」

　美薫とその母親はタイヤの音にも負けない大声でいい合った。

「広人様、ここでしたのね！」『広人さん、大だい丈じよう夫ぶ!?』「広人、無事なのよ」「広人先せん輩ぱい、心配してました！」「広人さぁん、ユキメですぅ」「まさか陰いん険けん眼鏡めがね神の罠わななんてね。広人クン、間に合ったかな」「広人様、ご無ぶ事じでございますか！」「ぐるにゃぉーん」

　クレーン車の荷台からみんなが現れた。モサコさんも守もり宮みやに抱かれて一いつ緒しよである。

　広人は呆あつ気けに取られながらかろうじて訊きいた。

「み、みんな……どうしてここに……」

「前々から夜や刀とはみっちゃんを怪あやしいと思ってたのよ。だから」

　夜刀が差し出す手のひらに小こ蛇へびが現れる。

「車が離れる前に、ちょっと眷けん属ぞくを忍しのばせておいたのよ」

『朝からずっと電話もメールも通じないからおかしいなって。だからミミさんの提てい案あんで、部長の協力でみんなに招しよう集しゆうかけたんだ。ほら！』

　ひかるが後方を指し示すと、参さん道どうを大型バンがやってくるのが見えた。

「広ひろ人とくぅ～ん、助けに来たよ！」「社長、箱はこ乗のり止やめてください！」「一体ここで何があるんです？」「こんな場所でイベントがあるなんて聞いてませんけど」

　涼りよう子この叔母おばでイベント会社社長の恭きよう子こが、社員の女性たちを引き連れてバンに乗りこんでいる。恭子は窓から身を乗り出し腕を振り回して大はしゃぎだ。

「やだ、昔の血が騒さわいじゃう！　構わないからがんがん飛ばせ～っ！」

　可愛かわいい顔して恭子叔母さんどんな過去だったのか、と広人は血の気が引いた。

「も～う、夜の仕事なのに朝から狩り出されて肌はだ荒あれしちゃう」

「鰹かつお屋やくん、お嫁よめさんのおにくちゃん連れて来たよっ」

　今度は派は手でな髪かみ型がたのセクシーなお姉ねえさんたちがのんびりと歩いてきた。お姉さんたちはそれぞれ着ぐるみのちびっ子たちと手をつないでいる。

　広人は呆ぼう然ぜんと見つめるばかり。そういやあんな嫁候こう補ほもいましたっけね……。

「旦だん那な様、金きん狐こメイド部ぶ隊たいただいま馳はせ参さんじました！」「ミシュリーヌ様から緊きん急きゆうのお電話をいただき、部隊のメンバーを集められるだけ集めてまいりました！」

　とどめとばかりに大型ＳＵＶ車を駆かって、メイド部隊が登場する。銘めい々めい短機き関かん銃じゆうのみならず、修しゆ羅らの街ばりにロケットランチャーまでかついで完全武ぶ装そう。

　勢せい揃ぞろいした一同は梅ばい園えんを囲んで、シュプレヒコールを上げた。

「広人さんを放せーっ」「ねこがみさまを解放しろーっ」「鰹屋家けから手を引けーっ！」

　広人はただもう呆あつ気けに取られるしかない。

『な、なんじゃ、なぜに妖あやかしだけでなく普通の人間たちまで……えい、仕方ない』

　土と地ち神がみである長ちよう衣いの老人が手を振ると、広人を囲んでいた灰はい色いろの犬どもはゆっくりと消え去った。他の老人二人も戸と惑まどい顔で玉たま串ぐしを下ろす。

　太刀たちを掲かかげていたみっちゃんも渋しぶ々しぶといった風ふうに太刀を下ろした。

　みっちゃんが張っていた結けつ界かいが消えたのか、広人の体のしびれも消えている。

「いかがかしら」

　クレーン車の荷台でミミが得意げに胸を張って金の髪かみをかき上げた。

「広人様たちだけ狙ねらって他に害を及ぼさないよう結界を張る、なんて理由は分かりませんでしたけれど、それなら大おお勢ぜいを巻きこめば思うように動けないと思いましたの」

「ちょっと、やり過ぎだし！　クレーン車なんて参さん道どうの石いし畳だたみが割れるし！」

　耀あき姫ひめが憤ふん然ぜんと抗こう議ぎするが、結局は「もう！」といって笑い出す。

「はは……は……」

　引きつる顔で広ひろ人とも笑った。しかしすぐにそれは満まん面めんの笑えみに変わる。

「みんな……、みんな、ありがとう!!」

　広人が両手を広げて手を振ると、皆もわあっと歓かん声せいを上げて手を振り返した。




　ねこがみさまは一歩後ろから、胸迫る想おもいでその光こう景けいを見ていた。

　体は消えかけていたけれど、多くの者たちが広人のために駆かけつけ、力を尽くしてくれるのを目まの当たりにしていた。

〝……人間にはね、ちゃんと自分で幸せになる力があるんだから〟

　高天たかまの地で聞いた耀姫の声を思い返す。

　ああ、そうだ。広人は自分の力で、こうして多くの人々を引き寄せたのだ。

　その優しさと強く広い心で、出会った人たちに手を差し伸べ、心を傾けさせたのだ。

〝……俺おれの、大好きな……ひとなんだ〟

　あの言葉だけで充分。あの言葉をもらえただけで、この身が潰ついえても惜おしくはない。

〝いつも誰だれかの声がして、にぎやかで、あんな風ふうな家に……ずっとあこがれてるんだ〟

　──広人。そなたの願いは、自らの力で叶かなえたのですね。

　薄れゆく体で、ねこがみさまはふわりとほほ笑んだ。

　消える前に、あるいは荒あら魂みたまに変容してしまう前に、成さねばならないことがある。

「……広人」

　呼びかけると、はっと広人が振り返った。

「広人は、ご神しん体たいが見つからねばすべての者たちとつながりを断って、われとともに高天の地へ移るというてくれました。でも……それはいけないのです」

「ねこがみさま……？」

「こんなにもたくさんの者たちが広人を慕したい、助けになってくれるのです。そのつながりを断ってはなりませぬ。広人を愛する者はわれだけではないのです」

　──もう大だい丈じよう夫ぶ。もう決して、広人は一人にはなりませぬ。

　ねこがみさまは透すき通る胸に両手を当て、目をつぶる。

　広人と過ごしたにぎやかで楽しい日々。広人と巡った美しく鮮あざやかな季節。

　そして自分にかけてくれた、温あたたかで優しいたくさんの言葉……。

「願いひとつ叶えることも、幸せにすることもできぬ〝神〟でしたけれど、ありったけの力で広人はわれを幸せにしてくれました。その喜びを返しましょう」

　この幸せに報むくいたい。アメノウズメの幸さき魂みたまたる己おのれができる最後のわざで──

　ねこがみさまは目を上げる。

　不安げな顔でこちらを見返す広ひろ人とを、優しく見つめ返す。

「誰だれもが、心より広人を想おもっておりまする。ゆえに広人も、自分を愛する者を愛してやってほしいのです。そしてその者たちとどうか……どうか」

　夏の陽ひ射ざしのもとで満開に咲く向日葵ひまわりのように、ねこがみさまはほほ笑えんだ。

　それは誰もが心奪うばわれずにいられない、この上なく可愛かわいらしい笑顔だった。

「……いつまでも、幸せに」

　そういうと、ねこがみさまは銀ぎんの髪かみをひるがえしてくるりと回った。

　次の瞬しゆん間かん、その体は光り輝いたかと思うときらびやかな十じゆう二に単ひとえの姿すがたに変わる。

　だがそれは以前見た成長した女性ではなく、耳はないがねこがみさまそのものだった。

　長い銀の髪、目にも綾あやな色重ねの裳も裾すそ、額ひたいには陽ひの光にきらきらと輝く金きん釵さ、七色の領巾ひれ……現れたのは神こう々ごうしくも愛らしい女め神がみ。

　たおやかな手には五ご色しきの飾り紐ひもを垂たらした神楽かぐら鈴すず。




「ねこがみさま……」

　広人の唇くちびるからつぶやきが落ちる。温あたたかな笑みをねこがみさまが返す。

　皆と広人が見ている前で、ねこがみさまは領巾をはためかせて舞う。

　空にたなびく彩さい雲うんのごとく領巾が優ゆう美びにひらめく。

　幾いく重えにも色を引いて重なる裳裾と袖そでが艶あでやかにひるがえる。

　金の神楽鈴を振り、飾り紐をなびかせ、銀の髪の女神は舞い続ける。

　目にするだけで心洗われ、陶とう然ぜんとさせる舞まいを。

　声もなく皆は見み惚とれる。土と地ち神がみも、天てん神じんでさえただ無言で見つめている。

　広人も同じだった。他のすべては消えて、いまの状況も忘れて、目の前の艶やかで幽ゆう玄げんな美しい光こう景けいに身も心も魂たましいも奪うばわれていた。

　皆が見惚れる中、最後にねこがみさまは高く神楽鈴を掲かかげ、大きく打ち振った。

　──リィン……！

　清すが々すがしい、すべてを清める音ね色いろが空と世界に響ひびき渡った。




　静せい寂じやくが訪れる。葉ずれの音一つなく、辺りは静まりかえっている。

　ねこがみさまは神楽鈴を手に、広人に向き直った。しばし二人は見つめ合う。

　広人は何かをいいたかった。伝えたかった。だが狂おしい想いばかりがこみ上げて、意味のある音にも声にも言葉にもならなかった。

「だめだ……」

　やっとそれだけを口にして、広人は呆ぼう然ぜんと首を振る。

　ねこがみさまはただ、慈じ愛あい深い笑えみを返す。

　満足げで──けれど透すき通るほどに儚はかなげな、すべてを悟さとったような笑みを。

「だめだ、ねこがみさま！」

　広ひろ人とはたまらず叫んだ。腹の奥底から激しい感情が突き上げた。

　しかし駆かけ寄る前に目の前でねこがみさまの体は静かに──静かに消えていく。

「ねこがみさま……みことも」

　みことが小さな手を差し伸べる。ねこがみさまがそれを見て身をかがめ、手を伸ばす。

　ねこがみさまと幼おさな子ごは手を取り合い、そして──ささやきが聞こえた。

〝皆と幸せに……それが、われの願いです……〟




　ふいに光が散った。花びらが散るように。




　きらきらと光は宙に舞い、やがて消えて、その後には緑みどりの梢こずえに縁ふち取どられた青空が残った。

　ねこがみさまも、そしてみことも、どこにもいなかった。

「…………ね」

　広人はふらりと一歩前に出た。伸ばした手の先には空からっぽの空間しかなかった。

　ふいに目め線せんが下がる。膝ひざの力が抜けたのだと自覚することもできず、地にくずおれたまま広人は空くう疎そな想おもいで目の前の何もない空間を見つめた。

「そんな……」

　背後で耀あき姫ひめの声が聞こえた。

「なんで！　なんでよ、みっちゃん！　どうしてよ、どうして馬ば鹿か猫ねこが消えるのよ……！」

　みっちゃんの返事は聞こえない。かすかに太刀たちを鞘さやに収める音がした。

　耀姫がわななく声で言葉を重ねる。

「まさか……そうだったの？　狙ねらってたの!?　自分で自分を消させるのを!?」

　は、と広人は膝をついた姿勢で首をねじる。

　みっちゃんの冷静な表情は変わらない──いや、かすかに、レンズの奥のまなざしには痛ましそうな色が浮かんでいる。

　だからといって、広人の空くう虚きよな胸の内が満たされるわけではなかった。

　ねこがみさまは消えた。どこにもいなくなった。この世界から消えたのだ。

　まるで、最初からいなかったかのように……。

　そう思った瞬しゆん間かん、広人の視し界かいがぐらりと傾かしいだ。

　誰だれかが名を呼んでいる気がしたが、その声が誰かも分からない。

　周囲はゆっくりと暗くなり、そしてすべては夜の訪れのごとく闇やみ一色になった。




「…………ただ……い……？」

　口にした言葉に、はたと広ひろ人とは意識を取り戻した。

　そこは見慣れた自分の家の玄げん関かんだった。グランパレス有あ里り間ま一○一号室。

　玄関は狭く薄うす暗ぐらくて、ベニヤの化け粧しよう板いたが剝はがれた靴くつ箱ばこがすぐ脇わきにある。廊下は細く、行く手にある部屋からは外の陽ひの光が漏もれるだけで、誰だれの声もしない。

　広人はぼんやりと靴を脱いで廊下をたどる。

「……にゃぉーん」

　とっとっと、と奥からデブ猫ねこモサコさんが歩いてきた。

　それをよいしょ、と抱き上げて広人は六ろく畳じよう一ひと間まに足を踏み入れる。




　誰もいなかった。




　使い古したタンスの上には亡なき祖そ母ぼの霊れい璽じが納められた白しら木き造づくりの祖そ霊れい舎しや。

　窓には古びて黄きばんだレースのカーテンがかかるだけで、透とう明めいな窓ガラスの向こうは見慣れたアパートの前庭。射さしこむ陽の光が皮ひ肉にくなまでに明るい。

　空からっぽの部屋。空っぽの空間。広人とモサコさんしかいない一○一号室。

　広人はモサコさんを抱いて、ゆっくりとその場に腰を下ろした。

　こんなに広かったのか。こんなにもがらんどうで、何もなかったのか。

　誰の声もない部屋。誰の気け配はいもない場所。自分とモサコさんしかいない家……。

「……全部、夢だったんだなあ」

　ぽつりとこぼした言葉が畳たたみに落ちる。

　広人は無言でまぶしい外を見つめた。すべてが幻まぼろしで、すべてが夢で、あの楽しくて幸せな日々の何もかもが全部、全部何もなくなっている。

　それはあまりにも途と方ほうに暮れるできごとで、現実感も何もなくて、だからどんな感情も湧わいてこなかった。この部屋の中のように自分が空っぽに思えた。

　広人はなす術すべもなくただその場に座りこみ続ける。

　外の陽ひ射ざしは静かに傾き、少しずつ弱くなり、夕暮れへと移りゆく。

「……ぐるにゃーぅ」

　膝ひざの上のモサコさんが広人を見上げてか細く鳴いた。

「え……ああ、ご飯はんかな。そうだな。お腹なか空すいたよな」

　広人自身はまったくお腹が空いていなかった。誰もいないのに一人で食べる気にもなれなかった。だがモサコさんの食事は出してやらなければ。

　モサコさんを降ろして立ち上がる。が、重みでしびれた足のせいで体がよろめいた。

「うわ、わ……」

　ずんごろどが────────────────んっ[image: ][image: ]

　いきなり背後の押し入れのふすまが派は手でな音を立てて倒れた。

「なっ、ななっ、なにっ!?」

　あまりの衝しよう撃げきで広ひろ人とはその場に尻しりをつく。なんと押し入れの中から夜や刀と、ミミ、ユキメ、姫ひめ華か、守もり宮みやが折り重なって雪崩なだれ出てきたのだ。

「広人！」「広人様!?」「広人さぁん！」「広人クン!?」「広人様……！」

　五人は呆ぼう然ぜんとしている広人に這はい寄り口々に尋たずねる。

「なんでここに夜刀たち戻ってるのよ？」「そうですわ、梅ばい園えんにいたはずでしてよ」「クレーン車に乗って神じん社じやに行ったんですよねえ」「瞬またたきして気づいたら、あんな狭苦しいところにいたんだよ。どういうこと？」「まったく不ふ可か解かいなことでございま……」

「広人、広人っ！　帰ってる!?」

　突とつ如じよ守宮の言葉半なかばをぶっちぎって美み薫かの呼び声が響ひびき渡った。

　鍵かぎのかかっていない玄げん関かんから「ごめんなさい、失礼します」という一声がして、廊下を駆かける音の後に息を切らせた美薫が飛びこんできた。

「広人、広人……何があったの、これってどういうこと!?」

「どう──って」

「気づいたら家に帰ってて、お父とう様から縁えん談だんは破は談だんになったっていわれたの。どうも素そ行こうが不ふ審しんで調査したら、あちらのお宅たくが経けい歴れきから何から全部偽いつわってたらしくて」

「え、えええ!?」

「何がなんだかさっぱり分からない。でも……でも」

　美薫は広人の前にぺたりと座りこむと、ふいに目を潤うるませた。

「よかった……広人以外のひとのところにお嫁よめに行かなくて……済んで……」

「春日かすが……」

　胸にしがみついて泣く美薫の肩を抱いて広人は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「ちょっと───っ、広人さあんっ！」「わああああっ!?」

　いきなりいい雰ふん囲い気きをぶち壊こわして窓が開いたかと思うと耀あき姫ひめが乗りこんできた。

「あのね、あのねっ、力が……神じん通つう力りきが戻ってるの！」

「え……ほ、ほんとですか？」

「どうしてだか分かんないけど、ほら！」

　耀姫が手を伸ばすと急に風が巻き起こり、レースのカーテンを大きく巻き上げた。

「広人さ──んっ！　いる!?」「広人先せん輩ぱい、いらっしゃいますか!?」

　驚いたことに、生なま身みのひかると、そして息せき切ったあやのまで窓から顔を出した。その後ろにはひかるの母、甚じん右衛門えもんとメイド長ちようの桂かつら木ぎの姿すがたまで見える。

「広人さん、広人さん……体からだ元に戻ってた……あたし、もう生き霊りようじゃないぞ！」

「鰹かつお屋や君……ひかるが戻ったよ……こんなに元気になったよ……」

　涙ぐむひかるの母に、ひかるも涙を浮かべて抱きついた。

「お祖母ばあ様が態度を改めてくださったんです。土と地ち神がみから広ひろ人と先せん輩ぱいに関わるなって止められていたんだとかで。でも、もうわらわの自由にしていいって！」

「さようでございます。これで晴れて旦だん那な様のところへ入り浸びたることができますぞ！」

「ええ、姫ひめ様のために私も嬉うれしゅうございます」

　甚じん右衛門えもんや桂かつら木ぎは心からの喜びも露あらわにうなずいた。すると、

「鰹屋ぁああああ────────っ！」

　……まあ、この人はお約束だな。と広人が諦てい観かんをこめて窓を見るともちろんそこには、

「あれ、部長が制服？　着ぐるみじゃなくて……あれ？」

「何が制服だ、私は全世界を征せい服ふくする女だぞ！　ではなくてなぜ私は家にいたのだ！」

「広人君、ここにいたのだね」「広人様、美み薫かさん……」

　玄げん関かんから榊さかきが花はな筐がたみを抱いてやってくる。その後ろには着物姿すがたの筺はこが付き従っていた。

「気づいたら屋や敷しきにいて……どういうわけか、筺がそばにいたんだ」

「美薫さん……筺はまた、美薫さんのおそばに行ってもいいでしょうか」

「筺さん……」

「筺は、美薫さんにお花を生いけてほしいんです」

　にっこりとほほ笑えむ筺の手を、美薫は涙を浮かべて握りしめる。

　その間も続々と恭きよう子こ叔母おばさんやその社員や、プール取しゆ材ざいのときに世話になった雑ざつ誌し社しやの女性たちや、キャバ嬢じようのお姉ねえさんたちや着ぐるみの子どもたちも押しかけてくる。

　立て続けの好転に広人はどう反応していいのか分からない。

「これって……どうして、こんな」

　ふと広人の脳のう裏りに、ねこがみさまのほほ笑えみと優しい声がよみがえって浮かんだ。

〝皆と幸せに……それが、われの願いです……〟

「は……そうか、そうなのか……これがねこがみさまのわざ……なのか」

　ねこがみさまの力で現れた皆が、ねこがみさまがいなくなっても存在すること。美薫の結婚が取りやめになったこと。ひかるが元に戻り、あやのも祖そ母ぼと再び和解したこと。

　どれもこれも、人に幸せをもたらす〝幸さき魂みたま〟のねこがみさまの奇き跡せきなのか。

　みんながいて、みんな幸せで──だけど、ねこがみさまだけいない。広人は、泣けばいいのか笑えばいいのか分からなかった。だから両方するしかなかった。

「広人!?」「広人さん？」「広人様！」「だ、旦那様!?」

　皆から口々に名を呼ばれる中、広人は涙をあふれさせながら笑った。

　なんて都つ合ごうのいい奇跡なんだよ、ねこがみさま。だけどこれ以上ない奇跡だよ。

　だったら、今度は俺おれがねこがみさまの頼みを叶かなえる番だ──





☆★☆






「それはどういう意味だね、鰹かつお屋や君」

　新学期が始まり、一ヶ月ほどたった十月初しよ旬じゆん。

　広ひろ人とは美み薫かの邸てい宅たくの応おう接せつ間まで、その両親と向き合っていた。

　コの字型ソファの対面に座るのは美薫の父。激げつ昂こう寸前の赤い顔で太い眉まゆを吊つり上げている。母親はその隣となりに座り、美薫は三人の中央に腰かけていた。

　美薫も母親も静かな面おも持もちでおり、父親だけが感情も露あらわに広人に怒ど鳴なる。

「美薫と一いつ緒しよに暮らしたいだと？　未み成年のくせに結婚するとでもいうのか！」

「いいえ、結婚はしません」

　頰ほおに大きな絆ばん創そう膏こうを貼はった広人は、真まっ直すぐに父親を見み据すえてはっきりと答えた。

　その言葉で噴ふん火か寸前になる父親がわめき出す前に広人は言葉を継いだ。

「家族になりたいんです、彼女と」

　一いつ瞬しゆん、父親は大きく口と目を開いた。

　空が落っこちてきたとしてもここまで驚かないだろうという驚きぶりだった。

「か……家族？　結婚もしないのに一緒に暮らして家族だと？　ふざけるな！」

　ついに父親は怒り心しん頭とう、ソファから立ち上がって応接間の扉とびらを指し示した。

「子どものくだらん戯ざれ言ごとを聞く暇ひまなどない。出ていけ。娘むすめもそんなふざけたいい分を受け入れるはずがない。そうだろう、美薫！」

「ええ、そうね。お父とう様」

　美薫は冷静な口く調ちようで答えると立ち上がった。

「……普通だったら。でも広人もあたしも、たぶんちょっと普通じゃないんだわ」

「美薫？　おまえ、どうしたんだ……美薫？　美薫！」

　うろたえる父親を尻しり目めに美薫は広人の手を取った。

「じゃあ、行きましょう。広人」

　広人はうなずくと腰を上げ、父親に丁てい寧ねいに一いち礼れいする。

「聞いてくださってありがとう。またご挨あい拶さつに来ます」

　といって二人は、茫ぼう然ぜん自じ失しつの父親と含み笑いで見送る母親を後に連れ立って部屋の外に出ると、扉の陰に置いた美薫の荷物の入ったカートと花はな筐がたみを手に玄げん関かんへ向かう。

　門の外に出るまで広人は身を強こわ張ばらせていた。

　いまにも後ろから激昂した父親が追いかけきて殴なぐられそうな気がしていたので。

　しかし何事もなく二人は邸宅を出て道を歩き始める。だいぶ離れてからほっと広人は肩の力をゆるめた。そして美薫とつないだ手が汗あせばんでいるのに気づいた。

「あ、ご、ごめん。強く握りすぎた」

「別にいいわよ。ほんと、変なこと気にするんだから」

　美み薫かは道の端はしで立ち止まると、手を離して広ひろ人とを見上げた。

「いったでしょ、お父とう様が聞くわけないって。あんな馬ば鹿かげたこと」

「うん。もちろん俺おれも聞いてもらえるとは思ってなかったよ」

「あたしだって聞くと思ったの？」

　綺き麗れいな眉まゆを吊つり上げ、美薫はきつい声こわ音ねでいった。

「結婚はできない、だけど嫁よめとして家族として一いつ緒しよに暮らしたいだなんてとんでもなくふざけてるわ。それも……ねこがみさまの残した願いを叶かなえるために、なんて」

「そうだね」

「あたしのこと馬鹿にしてるって思っても当然でしょう」

「うん。そう思われても仕方がないよ」

「あなたが消えたねこがみさまを想おもってるのは……分かってる」

　ふっときつい表情を収め、美薫は哀かなしげに目を伏せた。

「一番になれないって分かってるのに、私が『うん』っていうと思ったの？」

「うん、っていってもらえるまで頼むつもりだったよ」

　広人の穏おだやかな、そして実直な声音に美薫は目を上げる。

「身み勝がつ手てだと思う。利り己こ的だとも思う。だけど、それでも」

　美薫の想いの底を見つめるようにその瞳ひとみを見つめ、広人は心よりの言葉を告げた。

「俺は、美薫と家族になりたいんだ」

　しばし二人は歩道の中央で見つめ合う。声もなく、音もなく、言葉もなく。

「……ばか広人。本当に迎えにくるなんて」

　ふわりと美薫は表情を柔らかくしてほほ笑えんだ。かすかにその瞳は潤うるんでいる。

「ちゃんと、大事にしてよね」

「大事にするよ」

　広人は優しいまなざしと、温ぬくもりのある声でいった。美薫は「ばか」とつぶやいて指先で目の端はしをぬぐい、それから明るい表情でいった。

「だいたい、そんなとんでもないこと真ま面じ目めにいうなんて頭がおかしいと思われるだけじゃない。その頰ほおだってひかるさんのお母かあ様に殴なぐられたんでしょう？」

　広人は笑いながら絆ばん創そう膏こうを貼はった頰を押さえる。

「殴られてないよ。ぐーで引っぱたかれたんだよ」

「それを殴られたっていうの！　でもひかるさんはもう家にいるのよね」

「ああ。昨日きのうの夜に『家出してきた』ってやってきた」

「あやのさんはスムーズに行ったの？」

「あちらはほら、妖あやかし一族だから。人間の常じよう識しき外だよ」

　広ひろ人とは苦く笑しようして答える。

「その日のうちに大おお仰ぎような荷物と一いつ緒しよに甚じん右衛門えもんとメイド部ぶ隊たい連れて越してきたよ。いくら家が大きいからって、無む茶ちやすぎるよなあ」

「でも部長一人に比べたら大したことないんじゃない」

　美み薫かはつんと冷たく笑っていった。

「部長も即そく答とうだったんでしょ。あのひとも人じん外がい同然だもの」

「まあ、ね。部活の後に話をしたら真まっ赤かな顔して、『貴き様さまの気が変わらない内に初しよ夜やだ』って保健室に連れこまれそうになっ……」

　少々露ろ骨こつな話になって二人は同時に顔を赤くして黙だまりこむ。

「ほんと、ばか広人。ばかな……ばかなあたし。ばかなあたしたち！」

　美薫は綺き麗れいな顔を朱あけに染そめながらも、嬉うれしそうにそうつぶやいた。

　二人は再び手をつなぎ、幸せな笑えみを浮かべて歩き出した。

　歩き続ける途と中ちゆう、グランパレス有あ里り間まの前を通り過ぎる。敷しき地ちは工事中の立て看かん板ばんが置かれ、ロープが張り巡らされていた。

　広人たちはその前を通り過ぎ、長い長い道のりを経て、やがて川かわ縁べりの道に出た。橋の向こうに榊さかきの大きな屋や敷しきが見えてくる。

　入り口の木き戸どに手をかけて、広人は古い屋敷を見上げる。

　グランパレス有里間の取り壊こわしが決定したあと、広人は榊に頼みこみ、皆とともにこの屋敷に住まわせてもらうことになったのだ。

　ここは、祖そ母ぼと暮らした馴な染じみ深いオンボロアパートではない。

　ねこがみさまや皆と暮らした思い出ある場所でもない。けれど……。

「広人様、お帰りなさいませ」

　前まえ庭にわを箒ほうきで掃はいていた守もり宮みやが頭を下げると、爽さわやかにほほ笑えんだ。

「春日かすが様を無ぶ事じお連れになりましたか。ようございました」

「無事かどうか分からないけどね。今日きようから美薫も一緒に住むよ」

「ますますにぎやかになりますな。さあ、中へ。皆様お帰りをお待ちでしたよ」

　広人は美薫と手をつなぎ、カートを引いて屋敷の中へと歩む。

　玄げん関かんの扉とびらを開けると、一いつ斉せいに「お帰りなさい」という声に出迎えられた。

　駆かけ寄るみんなに「ただいま」といいながら、広人はしみじみとこう思う。

　家は、建物ではない。

　大事な人たちが、家族のいる場所が、自分の〝家〟なのだ──と。

　そして改めて、一番に大切に思う相手が欠けていることに、一人ひっそりと胸を痛めた。




　季節が巡り、ねこがみさまと出会ってから一年後の二月が来る。

　広ひろ人とは美み薫かやひかるやあやの、そしてやはり押しかけてきた耀あき姫ひめと皆で高校に通っている。生せい活かつ科学部ぶの部長を引き継ぐことが決まり、涼りよう子こからレクチャーされる毎日だ。

　あれから高天たかまの地は静かになった。みっちゃんは臨りん時じ講こう師しを続けているが、広人たちとは格かく別べつ接せつ触しよくはない。土と地ち神がみたちもすっかり身をひそめている。

　平へい穏おんな日々である──ねこがみさまが消えた寂しさ以外は。




　川沿いの桜さくら並なみ木きの道を、寒かん風ぷうを突っ切って広人は自転車で走り抜ける。

　すでに時じ刻こくは夕方間ま近ぢか。辺りはすでに暗くなりつつある。

　部活の引き継ぎに思いの外ほか時間がかかってしまった。マフラーに顔を埋うずめ、自転車のペダルを思い切り漕こぎながら、広人は家で待っている皆に思いを馳はせる。

　明日あしたは祖そ母ぼが亡なくなってから二年目の命めい日にち。

　仏ぶつ教きようでいう三回忌きに当たるが、神しん道とうでは亡くなってから三年目を三年祭として正式に御み霊たま祭まつりを行うので、今年は格かく別べつ大きな祭さい儀ぎは行わず家族だけでひっそり弔とむらうつもりだった。

「あれ？」

　ふいに行く手に小さな白い影がよぎる。

　あわてて自転車を停めるとそれは真まっ白しろな子こ猫ねこだった。

　子猫は川かわ縁べりの道の真まん中なかでちょこんと座っている。光の加か減げんか毛並みが銀ぎん色いろに見えた。

「おまえ、そこにいたら危ないよ。この道は車だって通る……あっ」

　子猫は身をひるがえし、土ど手ての草むらに消えた。

　広人は気になって道の端はしに自転車を停め、土手に歩み寄る。

「あ──お久しぶり、です」

　冬枯がれで裸はだかになった桜並木の下に、ぼんやりとした人ひと影かげが立っているのが目に入った。それは作業着ぎ姿すがたの中ちゆう年ねん男の地じ縛ばく霊れいで、足あし元もとにはさっきの白い子猫がうずくまっている。

『……ああ』

　川かわ面もを見つめていた霊は振り向いた。

　夕ゆう闇やみに紛まぎれてだいぶ見えなくなっている霊の姿に、そういえばよくこうやって川を見下ろして立つ霊と亡き祖母は話をしていたな、と思い出す。

『……彼女は、どうしたのかな』

「彼女……」

『いつも君が後ろに乗せていた、銀の髪かみの彼女だよ』

　ねこがみさまのことですか、といいかけて広人はいいよどむ。本当は名を呼ぶことすらいまだ辛つらかった。思い出すだけで寒風に身をさらすような心地ここちがした。

「……俺おれを迎えに来てくれた大切なひとは、いなくなってしまいました」

　広ひろ人とは目を伏せる。冬の風に吹かれてなびく枯かれ草が目に入る。

　それだけいって、広人は黙だまっているつもりだった。

　だが、誰だれにも話せず抱えてきた想おもいはあまりに大きくて、一つ言葉を口にしたらあとは止まらず転げ落ちるかのごとくあふれ出てきてしまった。

「俺おれは、この暮らしがねこがみさまの最後のわざのおかげだって、感謝してます。もちろん、家族の皆も同じです。にぎやかで、楽しくて、いつも笑い声が楽しくて……でも」

　広人は寒さむ々ざむしい川かわ面もを見下ろす。

　にゃー、というか細い子こ猫ねこの声が、冷たい風に乗って耳に届いた。

「誰もが、ねこがみさまを恋しがってる。みことちゃんまで消えたことを哀かなしんでる。いつも皆の真まん中なかにいて、俺たちを明るく照らしてくれたねこがみさまがいないことが」

　広人は背負ったリュックの紐ひもを強く握りしめ、固く目を閉じた。

「……辛つらいんです」

　つかえていた想いは大きすぎて、吐き出すには渾こん身しんの力が必要だった。

　だが吐き出したからといって楽になれるわけではなかった。

　むしろいっそう、哀しみの重さが増しただけだった。

『……少し、話をしてもいいだろうか』

　しばしの後、霊れいがおぼろげな声こわ音ねで話し出した。うつむいていた広人は目を開ける。

『昔ね……私は罪を犯したんだ』

「罪……って……」

　広人が問い返すと、霊はゆっくりと顔を向けた。

　いつもうなだれていたからしょぼくれたように思っていた中ちゆう年ねん男の霊は、真ま正しよう面めんから見ると意い外がいに誠せい実じつさと優しさのあふれる好ましい顔立ちだった。

『生まれてくる子どもをね、神の宿る器うつわにしようとしたんだ』

「え……」

『それは、鎮ちん魂こん帰き神しんのわざという……』

　広人の記き憶おくの片かた隅すみを何かが刺し激げきする。

　なんだろう、聞いた覚えがある。何ヶ月か前に、それは、いったい……。

〝空を飛ぶ天あまの浮うき船ふねのわざ、己おのれの魂たましいを飛ばす離り魂こん分ぶん身しんのわざ、死者を蘇よみがえらせる反はん魂こんのわざ〟

　ふいに脳のう裏りに祖そ父ふの研究ノートを読み上げる榊さかきの声が響ひびき渡った。

〝神を我が身に宿す鎮魂帰神のわざ……〟

「────まさか」

　広人は大きく息を吞のんで霊を凝ぎよう視しした。

　そうだ、祖そ母ぼの妹のおけいは、祖父が家族をとても欲しがっていたといっていた。

　それは妻さい子しを失ったからではない。神を宿す器が欲しかったからなのか。

『だが、私が亡なきあと……おりんはそれを悔くやんだ』

　地じ縛ばく霊れい──広ひろ人とはいまや相手が自分の祖そ父ふであると確信していた──はうなだれる。

『息子むすこ、つまり君の父親に宿された神の力を封じた。だが、それを息子に気づかれ……秘ひ密みつ裏りに儀ぎ式しきを行い、今度は生まれたばかりの君に……神の力を移した。私が奪うばったご神しん体たいはすでに壊こわれていて、戻すことができなかったから』

「……それは」

　あまりの話に広人はとっさに言葉に詰まるが、すぐに息いき急せききって尋たずねた。

「なぜそんなことを？　なぜ自分でなく、俺おれの父とうさんに？」

『人の手に余る災さい厄やくを鎮しずめるために。私の故こ郷きようを救うために……。水が豊かで、山の恵みも豊かで、緑みどりあふれる私の村を、皆はどれだけ愛していたか……けれど哀かなしみも多かった』

〝神かみ隠かくしの逸いつ話わは、家族を亡くして嘆なげく人々を慰なぐさめるために生まれた……〟

　かの地で聞いた話が広人の耳じ朶だによみがえる。

『しかし私には神を宿すための霊れい能力がなかった。おりんの子なら……と』

　祖父の話に広人は様さま々ざまなことに合が点てんがいく。

　広人の父が広人を祖そ母ぼの手元に置いて顧かえりみなかったのは、自分と息子むすこになした両親の仕打ちへの憤いきどおりがあったからか。

　そして祖母のもとに赤あかん坊ぼうの広人を置いていかざるをえなかったのは、神の力を宿す息子を知識も何もない父の手には負えなかったからか。

「前の奥さんとお子さんを生き返らせるためでは、なかったんですか」

『イザナギとイザナミの世から、そんなことができた例ためしはない……イザナギとて死した妻を黄泉よみの国より連れ戻せはしなかった……』

「そうですね」

　広人は祖父の霊の隣となりで唇くちびるを嚙かみしめる。

　消えてしまったねこがみさま。それが死と同じなら、もう二度と会うことは叶かなわない。

『ずっと、おりんを愛してはいけないと思っていた……亡くした妻と子を忘れられずにいたから。だが、彼女に出会い、ともに日々を過ごし、私はやっと分かったのだ』

　祖父の霊の静かな声に広人は目を上げる。

　冬景げ色しきの透すける霊のまなざしは遠く、そして……、

『……愛は、増えるものだと』

　胸を打つほどに、愛いとおしげだった。

　広人は言葉がない。冬の河原かわらに立つ祖父の霊は夕ゆう闇やみに沈みそうなほど薄れている。

　いくばくかの間の後に、かすかな祖父の声が聞こえた。

『私が……故郷の村で亡くした娘むすめの名前は〝みこと〟』

「……!?　みことって……!?」

『君は私の犯した罪を背負い、さらにそれを自ら償つぐなおうとしてくれた……すまなかった』

　祖そ父ふの霊れいは静かに頭を下げる。深い謝しや意いと誠せい実じつさが現れる仕し草ぐさだった。

　ややあって祖父は身を起こすと、広ひろ人とに真まっ直すぐ目を合わせる。

『おりんがこの世を去って今日きようで二年。君も家族を自分の力で築き上げ、独ひとりではなくなった。もう、現げん世せに私がいる意味はない……』

　そういって、祖父の霊は穏おだやかにほほ笑えんだ。それは亡なき祖そ母ぼが自分を見るまなざしと似ていて、広人は胸がかきむしられるように痛む。

『君は幸せになるべきだ……さようなら……ありがとう』

　祖父の霊はふいにかき消えた。

　冬風が枯れ野に吹き渡る。広人は呆ぼう然ぜんと流れゆく川かわ面もを見つめる。

　祖父の姿すがたはどこにもない。ずっとこの桜さくら並なみ木きの下にいた地じ縛ばく霊は、どこにも。

　にゃー、と子こ猫ねこが鳴いた。

　見下ろせば霊が立っていた草むらで、子猫が寒そうに身み震ぶるいしている。

　その瞬しゆん間かん、はたと広人は閃ひらめいた。

　地縛霊は場所に憑つく。祖父が亡くなった地は調査に入った山奥であってこの有あ里り間ま区ではない。この川かわ縁べりに固こ執しつしていた理由、それは──

　いきなり広人は身を伏せて、霊の立っていた地面を掘り出した。

　枯れ草を引き抜き、地に指を食いこませ、土を素す手ででかき出す。

　夕ゆう闇やみが迫る中、広人は必死に地面を掘り続けた。

　爪つめに土が食い込んで痛い。冷たい地面に体は凍こごえ、腕もだるくなってくる。しかし広人は脇わき目めも振らずに一いつ心しん不ふ乱らんに手を動かした。

　子猫は見守るようにそのそばでじっと身を縮めて座っている。

「……あっ」

　指先が固いものに当たった。

　無む我が夢む中ちゆうで掘り進む。犬が前まえ脚あしで搔かき出すように土をまき散らし、懸けん命めいに掘り返す。

　暗い地面の底に平たく固い箱が現れた。土まみれの手で広人はそれを取り出す。

　箱には紙のお札ふだで封ふうがしてあった。恐る恐る封を剝はがし、蓋ふたを外すと、中には絹きぬの布に包まれた何かが納められている。

　その布を開くと二枚の銅どう鏡きようが出てきた。手で探ると一枚はひび割れていたが、もう一枚はずっと土の中にあったにもかかわらず、たったいま磨みがかれたようにすべすべだ。

〝私が奪うばったご神しん体たいはすでに壊こわれていて……〟

　祖父の言葉が自然に広人の脳のう裏りに浮かぶ。

「でも、一枚は壊れてない……じゃあ」

　何かに思い当たって、広人はリュックに布ごと鏡かがみを押しこむ。

　次いで子こ猫ねこを抱き上げジャンパーの懐ふところに入れると、自転車で走り出した。

　周囲はすっかり薄うす暗ぐらい。街がい灯とうがぽつり、ぽつりと灯ともり出している。

　そんな頼りない灯あかりの中を広ひろ人とは一いつ心しん不ふ乱らんに自転車で走る。

　大通りに出て行き交う車のライトをくぐるように走り抜け、真まっ直すぐに一心にある場所を目指す。その行き先は──早はや宮みや神じん社じや。

　鎮ちん守じゆの森の前で自転車を停め、リュックを抱えて広人は境けい内だいに向かった。

　気が逸はやるあまりに走っているのか転がっているのかも分からないほどの焦あせりっぷりで参さん道どうを駆かけ抜けると、広人は暗くら闇やみに沈む梅ばい園えんに足を踏み入れ、老ろう梅ばいへと駆け寄った。

　リュックの中から絹きぬの布に包まれた二つの鏡かがみを取り出し、梅うめの木の根元に置く。身をかがめた拍ひよう子しに子こ猫ねこが懐から這はい出て地に降り立った。

　広人は身を起こして老梅の根元の鏡を見下ろす。

　ここは最初にねこがみさまに出会った場所。そしてねこがみさまが消えた場所。

　広人は鏡を見つめ、白い息を吐きながら口を開いた。

「ねこがみさま……」

　汚よごれた手を握りしめ、広人はそこにいない誰だれかに語りかける。

「俺おれ、自分のことがあまり好きじゃなかった。どんなに祖母ばあちゃんが俺を大事にしてくれても、この力があるから独ひとりぼっちで、父とうさんや母かあさんにも見捨てられたって思ってた」

　広人は目を閉じる。

　亡なき祖そ父ふを恨うらみに思う気持ちは皆かい無むではない。

　祖母が自分を愛してくれたのも、贖しよく罪ざいのためなら哀かなしさを覚える。

　だが、祖父のわざのおかげでねこがみさまと出会い、多くの人々とも出会うことができた。祖母の深い慈いつくしみがあったからこそ、誰かにも優しさを返すことができたのだ。

　すべての因いん果がは一ひと色いろではない。

　良き行いは悪あしきことに、悪しき行いも良きことに。

　禁きん忌きのわざは祖父が故こ郷きようを想おもうがゆえの悪しき行いであり、孫まごである自分に引き継がれたが、いま広人はこの力があることに救われる想いだった。

「だけど、ねこがみさまと会えたから、俺はいまの俺でよかったと思う」

　自分にあるという〝神〟の力でなにがしかのわざができるなら。

　──俺は、たった一つのことを願うよ。

「以前、ねこがみさまにいいましたよね。神様は何もしなくてもいい、そこにいてくれるだけでいいって。大だい好すきな人だって同じなんです。何もできなくたって、何もしなくたって、もっといったら幸せになんてしてくれなくたっていいんだ」

　広人は、老梅の根元に置かれた鏡に手を伸ばす。

　ねこがみさまは消えた。だがその霊れい魂こんは本当に消えたのか。

　ただ一つ残るご神しん体たい。行き場を失った霊れい魂こんは当然、あるべき場に戻ったはずだ。

　広ひろ人とはある仮か説せつを立てていた。

　自分の中に移された神の力を封じる祖そ母ぼが亡なくなり、抑える者がなくなったとき、ねこがみさまは広人の前に現れた。

　まるで、対ついであるもう一いつ柱ちゆうの神に引き寄せられたように。

　そして、もしも広人の認にん識しきの揺らぎでねこがみさまが自分の存在を危うくしたというのなら、もう一度広人がねこがみさまを認め直せば──きっと。

「どうか、そばにいてください。俺おれの隣となりに、みんなと一いつ緒しよにいてください。俺の前で、俺の隣で、ただそこにいて、笑っていてください。そうしたら俺は」

　神であろうとそうでなかろうと、どうでもいい。

　大切なのは、その存在だ。そこにただ、〝ある〟ことだ。




「……俺は、それだけで幸せになるんだよ、ねこがみさま」




　広人の声が、しんと冷える夜の闇やみに消えた。白い息が月明かりにかすかに見えた。

　誰だれも答える者はない。辺りには梅うめの木々がただ広人を囲んで林りん立りつするだけだ。

　広人は手を下ろす。闇の中に沈んで見えない銅どう鏡きようを、無言で見つめ続ける。

「みにゃ───っ!!」

　いきなり背後で珍ちん妙みような鳴き声とともにどさりと何かが落っこちる音が響ひびいた。

　はっと振り返ると、視線の向こう、梅ばい園えんの敷しき地ちの中央に──

「……い、痛いのでありまする……お尻しりが」

　月明かりに輝く銀ぎんの髪かみ、その流れる髪に隠かくされた白い肌はだ。

　戸と惑まどうように動くふわふわの猫ねこ耳みみ、剝むき出しの小さなお尻から生はえた二ふた叉また尻尾しつぽ。

　先ほどまでいた白い子こ猫ねこの姿すがたはどこにもなく、代わりに現れたのは──

「……ねこがみさま」

　その姿を目にして、我われ知らず広人の唇くちびるからつぶやきが滑すべり落ちる。

　次の瞬しゆん間かん、広人は走り出した。

　わあわあとやみくもに意味のない言葉をわめき散らし、両手を大きく大きく広げ、数メートルの距離をただの一歩で飛び越える勢いで走った。

「ねこがみさま、ねこがみさま！」

　真まっ白しろな息を盛大に吐きながら広人はねこがみさまに抱きついた。

「広人……われは、消えたはずでは……」

　ねこがみさまは呆ぼう然ぜんとしていたが、広人が子どものようにしゃくり上げながら抱きつくのを見て、ほほ笑えみながら腕を回してきた。

「……っくしゅっ、さ、さむ、寒い、のですぞ!?」「えっ、あ！」

　小さなくしゃみにあわてて広ひろ人とはジャンパーを脱いでねこがみさまにかけた。

「この格かつ好こうじゃ帰れないな。神じん社じやの社しや務む所しよに行って服が借りられないか聞いてみましょう。耀あき姫ひめさんに電話すれば話を通してもらえると思いますし」

　広人がねこがみさまを助けて立ち上がったときだった。

「神しん体たいを見つけたのですね」『さて、さて。いかようにすべきかのう……』

　ふいに背後から冷ややかな青年としわがれた老人の声が響ひびいた。

　振り返ると木こ陰かげからみっちゃんと土と地ち神がみが現れる。

　とっさに広人は裸はだかのねこがみさまを背後に隠かくしてみっちゃんたちと対たい峙じした。

　みっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを押さえながら、素そっ気けなく広人に尋たずねる。

「神体は二つともあったのですか」

「一つは壊こわれていましたが、ねこがみさまのご神体は無ぶ事じでした」

「ならばもう一いつ柱ちゆうの神──猿さる田た彦ひこはいまださ迷っているわけですか」

「いいえ、実は……」

　隠しても意味がない、広人は経けい緯いを一いつ切さい合がつ切さいみっちゃんに伝えた。

「まったく、大それたことを君の祖そ父ふ母ぼはなしたものだ」

　とことん呆あきれ果てた、というようにみっちゃんはつぶやいて首を振る。

　広人は身を強こわ張ばらせ、固い声でみっちゃんを見み据すえた。

「俺おれたちをどうするつもりですか」

「どうするもこうするもないでしょう。放っておくわけにもいかない」

　月明かりに光る眼鏡のレンズをみっちゃんは広人に向けた。

「二にち柱ゆうの神がそろい、片方だけですが神体もある。この早はや宮みや神社で〝遷せん座ざ祭さい〟を行い、廃はいされた奥おく高天たかま村むらの神社から移したという形で合ごう祀しする外ありません」

『それで済むかのう。人間の体が依より代しろなんじゃぞ』

　土地神の老人が不ふ審しんそうに尋ねる。

「新たな神体となる銅どう鏡きようを作り、広人君が死した後それに移せばいい」

『いつ死ぬかも分からんじゃろうが』

　十七歳さいピチピチ少年を捕つかまえてなんてことを、と広人はこっそり胸の中で抗こう議ぎする。

　しかしみっちゃんのまるでこちらに味み方かたするような口ぶりは意い外がい。

　以前には広人に色々教きよう授じゆしたりもしてくれたし、実は優しい……のかも？

　などと考える間にも土地神とみっちゃんは口こう論ろんしている。

『神体があったにもかかわらず、もう一柱の神は迷うておったのじゃぞ』

「己おのれの正体を見失っていたからです。いまは二柱とも自覚している」

『信用できん。いつまた迷うてわしらの地に災さい厄やくを起こすか分からん……』

「ん───も───う、まどろっこしいのでありまするっ！」

　いきなりねこがみさまが叫んだ。広ひろ人ともみっちゃんも土と地ち神がみも驚いて振り返る。

　ねこがみさまはジャンパーを巻きつけ、広人の背に抱きついて震えながら怒ど鳴なった。

「わ、われは寒いのでありまするっ。よろしいですか、そんなに案ずるなら」

　広人の陰からぐいと指をつきつけ、ねこがみさまは命じた。

「土地神全員、広人の嫁よめになるのでありまするっ！」

　一いつ瞬しゆん、誰だれもの言葉が失われた。

「なっ、なんですかそれ、ねこがみさま！」「どういう理り屈くつです、理り不ふ尽じん極まる！」

　うろたえて錯さく乱らんする広人と呆あきれ返ったみっちゃんの声が響ひびき渡った。

　しかしねこがみさまは広人に抱きついたまま、平然と語り続ける。

「理不尽でもなんでもありませぬ。皆、広人の家族になればよろしい。家族に害をなすような真似まねは、たとえ己おのれを見失ったとてわれらはいたしませぬ」

『……ふむ、一いち理りは……ある、ぞ』

　ないよ！　と広人は土地神に向かって叫びたくなった。

『身内となれば異い変へんがあっても懐ふところから対たい処しよできる上に、常に手の者がそばにおってもおかしくはない。それに天てん孫そんの先せん導どうをなした国くに津つ神かみと縁えにしを結ぶのもなかなかに名めい誉よじゃな。よし、よし。有あ里り間ま区くのみならず、西にし東とう京きよう市し中の土地神に声をかけてこようぞ』

[image: ]

　ならばこれにて、と老人は一いち礼れいするとその場から消えた。

「ちょっ……ちょっと待ったあ！　俺おれが了りよう承しようしてない、全然してないっ！　神様だけどじじいまで嫁よめとか冗じよう談だん！」

「やったのでありまするぅうううっ！」

　ねこがみさまは広ひろ人との肩に抱きついてこぶしを突き上げた。

「すごいのです、西にし東とう京きよう市し中の土と地ち神がみが嫁とは千人も間もなくですぞ！」

「間もなくじゃないいいっ！　菅すが原わらさん、なんとかいってください！」

「対ついとなる相手が認めているのです。私がいうべきことは何もありませんね」

　服を貸しますから社しや務む所しよへ、とみっちゃんは無情にも背を向けた。

　狂きよう喜きするねこがみさまと引き比べ、広人はただただがく然、そして呆ぼう然ぜん。




　現在の嫁人数──計けい算さん不可能？







　三月二十日──春しゆん分ぶん。







　遅咲きの梅うめが空を彩いろどるこの日。

　早はや宮みや神じん社じやではおごそかに遷せん座ざ祭さいが執とり行われた。

　通常は夜に行われる祭りだが、出席者が未み成年なのを考こう慮りよし、午前中からの開始である。




　白い布に包まれた、ご神しん体たいを入れた箱が神しん官かんにかつがれて運ばれる。

　この箱は神しん殿でん内に運びこまれ、お祓はらいや献けん幣ぺい、祝詞のりと奏そう上じようなどの秘ひ儀ぎが行われる。それは少数の神官と宮ぐう司じのみによるもので、部外者は立ち入ることができない。

　広人たち鰹かつお屋や家け一いち同どうは神殿の外の仮か設せつテントで静かに儀ぎ式しきが終わるのを待っていた。

　三月も半なかばを過ぎたとはいえまだまだ肌はだ寒さむい。

　妖あやかし以外の人間たちは皆、厚あつ着ぎしてテント内の椅い子すに腰かけ、身を寄せ合っている。

「この儀式が終わればもう安心ですね、ねこがみさま」

　広人は隣となりに座るねこがみさまに小声でいった。ねこがみさまはセーラー服の上に分ぶ厚あついダウンジャケットを着て、きちんと座っている。

　さすがに猫ねこ耳みみはしまっているが、肩に流れる銀ぎんの髪かみは美しい。

「そうです、これでずっと広ひろ人とや皆と一いつ緒しよなのでありまする」

　三月の寒さにもかかわらず、ねこがみさまの頰ほおは喜びで上気していた。

　そのたまらない愛らしさに、広人は胸が高鳴る想おもいがする。そして改めて、ねこがみさまがすぐ隣となりにいる事実に途と方ほうもない喜びがこみ上げた。

「そういえば、消える間ま際ぎわにみことがこう申しておりました」

　ふと思い出したように、ねこがみさまが広人の耳に唇くちびるを寄せてささやく。

「……いつか、広人とねこがみさまの子として、産んでね、と」

「えっ……えええっ!?」

　思わず広人は腰を浮かせて大きな声を上げてしまい、「広人、恥ずかしいでしょう」とねこがみさまの反対隣に座る美み薫かにたしなめられてしまった。

「あ、す、すいません。はい」

　急いで口をつぐんで座り直すと、ねこがみさまはあふれる喜びもあらわにほほ笑えみ、広人に向かってまたささやいた。

「みことは、墓に供そなえられた人形だったようでありまする。広こう太た郎ろうの血けつ縁えんの遺い品ひんであり、亡なき幼おさな子ごの想いを汲くんでいたために、天てん狗ぐたちが拾い上げて囲かこったのでありましょう」

「そうだったのか……」

　あどけないみことの遠えん慮りよがちな笑みを、広人は痛ましく思い返す。

　もう広人は膝ひざを握る手の甲こうまで赤くなる勢いで真まっ赤かになって答えた。

「……て、いうか、俺おれホントに神様なのかなあ」

　照れくささをごまかそうと、広人は別のことを考える。

「なんか、とても実感なんて湧わいてこないんだけど」

「神様っていっても、そうそう大したことなんてできないし」

　すぐ後ろに座る耀あき姫ひめが広人の肩に両手を回して抱きついてくる。

　一応自分の神じん社じやの儀ぎ式しきなのにすっかり待ちくたびれて退たい屈くつした様よう子すだ。

「大きい力を振るったら色々差し障さわりがあるし、自分にも跳ね返ってくるし、っていうか広人さんはまだ訓くん練れんもろくにしてないんだからさ、心配するだけ無む駄だだし」

「耀姫さん、お行ぎよう儀ぎが悪いですわよ」

　その隣に座るミミが綺き麗れいな眉まゆをひそめて注意した。

「そうなのよ。広人にベタベタし過ぎてちょっと馴なれ馴れしいのよ」

「ですよぉ、耀姫さん一人の広人さんじゃないんですからねぇ」

　夜や刀ととユキメも身を乗り出して広人にくっつこうとする。

「そうだぞ、みんな我が慢まんしてるんだから、耀姫さんばっかりくっつかないで欲しいな」

「わらわだって広人先せん輩ぱいの隣に座りたいんですけれど」

「でもボクは耀姫クンに同意するな。儀式なんてかったるいよ」

「ふぅん、意い外がいに気が合うし。姫の一ひと文字が一緒なだけあるよね」

「おかしなところで意い気き投とう合ごうしないでいただけますかしら」

「その組み合わせはなんとなく禍まが々まがしいのよ」

「もう、あなたたち少しは静かに座ってられないの!?」

「いやあの、美み薫かこそ落ち着いて……」

「貴き様さまら、神しん聖せいな儀ぎ式しきを前に騒さわがしいぞ[image: ]」

　喧けん々けん囂ごう々ごうの中をやおら立ち上がったのは──

「部長、いや元もと部長か……その見るからに騒がしい格かつ好こうでいわれても」

　お御み輿こしかつら＋超フリル大増量のウェディングドレスの涼りよう子こ。

　背の高い涼子が立ち上がるとテントに頭がつかえるどころか突き破りそうである。

「何をいう。この儀式で鰹かつお屋や家けの絆きずなが盤ばん石じやくとなるのだ。こんなにめでたいことはない。ついでに結婚式も済ませてしまえば一いつ件けん落らく着ちやく！」

「さすが涼子、常じよう人じんでは考えつかぬ案でありまする！」

「ねこがみさま！　常人の考えだから常じよう識しきっていうんですよ！」

「あ、あの、皆様。神しん殿でんから宮ぐう司じ様たちが……」「ぐるにゃーん」

　モサコさんを抱いた守もり宮みやがおろおろと声をかける。

　あわてて一同、背せ筋すじと姿勢を正し、神殿から出てくる一いつ行こうを出迎えた。

　今回の儀式の宮司役は特別にみっちゃんが務めている。

　烏え帽ぼ子しに無む紋もんの白しろ狩かり衣ぎぬと白しろ差さし袴ばかまの、「浄じよう衣い」と呼ばれる神しん事じ用衣い装しようのみっちゃんは、いつも以上に凜り々りしく、そして神こう々ごうしかった。

「無ぶ事じ、儀式は終わりました。二にち柱ゆうの神はこの神じん社じやで合ごう祀しとなります」

　ほ……っという皆の安あん堵どの息が漏もれる。

「壊こわれた神しん体たいの代わりに、新たな鏡かがみを納めました。広ひろ人と君の人間としての寿じゆ命みようが尽きるとき、そちらに移す儀式を行います」

「じゃあ、もう安心なんですね」

　広人が肩の力をゆるめてそういうと、みっちゃんは冷ややかなまなざしを返した。

「君とねこがみの身が安定する件については。しかし」

「しかし……？」

「人間の身で厄やつ介かいな力を抱えているのは変わりありません。君の周囲ではこれからも様さま々ざまな異い変へんが起きるでしょう。それに対応していくのは生なま半なかなことではないはずです」

「うわあ……な、なんとか、がんばります。あの、この度たびはありがとうございました」

　広人は立ち上がり、気をつけしてみっちゃんに深々と頭を下げる。

　ところがそのとき、ふいに強い風が吹き、鎮ちん守じゆの森の梢こずえを激しくざわめかせる。

　空はかき曇り、大きな影が頭ず上じようにさした。

「えええ、早さつ速そくか？　なんだよ、いったい！」

　広ひろ人とはあわてて頭上を振り仰あおぐ。テント内にいた者たちはざわめいて固まり、耀あき姫ひめや夜や刀と、守もり宮みやたちは身み構がまえる。

　そのとたん、巨きよ大だいな風圧が境けい内だいの中央に落らつ下かした。

「な、なん……なんだ!?」「なんです、なんでありまするか!?」

　落下した〝それ〟は広人たちが見つめる前で、ゆっくりと立ち上がった。

「……われらが婿むこどのはどこじゃ」

　なんとそれは、十じゆう二に単ひとえを着た燃えるような赤あか毛げの美び少女である。

　まだ十二、三かそこらなのに、圧あつ倒とう的な迫はく力りよくのまなざしの少女だ。

「この地に守り神が移られたゆえ、一いち族ぞく郎ろう党とう、越してまいった。ついては」

　少女は艶つややかな唇くちびるを開き、手にした扇おうぎで広人を指し示した。

「鰹かつお屋や広人。そなたの家に一族そろって嫁よめ入いりさせてもらおうぞ」

「なっ──んだって、っていうか、あの」

　誰だれ、といいかけてはっと広人は気がついた。

「もしや、天てん狗ぐ!?」

　赤毛の美少女が「さよう」といってうなずくと、ふいにその背後に大きな羽は音おととともに無数の人ひと影かげが舞い降りた。それを見て広人驚きよう愕がく、みんなも仰ぎよう天てん。

　どれも長身の赤ら顔、長い鼻と金の瞳ひとみ、山やま伏ぶし姿のいかつい天狗たちだった。

「こちらでは性別も種しゆ族ぞくも気にせぬと聞いた。数は数百、どうぞよしなに頼む」

「性別！　いやいや、気にする！　超気にしますけど!!　しかもその数」

「いぃいやっほおおおおうっ!!」

　広人の抗こう議ぎの声をさえぎってねこがみさまが飛び上がった。

「やった、やった、よくやりましたぞ、広人！　この調子でどうせなら全世界、いいえ、全宇う宙ちゆうすべてを嫁にするのはどうです！」

「宇宙かよ！　宇宙が嫁かよ！　せめて地球限定とか有ゆう機き物ぶつ限定にしてくださ……！」

「よろしゅう頼みまするぞ、天狗どの！」

「聞いて！　お願いだから俺おれの発する単たん語ごの一つくらい聞いて！　ねこがみさま！」

　勇いさんで天狗たちに駆かけ寄るねこがみさまに、鰹屋家け一いち同どうはあきらめ顔。

「これ以上増やしてどうするっていうのよ、ねこがみさま」「そうだそうだ、屋や敷しきに入り切らなくなっちゃうぞ」「ひかるさん、家のスペースの問題じゃないと思いますけれど」

「広人様の負ふ担たんがますます増えますわね」「夜の順番決めないとなのよ。夜刀もそろそろ卵たまご産うみたいのよ」「でもぉ、神様なら千年かけて子作りすればいいんじゃないですかぁ」「性別人種問わず子作りできるなんて、広人クンも幅が広いね」

「いや、いや！　俺は最低限、人間体型の女子に限定させてほし」

「もうあきらめたら、広ひろ人とさん。なんか弥生やよい時代から男同士はあったみたいだし、異種姦かんだって古こ今こん東とう西ざいありふれてるし、江え戸ど時代の春しゆん画がだって男同士どころか獣じゆう姦かん当然だったし、犬とか山羊やぎとかエイともヤッてたしね。未来に生きてるよね～」

「エイってなんだよ！　海でひらひら泳いでるエイかよ！　やだよそんな未来！」

「甚じん右衛門えもんさんも嫁よめなんだしさ、守もり宮みやさんもみっちゃんも正式に嫁入りすればいいし？」

「なぜ天てん神じんたる私がそんなふざけた真似まねをしなくてはならないのです！　家や守もり、そんなたわごとを聞く必要などありませんよ」

「いや、その、私はすでに家族の一員ですから、もういたしかたございませんで……」

「さよう！　この甚右衛門、旦だん那な様のためならメイド部ぶ隊たい引き連れて初しよ夜やに挑いどむ所しよ存ぞん！」

「よろしい、ならばッ」

　御み輿こしウェディングドレスの涼りよう子こがばさぁっ！　とドレスをひるがえして立ち上がった。

「初夜権をかけて、勝負だッ!!」

　広人は椅い子すにくずおれて戦せん線せん離り脱だつ。

　海の生物や宇う宙ちゆうの生物との初夜に挑む白はく昼ちゆう夢むにうなされかけて失しつ神しん寸前。

「儀ぎ式しきは終わったし、ここらで一つ鰹かつお屋や家け全員で記念撮さつ影えいでもしないか」

　榊さかきがどこで頼んだのか、三さん脚きやくとカメラを持ったカメラマンを連れてやってきた。

「広人君、ほら、脱だつ力りよくしてないでねこがみさまと一いつ緒しよに中央へ」

「写真？　榊、写真を撮とるのでありまするか？」

　ねこがみさまが天てん狗ぐたちとともにテントへ戻ってきた。

「広人、広人。さあさあ、立ってみんなと並ぶのでありまする」

　とっくに抵てい抗こうする気力もない広人はうなだれつつも腰を上げる。

　カメラマンの指し示じで、一同はテントの前に押し合いへし合い並んだ。

「広人さんの隣となりはばか猫ねこでいいとしても、なぜ美み薫かさんがナチュラルに反対隣なわけ」

「文もん句くでもあるの、耀あき姫ひめさん。付き合いの長さからして当然でしょう」

「なんだと、第一夫人たる私が付き合いの濃さでは上だぞ！」

「濃のう淡たんでいったらあたしだって濃いのは変わらないし！」

「すみません、あの、どうかお静かに」

　カメラマンに注意され、耀姫と涼子はしぶしぶ口をつぐんだ。

「いやあ、しかし……よくそろったなあ」

　勢せい揃ぞろいした一同を広人は見回し、あきらめとも感かん嘆たんともつかぬ感想をもらした。

　そっと隣に目をやると、ねこがみさまが見上げてにっこりとほほ笑えむ。

　暖かな春の陽ひ射ざしを思わせる、可か憐れんで愛くるしい笑顔。

　爛らん漫まんの春のごとき、明るく晴れやかでまばゆい笑み。

「嬉うれしいのです、広人。とても、とても嬉しくて、胸がいっぱいでありまする」

　そっとねこがみさまは広ひろ人との手を握った。

　美しい銀ぎんの髪かみをゆらし、愛らしい猫ねこ耳みみを傾けて、ねこがみさまは広人だけに見せる、花が咲きこぼれるような笑えみを浮かべた。

「ずっと、一いつ緒しよに……幸せになりましょう」

「そうですね。一緒に、ずっと」

　広人はねこがみさまの小さな手を握り返した。

　この笑顔が隣となりにある。みんなとともにある。ただそれだけで、この先にあるどんな困こん難なんも苦く難なんも、きっと乗り越えていけると信じられた。




　広人は頭ず上じようを見上げる。

　三月の柔らかな青空に、梅うめの香かが高く高く上っていく。

　この初はつ春はるの青空に両手を大きく上げて、広人はいま、大声で叫びたかった。

　祖母ばあちゃん、祖母ちゃん。俺おれの家には……。







　俺の家には、春がいるよ！










　いつもより少しだけ長めのあとがき




　仕事中は、土日平日時間問わず仕事場に引きこもって一人で仕事なので、気づくと三日くらい誰だれとも言葉を交かわさない生活をしています。

　自宅に帰って家族と会話して、やっと人間らしい心地ここちを取り戻す始し末まつ。

　シリーズ執しつ筆ぴつ中は、日々の当たり前が当たり前でなくなることを目まの当たりにしたので、なおさらなにげない会話だとか、人とのつながりだとか、誰かがただそこにいることとか、もっといえば大切な人や自分に何事もなく一日が終わることなどの、わざわざ特とく筆ひつすべきでもない事こと柄がらの〝有あり難がたさ〟をより意識するようになっています。

（……などというわりには、大事な家族に迷めい惑わくかけっぱなしなのをここに懺ざん悔げ）

　有り難い、とは、有ることが難しいから、有り難い。

　ありきたりや普通は、有るのが当然でなかった時代から、有って当然になるように培つちかわれ努められてきたからこそ、いまこうして〝当たり前〟になったのだな、と。

『よめせんっ！』は、ハートフルでラブでコメディで、にぎやか楽しくほのぼのを目指す一方で、誰かがいることの喜びや、当たり前がちゃんと当たり前であることの有り難さを織り交ぜて書いてきたつもりです。

　といってもテーマは「嫁よめ千せん人にん」ですから、一番の目標は「嫁にしたいくらい出てくる女の子がみんな可愛かわいい」でしたが！




　以下は謝しや辞じです。

　担当の湯ゆ浅あさ様。

　今回のシリーズはこれまでと方向性をちょっと変えたので、いつにも増してかなりの手探りと模も索さく状じよう態たいでありましたが、的てき確かくなアドバイスと力強い支えのおかげで、無事に完結に至ることができました。一人で仕事をしているときの進しん捗ちよく状況うかがいのお電話に、びくびくしつつも湯浅様との会話に和なごんで励はげまされています。

　長いお付き合いながらやっと初めて七巻まで出せたので、これからも長く続けられるよう力を尽くしてご恩おんに報むくいたい所しよ存ぞんであります！　と、甚じん右衛門えもん風ふうに宣せん言げん。

　編集の土つち屋や様。

　毎回ほとんど湯浅様とやり取りをしているのですが、土屋様の見えない部分での力の大きさをいつも感じています。『よめせんっ！』完走は間違いなく土屋様のおかげでもあります。

　以前うかがったときには、コンビニ弁べん当とうで食事を済すませているようなことをおっしゃっていたので、夜遅くまで仕事されていますしお体が心配です。といいつつ自分も仕事場にこもると最も寄よりのセ○ンイレブン常じよう連れん客きやくになり……おでんのコンニャク美味おいしいです。

　湯ゆ浅あさ様にも土つち屋や様にも（そして自分も）健康には留りゆう意いしていただいて、ぜひこれからも長くお付き合いできればと願っています。ありがとうございます！

　イラストのごまさとし様。

『よめせんっ！』はごまさんのイラストあってのシリーズです。

　ごまさんがデザインしてくださった、ねこがみさまやヒロインズのこの上ない可愛かわいらしさをイメージして、ずっと執しつ筆ぴつしてまいりました。

　作者である自分がそのビジュアルに惚ほれて、もっともっと可愛く書こう！　と尽じん力りよくできたのも、ごまさんのイラストのあふれる魅み力りよくの賜たま物ものです。

　ごまさんとこの物語で組めた幸運をとても光こう栄えいに思っています。




　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークスの関係者の皆様や校こう閲えつ様。

　自分の本が世に出るのも皆様のおかげだと、手元に著ちよ者しや分の本が届く度たびにしみじみありがたく感じています。

　仕事に七しち転てん八ばつ倒とうしているとき、必ず励はげましてくれる友人・知人・血けつ縁えんの皆様方。

　ネタをもらったり差し入れを送ってくれたり、愚ぐ痴ちを聞いてくれたり気分転換につき合ってくれたりと、大変お世話になりました。人とのつながりの重きを改めて実感する日々。

　執筆において一番の功こう労ろう者しやである、伴はん侶りよと娘むすめ。

『よめせんっ！』は家族の物語でもあるので、執筆中には常に念ねん頭とうに二人のことがありました。仕事場にこもるとまったく家庭を顧かえりみなくなるにもかかわらず、快こころよく応援して送り出してくれて、感謝してもしきれません。ごめんよ、でも本当にありがとう。




　そして、このシリーズをずっと通して読んでくださった皆様へ。

　ただただ、ひたすらにありがとう！

「嫁よめ千せん人にん計画」という無む謀ぼうなテーマで始めたにもかかわらず、きちんと完結に至いたったこと、これまでのシリーズはどれも三巻、四巻という短いスパンだったので、こうして七巻まで続けられたことに、いまは支えてくださった皆様への感謝の想おもいでいっぱいです。

　読者の皆様のそういう力こそ、〝有あり難がたい〟ことだと思うばかり。

　このシリーズを少しでも楽しんでいただけたなら、それがなによりの喜びです。




　物語は終わっても自分の中では『よめせんっ！』の世界はずっとあり続けるので、広ひろ人とはリア充じゆう爆ばく発はつしつつも可愛い嫁全員とずっと幸せでいてくれると信じつつ祈ります。

　それでは、次の物語でもお会いできますことを！





二〇一二年　十一月　　マサト真ま希き
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て小説の仕事へ。

最終巻なのでとっておきのカレーを。この他にも熊カレーやエゾ鹿カレーや鯖カレーなどもあり。カレーは世界を救う。
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イラスト／ごまさとし

『よめせんっ！』の表紙絵には作中の季節の花をあしらってきたのですが、花言葉を調べてみると話に合っているような感じがして面白いな～と思っていました。

今回の花「青いバラ」は僕が選んで描いてみたのですが……お話に合っていれば幸いです！
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